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この報告書は,日 本 自転車振興会から競輪収益の一部である機械

工業振興資金の補助を受けて昭和60年度に実施した 「情報処理教育

技法調査研究」の成果をとりまとめたものであります。
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刊 行 の 言 葉

情報 化が急速に進展 している中で,情 報 処理技 術者 の不足が今 日大 きな問題

になっている。 同時に,最 近 におけ るエ レク トロニクス等 の 日新 月歩の技術進

歩 は,情 報処理技術に対 して より高度 な知 識,よ り新 しい技 術の 修得が求 め ら

れて いる。 この ように,情 報処理技術者 に求め られてい る量 質両面か らの強 い

要請 に対 して これ に応えるため には,適 切 な教育の実践 をおいて外に道はない。

当財団は,情 報処理技術者教 育の一環 と して,去 る昭和46年 に初級情報処

理技 術者育成指針 を,続 いて昭和49年 に中級情報処理技 術者 育成 指針 を,更

に昭和54年 に は上級情報処理技術者育成指針 を作成 した。一方,昭 和53年

に制 定された特定機 械情報産業振興臨時措置法に基づ くソフ トウェア業の高度

化計 画に沿って,昭 和56年 に情報処 理技 術者試験 を対象 とす る技術者養成の

ための標準 カ リキュラムについて3っ の指針 を作成 した。

本指針は,上 記初級育成指 針が刊行後既に15年 を経過 し,こ の間情報 処理

技術 をと り巻 く環境が大 き く変化 してい るのに対応 して,以 上 の諸文献 を参 考

に抜 本的 な改訂 を行 った ものである。

本指 針が各方面に幅広 く利 用され,わ が国情報処理技術者の育成に寄与 で き

る ことを心か ら念願する ものである。

終 りに本指針の作成に当って容易 な らぬ ご尽力,ご 協力を賜 わった情報処理

技術者 育成指針作成委 員会 の西村委員長並びに委員各位に心か ら感謝の意を表

したい。 直

昭和61年3月

財団法人 日本情報処理 開発協会 常務理事

情報処理研修 セン ター 所 長

河 村 篤 信
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第1部

第1章 情 報 処理 技 術 者

1.1職 務

1.2必 要 な知 識 ・技 法

1.3期 待 され る資 質 ・能 力

第2章 本指 針 の 目的

2.1初 級 情 報処 理 技 術 者

2.2本 指 針の対 象

2.3本 指 針 の 目標

2.4

第2部 カ リ キ ュ ラ ム の 編 成

第1章 カ リキ ュ ラム編 成 の 方針

1.1本 指 針 の使 い 方

L2標 準 的 な時 間配 分

第2章 企 業 内 教 育 での 編 成 例

第3章

.3・1

3.2

第1編 総

初級情報処理技術者育成指針の意義

論

初級情報処理技術者育成の指導者

コ ン ピ ュー タ専 門 学 校 に お け る カ リキ ュラ ム編成 例

1年 間での編成例

2年 間での編成 例

第2編

第1部 情 報 処理 とコ ン ピ ュー タ

第1章 経営活動 と情報

1.1経 営体の 目的

1・2経 営 管 理過 程

1.3経 営 組 織

基 本 知 識
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1.4統 制

1.5管 理 の体 系(製 造 業 の例)

1.6経 営 活 動 と情報

第2章 コ ンピ ュー タに よる情報 処理

2.1コ ン ピュ ー タの 特 質

2.2コ ン ピ ュー タの種 類

コ ン ピ ュ ー タに よる主 要処 理 方 式2.3

2.4

第3章 コ ン ピ ュー タの 利 用

3.1企 業 内の コン ピュー タ利 用

3.2企 業 間 情報 処 理

3.3行 政 に お け る情報 処理

3.4社 会 生 活 に おけ る情報 処 理

第4章 情 報 化 社 会 の課 題

4.1ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

4.2シ ス テ ム の運 用性

4.3セ キ=リ テ ィの 確 立

4.4そ の 他 の課 題

第2部 ハ ー ドウ エ ア

第1章 コ ン ビ=・一夕の基 本構 造

第2章 デ ー タ表 現

2.12進 法

2.2文 字,記 号 の表 現 とコー ド

2.3バ イ トの 概 念

2.4数 値 の表 現

第3章 記 憶 装 置

3.1記 憶 装 置 の 種 類

3.2記 憶 の原 理 と記 憶 装置 の仕 組 み

コ ン ピュ ー タに よる情 報処 理 の 基 本 パ タ ー ン
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第4章 演 算 ・制御 装 置

4.1命 令 の 種類

演算 ・制 御 装 置 の仕 組 み と働 き4.2

プ ログ ラム実 行 の 仕組 み4.3

加 減 乗 除,論 理 演算 の 仕組 み4.4

第5章 入 出 力装 置

入 力装 置 の種 類 と機 能5.1

出力 装 置 の種 類 と機 能5.2

5.3入 出 力 処 理

第6章 コ ン ピ ュ ー タ の 種 類

ハ ー ド ウ ェ ア の 発 展6.1

コ ン ピ ュ ー タ の 規 模 と 種 類6.2

第7章 デ ー タ 通 信 シ ス テ ム

デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 構 成7.1

7.2デ ー タ伝送 機器

通 信 回線 と通 信方 式7.3

有 線 通 信 と無 線 通 信7.4

端 末 装 置 の種 類 と機 能7.5

第3部 ソ フ ト ウ エ ア

第1章 ソ フ ト ウ ェ ア の 役 割

1.1

1.2

第2章 ソ フ ト ウ ェ ア 作 成 手 順

『問 題 分 析 と 要 求 定 義2
.1

2.2シ ス テ ム 設 計

2.3プ ロ グ ラ ミ ン グ

2.4テ ス ト と デ バ ッ グ

2.5文 書 化

ソ フ トウェア と い う言 葉 の使 わ れ 方

ハ ー ドウェア と ソフ トウェ アの役 割 分担
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第3章 ソ フ ト ウ ェ ア の 体 系

3.1i基 本 ソ フ ト ウ ェ ア

3.2応 用 ソ フ ト ウ ェ ア

第4章 プ ロ グ ラ ム 言 語 と 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム

4.1プ ロ グ ラ ム 言 語 の 歴 史

4.2高 水 準 言 語 の 種 類 と 特 徴

4.3言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム

第5章 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

5.1

5.2

5.3仮 想 化 の 概 念

第6章 サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム

6.1サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム の 概 念

6.2サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム の 例

.第.7章 .共 通 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用

7.1共 通 ソ フ ト ウ ェ ア 活 用 の 利 点

7.2共 通 ソ フ ト ウ ェ ア の 種 類

7.3共 通 ソ フ ト ウ ェ ア 作 成 上 の 留 意 点

第8章 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 環 境

8.1ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 環 境 と は

8.2ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 支 援 ツ ー ル

第4部 情 報 処 理 シ ス テ ム

第1章 処 理 方 式 の 種 類 ど 特 徴

1.1バ ッ チ 処 理 と リ ア ル タ イ ム 処 理

1.2リ モ ー ト処 理 と ロ ー カ ル 処 理

1.3オ ン ラ イ ン 処 理 と オ フ ラ イ ン 処 理

1.4タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 処 理 と 対 話 形 処 理

オ ペ レーテ ィン グ ・シス テ ムの 目的 と基 本概 念

オペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 主 要機 能
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システ ム構成

多重化構成

分 散 処 理 シス テ ム

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム の 構 成 と 利 用 形 態

ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ

ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム の 種 類

通 信 ネ ッ ト ウ ー ク ・サ ー ビ ス

ァ ー タ ベ ー ス ・ シ ス ァ ム

デ ー タベ ース の概 念

デ ー タベ ース の構 造

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン(OA)

オ ー ト メ ー シ ョ ン の 概 念

OAシ ス テ ム

OA機 器

その他 の情報処理 システ ム

フ ァ ク ト リ'・ オ ー ト メ ー シ ョ ン(FA)

CAD/CAM

フ レ キ シ ブ ル 生 産 シ ス テ ム(FMS)

コ ン ピ ュ ー タ ・ グ ラ フ ィ ッ ク(CG)

CAI/CMI

人 工 知 能(AI)と エ キ ス パ ー ト ・ シ ス テ ム
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第3編 実 務 能 力

第1部 プ ロ グ ラム 流 れ 図 の 作 成

第1章 流 れ 図 の 基 本 概 念

1.1流 れ図 の 特 徴 と基 本 形

1.2流 れ 図 の 種類

1.3プ ログ ラ ム流れ 図 の主 要 な記号 と用法

1.4最 も基 本 的 な論 理 の 流れ 図

第2章3つ の基 本 形 とそ の応 用

2.13つ の基 本 形 の 整理

2.2直 線 形 の 応 用

2.3選 択 形 の応 用

2.4反 復 形 め 応 用

2.5総 合 演 習

第3章 フ ァ イル 処 理 の基 本 技法

3.1フ ァイル 処 理 め特 性

3.2単 数 フ ァ イ ル処 理 の プ ログ ラム流 れ 図

「
第 ら 章'構 造 化 した プ ログ ブム論理 の作 成技 法

'
4.1プ ログ ラ ム論 理 の構 造 化 の 必 要性

4.2構 造 化 プ ログ ラ ミ ングめ 規 則 の 適 用

第5章 複 数 フ ァ イル処 理 の 技法

'
5.1突 合せ 形 ラ ァイ ル処 理 の基 本的 な ポ イ ン ト

5・2フ ァイ ル の 併合 処 理

5.3フ ァ イル の 突合 せ 処 理

5.4フ ァ イル の 更 新 処理

5.5フ ァ イル の 維 持保 守 の プ ログ ラム論 理

5.6総 合 演 習
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第6章 表 操 作 と 内 部 分 類 の 技 法

6.1表 の 構 造 と 表 要 素 の 参 照 法

6.2表 探 索 の 各 種 技 法

.6 .3.

第7章

7.1基 本 的 パ タ ー ン

7.2方 程 式 の 数 値 解 法

7.3数 値 積 分

7.4行 列 演 算 と 統 計 計 算

7.5総 合 練 習 問 題

第2部 フ ァ イ ル

第1章 フ ァ イ ル の 基 本 概 念

1.1レ コ ーー ド と フ ァ イ ル

1.2論 理 レ コ ー ド と 物 理 レ コ ー ド

t・1・・:3

t1 .4レ コ ー ド形 式

1・5磁 気 テ ープ の 特 性

1.6直 接 ア ク セ ス 記 憶 装 置 の 特 性

第2章 フ ァ イ ル の 種 類

、2.・1一利 用 主 体 に よ る 分 類

2.2用 途 に よ る 分 類

2.3使 用 期 間 か ら見 た 分 類

2・4ポ リ=一 ム 数 か ら 見 た 分 類

2.5媒 体 に よ る 分 類

、2.6ラ ベ ル の 有 無 に よ る 分 類

12.7'フ ァ イ ル 編 成 法 に よ る 分 類

.第3章

第4章

内部分類の技法 とプログラム論理

科学技 術計算のための流れ 図技法

ファイル記憶媒体 と補助記憶装置

5

(0

7

9

9

9

1

1
⊥

-

7

9

0
V

9

Q
V

9

1

1

1

Q
∨

0

0

9

0

0

ー
ユ

ウ
一

9
一

0

3

5

0

0

0

2

2

2

502

5

6

6

6

0

・

0

0

0

2

2

2

2

7

8

0

0

ワ
ー

ウ
臼

磁 気 テ ー プ順 編 成 フ ァイ ル の作 成 と処 理

磁 気 デ ィス ク順 編成 ファ イル の 作 成 と処理

208

208

.209

209

.209

209

209

211

212



第5章

第6章

第7章

第8章

第9章

第3部

第1章

1.1

1.2

直編成 ファイルの作成 と処理

索引順編成 フ ァイルの作成 と処理

区 分編 成 ファ イル の概 要

VSAMフ ァ イル の概 要

フ レ キ シ ブ ル ・デ ィ ス ク ・ フ ァ イ ル の 概 要

COBOL

COBOL概 説

COBOLの 歴 史

COBOLの 特 長

213

215

217

218

220

223
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1.4

1.5

1.6

第2章

2.1

COBOLプ ログ ラ ム 記述 の 基 本事 項

226

226

2.2

第3章

3.1

第4章

4.1

4.2

COBOLプ ログ ラム の構 成
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第1部 初級情報処理技術者育成指針の意義

第1章 情報処理技術者

本指針が指向する情報 処理技術者は,初 級技術者 では あるが,企 業等 の組織

体において,情 報処理 を本務 あるいはそれ に近い形 とす る技 術者であ る。

1.1職 務

L1.1情 報 処 理 技 術 者 の 職 種 分類

情 報処 理 が 社 会 に 浸 透 す る と共 に,情 報 処 理 とい う言 葉 の 意味 も広 範 な も

の を 指す よ うに な って きた。 そ れ と共 に,情 報 処 理 技 術 者 と称 され る人達 の

範 囲 もきわ めて 広 範 な もの に な って きて い る。 計 算 機 シス テ ムそ の もの を構

築 す る者,ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム を構 築 す る者,科 学技 術計 算 を担 当す る

者,事 務 処 理 を担 当 す る者 等,さ ま ざま な技 術 者 を あげ る こ とが で きる。 さ

らに,パ ーソナル ・コン ピュー タの普 及 と共に,こ れ らを扱 う技 術 者 も出 て き

た 。 これ らの技 術者 は,具 体 的 に はそ れぞ れ に特 科 した異 な っ た職 務 内容 の

仕 事 を して い る。 しか し,こ れ を機 能 的 に職務 内容 か ら職 務 分 類 す れば ,概

ね つ ぎの ように 分類 す る こ とが で き るで あ ろ う。(呼 称 は便 宜 的 な もので あ

る)

① 管 理 的 職種 一 主 と して 管 理的 仕 事 に従 事 す る職 種

② システ ム設 計 職 種 一 主 と して シス テ ムの 分 析 と設計 に従 事 す る職 種

(こ の職 種 の老 を しば しば シス テ ム ・エ ン ジニ ア と呼 ぶ)

③ プ ログ ラマ職 種 一 主 と して プ ログ ラムの 開発 に従 事 す る職 種(こ の 職

種 の者 を しば しば プ ログ ラマ と呼 ぶ)

④ 技 術 サ ポ ー ト職 種 一 主 と して専 門 的技 術 の サ ポ ー トの 仕事 に従 事 す る

職 種

⑤ オペ レ ー タ職 種 一 主 と して コ ン ピュー タの オペ レー シ ョンに従 事す る

職 種(こ の職 種 の者 を しば しば オ ペ レー タ と呼 ぶ)

1.1.2職 務 内 容

情 報 処 理技 術 者 の 行 な う職 務 内容 は,概 ね つ ぎの よ うに 分 類 で きるで あろ
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う。

(1)総 合 計 画 ・管 理 的業 務(シ ス テ ム化 の長期 ・短期 計 画 と管 理,資 源計 画

と管 理 な ど)

(2)標 準 化 推 進,教 育 訓 練 計 画 と実 施

(3)プ ロジ ェ ク トの 計 画 と管 理

(4)シ ス テ ム設計

① シ ステ ムの 予 備 調査 と概 要設 計

② シス テ ム要件 の 分 析 と基 本設 計

③ シス テ ムの 詳 細 設計

(5)プ ログ ラ ム開 発 と保 守

① プ ロ グ ラ ム設計 と仕 様 書の作 成

② プ ログ ラ ム ・コ ーデ ィ ング と単 体 テス ト

③ 統合 化 テ ス トと シス テ ム ・テス ト

④ プ ログ ラ ムの 修正 ・保 守

(6)シ ス テ ム の検 査 と評価 ・改善

(7)シ ス テ ム ・プ ログ ラ ミング(基 本 ソ フ トの生 成 ・保 守,汎 用 ソフ トの開

.発,DB/DCの 管 理 な ど)

(8)オ ペ レー シ ョン業 務

① プ ロダ ク シ ョツ の ス ケ ジュ ー リン グ とそ の コ ン トロー ル

② ジ ョブ の準 備 と後始 末,お よび ラ イ ブ ラ リ管理 業 務

③ コ ン ピュ ー タ ・オ ペ レー シ ョン

上 記 の よ うな分 類の も とで は,前 記の 各 職 種 は,概 ね つ ぎの よ うな職 務 を

担 当す る。

管 理的 職種 は,「 総 合 計 画 ・管 理 的 業 務 」,「 標 準 化 推進,教 育訓 練計 画

と実施 」 「プ ロ ジェ ク ト計 画 と管理 」 を主 と し,「 シス テ ム の予 備 設 計 と概

要設計 」,「 シス テ ム の検 査 と評 価 ・改善 」 も一 部担 当 す る。

シス テ ム設 計 職 種 は,シ ス テ ム設 計,す なわ ち,「 シス テ ム の予 備調 査 と

概 要設 計 」,「 シス テ ム要 件 の 分析 と基 本設計 」,「 シス テ ムの 詳 細 設計 」
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を主 た る職 務 とす るが,こ の 他 に も 「標 準 化 推進,教 育 訓練 計 画 と実施 」,

「プ ロ ジ ェク トの計 画 と管 理 」,「 シス テ ムの検査 と評価 ・改善 」,「 プ ロ

グ ラム設 計 と仕 様 書の作 成 」 も一 部担 当 す る。 最 も幅 広 く仕 事 を担 当 して い

る職 種 で ある。

プ ログ ラマ 職種 は,プ ログ ラム開 発 と保 守,す なわ ち,「 プ ログ ラム設 計

と仕 様 書の作 成」,「 プ ログ ラム ・コー デ ィング と単体 テス ト」,「 総 合 化

テ ス トと シス テ ム ・テス ト」,「 プ ログ ラムの修 正 ・保 守」 を主 た る職 務 と

し,「 シス テ ムの 詳細 設 計 」 も一 部 担 当す る。

技 術 サ ポ ー ト職 種 は,「 シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ」 が主 任 務 で あ るが,

「シス テ ムの 検 査 と評 価 ・改 善 」 も行 な う。

オ ペ レ ー タ職 種 は,オ ペ レー シ ョン業 務,す なわ ち,「 コ ン ピュ ー タ ・オ

ペ レー シ ョン」 ,「 ジ ョブ の準 備 と後 始 末 」,「 ラ イブ ラ リの 管 理 業 務 」 を

行 な う。

1.2必 要 な知 識 ・技法

管 理 的職 種 で は,経 営 管 理 ・事 務 管 理 技 法,適 用業 務 ・実 務知 識,コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン技 法 が 強 く求 め られ るが
,他 に シス テ ム開発 管理 技 法,問 題 発

掘 ・解 決 技法 な ど も必 要 で あ る。

シス テ ム設 計 職 種 で は,シ ス テ ム の分 析 と設計,コ ン ピュ ー タの 利 用 形 態,

ソフ トウ ェアの 基 礎知 識,適 用業 務 ・実 務 知 識 が必 須 の もの で あ る。

プ ログ ラマ職 種 では,プ ログ ラ ミン グ技 法,プ ログ ラム設 計 技 法 ,テ ス ト

技 法 ・デ バ ッグ技 法,ソ フ トウェア の 基 礎 知識,関 連 ソフ トウ ェア ・シス テ

ムの 知識 が必 要 で あ る。

技 術 サ ポ ー ト職種 で は,ハ ー ドウ ェア の 知識,ソ フ トウェ アの 知識,コ ン

ピ ュ ー タの 利 用形 態 な ど の知 識 が 求 め られ る。

オペ レ ー タ職 種 では,オ ペ レー シ ョン管理 技 法 が必 須 の もの で ある こ とは

当然 で あ るが,他 にハ ー ドウェ アの 知 識 も若 干 必 要 で あ る。
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1.3期 待 され る資 質 ・能 力

情 報 処 理 技 術 者 に 限 らず,仕 事 をす る者 は,ま ず 第一 に健 康 な体 力 と精 神

力 を もた なけれ ば な らない。 ま た,積 極 的 に事 に 向 い,自 らの仕 事 に責 任 を

もた なけ れ ば な らない こ とは 当 然 の こ とで あ る。 情 報 処 理技 術 者 に つ い て も,

健 康 な体 力 と精 神 力,積 極 性,強 い 責 任 感 は,ど の職 種 に も強 く求め られ る。

資 質 は,ど ち らか とい え ば先 天 的 な気 質 ・性 格 に 近 い と され,能 力 は経 験

や 訓 練 で 向上 が 期 待 で きる と考 え られ る。 しか し,資 質 の 欠如 を経 験 や 能 力

で補 う人 も多 く,資 質 と能 力の 区 別 を,現 実 に 生 きてい る人 間 の 中に 見 付 け

出す 事 は 困難 な こ とが 多 い。

管 理 的職 種 の者 は,指 導 力 ・統率 力,企 画力 ・計 画 力,総 合 力,説 得 力 ・

表 現 力 を備 え,柔 軟性 に富 み,併 せ て 実 行 力 を持 た なけ れ ば な らない。

シス テ ム設 計職 種 の者 は,ま ず 第一 に,分 析 力 と論 理性 に 富 み,事 を 洞察

す る能 力,独 創 性 を もち,豊 か な企 画 ・計 画 力 と共 に,正 確か つ緻 密 で なけ

れば な らな い。 大へ ん に 幅 の広 い資 質 と能 力 を備 え なけれ ば な らない職 種 で

あ る。

プ ログ ラマ職 種 の者 は.正 確 かつ 緻 密 な仕 事 が 求 め られ,同 時 に理 解 力 に

富 み,論 理 的 思考 が求 め られ る。

技 術 サ ポ ー ト職 種 に は,プ ログ ラマ 職 種 と同 じ資 質 ・能 力が 求 め られ る。

オペ レー タ職 種 で は,正 確 な仕 事 と,事 に 当 って 機 敏 に行 動 す る事 が 求め

られ る。
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第2章 本 指 針 の 目 的

2.1初 級情報処理技術者

この指針で初級情報処理技術者 とは,前 章の分類 に よれば,プ ログラマ職

種に含まれ,つ ぎの よ うな職務 を担当す る者 を指 している。

D
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プ ログ ラム仕 様 書 に 基 づ くプ ログ ラ ムの 作 成

比較 的 容 易 な プ ロ グ ラ ム仕 様 書 の 作成

テ ス ト ・デ ー タ及 び テ ス ト ・デ ー タ仕 様 書 の作 成

プ ログ ラム ・テス トの 実行

上 級 プ ログ ラ マの 指 示 に従 い,開 発 され た プ ロ グラ ムの 簡 単 な メ ンテ ナ

ンス を行 う。

(6)機 械 室 運 用 管 理 シス テ ムの 登 録 作業

これ は 企 業 に お い て は,情 報 処 理 技 術者 と して の経 験 年 数 が1年 以 上,3

年未 満 程 度 の 者 に当 るだ ろ う。

これ らの 初 級 情 報処 理技 術 者 は,実 務 経験 と育成 課 程 を経 て,や がては中 ・

上 級 の プ ログ ラ マ あ るい は シス テ ム ・エ ン ジニア とな る。

初 級 情 報 処 理 技 術者 は,健 康 な体 力 ・精 神 力を も ち,積 極 的 に知 識 ・技 術

を 習得 し,仕 事 に 当 た り,仕 事 には 強 い責 任 感 を 持 た ね ば な らな い事 は 当然

で あ る。 同時 に,初 級 で あ る間 は少 な くと もプ ロ グ ラマ職 種 に含 まれ る の で,

仕 事 を通 して 論理 的 思考 を養 いつ つ,正 確 な緻 密 な仕 事 を しな けれ ば な らな

い。 しか し,や が て は 中 ・上級 の 情 報処 理 技 術 者へ と成 長 しなけ れ ば な らな

い の で あ るか ら,分 析 力,企 画 ・計 画 力,理 解 ・判 断 力,洞 察 力,独 創性,

実 行 力等 を積 極 的 に身 に つ け るべ く努 力す べ きで あ る。 ま た,将 来 を志 向 し

て,指 導 力 ・統 率 力,説 得 力 ・表 現 力,総 合 力等 に も心 が け な けれ ば な らな

い。

本 指針 が 指 向す る初 級 情 報 処理 技 術 者 は,既 に 述べ た よ うに,組 織体 にお

い て 情報 処 理 を本務 あ る い はそ れ に 近 い形 とす る技 術 者 で あ るか ら,組 織 体

に おけ る情 報 処 理 の 意 味 を十 分 に認 識 して い な け れ ば な ら な い 。 そ して,
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知 識 ・技 法 と して は,プ ロ グ ラマ に要 求 され る諸 知 識,す なわ ち,プ ログ

ラ ミング技法,プ ログ ラ ム設 計技 法,ソ フ トウ ェアの 基 礎 知 識,関 連 ソ フ トウ

ェア ・シ ス テ ムの知 識,テ ス ト技 法 ・デ バ ッグ技 法 が 必 要 で あ る。

そのためには,情 報 処 理 と コ ン ピュー タにつ い て の基 本的 な認 識,現 在 の コ

ン ピュータのハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェア,そ れ らを合 成 した情 報 処 理 シス テ

ムにつ いての基本知識 が 必 要 で ある。 同 時 に,豊 富 な 実 習 を通 して,プ ログ ラ

ムの流れ ・論理 を体 得 し,実 際 の プ ログ ラムの作 成,フ ァ イルの 編 成 ・処 理 の

諸問題 に精通す ると共 に,シ ス テ ム開発 と運 用 につ い て も体 験 しなけ れば な ら

ない。更に適 用 業務 ごとに,そ れ に必 要 な関連 知 識 を学 ば なけ れ ば な らない。

2・2本 指 針 の対 象

本 指針 は,情 報 処 理技 術者 ど して の 第1歩 を踏 み 出そ う とす る者 の 育成 指

針 で あ り,企 業 内 に お いて,情 報 処 理技 術 者 を 目指 す新 人 の教 育,専 修 学 校

等 に お いて,初 級情 報 処 理 技 術 者 の 育 成 を 目的 とす る コー ス の教 育 指針 を与

え よ うとす る もの で あ る。 従 』 て,そ の対 象老 と して はつ ぎの者 を想 定 して

い る。

(1)高 等 学 校 普 通 科2年 修 了 程 度 の 学 力 を もって い る。

(2)情 報 処 理技 術 につ いて の知 識 が 全 くな い。

(3).企 業 あ る い はそ の他 の 組 織 体 に おい て,情 報処 理 にた つ さわ り始 め てか

ら『日が 浅 い,あ る い は これ か らた つ さ わ ろ うと してい る。

(4)将 来,中 ・上 級 情 報処 理 技 術 者 と して の活 躍が 期 待 され る。

高等学校普通科2年 修了程度 の学 力 とは,国 語,数 学,理 科,社 会,英 語 に 関

す る基 礎 学 力で あ る。 特 に 国 語 で は,正 しい 日本語 の読 み 書 きの能 力 と発 表

の能 力が 重 要 であ る。 英 語 では読 解 力 が 求 め られ る。

2.3本 指針の目標

情報処理技 術者 として まず第 一に問われることは,「 何 を知 っているか」

ではな くて,「 何 がで きるか」で ある。情報処理技 術者 の育成 もそ の線に添

一6一



第1部 初級情報処理技術者育成指針の意義

った もの で なけれ ば な らない。 本 指 針 は,こ の 「何 か が で きる」 情 報 処 理 技

術者 の 育 成 の た めの 指 針 で あ り,「 何 か が 」 とは, .本 章 の2.1節 で掲 げ た(1)

～(6)の 事 項 で あ る。

本 指 針 は,初 級情 報 処 理 技 術 者 の 育 成 指 導 に 当 る講 師 が ,学 習 者 に 「何 を,

どの よ うに」 教 え るか につ いて の 指 針 を与 え るた めの もの で あ っ て ,総 論 編,

基本 知識 編,実 務 能 力 編,お よび 関連 知 識 編 か らな る。

「何 か が で き為 」 た め に は,そ れ に 必要 な基 本知 識 が重 要 で あ る。 基 本知

識 編 は・ 情 報処 理 と コ ン ピ ュー タ,ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェア,情 報 処 理 ・

シス テ ムの各 部か ら構 成 さ れ て い る。

情 報 処理 技 術 者 は企 業 等 の組 織 体 の 中で そ の 技 術 を生 か す 。情 報 処 理 と コ

ン ピ ュー タの部 で は ,組 織 体{特 に企 業)の 経 営 活動 の基 本 的 な仕 組 み と,

経営 活 動 に必 要 な情 報 の概 念 を理解 させ,企 業 にお け る情 報 処 理 の 中で コ ン

ピ ュー タが どの よ うに利 用 さ れ て い る か を包括 的 に理解 させ る ,こど を目 的 と

して い る。

・ ハ ー ドウェア部 で は ,コ ン ピ ュー タの基 本的 な構 造,大 ・中 ・小 さ ま ざ ま

な コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウェ ア的 概 観,デ ー タ通 信 シス テ ムの ハ ー ドウ ェア

的側 面に つ い て の基 本的 知 識 を与 え る。 高 級言 語 の 普及,コ ンピュー タ ・シス

テ ム の複 雑 化 に と もない,専 門 職 プ ロ グ ラマ に とっ て も,コ ン ピ ュー タが ブ

ラ ック ボ ック ス化 しつ つ あ る。 しか し,コ ン ピュー タ を よ り有 効 に活 用す る

た め に,ま た 中 ・上 級技 術 者 を 目指 す た め には,ハ ー ドウ ェア につ いて もあ

る程 度 の知 識 を持 って い る こ とが 肝 要 で あ る。

ソ フ トウェ ア部 で は,ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウェアの役 割 分 担 ,ソ フ トウ

ェア作 成 手 順,ソ フ トウェ アの 体 系 ,プ ログ ラム言 語 と言 語処 理 プ ログ ラム,

オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ム,サ ー ビス ・プ ログ ラム,共 通 ソフ トウ ェア の

活 用,ソ フ トウ ェア開発 環 境 の 各 車 で,そ れ ぞ れ の基 本知 識 を 習得 させ る。

実 務 上 必 要 不 可 欠 な詳 細 に わ た る知 識 は 実務 能 力編 で扱 い,こ こで は よ り広

い観 点か らの ソ フ トヴ ェア 全般 にわ た る知 識 の 習得 を 目的 と し,特 に ソフ ト

ウ ェア の重 要 性 を十 分 に認 識 させ る こ とが 重 要で ある。
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コ ン ピ ュ ー タの利 用 分野 の拡 大 とニ ー ズ の多 様 化 に と もない,ハ ー ド,ソ

フ トそ れ ぞ れ の 固 有技 術 に加 え て,そ れ らを統 合 す る シス テ ム化 技 術 が重 要

に な っ て きて い る。情 報処 理 シス テ ム部 で は,代 表 的 な シス テ ム と して,コ

ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム,デ ー タベ ー ス ・シス テ ム,オ フ ィス

・オ ー トメー シ ョン ・システ ムな どを主 と して と りあ げ,そ の 目的,基 本機

能,特 徴 な ど を通 して,シ ス テ ム とい う概 念 とそ の実 態,有 効 性 な ど を理解

させ る こと を 目的 とす る。

実 務 能 力編 は,学 習老 に 実際 に 「何か が で きる 」能 力 を 身に つけ させ る こ

と を 目的 と して い る。 プ ログ ラ ム流れ 図 の作 成,フ ァイ ル,COBOL,

FORTRAN,シ ス テ ム開発 と運 用 の各 部 か ら構i成 され て い る。 各 教 育項 目に

つ いて,そ れ を学 習させ るこ とに よっ て,「 何 が で きる」 よ うに な るのか と

い う目的 を 明確 に設 定 し,十 分 な演 習 を課 し,教 育効 果 を確 認 しなが ら進め

なけ れ ば な らな い。

プ ログ ラ ム流 れ 図 の作 成 の 部 は,流 れ 図 の基 本概 念,基 本形 とそ の応 用,

構 造 化 した プ ログ ラム論 理 の作 成技 法,フ ァ イル 処理 の 基 本技 法,複 数 フ ァ

イル 処理 の基 本技 法,表 操作 と内部 分 類 の技 法,科 学 技 術計 算 の た め の流れ

図技 法 の 各車 か ら構成 され て い る。 情 報 処 理技 術 者 に とっ ては,処 理す べ き

問 題 の 論理 を正 し くか つ適 切 に組 立 て る能 力が 不 可 欠 で あ る。 個 々の プ ログ

ラム言 語 に いか に精 通 して い て も,論 理 の組 み 立 て能 力が 欠 如 して いた の で

は,プ ログ ラ ミン グ能 力が あ る とはい え ない 。 当部 は,プ ログ ラ ム論 理 を正

し くか か わ りや す く構造 化 した 論理 の 組 み立 てが で き る能 力の 養 成 を 目的 と

す る。 プ ログ ラム論 理 の作 成 には,現 在 で も プ ログ ラム流 れ 図 が 広 く用い ら

れ て い るので,当 部で もプ ログ ラム流 れ 図 を 用 いた 論理 の 組 立 て技 法 を教 え

る。

ファイルの編成,処 理は情報処理 には不可 欠の もの である。 ファイル部 は,磁 気

テープ順編成 ファイル,磁 気ディスク順編成 ファイル,直 編成,索 引編成,区 分 編 成,

vsAM,。 レキシブ・レ・デ,ス ク ・ファイ・レの各車 か ら構成されている・ これ らの各章

を通 して ファイ・レの概念,論 理 レ・一 ドと物 理、レ ・一 ドの 違 い を明確 に理 解 さ
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せ,媒 体 と関 連 した フ ァ イル編成 法,フ ァ イル へ の ア クセ ス法,さ らに それ

を実行 す る と きの プ ログ ラム書法 を 習得 させ る こ と を 目的 とす る。

プ ログ ラ ミング にっ い て は,COBOLあ る い はFORTRANの い つれ か 一

方 の言 語 に よっ て,充 分 な実 習 時間 を もって 習 得 させ る こ とが 必 要 で あ る。

COBOL部 は,概 ねJIS規 格COBOL{最 高 水 準)に 準 拠 し,そ の大 部 分

の 範 囲 を含 ん で い る。COBOL概 説,見 出 し部 と環境 部,デ ー タ部,手 続 き

部,表 操 作,順,相 対,索 引 ファ イル の取 り扱 い,整 列,プ ログ ラ ム間 連 絡

の各 車 か ら構 成 さ れ て い る。COBOLに よる プ ロ グ ラ ムの正 確 な記 述 を習

得 させ,与 え られ た 問 題 をCOBOLで プログ ラ ムが 記 述 で きる よ うにす る こ

とが 目標 で あ る。FORTRANは,JISFORTRAN上 位 水 準 に 準 拠 し,

FORTRAN概 説,FORTRANプ ログ ラムの 形 式,プ ログ ラムの 構 造,直

線 形,選 択形 の プ ロ グ ラ ム,反 復 形 の プ ロ.グラ ム(1),(2),(3),(4),1次 元配

列,2次 元配 列 とプ ログ ラム,文 関数 を引 用 す る プ ログ ラム,関 数 副 プ ログ

ラム の引 用,サ ブ ル ー チ ン副 プ ログ ラムの 引 用,の 各 車 か ら構 成 され て い る。

科学 技 術 計 算 の プ ログ ラム を作 成 す る基 礎 的 能 力 を習 得 させ る ことが 目 的 で

あ る。

シス テ ム開 発 と運 用 の 部 で は,ア プ リケ ー シ ョ ン ・シス テ ムの開 発 ,プ ロ

グ ラム開 発,プ ログ ラ ム ・テ ス トか らシス テ ム運 用 に至 る まで のす べ て の 局

面 につ い て 説 明 す る。 さ らに,そ れ らの各 局 面 を成 功 裡 に 遂行 して い くた め

の 組織 体 制 の あ り方,情 報 処 理技 術者 の位 置 づ け と役 割 につ いて も理 解 させ

る。 シス テ ム 開発 の 手 順 と シス テ ム設 計,プ ログ ラムの 開 発技法,プ ログ ラ

ムの テ ス トと品 質管 理,文 書 化 ,シ ス テ ム運 用,情 報 シス テ ム部 門 の機 能 と

情 報 処 理 技 術 者 の位 置 づ けの各 車 か ら構 成 され て い る。 これ らの 中 で,プ ロ

グ ラム 開発 や テ ス トの知 識 ・技 術 は,初 級 情 報処 理 技術 者 に とって 不可 欠 な

もの で あ るが,当 部 で と り上 げ られ るテ ー マ の 中 に は,初 級 情報 処 理 技 術 者

の 守 備 範 囲 を越 え る もの もあ る。 しか し,初 級情 報 処 理 技 術 者 は ,.や が て 中

・上 級 情報 処理 技 術 者 に なる技 術 者 で あ る
。 そ のた めに は,全 体 の組 織 体 制

につ い て も広 い視 野 を もつ ことが 必 要 で あ る。
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情 報処 理 技 術 で は ない が,情 報 処理 技 術 者 と して知 って い た方 が よい と考

え られ る 関連知 識 と して,情 報処 理 一 般,エ レ ク トロニ ク スの 基 礎,商 工業

に 関す る一 般知 識 を第4編 に 集 録 した 。情 報 処理 一 般 は,情 報 処 理 に関す る

規 格 と標 準 化,プ ログ ラム や デ ー タ に対 す る法 的 保 護,電 気 通 信 に関 す る法

制,電 気通 信 事 業者 の業 務 内容 や 範 囲,労 働者 派 遣法,VDT作 業 に 対 す る

労 働衛 生 管 理,電 子 計 算機 シス テ ム安 全 対 策基 準,情 報 シ ス テ ム の シス テ ム

監査 基 準 につ い て の基 礎 的 知 識 の 習得 が 目的 で ある。 エ レク トロニ クス の基

礎 は,パ ー ソナル ・コンピュー タ等 を他 の機 器 に接 続 して デ ー タの 交 換 を行 い,

ま た計 測 ・制 御 を行 な う等 の た め に 必 要 な基 礎 知 識 の 習得 が 目的 で あ る。 商

工業 に 関す る一 般 知 識 は,企 業 経 営,販 売,生 産 等 の各 分 野 で,コ ン ピュー

タを 利 用す る場 合,情 報 処 理 技 術者 に最 低 限必 要 とな る基 礎 知 識 を,商 業,

工業 に大 き く分 け て 習 得 させ る こ とが 目的 で ある。

2.4初 級情報処理技術者育成 の指導者

情報処理が社会 に浸透 し,ま た情報処 理のニーズの高 ま りと共 に情報処理

技 術者の不足が強 く指摘 され て きてい る。それ と共に,小 学校,中 学校,高

等学校 に もコン ピュータを導入 し,若 年 の うちか らコン ピュータに親 しませ

よ うとい う気運が 高 まって きてい る。 また大学の,情 報処理 を専 攻 していな

い学 生に も,各 専門の中 での コ ンピュータの活用の重要性が 指摘されて きて

いる6

本指針で とり上げ る初級情報処理技術者の育成 は,前 記の ような教育体 系

とは基本的に異 なる ものである。前 記の教育は,国 民 の情報処理 に対す る全

般 的 な素養 を高 める ものであ り,そ れがやがて,情 報処理技術者の需要に対

す る潜在的予備運 を提供す る とい う間接的効果につながる ものである。本指

針で と りあげ る初級情報処理技 術者 の育成は,職 業人 と しての技術者の育成

である ことを充 分に認識 していなければな らない。 企業内教 育では このとと

は 自明の ことであ るが,学 校での教 育では,講 師は十 分にそ の ことを自覚 し

ていなければな らない。
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第1部 初級情報処理技術者育成指針の意義

職業技術者 に とって最 も重要 なことは,す でに述べて きた ように 「何がで

きるか」であ る。 育成に当る講師 も特 にこの点に留意 しなければな らない。

各教科ご とに,そ の教 育訓練 によって 「何がで きる」 ようになるか の 目標 を

明確に して育成 に当 らなければ ならない。また,単 に知識,理 論の切 り売 り

では な く,実 務 に即 した内容 を織 り込む ことが必 要であ る。職業技術者 にな

る自覚 と意欲 を持つ学 習者に対 しては,落 ちこぼれ を作る こどは可能 な限 り

避 けるべ きことであ り,目 標に対す る到達度 を測 りなが ら育成 を進めるべ き

である。講師は教育方法について も評価 をもちなが ら,よ り良い方法 を工夫

し,学 習老の意欲 を引 き出す よう努力 しなければ な らない。

初級情報処 理技 術者の育成 は,情 報 処理技術者育成の基礎で ある。 育成 さ

れ た技術者 はやがて経験 を積 み より高度の技術者 に成長す るが,初 期 に受 け

た教育は きわめて大 きい影響 を もち続 けることが 多 い。講 師は初級教 育の重

要性 を十分 に認識 して育成 に当 ってほ しい。 また情報処理技 術者 の もつべ き

モ ラル も,初 級 の時期 か ら培 うべ きである。

情報処理技術 の進歩 ・変遷は急速 であ り,'情 報処理 システム も多様化 して

きている。 また情報処理技術の適用業 務 も急速に広 がって きている。 こ うし

た社会の進 展に対 応 してい くためには,講 師 自身の 自己研鐙が きわめて重要

である。 また,育 成 に当 る講 師には,情 報処理 の狭 い技術だけではな くて,

常 に広い視野 を もつ ことが要請 される。
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第2部 カ リキ ュラムの編成

第1章 カ リキ ュ ラム編成 の方 針

1.1本 指 針 の 使 い 方

本指 針 は,企 業 にお け る新 入教 育,あ るい は 専修 学校 等 に おい て情 報 処理

を専 攻 す る課 程 の教 育 の 指 針 で あ る。 企業 で の教 育方法 と学 校 で の 教 育 方法

が違 う よ うに,教 育方 法 は,そ の対 象,そ の環 境 に よって 違 って くる。 した

が って・ 実 際の 教 育 に この 指 針 を ど う活 用す る か は,教 育 企 画者 の判 断 に委

ね られ る。

第2篇 の基 本 知 識 と第3篇 の実 務 能 力 の 篇,部,章,節 の順 序 は,カ リキ

ュ ラム編 成 上 に も十 分 に意 味 の あ る順序 で あ る。 す なわ ち ,ま ず 基 本知 識 と

して,情 報 処理 と コン ピ ュ ー タの 部 で,コ ン ピ ュー タに よる情 報 処 理 の意 義

を学 び,ハ ー ドウェ ア と ソフ トウェ ア の概 略,さ らにそ れ らを総 合 した情 報

処 理 シス テ ム を学 ぶ 。 そ れ に続 け て実 務 能 力 を 身 につけ る。 まず,プ ログ ラ

ムの 論理 を 流れ 図 に よ って 習 得 し,フ ァイル の一 般 的知 識 を 習得 した 後,

COBOLあ るい はFORTRANに よる プ ログ ラ ミ'ングを習 得 し,最 後 に シス

テ ム開 発 と運 用 を学 ん で,既 習の 事 柄 をま と め る とい う方法 で あ る。

しか し,学 校 の教 育で は こ う した 方法 は 必 ず し も良い とは云 え な い。 例 え

ば,第2篇 第1部 の情 報 処 理 と コ ン ピ ュー タは,学 校 教 育 で は,入 学 時の生

徒 に は関 心 が 薄 いの が 普 通 で あ るか ら,最 初 に取 り上 げ る よ りは,適 宜 う し

ろ に移 す こ とが 必 要 で あろ う。 ま た,第2篇 第2部 の ハー ドウェア,第3部

の ソ フ トウェ ア と第3篇 の第1部 の プ ログ ラム流 れ 図 の作成,第2部 の フ ァ

イル,第3部 のCOBOL,第4部 のFORTRANは 適宜 に並 行 させ る こ と も

可 能 で あ ろ う。

ま た例 え ば,デ ー タ通 信 シス テ ム につ い て は,ハ ー ドウェア面 は ハ ー ドウ

ェア部 に,ソ フ トウェ ア面 は ソフ トウ ェア部 に,更 に シス テ ム 面 は情 報処 理

シ ス テ ム部 に収 録 して あ るが,実 際 の カ リキ ュ ラ ム編 成 で は ,デ ー タ通信 シ

ス テ ム と して ま とめ るの も一法 で あ る。

本 指 針 の末 尾 に本 文 中 に現 わ れ る用 語 の 索引が あ る。 用語 には,も と もと
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本 指 針 の末 尾 には,初 級 情 報処 理 技 術 者 と して の 知 って お くべ き,あ る

い は講 師 が教 え る際 の 参 考 と して 用 語 の 索引 が あ る。 用語 に は,も と も と

英 語 で あ っ た もの につ い ては 英 訳 を付 して あ る。 また 経済,会 計 な どの 関連

知 識 の 用語 も書 き加 え られ て い る。 これ らの 用 語 とそ の 意味 は,初 級 情 報処

理 技 術 者 と して 是非 知 っ て い てほ しい もの で あ る。 用語 は,日 本語 の用 語

{タ ス ク,ジ ョブ制 御言 語,仮 想 記憶 等)の 部 と,略 語(OS,JCL等)

の 部 に分 か れ て い る。 日本 語 は ア イ ウエ オ順,略 語 はA,B,C順 に配 列 さ

れ て い る。 また,JIS情 報 処 理 用語 で は,例 え ば オ ペ レー テ ィン グ シス テ

ムで あ るが,本 指 針 で は オ ペ レー テ ィ ン グkシ ステ ム'と して あ り・JIS情

報 処 理 用 語 との違 い が 若干 あ る。

1.2標 準的 な時 間配分

基本知識,実 務 能力,関 連知識の各 部に割 り当て られ る標 準的 な時間配 分

をつ ぎに示す。 各章への時間配 分は各部に 記されている。

第2篇

第1部

第2部

第3部

第4部

第3篇

第1部

第2部

第3部

第4部

第5部

基 本 知 識

情 報 処 理 と コ ン ピ ュー タ

ハ ー ドウ エア

ソ フ トウ ェ ア

情 報 処 理 シ ス テ ム

実務能 力

プログラム流れ 図の作成

フ ァイ ル

COBOL

FORTRAN

シス テ ム開 発 と運 用

講 義 実

140時 間

20

40

40

40

186

{166

11

{ll.
30

習 合 計

140時 間

20

40

40

40

1:1}
51

111}
10

360時 間

0

0

9

3

200

40

(注){}は,プ ログ ラム言 語 の うちCOBOLを 選択 す る コー ス と

FORTRANを 選択 す る コー ス を分 け て 時 間配 分 を設 定 した。
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第2部 カ リキ ュラ ムの編 成 、

講 義 実 習 合 計

第4篇 『関 連 知 識

第1部 情 報処 理 一 般1010

第2部 エレク トロニクスの基 礎9090

第3部 商 業 に関 す る一般 知 識110110

工業 に 関 す る一 般 知 識9090

時 間配 分 は講 義 と実 習 に分 け て あ るが,テ ー マ に よって は,講 義 の 中 で 演

習 問 題 を 出 し自宅学 習 をさ せ る とか,講 義 に 机上 演 習 を取 り入 れ る な どの 方

法 も考 え られ る。

ま た この時 間配 分 は標 準 的 な 目安 を示 して い るに 過 ぎな い。 実 施 時 に は 学

習者 の種 類,教 育環 境 に応 じた時 間配 分 を考 え る こ とが望 まれ る。
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第2章 企業内教育での編成例

基 本 知 識 と実務 能 力の 合計 時 間 は500時 間 で あ り,こ れ は企 業 内教 育 と して

は 約3ケ 月の 時 間 に相 当す る。 この教 育 の合 い間 に,必 要 な関 連知 識 を織 り込

め ば,そ の教 育 期 間 だけ 増 加 す る こ とに な る。 基 本知 識 と実 務 能 力 だ け の カ リ

キ ュ ラム編 成 の1例 と して はつ ぎの もの が 考 え られ る。

基

本

知

識

情 報 処理 と コ ン ピュ ー タ 2.5日

ハ ー ド ウ エ ア 5日

ソ フ ト ウ ェ ア 5日

情 報 処 理 シス テ ム 5日

実

務

能

力

プ ログ ラム流 れ 図 の 作成 11.5日

フ ァ イ ル 3.5日

COBOLあ るい はFORTRAN 25日

システ ム開 発 と運 用 5日

合 計 62.5日

上記の間に適宜 関連 知識 を織 り込む。
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第2部 カ リキ ュ ラムの編成

第3章 コ ン ピ ュー タ専 門学 校 に お け る カ リキ ュ ラ ム編 成 例

3.11年 間で の編 成 例

情 報 処 理系2年 制 課 程 の1年 次課 程 に 本 指針 の 内容 を組 み 込 ん だ例 をあ げ

る。 授業 時 間は1,000時 間 を想 定 して い る。 本 カ リキ ュ ラム の 目標,効 果 は

つ ぎの もので あ る。

(1)プ ログ ラ ム設 計 書 に基 づ いて,プ ログ ラムの作 成 が で きる。

(2)情 報 処 理技 術 者 と して,基 礎 的 な知 識,技 術 が 習得 で きる。

(3)情 報 処理 技 術 者 と して の基 礎 固 めが で きる。

ま た,つ ぎの事 項 に 留 意 しなけ れ ば な らな い。

(1)プ ログ ラム作 成 に お い て は,複 数 の言 語 をあ い まい に理 解 さ せ る ので は

な く,1つ の言 語 にっ い て 確 実 に 習得 で きる よ うに図 るべ きで あ る。

(2)講 義 の進 め方 は,単 に知 識,理 解 の 切 り売 りでは な く,で きるだ け 実 務

に 即 した 内容 を織 り込 む こ とが必 要 で あ る。 技 術 革新 が 激 しいの で,常 に

最 新技 術 動 向 を講義 の 中に取 り入 れ て い ぐ姿 勢 が必 要 で あ る。
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設 置 科 目 指 針 時間数

専

門

科

目

情 報 処 理 と コ ン ピ ュ ー タ 情 報 処 理 と コ ン ピ ュ ー タ 20

ハ ー ド ウ エ ア ハ ー ド ウ エ ア 40

操 作 法 20

ソ フ ト ウ ェ ア ソ フ ト ウ ェ ア 40

プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 の作 成 プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 の 作 成 90

プ ア イ ル プ ア イ ル 30

情 報 処 理 シ ス テ ム 情 報 処 理 、シ ス テ ム 40

COBO]二 GOBOL 200

FORTRAN FORTRAN 200

デ ー タ 通 信 入 門 関 連 各 部 よ り 編 成 30

デ ー タベ ー ス 入 門 関 連 各 部 よ り 編 成
一

30

事 例 紹 介 20

関 連 知 識 関 連 知 識 120

一

般

科

目

基 礎 数 学 40

英 語 40

文 章 技 法 20

ワ ー ド プ ロ セ ッ サ 20

合 計 1000

3.22年 間 で の編 成 例

2年 間 での 編 成 例 を あげ る。 目的,効 果,留 意事 項 は1年 間の 場 合 と同様

であ るが,こ の 例 で は特 につ ぎの 諸点 に 配慮 した。

(1)授 業 時 間 は1年 次 約1,000時 間,2年 時約800時 間 を想 定 す る。

(2)実 務 経験 を全 くもた な い 学年 で あ る こ とを考 慮 して,指 針 の 各 線部 を分

割 し,関 連 す る 補完 科 目を体 系 的 に併 設 す る。

(3)指 針 の 内容 を 盛 り込 む と共 に,視 野 の 広 い トー タル な技 術 者 の 育 成 を 目

指 して,適 切 な一 般科 目を設 置 す る。
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第2部 カ リキ ュ ラムの編 成

(4)COBOL, FORTRANを 必修 と し,更 にそ の1つ を選 択 して 演 習す る。

1年 次

設 設置 科 目 指 針 時間数

専

門

科

目

電子 計算機概論1

{歴 史等補足)

ソ フ ト ウ ェ ア

{第1章 ～ 第6章)

60

ハ ー ド ウ エ ア

ハ ー ド ウ エ ア

(第1章 ～ 第6章)

60

プ ログ ラム設 計 プ ログ ラム流 れ図 の 作 成 120

COBOL COBOL 240

操 作 法 120

アセ ンブラ

(情報処理技術者試験仕様)
60

一

般

科

目

数 学 60

統 計 60

英 語 60

簿 記 120

合 計 960
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2年 次

設 置 科 目 指 針 時間数

専

門

科

目

電子計算機概論2

情 報 処理 と コ ン ピュー タ

情 報 処 理 シ ス テ ム

(第5章,第6章)

60

デ ー タ通 信 シス テ ム デ ー タ通 信 シス テ ム 60

FORTRAN FORTRAN 180

プ ログ ラム練 習 120

シ ス テ ム 設 計 シス テ ム開 発 と運 用 60

情 報 処 理 一般 関 連 知 識 60

ア プ リ ケ ー シ ョ ン 60

OR 60

一

般

科
目

経 営 学 60

経 済 学 60

文 章 技 法 60

合 計 840
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第1部 情 報処理 とコンピュー タ

教 育 の 目 標

経 営 活 動(特 に企 業1の 基 本 的 な仕 組 み と,経 営 活動 に必 要 な情 報 の概 念 を

理 解 させ る。 つ い で,企 業 に於 け る情 報処 理 の中 で コ ン ピ ュー タが どの よ うに

利 用 され て い るか を包 括 的 に理 解 ぎせ る こ と を 目的 とす る。

最 近 にお け る コン ピ ュー タ利 用 の 発 展は 目覚 ま しい。 特 に 通信 処 理 の利 用 技

術 の発 達 と相 ま って,い わ ゆ る情 報 化時 代 を迎 え つ つ あ る。 この新 時代 の動 向

に付 いて も大 略 の知 識 を習 得 させ る。

内容のあ らま し

内 容 時 間 数

経 営活動 と情報 8

経 営体 の 目的

経営組織

経営活 動 と情報

情 報の種類 と流れ

コ ン ピュ ー タに よる情 報 処理 4

コ ン ピ ュ ー タ の 特 質

コ ン ピュ ー タに よる情 報 処理 方 式

コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 6

企 業 内 の コ ン ピ ュー タ利 用

企業間情報処理

行政,社 会生活におけ る情報処理

情報 化社会の課題 2

ビ ジ ネ ス ・プ ロ ト コ ル

異機種 の相互運 用性 の向上

セ キ ュ リテ ィ対 策

そ の他の課題

合 計 20時 間
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第2編 基本知識

第1章 経営活動 と情 報

用 語

経営計 画,組 織化,統 制,経 営 組織,生 産管 理,販 売管 理,財 務 省i理,労 務管

理,意 思 決 定,情 報 の種 類,情 報 の 媒 体,定 形 処 理,非 定形 処 理

目 標

コ ン ピ ュー タは経 営 体 の 経 営改 善,事 務 合理 化,生 産性 向 上な どに 利用 され

て い る。 コン ピ ュー タ利 用 の あ り方 を正 確 に理 解 させ るた め に,ま ず,経 営 体

の 仕組 み が分か る ようにす る。

経営 活 動 の考 え方 に は色 々な観 点 が あ る が,あ ま り細 部 に 立 ち 入 らず に あ ら

'ま しを理 解 で きれ ば 十 分 で あ る。

内 容

11経 営体 の 目的

経 営体 の中 で も,特 に企 業 を中心 に 説 明す る。

企 業 の究極 の,客 観 的 な 目的 は,そ の 企 業 の成長 と生 存 に あ る こ とを,ま ず

教 え る。

この 究極 の 目的 を達 成 す るた め に,重 要 な幾 つか 事 柄 に つい て 具体 的 な 目的

を設 定 し,そ れ ぞれ の 目的 に対 して最 低 限達 成 しなけ れ ば な ら ない基 準 を設 け

て,そ の達 成 を図 るこ と が基本 で あ る。 コ ンピュ ー タは,亡 の た め に利 用 す る

一種 の道 具 と して位 置 付 け られ る
。

(1)企 業の 成 長 の 目的

売 上高,利 益 な どの増大,市 場 開 発,多 角 化,マ ー ケ ッ ト ・シ ェア ーの

拡 大 な どの 目的 が あ る。

(2)企 業 の均 衡 の 目的

企 業 が幾 ら成 長 し よ うと して も,色 々 な面 で均 衡 が とれ て い な い と生 存

出来 ない。 こ の均 衡 は,余 り負債 が ない とい う よ うに財 務 的 に均 衡 が とれ,
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第1部 情 報処 理 とコ ン ピュー タ

しか も,管 理体 制 など が きちん と整 って い る な ど組織 的 に も均 衡 が とれ て

い る 必要 が ある。

以 上の要 点 を理 解 させ る。

12経 営管 理過 程

企 業 に於 け る諸活 動 は,前 項1.1に 示 した 目的 を達 成 す るた め に 行 わ れ るが,

こ れ らの 諸 活 動 は以 下 に示 す 過程 に 沿 って 進 め られ る事 を学 習 させ る。 俗 に言

わ れ る プ ラ ン(計 画 －Plan),'ド ウ(実 施 －Do),シ ー(審 査 －See)も,'経 営

管 理 過 程 の考 え 方 の一 種 で ある(注 意 一経 営 管理 過 程 に は,以 下 に示 す 以 外 に

も 多・くの考 え 方 が あ る)。

① 計 画す る(plan)。

目的 を 明確 に定 め,そ の 実 現 の た めの 計 画 を立 て る。

② 組 織化 す る(organize)。

計 画 を実 行 す る の に必 要 な条 件 を整 え る。例 え ば 要 員 の職 務 分担,関

連 付 け,組 織 作 りな どで あ る。

③ 統 制 す る(control)。

計 画 遂行 が 可能 に な る制 度 の 運 用,支 障が あ った と きの 対 策 を講 ず る

こ と な ど。

④ 指導 す る(lead)。

協 業 意欲 を持 た せ るた め の リー ダ シ ップを発 揮 す る こ とな ど。

13経 営組織

(1)組 織 の形態

経営組織の説明は,組 織 を階層別 に把 握す る観点 と,部 門別に把握す る

観 点の二つ がある。混乱 しない よ うに,整 理 して説 明す る。

① 階層別の組織 の分類

組織 を階層別 に見 ると次に示す4階 層に分け られ る事 を示す。 そ して

それぞれの階層 は主、として どの よ うな役割を果た しているか を説 明す る。
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ア)最 高経 営 層(topmanagement)

イ)部 門 経 営層(divisionalmanagement)

ウ)監 督 者 層(supervisorymanagement,lowermanagement)

エ)作 業 者 層

これ らの 階 層 の 内,部 門経 営 層 の こ とを単 に管 理 階 層 と呼 ぶ こ とが 多 い。

最 高 経 営 層 に近 い 程,戦 略 的 決定(strategicdecision)と 管 理 的決 定

(amnistrativedecision)の 比 重 が 高 く,逆 に 監督 者 層 に近 付 くに つ れ 業

務 的決 定(operationaldecision)の 比 率 が 多 くなる。

② 部 門 別分 類

組織 を階 層 別 に見 るの を縦 方 向 とすれ ば,部 門 化(departmentation)

は組 織 を横 方 向 に 眺め た もの で あ る。 企 業 に経 理 部,人 事 部,営 業 部,

製 造 部 な どの 部 門 が あ る のは この例 で あ る。

部 門化 に は 幾 つ か の形 が あ るが,主 要 な 部 門 と して 次 の よ うな ものが

あ る こ とを理 解 させ る。

1)職 能 別 の部 門化(生 産,営 業,経 理,人 事 な ど)

2)地 域 別 の部 門化(地 方別 の 営 業 所,海 外 支店 な ど)

3)製 品 別 の 部 門化(製 品 の種 類 別 の 組織)

4)顧 客 別 の 部 門化(官 庁,会 社,一 般 消 費者 別 の組 織)

5)工 程 別 の 部 門 化(鋳 造,鍛 造,仕 上,機 械,塗 装lt4")

(2)組 織 形 態 の 分類

組 織 は権 限関 係 の種 類 に よ って,以 下 に 示 す3種 類 の形 態 に 分類 出来 る

事 を説 明する。また,そ れ ぞれの特長,欠 点について解説す る。

① 直 系 式 組 織(lineorganization)

上 か ら 下 ま で 単 一 の 命 令 権 限 で 結 ば れ て い る 。

② 職 能 別 組 織(functionorganization)

職 能 的 に 専 門 化 さ れ て い る 。

③ ラ イ ン ・ア ン ド ・ス タ ッ フ 組 織(lineandstafforganiza!ion)

各 組 織 は 垂 直 に 結 ば れ る が,ス タ ッ フ 部 門 の 助 言 を 得 る 。
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(3)集 権 管理 と分権管理

どの ように物事 が決定 されるか とい う観点か ら組織 を分類す る と,次 の

3種 類の形態に分類 出来 る。それぞれの特長,欠 点 を簡単 に説 明す る。

① 集権 的管理組織(最 高経営 層が総ての決定権 を持 つ)

② 分権 的管理組織(各 部門経営者 に決定権 が配分されている)

③ プ ロジェク ト・チーム編成(特 定製品な ど対象の臨時的組織)

14統 制

計 画 を実 行 す る過 程(つ ま り実績1を 見 なが ら,計 画 と比較 し,両 者 の開 き

が出 な い よ うに図 り,も し開 きが出 来 た と きに は適 切 な処置 を と る事 が統 制 の

基 本 で ある。 こ の基 本 を良 く理 解 させ る。

統制 に は,お よそ 次 に示 す よ うな事 項 が あ る。

① 統 制 の対 象領 域(数 量 的業 績,目 標,方 針,手 続 な ど)

② 統制 方法(制 度 の設 定,是 正,解 決 のた め の 処 置)

③ 統 制 の 対象 要 因(統 制 可能 ・不 可 能 要 因 の判 別,戦 略 要 因 の抽 出)

統 制 を 円滑 に遂 行 す るた めに は経営 情 報 システ ムの整 備 が必 要 で ある。 これ

は標 準 と実績 との差異 を分 析 し,問 題点 の所 在 を迅 速 に 発見 し,的 確 な処 置 を

とるた め の も の で あ る。 これ が整備 され れば 統 制 のた め の フ ィー ドバ ッ クを短

くす る こ とが出 来 る。

15管 理 の体系(製 造 業 の例)

(1)職 能の構成 と管理

製造業 を例に と り,企 業の職能 が どの ように構 成 され ているかを説明 し,

企業の仕組み を理解 させ る。

① 財務管理

資本 の調達,財 務計画(投 資 計画,利 益 ヲ画な ど),財 務統制(予 算

統制,経 営分析)な ど。 財務 部門が担当す る。

② 労務管理(人 事 管理)
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社 員 の採 用,配 置,昇 進 な どの 人事 計 画,職 務 分 析,人 事 統 制(人 事

考 課,実 績評 価,能 力 評価 な ど),賃 金 。

③ 生 産 管理

生 産 計 画(動 作 研 究,時 間研 究,標 準 化,規 格 化),生 産 管理 の組 織

化(工 場 立 地,工 場 レイ ア ウ ト),生 産 統制(作 業 管 理,品 質 管 理),

研 究開 発,外 注 管 理,資 材 管 理 な ど。

④ 販 売 管理(マ ー ケ ッテ ィン グを含 む)

市 場 調査,需 要予 測,マ ー ケ ッテ ィン グ計 画(製 品 計画,販 売 計画,

価 格 政 策),マ ー ケ ッテ ィン グの組 織化,販 売統 制(ブ ラン ド確 立,販

売 促 進,広 告,マ ー ケ ッテ ィン グ ・ミックス)な ど。

(2)管 理 の体 系 と資 金 の流 れ

企 業 の仕組 み を概 念 的 に 理解 させ るた め に,図2-1-1お よび 図2-1-2

に 示す よ うな概 念 図 を使 用 して学 習 させ る。

16経 営活動 と情報

(1)階 層 と意思決 定

、 意思決 定には次に示す3種 類の タイプが ある事 を理 解させ る。

① 戦略的決定'

企業の外部 問題 にかかわ る決定であ り,特 に企業の製品市場 構造 を選

択す ることの決定 で ある。企業 目的の設定,経 営の多角化な ど。 前例が

無 く非定形的 な決定 であ り,集 権 的 な決定 である。,コンピ ユご タなどは

活 用 しに くい分野 である。

② 管理的決定

企業が最大 の遂行能 力を発揮す るように企業 の資源 を構造化す る意思

決定である。

管理決定には次 の2種 類が ある。

。組織に関す る決定

。資源(資 材 ,人 材)の 調達 に関す る決定'
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顧 客か らの

注 文

生 産 在 庫

管 理

見積 ・受注

決 定

庫

理

在材資

管

生 産 計 画

生 産 管 理

工 数 管 理

設 備 管 理

図2-1-1生 産会 社 の管 理 体 系4

(引 用 幸 田一男 著 「事 務 の機械 化 入 門 」実 業之 日本 社)

③ 業務的決定

企業の収益性を駄 射 る蛭 で軌 各叩 への預 酉己分・生劇

画,在 庫 管 理,販 売 管理 な どに つ い ての 諸決 定 で ある。 定 形 的,反 復 的

挟 定 僻 心 であ り・分権的 挟 定 ⑰ る・
,コ ンピー ・が活 用で きる・

(2)階 層の レベル と情報

企業で利用 され る情報 は経営 の階層によって,か な りめ 相異 がある。

経営階層で利用 され る情報は要約的,既 往情報 中心パi外部情報 の比重大,

将来 目的のため の情報 中心,比 較 的少 数の変数で利用 され るな どの特徴が

ある。

一方
,作 業階層 で利 用され る情報 は詳細情報,最 新情報 中心,内 部情報

の比重 が大,現 在 目的のた めの情報中心,変 数の量 は少 ない などの特徴 を
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第2編 纂 本 知調i

設備 費 人 件 費

再投資

光熱費 原材料 費

借入金利息

雑収入

図2-1-2企 業 に お け る 資 金 の 流 れ

(引 用:D.1.ク リ ラ ン ド/W.R.キ ン グ 著 上 田 淳 生 訳 「 シ ス テ ム

・マ ネ ー ジ メ ン ト」 ダ イ ヤ モ ン ド社}

もつ 。 利 用頻 度 も高 い。 コ ン ピ ュー タを利 用 し易 い 。

(3)情 報 の 媒体

企業 の情 報 に は,媒 体(い わ ゆ る メデ ィア;media)に 乗 った 情 報 と,媒

体 を使 用 しな い情 報 とに分 け られ る。

前 者の,媒 体 上の情 報 を扱 う情 報 シス テ ム を文書情 報 シ ス テ ム(docu-

mentinformationsystemslと 呼ぶ 。 ま た,後 者 の媒 体 に 乗 らない 情報 を
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扱 うシス テ ムを,非 文書 情 報 シス テ ム(non-ducumentinformationsys-

tems)と 呼ぶ こ とが あ る。

コ ン ピュ ータ を利用 した 情 報 処 理 シス テ ム も,媒 体 と して磁 気 デ ィス ク

や 磁気 テ ー プを使 用す る の で,一 種 の文 書情 報 シス テム と して位 置 付 け る

こ と がで きる。

情 報 の 媒体 の 発 達 は 近年 目覚 ま し く,以 下 に列挙 す るいわ ゆ る ニ ュ ー ・

メデ ィ アが 話題 にの ぼ って い る。

① パ ッケ ー ジ系 ニ ュー ・メデ ィ ア(デ ー タ通 信,ビ デ オ ・デ ィス ク,フ

ロ ッ ピ ィ ・デ ィス ク等)

② 有 線 形 メデ ィア(フ ァク シ ミ リ新 聞,電 子 メール,テ レ ビ会 議,CA

TV,双 方 向CATV,ビ デオ ・レス ポ ンス ・シス テ ム等)

③ 無 線形 メデ ィア(AMス テ レオ,ペ イ ・テ レビ,文 字 音 声 多 重,フ ァ

ク シ ミ リ多 重,静 止 画 放 送,衛 星 通 信 等)

(4)定 形処 理 と非 定形 処 理

企 業 にお け る 情 報処 理 に は表2-1-1に 示 す ように定形 処 理 と非 定形 処 理

とに分 類 出来 る。現 時点 で コ ン ピ ュー タが 有効 に活用 され て い る の は定 形

処 理 の領 域 であ る。

表2-1-1定 形 処 理 と非 定形 処理

比 較 項 目 非 定 形 処 理 定 形 処 理

主要対象階層

(1)経 営 階 層

(2)管 理 階 層

(3)ス タ ッフ

(1)作 業 階層

処理手順 非定形的処理 定形的処理

主 要 シ ス テ ム
(1)非EDPシ ス テ ム

(2)非 文書 情 報 システ ム

(1)EDPシ ス テ ム

コ ン ピ ュ ー タ の 活 用

コ ン ピ ュー タで 処 理 出来

な い 問題 が 多 い。

(非 数値 情 報 が多 い)

コ ン ピ ュー タが 広 く活 用

され てい る 。

(数 値 情 報主 体)
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指 導 上 の 留 意 点 ‥ 免 い'

(1)・こ瞳 の内容剛 敵 広綱 にわたるので⑭ 勃 細部口 ち入 らない よ

うに締 する・、企業騨 の仕組みの概要を把握さ葦 垣 に縛 すること

が大 切 で あ る。

(2) .企 業活動 の考え方にはいろいろ な学説があるがわあ ま り厳密に考 えて理

解 しに くく し ない よ うに特 に留 意 す る。

(3)、 この章 を 学 習 させ る 目的 は,今 後 の学 習 に よ って企 業 体 に おけ る コ ン ピ

ュー タの 位 置付 け を正 確 に 理解 させ る こと に あ るの で,い っ も コ ン ピュ ー

タの 役 割 を意識 しなが ら指 導す る。.
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'第2章'
コ ン ビ二 一 タに よ る情 報処 理

'

用 語

コンピュータの特 質(論 理 的 特質,性 能 的特 質,利 用 上 の特 質)r,マ イーク ロ ・

コン ピ ュー タ,パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ ,オ フ ィス ・・コ ン ピュ ー タ,汎 用 コ

ン ピュー タ,事 務 用計 算,科 学 技術 用 計 算 ↓ 一括 処 理(バ ッチ 処理) ,実 時 間

処理(即 時 処 理;リ ア ル タ イム処 理),オ ン ラ イ ン処 理,オ フ ライ ン処理,メ

ッセ ー ジ処 理,問 い 合わ せ,デ ー タ収 集,デ ー タ 分配 ・.・ ・㌦ 〉

目 標

企 業 にお い て コ ン ピュー タが どの よ うに 利 用 され てい るか を学 習 させ え る の

.がこ の章 の 目的 で あ る。

この 章 で は,以 下に 示 す二 つ の観点 か ら コ ン ピ ュー タの役 立 ち を理解 させ る。

① コ ン ピ ュー タ.はど一の よ うな特 質 を 持 つか 。、

② コ ン ピ ュー タに よる情 報 処 理 に は どの よ うな方 式 が ある か 。 ・ 'γ

内 容..

21コ ン ピュ ー タの 特 質

コ ン ピ ュー ダ を 一種 の 道 具 と して見 た場 合 ,ど の よ うな特 質 が あ るか を正 確

に し っか り理 解 させ る。 こ れ らの特 質 を最 大 限 に発揮 させ る こ との 出来 る 分野

に 』 ン ピー ー タ を利 用す れ ば有 効 に活用 出来 るか らで あ る.・
.',

コ ぞピユ一 夕の特質 は㌧次 に示す三?の 観 点か ら整理 する ζとができる。

(1)論 理 的 特質

① プ ログ ラム可 能 な範 囲 で は完 全 な 自動 化が 出 来 る。

② 弾 力 的 プ ログ ラ ムの 実行 が可能 で あ る。

③ 特質 に 限 界 が あ る(入 間 が作 った プ ログ ラム に よって のみ 操 作 可 能1。

セ過 蹄 牢 ∴ ∴ ∵ 『'
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① 高速処理が可能である(手 作業の数百倍以上の速度)。

② 大量記録が可能である(極 めて小さなスペースに大量情報 の記録可能)。

③ 反復処理が可能 である(繰 り返 し迅速,正 確に行 う)。

(3)利 用上の特質

① 機械 計算的性格(高 速 自動 計算 が出来 る)。

② ファイル処理機械的性格(台 帳(フ ァイル)処 理に適 応する性格)。

(引 用:鵜 沢昌和 著 要説電子計算機 自由書房 昭和50年3月20日 発行}

22コ ンピュ ー タの種 類

コ ン ピュ ータ に は様 々な種 類 が あ る が,情 報 処 理 の 基本 原 理 は 同 じで ある。

用 途別,価 格 別(買 取価 格)に コン ピ ュー タ の種 類 を分類 す れ ば 図2-1-3に

示 す よ う な,お お よそ の概 念 に整 理 で き る。た だ し,コ ン ピュー タの進 歩 は 極

め て著 しい の で,特 に 性能/価 格 比 は急 速 の向 上 して い る。 従 って 同 じ単 価 の

コ ン ピ ュー タで あ って も,ま た,同 じ レン ジの コ ン ピュー タで あ って も2～3

年 の間 に 著 し く性 能や 処 理能 力 が 向 上 して い る事 に注 意す る。

円
0

0
0

0

万

㏄
50
30
20

百

工

001

30

0.3

0ユ

汎 用 大形 コン ピュー タ

汎 用 中形 コン ピ ュー タ

ビジ後
。一㌻ ソナル

事務 計 算 主 用 途 科学 技 術 計算 主 用 途

図2-1-3価 格 と主 用 途 に よる コ ン ピ ュー タの分 類

(引 用:谷 野柾 雄 著 オフィス ・コンピュータ 同 文舘 昭和57年6月10日 発 行1
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23コ ン ピ ュ ー タ に よ る 主 要 処 理 方 式

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 処 理 方 式 は
,以 下 に 示 す 幾 つ か の 観 点 か ら 分 類 す る こ と

が で き る 。 こ の 章 で は こ れ ら の 処 理 方 式 の お よそ の 概 念 を 理 解 さ せ れ ば 十 分 で

あ る 。

(1)一 括 処 理 方 式 と 実 時 間 処 理 方 式

① 一 括 処 理 方 式(バ ッ チ 処 理;batchprocessing)

② 実 時 間 処 理 方 式(即 時 処 理;リ アル タイ ム処 理;reahimeprocessing)

(2)オ ン ラ イ ン 処 理 と オ フ ラ イ ン 処 理

① オ ン ラ イ ン 処 理(onlineproceSsing)

② オ フ ラ イ ン 処 理(offlineprocessing)

(3)処 理 の 組 み 合 わ せ

こ れ ら の(1)と(2)の 組 み 合 わ せ か ら,例 え ば つ ぎ の よ う な 方 式 が あ る 。

① オ ン ラ イ ン 即 時 処 理(OnlinerealtimeproceSsing)

② 遠 隔 バ ッ チ 処 理(remotebatchprocessing)

③TSS処 理(TimeSharingSystem)

(4)ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 に よ る 分 類

① 単 純 な シ ス テ ム(い わ ゆ る ス タ ン ド ・ア ロ ン)

②1中 央 処 理 多 端 末 シ ス テ ム

i)多 重 プ ロ グ ラ ミ ン グ 処 理 方 式(multiprograming)

ii)オ ン ラ イ ン 多 重 プ ロ グ ラ ミン グ 処 理 方 式(onlinemultiprograming)

③ 多 中 央 処 理 シ ス テ ム

i)多 重 プ ロ セ ッ シ ン グ 処 理 方 式(mUltiprOCeSSing)

ii)オ ン ラ イ ン 多 重 プ ロセ ッ シ ン グ 処 理 方 式(onlinemuitiprocessing)

(い わ ゆ る コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク は,こ の 範 ち ゅ う に 入 る も の

が 多 い 。)

24コ ン ピ ュー タに よ る情 報 処 理の基 本 パ ター ン

コン ピュー タに よる情 報 処 理 は幾 つか の 基本 的 な処 理 の パ タ ー ン を組み 合 わ
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せ て 成 り立 って い る事 を理 解 させ る。

こ の基 本 パ タご ンに は,例 え ば以 下 に示す よ うな もの が あ る。

(1)実 時 間処 理 の基本 パ ター ンの 例

① 伝票 処 理 ② 問 い合 わせ 処 理

売上伝票
請求書
納品書
受領書

ム

理

ラ

処

グ

上

ロ

売

プ

売 上 デ ー タ

フ ァイル

(2)一 括 処 理 の 基 本 パ ター ン の例

① 日次 処 理(dailyj6b)の 例

顧 客 マス タ

商 品 マス タ

顧 客 マス タ

商 品 マス タ

②

問 い合 わせ 処 理
プ ログ ラ ム

マ ス タ

フ ァ イ ル

ト ラ ン ザ ク

シ ョ ン ・ フ ァ

イ ル

日次 処 理

プ ログ ラム

マ ス タ 、

プ ア イ ル

・担 当者別売 上

商 品別売 上
入金

支払 い
入庫 出庫'

月 次 処 理(monthlyjob)の 例

マ ス タ ・ ㌧,

プ ア イ ル

'月・次 処 理

プ ロ グ ラ ム

ー
ー

庫

報

別
別

理
在

見

当

客
金
管

別

上
担

願
掛

品
庫

売
ー
ー

売
商

倉
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③ マス タ ・プ アイル更 新 処 理

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン

・ ア ー タ

ム

新

ラ

更

グ

ル

ロ

イ

フ

ァ

理

フ

処

旧 マ ス タ ・

プ ア イ ル

新 マ ス タ ・

フ ァ イ ル

指導上の留意点

こ の章 で の学 習 の 目的は,コ ン ピ ュー タの 内部 の 動 作原 理 に は立 ち入 らず に ,

外 か ら眺 め て コ ンピ ュー タ が ど の よ うな ものか を理解 させ る こ とに ある。

特 に 以下 の項 目に つ いて 十 分理 解 させ る こ どが大 切 で ある。

(1)道 具 とし ての コ ンピ ュ ー タ の理 解

コ ンピ ュー タ は人 間 の 創造 した 道 具 の一種 で あ る。 元 来,道 具 は特 定 の

目的 を満足 させ るた め に,入 間 の持 って い る機 能 の一 部 を 強 化 した もので

あ る。 こ の意味 か らコ ン ピ ュー タ を眺 め る と コン ピュ ー タ の特 質 を 正 確 に

理 解 し,そ の特 質 を最 大 限 に引 き出す よ うに,コ ン ピュー タを利 用 す る こ

とが重 要 であ る と分 か る筈 で ある 。

コ ン ピュー タ で処 理 可 能 な業務 は ,な ん で もコ ンピュ ー タ化す る とい う

考 え 方 は正 し くない。 ,これ らの特質 を引 き出せ る業務 に コ ン ピ ュー タを積

極 的 に 活 用す る 態度 が 必 要で あ る。

(2)コ ン ピュ 一一タの種 類 の理 解

動 作原 理 は,ど の よ うな種 類 の コ ン ピ ュー タで も同 じだ が,用 途 に 応 じ

て汎 用 コ ン ピュ ー タ,ミ ニ ・コ ン ピ ュー タな ど多種 多様 で あ る。 これ らの

区別 は 必 ず し も厳 格 な も の では ない が,コ ン ピュー タ の概 略 を理 解 す る の

に役 立 つ。

また,単 価 と性 能 の 関 係 に つ い て は年 々 コス ト/パ フ ォ ー マ ンス が 上昇

す るの で,あ ま り厳 密 に 区分 す る必 要 は な い。
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(3)利 用 方 式 の概 略 の理 解

即 時 処 理,オ ンラ イ ン処 理 とい った用 語 が 数多 く出 て くる が,概 念 を正

確 に理 解 させ て,混 乱 の ない よ.うに指 導す る こ と が大 切 で あ る。

色 々 な処 理 方 式 が あ る が,こ れ らの 方式 の 特 徴 を学 習 す れ ば コ ン ピ ュー

タの特 徴 は十 分 理 解 した こ とに な る。 この程 度 の用 語 を学 習す れば,こ こ

で例 示 しなか った 用 語,例 え ばデ ー タ収集,デ ー タ分 配 とい っ た用 語 も,

理 解 で きる で あ ろ う。
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第3章 コ ン ピ ュー タの 利用

用 語

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・リサ ー チ(OR),数 値 解 析,統 計,計 量 諸 科 学,プ ロセ ス 制

御,フ ァ ク トリ ・オ ー トメ ー シ ∋ ン,ロ ボ ッ ト,フ レ キ シ ブ ル 生 産 シ ス テ ム

(FMS),構 内 情 報 通 信 網,OA,FA,LA,シ ス テ ム ・ リ ー ダ,プ ロ ト コ ル,

垂 直 形 ネ ッ トワ ー ク,水 平 形 ネ ッ トワ ー ク,複 合 形 ネ ッ ト ワ ー ク,付 加 価 値 通 信 網

(VAN),共 同 情 報 シ ス テ ム,行 政 情 報 シ ス テ ム,ニ ュ ー メ デ ィア ・コ ミ ュニ テ ィ,

テ レ トピ ア,総 合 デ ィ ジ タ ル 通 信 サ ー ビ ス,双 方 向CATV,ホ ー ム ・ シ ョ ッ ピ ン グ

目 標

前章 に 引 き続 き コ ン ピュ ー タ の利 用 分野 の 概要 を学 習 させ る。

コ ン ピュー タの利 用 分 野 を以 下 に 示す 分 類 で包 括 的 に理 解 させ ,、情 報 処理 技

術 者 と して の 自覚 を持 た せ る。

① 企業 の コ ン ピュー タ利用

ア)企 業 内 の コ ン ピュ ー タ利 用

イ)企 業 間 の コ ン ビ ざ 一 夕利 用

② 行 政 にお け る コ ン ピ ュ ータ利 用

③ 社会生 活 に お け る コ ン ピ ュー タ利用

内 容

31企 業 内 の コ ン ピュ ー タ 利用

(1)計 画 とコ ン ビ ・・一一タ

1.2の ① 項 で 取 り 上げ た 「計 画 す る 」とい う企 業 活 動vak・ け る コン ピ ュ

ー タの利 用 を学 習 させ る
。 す で に1.6(1)項 で 学 習 させ た よ うに,計 画段 階

におけ る意 思 決 定 は 戦 略 的決 定 お よび 管理 的決 定 が 中心 に な るが,こ れ ら

の 決定 の形 は,い わ ゆ る非 定 形 的決 定 で あ り非 定形 処理 中心 で ある。
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計 画 段 階 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 で は,以 下 に 示 す よ う な 手 法 が 利

用 さ れ て い る 。 こ れ ら に つ い て,ど の よ う な 概 念 の も の で,ど の よ う な 特

徴 を 持 っ て い る か を 理 解 さ せ る 。: .

① オ ペ レ_シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ(OR;OperationsRe;ear6hl'"

ア)数 学 的 計 画 法{簡 単 な 線 形 計 画 法 を 例 示 す る 川

イ1"在 庫 問 題 と在 庫 モ デ ル('ご く簡 単 に 概 念 を 説 明 す る1"`"t

"ウ

)取 り層替 え 問 題(ご く 簡 単 に 概 念 を 説 明 す る パ こ`'

:`句 三

ケ ピ ー1ン グ{ぬ そ の 概 念 の 説 明 頑 い いt']い

i}i)E]RTIPr6grarbEvalUごfi662ndR'e;ieWLTe'chniqu'es)'

ii)eP]S(i(Critic'a1PathMethod)'

iii)ラ イ ン ・ バ ラ ン シ ン グ(1inebalancing)(説 明 省 略 可1::

オ}確 率 問 題 と 確 率 モ デ ル

i)待 ち 行 列 理 論(輌euin』th'e'ory)

:/カ)探 索 問 題 と 探 索
モ デ ル(説 明 省 略 可1

キ}競 争 問 題 と 競 争 モ デ ル(説 明 省 略 可)

Dゲ ー ム 理 論(theoryofgames)「

ii)ミ ニ マ 。 ク ス の 原 理(mi。i.頑 。p・i・ ・ipl・・)

マ ク シ ミ ニ の 原 理(max-min'i'principles)

iiilシ ミ・=Lレ ー シ ョ ン(simulation)(ご く 簡 単 に 概 念 を 説 明}

② 数 値 解 析(こ こ で は ご く簡 単 に 説 明)

ア)微 分 方 程 式 の 近 似 解 二'

イ}線 形 代 数(行 列 式 の 応 用)

ウ)確 率

③ 統 計(statistics)

刀 記 述 統 計 一 い

'

イ}回 帰 分 析(,69,6ssi。 。 。。・ly;i・ ト'

,1蘇 列 痛(、im6,e,、 。、・m日1,、 輌汗 ・"』 ∴t"

t)分 散 酬(。h。ly,i,'。f。5・{-tihe・)1'・1.・.t..一':'・J.'t－
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第1部 情 報 処理 と コ ンピュ.一タ

オ)因 子 分 析(factoranalysis)

カ)主 助 分 析(iil・ ・・・…1・ ・m…e…'・n・il
.1…)'

キ)判 別 関 数(discriminantfunctions)

ク)正 準 相 関 分 析(canonicalcorrelationanaly'sis)

④ 計量諸科学(こ こでは ご く簡単に説明,省 略 も可)

ア)計 量 経 済 学(ec…m・t・i・ ・)
,^一

イ)計 量 心 理 学(P・y・h・m・t・ics):
__.1

ウ)計 量 社会 学(quantitativesociology)こ 、

(こ れ らの諸科 学 は 「計 画 」 と だけ 関連 を持 つ もので は ない が ,便 宜 上

ここ で取 り上 げ た 。)・ 一"、

(2)管 理 と コン ピュー タ

部 門 管理 に おけ る コ ン ピュー タ の利 用 は,主 と して定 形 処 理 中 心 に 比較

的 長 い歴 史 を持 つ。 表2-1-2は 主 要 部 門 に お け る'コ ン ピ ュー タの 利 用 領

表2:1-2各 部 門 と コ ン ビ ュ ー'タ

部 門
'

コ ン ピ ュ ー タ 処 理 例 特 性

営 業 部 門

製品在庫 管理
売掛金管理'

販 売統 計

需要予測

(1)原 始 デ ー タ の 作 成 ・収 .

集 が 重 要 。 ξ

(2)社 内 コ ー ドの 完 全 統 一

が 必 要 。

技 術 部 門

技術開発

技 術計算

設 計計算
技 術 管理 、

情報検 索
工程管理

自動設計

(1)PERTな ど が 良 く使 わ

れ る 。

(2)三 グ ラ フ ィ ッ ク ・ デ ィ ス ・

プ レ イ,X-Yプ ロ ッ タ な

ど が 使 わ れ る 。

資 材 管 理

発 注 管理'納
期管 理 一

部 品材 料 管理

購 買 管 理

資材 ・在 庫 管 理 ・'

(1)ユ ン ピュー タ化 の歴 史

が古 い。

(2)統 計 的 手法 が 良 く使 わ 】

れ る。
,

生 産 管 理
工 程 管 理

1、、品 質 管 理

原 価 管 理1 .

(1).装 置 工 業 で 進 ん で い る 。

② 統 計 的 手 法 が 利 用 さ れ

… て .い るb ,・ ・
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育成計画

人 事 管 理
入事考課

勤怠管理

(1)ス キ ル ズ ・イ ン ベ ン ト

リ ・ シ ス テ ム の 活 用 。

給与計算

決算処理

財 務 ・経 理
予算管理
手形 管理

(1)殆 ど の業 務 が コ ン ピ ュ
ー タ化 の対 象 となる

。
支払処理

そ の 他
製 品 計 画
マ ーケ ッテ ィン グ

域 を示 した もの で あ る。 これ らの領 域 は いつ れ も2.1で 示 した コン ピ ュー

タの 特性 を生 か して使 え る ものば か りで あ る。

(3)プ ロセ ス制 御 と コ ン ピュー タ

石 油 精 製,化 学 工 業 な どで 自動制 御 に コ ンピ ュー タが広 く利 用 さ れ てい

る。

た とえ ば 反 応 塔 や 工業 炉 な ど の装 置 を使 って温 度 が圧 力な どに 状態 を変

化 させ 化学 反 応 な ど を制御 す る方 式 も プ ロセ ス制 御 の一種 で ある 。

一 方
,製 造 業 な どで ミニ ・コ ン ピ ュー タ を,各 種 生 産 ライ ンの コ ン トロ

ー ラ(制 御 装 置)や セ ンサ ー(感 知 器1 ,計 測 器 な ど とオ ン ライ ン で結 び,

各 種 端 末 機 器 か らの デ ー タを即 座 に処 理 して 制御 指令 を 出す よ うな事例 も

多 い 。

(4)フ ァ ク トリー:オ ー トメー シ ョン と ロボ ッ ト

従 来 の 固 定 的 な 自動 化機 器か らメ カ トロニ クス を多 用 した柔軟 な フ レキ

シ ブ ル生 産 シス テ ム(FMS;FlexibleManufacturingSystem)の 構 築 が望

まれ て い る。

FMSの お よそ の概 念 は,受 注 か ら設 計,製 造,出 荷 に至 るま で の情 報

ネ ッ トワ ー クで 結 合 した 工場 一 貫 自動 化 シス テ ムで あ る。 こ の よ うなシ ス

テ ムに 近 付 くほ ど ロボ ッ トの需 要 も急速 に拡 大 して い る。

こ の領 域 では,以 下 に示す 用語 が 良 く使わ れ るの で,概 念 を理 解 させ る。

CAE:ComputerAidedEngineering

CAD:Compute'rAidedDesign

－40一



第1部 情報 処理 とコ ンピュー タ

CAM:ComputerAidedManufacturing

CAT:ComputerAidedTesting

CIM:ComputerlntegratedManufacturing

PC:ProgramableController

ノ

NC:NumericalControl(数 値制 御1

(5)総 合 的 な情 報処 理

構 内情 報 通 信 網(LAN;LocalAreaNetwork)の 発 展 に よ り,各 種 端

末 機 や コ ン ピ ュー タ間 の 相互 の 自由 な通信 が出 来 る よ うに な る。 そ の結 果,

OA,FA,LA(LaboratoryAutomation)な ど の 展開 が容 易 に な る。

コ ン ピ ュー タ利 用技 術 と通信 処 理 技術 の結 合 に よって 従来 の コ ンピ ュー

タ利 用 領域 が拡 大 し総 合 化 してい る事 を理解 させ る。

32企 業 間 情 報 処 理

(1)ネ ッ トワ ーク化 の動 向

① ネ ッ トワー ク化 の 現 状

現 在 利 用 さ れ てい る企 業 間 ネ ッ トワー ク の典 型 例 と して,例 え ば 次 の

よ うな もの が ある。 お よそ の 時代 の 流 れ を理 解 させ る。

ア)銀 行 相 互 間 為替 交 換 シス テ ム

イ)銀 行 相 互 間 現金 自動 支 払 シス テ ム

ウ)製 造 業 一 販売 業 ネ ッ トワー ク

エ)製 造 業 一連 輪業 ネ ッ トワー ク

オ)旅 行 業航 空会 社等 の座 席予 約 シス テ ム

カ)航 空 座 席予 約 シス テ ム(SITA)… … 国 際 ネ ッ トワーク

キ)銀 行 間外 国為 替決 済 シス テ ム(SWIFT)… … 国際 ネ ッ トワー ク

ク)大 学 ・研 究機 関 パ ケ ッ ト交 換 網

② ネ ッ トワー ク化 の動 向

企 業 間 ネットワークの進展の動向は 表2-1-3に 示 す タイプ に整 理 で きる6

ア)垂 直形 ネ ッ トワ ー ク(異 業 種 関 連 企業 ネ ッ トワー ク)
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(例)メ ー カ←一 卸 ・小 売業

メー カ ←申 下 請 企 業

イ)水 平 形 ネ ッ トワー ク(同 業 種 企 業 間 ネ ッ トワー ク)

(例)業 界 共 同 セ ンタ

全 国銀 行 シス テ ム

現 金 自動 支 払 シ ス テ ム

業 界共 同 デ ー タベ ー ス

共 同受 注 ・販 売

ウ)複 合 形 ネ ッ トワー ク

(例1共 同受 発 注 デ ー タ交 換

イ ン タ ・オ ペ ラ ビ リテ ィ調 整

③ 付 加価 値 通 信網(VAN;ValueAddedNetwork)

主 と して企 業 間 ネ ッ トワー クで 利 用 され る が,企 業 内 ネ ッ トワー ク で

も利 用 され る。

表2-1-3ネ ッ トワ ー ク の 発 展 過 程

段 階

第一段階

内 容

(1)取 引 関係 で優 位 に あ る企業

が先 行 して ネ ッ トワー ク を構

築 す る。

(2)専 用 端 末 が設 置 され る。 し

か し台数 が 少 ない の で あ ま り

問 題 は 生 じな い。

第二段階

第三段階

(1)取 引 先 は相 手 数 だ け 端末 機

を導 入 しなけれ ば な らない 。

(2)プ ロ トコ ルの標 準 化 が ど う

して も必要 に な る。

(1)ネ ッ トワー ク業 者 が 介在 し
て,各 種 の変 換 を行 う。

(2)プ ロ トコル の標準 化 が 進 む

と本格 的 に普 及 す る。

概 念

シ 』ス テ ム ,・ リ ー ダ

』＼ノ㌧

α」 一兵_・

ン欝 ξL→
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第 四段階

(1)業 界 全体,複 数 グル ー プ の

共 同情 報 シス テ ムの構 築 。

(2)汎 用 ソ フ トウエ ア利 用 が 比

較 的普 及す る。

⇒ 誌～⊃
●/'㍉ テづ＼ ◆

♂}v

(参 考 文 献:通 商 産 業 省 産業 政 策 局 編 企業 情 報 ネ ッ トワーク コンピュ ー タ

エ ー ジ社 昭 和60年3月1日 発 行}

(2)企 業 間 ネ ッ トワー ク の事 例

以 下 に掲 げ る よ うな企 業 間 ネ ッ トワー クの 事 例 を2-3掲 げ て,ネ ッ ト

ワ ー クの動 向 の あ らま しを理 解 させ る。

① メー カ と下 請 企業 間 ネ ッ トワー ク

② メー カ と卸 ・小 売企 業 間 ネ ッ トワー ク

③ 運輸 業 ネ ッ トワー ク

④ 金融 業 ネ ッ トワー ク

⑤ デ ー タベ ー ス業 ネ ッ トワー ク

33行 政 に お け る情 報 処 理

(1)国 の行 政 情 報 シス テ ム

国 の行 政 情 報処 理 例 と して 次 の よ うな もの が あ る(値 入 デ ー タ関 連 の み)。

① 警 察 庁

指令 手 配 等照 会,車 両 照会,運 転 者管理,犯 罪手 口照会,指 紋 照 会,

銃 砲登 録 照会,等 。

② 防衛 庁(病 院関係1

患 者 登 録,臨 床検 査,病 歴情 報,等 。

③ 法務 省

犯罪 管理,出 入国 管 理,供 託 金 計算,領 置 金 管 理,等 。

④ 外 務 省

旅 券 発給,等 。

⑤ 大 蔵 省
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審 理,申 告 所 得 内 部事 務,債 務 管理,等 。

⑥ 文部省

在 外教 育 施 設 派遣教 育 選 考 ・手 当支 給,国 費外 国 入 留学 生 事 務,共 通

一 次 試験 管理
,等 。

⑦ 厚 生 省

医師 ・歯 科 医 師 登録,患 者 登録,保 険 料 徴収,年 金 管 理,等 。

⑧ 通商産 業 省'

出願 事務,特 許権 登 録,情 報 処 理 技 術 者試験 管 理,等 。

⑨ 運 輸省

自動 車 登 録検 査,自 動 車 損 害 賠 償 責任 特 別 会 計,海 技 従 事 者免 許,水 先

先事 務 集 計,等 。

⑩ 郵 政 省

簡易 保 険,郵 便 年 金,共 済 年 金,無 線 従 事 者 登録,通 常 貯金 原 簿管理,

定 額 ・定 期 貯金 原 簿,郵 便 振 替 口座 計算,等 。

⑪ 労 働 省

労災保 険,年 金 給 付 支 払,雇 用保 険業 務,等 。

⑫ 一級 建 築士 試 験 処 理,測 量 士 ・測量 士 補 登 録,等 。

(2)地 方 自治体 の行 政 情報 シス テ ム

地 方 自治体 で は次 の よ うな業 務 に コ ン ピュー タを利 用 して い る。

入 事管 理,給 与,住 民 税,固 定 資産 税,軽 自動 車 税,都 市 計画 税 ,国 民

健康 保険 税,住 民 記録,会 計経 理,起 債 管理,各 種 統計,印 鑑 証 明,住 民

票,箒

(3)ニ ュー メデ ィア ・コ ミ ュ三 テ ィk・よぴ テ レ トピア構 想

全国 を対 象 と した 総 合 デ ジ タル通 信 サ ー ビス(ISDN:IntegratedServ-

iceDigitalNetworks)の よ うな ニ ュ ー メデ ィアや,全 国 また は県 域 を対

象 と した 多 様 な 放送 系 ニ ュー メデ ィア,市 町 村 単位 の ネ ッ トワー ク を構 築

して,各 種 サ ー ビス を提 供 す る構想 で あ る。 双 方 向CATV(CableTele-

vision),デ ータ 通信 な ど を利 用 した 各 種 の社 会 的 ・公 共 的 シス テ ム をあ ら
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わ す。

た とえ ば テ レ トピア に は,以 下 に示 す よ うな種類 が ある。 これ らを概 念

的 に理解 で きる よ うに指 導 す る。

① コ ミュニ テ ィ ・タ ウン形

② 福 祉 ・医療 形

③ 研 究学 園形

④ 伝 統 ・地 域形

⑤ 先端 産 業 形

⑥ 先進 農 業 形

⑦ 都 市問 題 対 策形

⑧ 物 流 ・南 流形

⑨ 観 光 ・レ ク リエ ー シ ョン形

⑩ 国際交 流 形

⑪ 離 島振 興 形

34社 会生 活 に お け る情報 処理

前項 の各 構 想 も社会 生 活 に 密接 な関 係 があ る が,わ れ われ の身 の 回 り で もコ

ン ピ ュー タに よる情 報 処 理 の 恩 恵 に浴 す る機 会 が増 え つつ あ る。 そ れ らの 主 要

な もの と して次 の よ うな も の が ある 。

① ホ ー ム ・シ ョ ッ ピング

② 現金 自動 振 込 ・引落 し

③ 旅行 案 内

④ 生活 関 連 情報 提供

⑤ 教 育

⑥ ホー ム ・オ ー トメー シ ョン.

⑦ サ テ ラ イ ト ・オ フ ィス
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指 導 上 の留 意 点

こ の章 では,広 範 囲にわ た る コ ンピュー タ利 用状 況 を 学習 す るが,社 会 に お

け る コ ン ピュ ー タ利 用 の概 念 を把握 す るこ とに学 習 の 目的 が あ る。 従 って あま

り細 部 にわ た る事項 を 学習 させ る必 要は な い。

道 具 と して の コ ン ピュー タの持 つ特 質 が どん な分野 で 活 角 され そい るか を理

解 させ る よ うにす る。

元∫
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第4章 情報化社会の課題

ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル,ネ ッ トワ ー ク ・ コ ス ト
,デ'一 夕 ベ ニ ス;シ ズ デ ム の 運

用 性,情 報 処 理 技 術 者,法 制 度,セ キ ュ リ テ ィ"… い'※

巨 標

この章では,情 報化社会 を実現 してい く上での問題点や課題 を整 理 して学習

させる.こ れ らの問題点 や課題 を正 敵 理解させ る動 × 切ぞあこる。

内 容 、

41ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル'」

ネ ッ トワー ク構 築 の 上で,帳 票,コ ー ド,デ ータ交換 ラニ ご 三 ジ トな どのい

わ ゆ る ビ ジ ネス ・プ ロ トコ ル の統一 が課 題 と だっ て い る6と れ ぢめ課 題':kど に

ついて以下 の項 目を説明す る。

① 帳票の標準化"㌧ い

ア)通 産省 による統一 伝票制度

イ厄 難 粧 伝票(A様 式1∴
‥ 会1◇

ウ1チ ェ ー ン ス トア 統 一 伝 票(B様 式)

エ)i問 屋 統 一 伝 票(c様 式)

.② デ ー タ 交 換 フ ォ ー マ ッ トの 標 準 化

③ コ ー ド の 標 準 化'"∨

POS(P・i…fS・1・ ・}の ・ 一 ス ・マ ー キ ン グ な ξ

42'シ ズテムの運用性'tt』:'∴

異機 顧 混 一ー タ間の相互運用性 に醒 して,次 ら項 自の意 味 諸 ぶ 。

① 標 準化 が遅れ るこ とによ る非 効率 な端末機 の設置
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② オ ペ レー シ ョンの煩 雑性

③ 操 作,ソ フ トウエ ア の互 換 性

43セ キ ュ リテ ィの 確 立

次 の項 目の説 明 をす る。

① シス テ ム事 故 ・障害

② 通産 省 の ガ イ ドライ ン

③ 郵 政 省 の デ ー タ通 信 回線 安 全対策

④ シス テ ム 監査

⑤ プ ライ バ シ ー保護

44そ の他 の課 題

次 の項 目につい て説 明をす る。

① 法制度面で の対応

② 技術 者の不足

③ ネ ッ トワーク関連 コス トの低減

④ 政府の産業政策の概 要

⑤ デー タベースの構築

指 導上 の問 題点

この章 では情報処理技術 者 として常識 的に知 ってお くべ き情 報化社会 の課題

を学習 させ る こ とにあるので,細 かい技術 論 よ りもなぜ問題に なってい るのか,

どの ように対 応 した ら良い のか とい う観点で指導す る。

一
1.占 部 都 美 著

2.山 城 章 著

3、 田杉 競著

新講近代経営学

新講経営学

現代経営学総論

中央経済 社

中央経済社

中央経済社

昭和51年1月22日 発 行

昭和49年12月25日 発 行

昭和54年4月10日 発 行
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4

5

6

7

只
)

9

01

幸 田一 男著 事 務 の 機 械 化 入 門 実 業 之 日本 社

古 川 栄 一 著 新 講 現代 経 営 学 中 央経 済 社

D.1.ク リラ ン ド/W.R.キ ン グ著 上 田淳 生 訳

シス テ ム マネ ー ジ メ ン ト ダ イ ヤモ ン ド社

矢 野 俊 介 著 現 代 経 営 組 織 論 中 央経 済 社

鵜 沢 昌和 著 要 説 電 子 計算 機 自由書 房

谷 野柾 雄 著 オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ 同 文 社

占部都 美 編著 コ ン ピ ュー タ活 用 ハ ン ドブ ック

昭和41年8月15日 発行

昭和49年9月17日 発行

11.通 商 産 業 省 ・産業 政 策 馬 絹 企 業情 報 ネ ッ トワー ク

ジ社 昭和60年3月1日 発行

12.総 合 デ ー タ通 信 ネ ッ トワー ク化 構 想懇 談会 編 ネ ッ トワー ク化 社会 をめ ざ

して コ ン ピュー タ ・エー ジ社 昭和59年3月5日 発 行

13.未 来 型 コ ミュ ニケ ー シ ョンモ デ ル都 市構 想 懇談 会 編 テ レ トピア計 画 講

談 社 昭和60年2月8日 発行

14.経 済 企 画 庁 国 民生 活 局 編 情 報 社会 と国 民 生活 大 蔵 省 印刷 局

昭和58年5月20日 発 行

15.通 産省 産業 政 策 局 線 企 業情 報 ネ ッ トワ ーク コ ンピュ ー タ ・エー ジ社

昭和60年3月1日 発 行

昭和44年12月10日 発行

昭和52年10月1日 発 行

昭和50年3月20日 発 行

昭和57年6月10日 発 行

中央 経 済 社

昭 和51年11月25日 発行

コ ン ピ ュー タ ●工一
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第2部 ハ ー ドウ ェ ア'

已 育 の 目 標

ハ ー ドウ ェア全般 に わた って の基 礎 知 識 を修 得 させ る こと を 目標 とす る
。 高

級言 語 が普 及 し,一 方 では コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムが 複雑化 した今 日,利 用 者

は も と
,より専 門職 の プ ログ ラマ と して も,ハ ー ドウ ェアに関 す る知 識 は 必 ず し

も必 要 で ない と も考 え られ る。 しか しコ ン ピュー タ を よ り有効 に 活用 す るた め

に は,ま た 中級 ・上 級 技 術 者 を 目指す の で あれ ば ,コ ン ピュー タ を単 な る ブ ラ

ック ・ボ ックス と して取 扱 うの で は な く,ハ ー ドウ ェアにつ い て も ある程 度 の

基礎知識 を持つ ことが肝 要である。 ただ し技術的 内容や原理に深 く立 ち入 る必

必要 は な レ・
。

内容 のあらまし

デ.一 夕表 現.

2進 法

文 字,記 号 の表 現 と コー ド

バ イ トの概 念

数 値 の表 現

記憶装置

記憶装置 の種類

記憶の原理 と記憶装置の仕組 み

演算 ・制御装置

命令の種類

演算制御装置 の仕 組み と働 き
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プ ログ ラム実行の仕組 み

加減乗除,論 理演算の仕組 み

入 出力装置

入 力装置 の種類 と機能

出力装 置の種類 と機 能

入 出力処理

コ ン ピ ュー タの 種類

ハ ー ドウ ェアの 発 展

コ ン ピ ュー タの規 模 と種 類

デ ー タ通信 シス テム

デー タ通信 シス テムの構成

デ ー タ伝送 機器

通 信回線 と通信方式

有線通信 と無 線通信

端末装置の種 類 と機能

時間数(時 間)
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第1章 コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 構 造

用 語

制御 装 置,演 算 装 置,記 憶 装 置,入 力装 置,出 力 装置,主 記 憶 装 置,補 助記

憶 装置,中 央 処 理 装 置(CPU),周 辺 装 置

目 標

コ ン ピ ュー タは 制 御 装 置 ・演 算 装置 ・記 憶 装置 ・入 力装 置 ・出 力装 置 か ら構

成 され て い る こ と.そ の 各 々の 役 割 り ・機 能 ・相 互 の関係 を認 識 ・理 解 させ る。

内 容

(1)コ ン ピ ュー タの特 徴

ハ ー ドウ ェアの 機 能 の 側面 か らみ た コ ン ピ ュー タの特 徴 は,

① 演 算 が 高速 で あ る

② 大 量 の 記 憶が 可能 で ある

③ プ ログ ラムに よって 制御 され,逐 次 自動 演 算 を行 な う

の3点 に集 約 され る こ と,こ の3つ に不 可 分 の 要 件で ある こ とを理 解 させ

る。

(2)コ ン ピ ュー タの構 成

コン ピ ュー タは 機 能 的 に制御 装 置 ・演 算 装 置 ・記憶 装置 ・入 力装 置 ・出

力装 置 か ら構 成 され て い る こ と を説 明す る。 主 記 憶装 置 と補 助 記 憶 装 置,

中央 処 理 装 置 と周 辺装 置 とい う用語 に つい て も言 及 して お く。

(3)各 装 置 の役 割 り ・機 能

各装 置 の基 本 的 な役 割 りと機 能 を理 解 させ る。

(4)各 装 置 の相 互 関 係

各装 置 間 の制 御 記号 ・デ ー タの 流 れ を理 解 させ る。
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指導 上の留 意点

本 章 では,技 術 的観 点か らコ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェアの全 体 像 を把握 す る

こ とに 重 点 を置 き,詳 細 は後 に 譲 る。 講 義 の み に終 始 せ ず,実 物 ・映 像 等 を利

用 して 実 感 を与 え親 しみ を持 たせ る こと も有 効 で あ る。

各 装 置 の代 表 的 な性 能 に つ い て も簡 単 に 触 れ て お くこ とが望 ま しい 。

ま た最 近 は 通 信 制御 機 能 の 重 要性 が増 し,こ れ を通 じて各種 入 出 力機 器 が 接

続 され,ま た コ ン ピ ュー タ間 で の デ ー タの交 換 が 行 な われ る場 合 が 多 くな った

こ とに も触 れ て お く。
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第2章 デ ー タ表 現

用 語

コ ー ド,符 号,コ ー ド体 系,符 号 体 系
,BCDコ ー ド,パ リテ ィ ・ビ ッ ト(奇

偶 検 査 ビ ッ ト),パ リ テ ィ ・チ ェ ッ ク(奇 偶 検 査),誤 り 検 出 符 号
,誤 り 訂 正

符 号,lSOコ 一一 ド,JISコ ー ド,ASCllコ ー ド
,EBCDlCコ ー ド,

ビ ッ ト,バ イ ト,デ ィ ジ ッ ト,字
,語,レ コ ー ド,パ ッ ク さ れ た10進 数,ア

ン パ ッ ク さ れ た10進 数,ゾ ー ン 付 き10進 数
,整 数,固 定 小 数 点 表 示,浮 動

小 数 点 表 示,浮 動 小 数 点 表 示 の 正 規 形,基 数,仮 数 部
,指 数 部,補 数 表 示

目 標

コ ン ピ ュー タ内部 に お け る デ ー タの 論理 的 表 現方 法 を理 解 さ せ る。2進 法,

8進 法,'16進 法 に よる表 現,基 数 の変 換 法,負 数 の 表 現法,固 点 小 数 点 方式

と浮 動 小 数 点 方 式,符 号 に よる 文字,数 字,記 号 の 表 現 方式,bit,Byteの

概念 を導 入 し理 解 させ,ま た これ らの取 扱 い に 習熟 させ る。

内 容

212進 法

(1)数 値 の 表 現 法

数 値 の 表 現方 法 に ア ナ ログ とデ ィジ タル が あ る こ と,そ れ ぞ れの 長 所 と

短 所 を理 解 させ る。 次 に デ ィ ジタル の場 合,2進 法 を用 い る と技 術 的 に有

利 な点 が 多 い た め,コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェア にお い て は2進 法 が基 本

とな って い る こ と を理 解 させ る。

(2)2進 法.

以下 の 内容 を理 解 させ る。

①2進 法 に よる数 の 表 示

②2進 法 に よる加 減 乗 除
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(3)8進 法,16進 法

8進 法,16進 法 に よる数 の表 示,2進 法 との 関係 を理 解 させ る。

(4)2進elO進 変換

人 間が 日常使 い なれ て い る10進 法 か ら2進 法 へ の変 換,お よびそ の 逆

の2進 法 か ら]0進 法 へ の変 換 の方 法 を理 解 させ る。

22文 字,記 号 の 表 現 と コー ド

(1)コ ー ド

n桁 の2進 数(nビ ッ トの2進 数)に よっ て2n種 類 の コー ド(符 号)

が作 られ,こ れ と1対1の 対応 をつ け る こ とに よって2n種 類 の文字(英

字,カ ナ 文 字,漢 字,0か ら9ま での10進 数 字),種 々の 記号 を表現 で

き るこ と を理 解 させ る。nの 値 の選 択 と表 現 で き る文 字 ・記号 の種 類 との

関 係 を例 を挙 げ て十 分 に 理 解 させ る。

(2)BCDコ ー ド

コ ー ドの 例 と し て0～9の10進 数 字 を表 示 す るBCD(Binary

CodedDecimal)コ ー ドを説 明す る。 誤 り検 出符 号,誤 り訂 正符 号 につ

い て もで きれ ば 言及 す る。

(3)コ ー ドの標 準 化

コ ー ドは そ れ ぞ れ 勝 手 に選 ぶ と互 換 性 を失 い波乱 を生ず るので,規

格 化 が必 要 で あ る こ と を認 識 させ る,標 準 コー ド体 系 と してISOコ ー ド,

JISコ ー ド,ASCIIコ ー ドが定 め られ て い る こ と,こ の 他 にEBCDIC

コー ドも広 く用 い られ て い る こ とを説 明 す る。

23バ イ ト の 概 念

デ ー タ を 表 現 す る 単 位 と し て ビ ッ ト,デ ィ ジ ッ ト(digit).字(chara-

cter),バ イ ト(Byte),語(word)の 概 念 が 用 い ら れ る こ と,そ れ は ーま た

ハ ー ド ウ ェ ア で 直 接 演 算 の 対 象 と す る デ ー タ の 単 位 で も あ る こ と を 説 明 す る 。

複 数 の バ イ トま た は 語 か ら構 成 さ れ る レ コ ー ド(record)の 概 念.1バ イ ト
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に2デ ィ ジ ッ トを入 れ る パ ックされ た10進 数 と1バ イ トで1デ ィ ジ ッ トを

表 わす ア ン パ ックされ た10進 数 また は ゾー ン付 き10進 数 に も触 れ て お く。

24数 値 の 表 現

(1)数 値 の 取 扱 い

数値計算の対象 とな る数値 デー タは,可 変長のパ ックされた10進 数の

形 で取扱 う場合 と語 を単位 として一定の桁数 の数 と して取扱 う場合が ある

こ とを説 明す る。人間が紙 の上 で計算す る場合,電 卓 を用いて計算す る場

合 と対比 させてみるの も,理 解の助け となろ う。

数値の表現形式

以下の3つ の基本の形 について理解させ る。

① 整 数

② 固定小数点表示

③ 浮動小数点表示.正 規形 に も触れ る。

なお,負 数の表示方法 と して

・絶 対値 に符号(sign)を 添え る表示

・補数表示

が あるこ とを説明 し,補 数表示 を確 実に理解 させ る。 いずれの形 において

も表示 で きる数は範 囲が限 られ てお り,②,③ の形において も表示 で きる

数 は離散 的であって連続ではない点に注意させ る。正規形の浮動小数点表

示 で表示 され る数値の範囲は基数,仮 数 部の桁数,指 数部の桁数 に よって

定 まる こと も確実 に理 解 させ る。

この章 は や や数 学 的 で あ るため 困 難 を感 ず る学 習 者 もあ る と思 わ れ るが,基

礎 的 な事項 で あ るか ら十 分 に理 解 す る よ う指導 す る こ とが 必 要 で あ る。2.1(4),

2.4(2)に 関 して は具 体 的 に数 値 を与 え て 多 くの演 習 問題 を課す こ とに よ って理

解 を 助け 定 着 をはか る。
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第3章 記 憶 装 置

用 語

主 記 憶装 置,補 助 記 憶装 置,ア ドレス,記 憶 容量,ア クセ ス時 間,サ イ クル

時 間,記 憶 階層,ス ワッ ピング,ロ ール ・イ ン,ロ ール ・ア ウ ト,キ ャ ッ シ ュ

・メ モ リ,バ ッフ ァ ・メモ リ,半 導 体 記 憶 装 置,lCメ モ リ,メ モ リ ・セ ル,

揮発 性,不 揮発 性,読 取 り専 用記 憶装 置,磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラム,磁 気 テ

ープ ,ト ラ ック,シ リンダ,セ ク タ,フ レキ シブ ル ・デ ィス ク,磁 気 カー トリ

ッジ ・テ ー プ,大 容 量 記 憶 シ ス テ ム,集 積 回 路

目 標

各種 記憶 装置の原理,機 器 の仕組 みを理解 させ,そ れぞれの特性 と,こ れ ら

を組 合せて効率的 な システムを構成す る技法につ いて解説す る。

一
31記 憶 装 置 の種 類

(1)主 記 憶 装置 と補 助 記 憶装 置

記 憶 装 置 は一 般 に デ ー タを格 納 し,保 持 し,取 り出す こ とが で きる機 能

を持 つが,後 述 す る よ うに種 々の原 理 と仕 組 みに よ る装 置が あ って そ の特

性 が 異 な る。 特 に それ らの 中 で,バ イ トまた は語 を単位 と して ア ドレスが

付 げ られ てい て,こ れ に よっ て特定 の バ イ トまた は語 に デ ー タ を格 納 した

り取 り出 した りで き る もの を主 記 憶 装 置 と呼 び,そ の他 の 記 憶 装 置 を補 助

記 憶 装 置 と呼 ぶ こ と を説 明す る。

(2)記 憶 容 量 とア ク セス 時間

記憶 装置 の性 能 を表す 尺度 と して記 憶 容 量 とアク セ ス時 間が 用 い られ る

こ と と,各 々の 定 義 を正 確 に理 解 させ る。 主 記 憶 装置 には ア ク セ ス時 間が

短 か く,直 接 ア クセス(ラ ンダ ム ・ア クセ ス と もい う)の 可 能 な ものが 適
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し,補 助 記憶 装 置 に は ア クセス 時 間 は長 くと も大 容量 の装 置 が 適 してい る

こ と,ま た前 者 と して は主 に半 導 体 記憶 装 置が 用 い られ,後 者 と しては 主

に磁 気 デ ィス ク,磁 気 テ ープ等 が 用 い られ るこ とに も触 れ て お く。 なお サ

イ クル時 間に つ い て も触 れ てお くと よい。

(3)記 憶 階 層 の 概 念

高速 で しか も大容 量 の 記憶 装 置 を実 現 す るこ とは技 術 的 ・経 済 的 に 困 難

が 多 いた め,高 速 小 容 量 の記 憶 装置 と低 速 大容 量 の記 憶 装 置 を併 用 して,

各 時点 で使 用頻 度 の 高 い デ ー タ を高速 記 憶 装置 に 移 して お く記 憶 階 層 の技

法が 用 い られ て い る こ とを説 明す る。 なお この ような デ ー タの 入 れ 替 え(

ス ワ ッ ピ ング,ロ ー ル ・イ ン,ロ ール ・ア ウ ト)は 主 に ソ フ トウ ェアに よ

って行 なわ れ る こ とに注 意 して お く,ま た プ ログ ラ ム実 行 を高 速 化 す るた

め に主 記 憶 装 置 よ り更 に 高速 の 小 容量 の キ ャ ッシ ュ ・メモ リまた は バ ッフ

ァ ・メモ リを設 け る場 合 が ある こ とに も触 れ てお く。

1,

32記 憶 の 原 理 と記 憶 装 置 の 仕 組み

(1)半 導 体 記憶 装 置

半導 体 記憶 装 置(ICメ モ リと呼 ば れ る こ とが 多い)の 原 理 と構 成 につ

いて以 下 の事 項 を解 説 す る。

①1ビ ッ トを記 憶 す る メモ リ ・セル は1個 の トラン ジス タ と1個 の コ ン

デ ンサ で構 成 され て い る こ とと,そ の書 き込み ・読取 り,お よび ア ドレ

ス選 択 の原 理,'た だ し トラ ンジス タの動 作 につ いて は電 流 のオ ン ・オ フ

をつか さ ど るス イ ッチ の働 きをす る とい う程 度 の理 解 で よい。

② 集 積 回 路 化 が 可能 であ る,動 作 が 高速 で あ る,消 費 電 力が 小 さい,論

理 回路 との 接続 が 容 易 で あ る等 の長 所 を持 ち,主 記憶 装 置 に 多 く用 い ら

れ る こ と。

③ 揮 発 性 の もの と不 揮 発 性 の ものが あ り,後 者 は読 取 り専 用 記 憶 装 置 と

して 用 い られ る こ と。

④ 代 表 的 な性 能,実 装 技 術 等
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② 磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラ ム,磁 気 テ ー プ

原 理 と構 成 に つ い て,お よそ 以 下 の事 項 を解 説す る。

① これ らは 磁 性 面 を記 憶 媒 体 と し,磁 気 ヘ ッ ドに よっ て書 き込 み ・読 取

りをす る こ と,書 き込 み ・読 取 りとア ドレス 選択 には 記 憶 媒 体 と磁 気 ヘ

ッ ドの 相 対 運 動 が 必須 で あ る こ と。

② ア ク セス 時 間 が 長 く,か つ 媒 体 上 で物 理 的 に 連続 して デ ー タの書 き込

み ・読 取 りをす るの が 有 利 で あ るた め,一 般 に1回 の呼 び 出 しで数 十 ～

数 千 語 を ま とめ て書 き込 み ・読 取 りを行 な う使 い方 をす るの が よ く,従

って専 ら補 助 記憶 装 置 と して用 い られ る こ と。

③ トラ ック,シ リンダ,セ ク タの概 念

④ 代 表 的 な装 置 の機 構 ・諸 元 ・性 能

⑤ フ レキ シ ブ ル ・デ ィ ス ク,磁 気 カ ー トリ ッジ ・テー プ,大 容 量 記 憶 シ

ス テ ム につ い て も触 れ る。

(3)そ の他 の 記 憶 装 置

余 裕 が あれ ば 磁 心 記 憶 装置,磁 気 バ ブル 記 憶 装置.CCD,電 子 ビー ム

メモ リ,光 メ モ リ等 に つ い て も簡 単 に触 れ て お く。

1指導上の留意引

半導体物性 ・磁 性の理論 や回路技術 ・実装技術 の詳細 に深 く立 ち入 る必要は

ない。ある程度,原 理 と仕組 みを理解 し,そ れぞれ の装置の特性 を知れば十分

である。第3編 第2部 ファイルの項 との関連に留意す るこ とが望 ま しい。
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第4章 演算 ・制御 装置

用 語

算 術 命令,論 理 命 令,分 岐 命令,特 権 命 令,演 算 部,ア ドレス 部,1ア ドレ

ス方 式,2ア ドレス方 式,3ア ドレス方 式,直 接番 地,間 接 番 地,イ ンデ ッ ク

ス修 飾 番地,ベ ー ス ア ドレス,仮 想 番 地,算 術 論理 演 算 ユ ニ ッ ト,ア キ ュム レ

ー タ
,汎 用 レジ ス タ,プ ログ ラ ム ・カ ウ ン タ,命 令 レジス タ,割 込 み 状 態 レジ

ス タ,割 込み ア ドレ ス ・レジ ス タ,命 令 デ コ 一夕,フ ェ ッチサ イ クル,実 行 サ

イ クル,割 込 み サ イ クル,逐 次制 御,先 回 リ制 御,後 回 リ制 御,パ イ プ ラ イ ン

制 御,・割込 み,マ イ ク ロプ ログ ラ ム,エ ミュ レー タ,論 理 回路,プ ー ル代 表,

AND,OR,NOT,NAND,NOR,ゲ ー ト,ベ イチ 図 表,カ ウ ンタ,

全 加算 器,補 数 器,デ コー ダ

目 標

演 算 ・制御 装置 の 構 成 と動作,プ ログ ラム実行 の仕 組 みの 概要 を理 解 させ る。

内 容

41命 令 の 種 類

ソ フ トウ ェアの側 か ら見 て コ ン ピ ュー タの動作 の構 成 要 素 とな るの は 個 々

の命 令 に よって 引 き起 され る動 作 で あ り,こ れ を組 立 て て1つ の ア ル ゴ リズ

ム を実 現 す る た め に必 要 な命 令 を配 列 した もの が プ ログ ラムで あ る こ と を理

解 させ る。 更 に命 令 に 関 して以 下 の事項 を解説 し,理 解 させ る。

① コン ピ ュー タに 用意 され て い る命 令 の種 類 は機 種 毎 に異 な り,少 ない

もの で数 十種,多 い もの で は2～3百 種 類 に上 る。

② 命令は大別す ると即値命令,直 接命令,間 接命令に分類 される 。また 演算 の

種 類に よって算術命令,論 理命令,分 岐命令,特 権命令 などに分類 され る。

③ 命 令語 は 命 令 コ ー ド,番 地 部 か ら構 成 され る こ と.番 地 部 を1つ 指 定
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す る1ア ドレス 方式,2つ 指定 す る2ア ドレス 方 式,3つ 指定 す る3ア

ドレス方 式 な どが あ る こ と。

④ 番 地 方 式 に は 直 接 番地,間 接 番地,イ ンデ ックス 修飾 番 地,ベ ー ス ア

ドレス,仮 想 番 地 な どが あ る こ と。

⑤ 命令 語 の 長 さ"

⑥ 具 体 的 な命 令 セ ッ トの 例

42演 算 ・制 御装 置 の仕 組 み と働 き

(1)演 算 ・制 御装 置 の構 成

演 算 ・制 御 装 置 が以 下 の よ うに構 成 され て い る こ と を解 説 し,各 々の機

能 を理 解 させ る。

① 算 術 論 理 演 算 ユ ニ ッ ト(ALU)

② ア キ ュー ム レー タ.汎 用 レ ジス タな どの 演算 レ ジス タ

③ プ ロ グ ラ ム カ ウ ン タ.命 令 レジ ス タ,割 込 み状 況 レジス タ,割 込 み ア

ドレ ス レジス タな どの 制御 用 レ ジス タ

④ 命 令 デ コー ダ

⑤ 制 御 部

(2)CPUの 動 作 ・

CPUの 基 本 的 動作 が フ ェ ッチ サ イ クル,実 行 サ イ クル,割 込 み サ イ ク

ル か ら構 成 され る こと を説 明 し,そ の 動 作 を理解 させ る。

4ξ3プ ログ ラム 実 行 の仕 組 み

(1)逐 次 制 御

4.2(2)で 説 明 したCPUの 動 作 を更 に くわ し く解 説 し,逐 次制 御 の方 式

を理 解 させ る。 そ の 改 良法 と して 先 回 り制 御,後 回 り制御,パ イ プ ライ ン

制 御 な ど の方 式 が 用 い られ る こ とに も触 れ る。

(2)割 込 み"・ 一 ㌍"

割込 み の概 念,割 込 み 処理 の方 法 に つ いて解 説す る。
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(3)マ イ ク ロプ ログ ラ ム

マ イ ク ロ プ ログ ラムの 概 要 に つ いて 解 説 す る。 また そ の応 用 の1つ と し

て エ ミュ レー タにつ い て解 説 す る。

44加 減 乗 除,論 理演 算 の仕 組 み

(1)演 算 の 種 類

固定 小 数 点 演 算,浮 動 小 数 点 演算,10進 演 算,論 理演 算 につ いて具 体

的 に解 説 す る。

(2)論 理 回路 とプ ール代 数

① コ ン ピ ュー タの 内部 で 実 際に 演 算 を実 行 す るの は半 導 体 素子 で組 立 て

られ た 論理 回路 で あ り,そ の機 能,動 作 は プール 代数 で記述 され る こ と

を理 解 させ る。

②AND,OR,NOT,NAND,NORな どの ゲー トの機 能 を理 解 させ る。

③ プー ル代 数 の 基 本 的 な定理 とそ の応 用 を解 説 す る。

④ 論 理 回 路 の 簡 単化 につ い て.ベ イ チ図表 に よる方 法 を習 得 させ る。

⑤ カ ウン タ.全 加算 器,補 数 器.デ コーダ等 ら簡 単 な論 理 回路 の動 作 を

理 解 し,ま た 自分 で書 け る よ うに す る。

指導上の留 意点

4.1～4.3vak・ いて は基 本 的 な概 念 を 良 く理 解 させ る。一 般 論 の み で は把 握

が 困難 と思 わ れ るの で,仮 想 の コ ン ビ三 ー タまた ぱ 実 習 に使 用 す る コ ン ピ ュー

タに則 して 大 筋 を解 説す るの が よい。 そ の 際,1種 類 に 限 らず ,方 式 の 異 な る

2種 類 の コ ン ピ ュ ーータを対 比 させ て解 説 す る こ とが 望 ま しい 。

4.4に お い て は 多 く演 習 を行 い,理 解 を深 め確 実 な作業 が で きる よ うに す る。
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第5章 入 出 力 装 置

用 語

カ ー ド読 取 り装置,テ ープ読 取 り装置,け ん盤,デ ー タ入 力 端末,マ ー ク読

取 り装 置,磁 気 イ ン ク読 取 り装 置,光 学 式 文 字読 取 り装 置,ラ イ トペ ン,タ ブ

レ ッ ト,ジ ョイ ステ ィ ック,コ ン トロール ・ボ ール,マ ウ ス,POS端 末

シ リア ル ・プ リンタ,ラ イ ン ・プ リン タ,ペ ージ ・プ リンタ,カ ー ドせ ん孔 装 置,

テー プせ ん孔 装 置,文 字 表 示 装 置,図 形 表 示 装置,プ ロ ッタ

入 出 力制 御装 置,直 接 制 御 方 式,間 接 制 御 方式,チ ャネル,セ レクタ ・チャネル,'

ブ ロ ック ・マ ル チ プ レクサ ・チ ャネル,バ イ ト・マルチプ レクサ ・チャネル,固 定

チ ャネ ル,浮 動 チ ャネ ル,専 用 チ ャ ネル,汎 用 チ ャネ ル,チ ャネル ・プ ログラム,

外 部記 憶 装 置,内 部 記 憶装 置,バ ッ フ ァ,直 接 バ ッフ ァ方 式,入 出 力割 込み

目 標

各種 の入 ・出 力装 置 の原 理,構 造,機 能,特 徴 と入 ・出 力処 理 の 仕組 み の概

要 を理 解 させ る。

内 容

51入 力 装置 の種 類 と機 能

各 種 の 入 力 装置 の原理,構 造,機 能,特 徴 を解 説す る。

・カー ド読 取 り装 置

・テ ー プ読 取 り装 置

・けん 盤

・デ ー タ入 力 端 末

・マ ー ク読 取 り装置

・磁 気 イ ン ク文 字読 取 り装 置

・光 学 式 文 字読 取 り装 置
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・ ラ イ トペ ン

・ タ ブ レ ッ ト

・ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク

・ コ ン ト ロ ー ル ・ ボ ー ル

・ マ ウ ス

・POS端 末

・音 声 入 力 装 置

等 に つ い て 述 べ る 。

52出 力装 置 の種 類 と機 能

各 種 の 出 力装 置 の 原 理,構 造,機 能,特 徴 を解 説 す る。

・シ リアル ・プ リン タ

・ライ ン ・プ リン タ

・ペ ー ジ ・プ リン タ

・カー ドせ ん孔 装 置

・テ ー プせ ん 孔装 置

・文 字 表示 装置

・図形 表示 装 置

・フ ロッ タ

・音 声 出 力装 置

等 に つ い て述 べ る。

53入 出 力 処 理

(1)入 出力制御装置 の役 割 り

入 出力処理の仕組み について,下 記の諸項 目を理解 させ る。

① 入 出力装置 はそれぞれ入 ・出力のための比較的単純 な動作 をする もの

で,一 連の入 出力処理 のためには制御が必要である。

② 入 出力装置の多 くは機械 的動作 を伴 うため演算装置,記 憶装置 と比べ
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て 格段 に動 作 が 遅 い の で,両 者 の整 合 をは か る 必要 が あ る。

③ これ らをCPUで 行 な う直 接制 御 方式 と,別 に 独 立 の 入 出 力制 御 装 置

を設 け て行 な う間接 制 御 方 式 が あ る。

(2)入 出力 チ ャネル

入 出力 チ ャネル の 役 割 り と機 能 につ い て,以 下 の諸 項 目を理 解 させ る。

① 入 出 力制 御 装 置 の 中 で個 別 の機 器 に 固有 の部 分 を切 り離 し,共 通 の機

能 の部 分 を取 り出 して ま とめた の が チ ャネル で あ る。

② 個 々の入 出 力制 御 装 置 とチ ャネル との イ ン タ フ ェー スが標 準化 され,

同 一 チ ャネル に 多様 な機 器 の 接 続 が可 能 となる。

③ 入 出 力制 御 に 対す るcpuの 負担 が 軽 減 され る。

④ チ ャネル は 接続 す る機 器 の 速度 に よ って セ レク タチ ャネル,ブ ロック

マル チ プ レク サ チ ャネル,バ イ トマル チ プ レ クサ チ ャネル に 分類 され る。

⑤ チ ャネル は 入 出 力機 器 の接 続 関 係 に よって 固定 チ ャネル と浮 動 チ ャネ

ル,ま た専 用 チ ャネル と汎 用 チ ャネ ル に分類 され る。

⑥CPUか らチ ャネ ル に 対す る命 令 に よって,チ ャネ ルはCPUと 独 立

に チ ャ ネル プ ロ グ ラム を実 行 し,主 記憶 と入 出 力制 御 装 置 の 間 の デ ー タ

転 送.機 器 の 制御 を行 な う。

⑦ 磁 気 デ ィス ク装 置,磁 気 テ ー プ装 置等 の 補 助 記憶 装 置 は チ ャネル を介

して 接続 され る。 これ らを外 部 記 憶 装置 と呼 び,チ ャネ ル を介 さ ない記

憶 装 置 を内 部 記憶 装 置 と呼 ん で区 別す る。

(3)パ ツ'フ ァ

関 接 制御 方 式 に お い て,入 出 力デ ー タ を一 時 的 に 蓄 え て お くバ ッ ファが

必 要 で あ る と と を理 解 させ る。 バ ッフ ァは入 出力装 置 側 に設 け られ る方式

と,主 記 憶装 置 内 に バ ッフ ァ領 域 を設 け る直接 バ ッフ ァ方式 が あ るが,後

者 の方 が 効率 よ く柔軟 性 が あ る こ と も理 解 させ る。

(4)入 出 力 割 込 み

入 出力 処理 を行 な う際 に,CPUは チ ャ ネル プ ログ ラムの 開始 を指示 し

たの ち直 ちに 演 算 を続 け る こ と,入 出力 動作 が 終 了 した と きチ ャネル は
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CPUに 割 込 ん で終 了 を通 知す る こ と,こ れ に より入 出 力動作 はCPUに

よる演 算 処理 と並 行 して実 行 され.全 体 の 利 用効 率 をた か め られ る こ と を

理 解 させ る。

指導上の留意点

各種 の入出力機器 につ いては映像,実 物 を用 いて理解 を深め るのが 良い1原

理.構 造 につ いて深 く立 ち入る必要 はない。入 出力処理は初心者に とつて難解

な点の1つ である。詳細に立 ち入 らな くて よいが,概 要は正解に把握 させ る。
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第6章 コ ン ピ ュ ー タ の 種 類

口
ノ イ マ ン 型 コ ン ピ ュ ー タ,パ イ プ ラ イ ン 処 理,並 列 処 理,時 分 割 処 理,直 結

処 理,実 時 間 処 理,多 重 プ ロ セ シ ン グ,分 散 処 理,コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー

ク,光 素 子,バ イ オ ・エ レ ク ト ロ ニ ク ス, .デ ー タ 駆 動 型,デ ー タ 要 求 型,第5

世 代 コ ン ピ ュ ー タ,汎 用 コ ン ピ ュ ー タ,ス ー パ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ,デ ー タ ベ ー

ス ・マ シ ン,高 級 言 語 マ シ ン,制 御 用 コ ン ピ ュ ー タ,ハ イ ブ リ ッ ド ・ コ ン ピ ュ

ー タ
,オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ,パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ,ワ ー ド ・プ ロ セ

ッ サ,マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ,ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン

目 標

コ ン ピ ュー タの 歴 史,現 状,今 後 の発 展の 方 向等 につ い て展 望 し,広 い 視 野

を与 え る こ とを 目標 とす る。

口
61ハ ー ドウェ ア の発 展

(1)歴 史 一 ノ イマ ン型 コン ピュー タま で 一

そ ろ ばん,計 算 尺 か らノ イマ ン型 コ ン ピ ュー タに至 る まで の計 算 器 械 の

発 達 の歴 史 を,関 連す る科 学 ・技 術 の発 展 と結 び つ け て解 説 す る。 ノイ マ

ン(JhonvonNeumann)の 提 言 した 電子 式,2進,並 列 伝 送,プ ログ

ラ ム内 蔵 方 式 の 意義 を認 識 させ る。

(2)現 状 と 将 来

電 子 管 式 デ ィジ タル ・コ ン ピュ ー タの 出現以 降 の ハ ー ドウ ェアの 面 での

進 歩 は,半 導 体 技術 の 発 展 に支 え られ て 演算 速度 の 向上,記 憶 装置 の大 容

量 化 を主軸 と し,こ れ に 方式 設 計上 の 工 夫.す な わ ちパ イ プ ライ ン処理,

並列処理,記 憶 の階層化 な どが加え られ たことを解説す る。 周辺装置の進
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歩 に も触 れ る。 更 に時 分 割 方 式,直 結 処 理,実 時 間 処 理,多 重 プ ロセ シ

ング,分 散 処 理 等 の処 理 方 式,お よび コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クに つ い

て も解 説 す る。

次 に今 後 の 発 展 の方 向 と して は 素子 の 面 では光 素 子,バ イオ ・エ レク トロ

ニ クス等 が ,ま た方 式 設 計 の 面 で は ノイ マ ン型 を脱 却 した もの と して デ ー

タ駆 動形,要 求 駆動 形 の コン ピ ュー タ,わ が 国の 第5世 代 コ ン ピ ュー タ ・

プ ロジ ェ ク トに 見 られ る よ うな推 論機 構,等 が研 究 課題 とな って い る こ と

を解説 す る。

62コ ン ピュ ー タの 規模 と種 類

(1)汎 用 コ ン ピュー タ

コ ン ピ ュー タの種 類 に つ い て は第2編 第1部 第2章 で も取 り扱 った が,

こ こ では 技 術 的側 面 に重 点 を置 く。

プ ログ ラム内 蔵 方式 の コ ン ピュー タはす べ て,仕 様 が 明確 に 示 され 解 決

の アル ゴ リズ ムが 明 らか な課 題 な らば 広 い範 囲の 問題 を処 理 で き る とい う

意 味 で 汎 用 で あ り,ま た 周辺 機 器 も多 く用意 され て い て 目的 に応 じて 最 適

の シス テ ム構 成 が とれ る とい う面か らも,汎 用 と呼ぶ にふ さわ しい こ と を

改 め て学 習 者 に認 識 させ る。 ま た,一 般 に 多 くの コ ン ピ ュー タ ・メー カが

上 位 互 換 性 を持つ 製 品 の 系列 を用 意 して い る こ と,メ ー カに よ って そ の設

計 思 想 に 若干 の相 違 が あ り,使 用 目的 に対 す る適 合 性 に若 干 の 相違 が あ る

こ と も認識 させ る。 具体 例 の提 示,仕 様 を与 え技 術 的観 点 か らシス テ ム構

成 を試 み る机 上 演 習 等が 学 習者 の 常 識 を増 す のに 役立 つ で あ ろ う。

(2)機 能別 コ ン ピ ュー タ

コ ン ピ ュー タ を特 定 の 目的 に 限定 して 使 用す る の であれ ば ,そ の 目的 に

最 適 な設 計 の コ ン ピ ュー タ を使 用す る方 が有 利 な ことは 明 白 で あ る。 た と

え ば スーパ ー ・コンピュータは 大 形数 値 計算 を念 頭 に置 い て設 計 され た もの

で あ る。 コン ピ ュー タは は じめ数 値 計 算 を行 うこ とを 目的 と して設 計 され

た もの で あ るが,そ の 後 広 く非数 値 処 理 一 テキ ス ト処 理,リ ス ト処 理,
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情 報 検 索,デ ー タ ・ベ ース処 理,図 形 処 理,言 語 処 理 な ど一 に使 用 され

る よ うに な って い るが,そ のた めに は そ の 用 途 向 きに設 計 され た 専 用 プ ロ

セ ッサ を用 い る方が 効 率 が 良 い。 こ の よ うな 見地 か ら,デ ータベース'マ シ

ン,高 級 言語 マ シ ン等 が 試験 的 に 開発 され てい るこ とを知 らせ る。 制御 用

コ ン ピュ ー タ,オ フ ィス コ ンピ ュー タ,パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ,ワ ー ド

プ ロセ ッサ等 も機能 別 コ ン ピ ュー タとみ なす こ とが で きる。

(3)マ イ ク ロ プ ロセ ッサ とパ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

IC技 術 の進 歩 と集 積 度 の 向上 に伴 っ て,マ イ ク ロプ ロセ ッサ とパ ー ソ

ナル ・コンピュー タは急 速 に性 能 が 向上 し.価 格が 低 下 し,応 用 が広 ま って

い る。 そ の 性 能,応 用 の現 状 を知 らせ,大 形 汎 用 コン ピュー タ との 設 計思

想 上 の相 異 点 を認 識 させ る。 なお ワー ク ・ス テ ー シ ョンに も触 れ て お く。

指導上の留意点

この章は初級情報処理技術者に とっていわば教養 であり常識で ある事柄 を学

ぶ もの である。前半の歴史 的な部分では,計 算機械の発達 と科学 ・技術 の進歩

との相互 関係 に興味 を持 たせ,考 え させ るこ とが望 まれ る。後半,現 状 と将来

に 関 しては,最 新 の知識を与 える ように努め る。

一70一



第2部 ハ ー ドウ ェ ア

第7章 デ ー タ通 信 シ ス テ ム

用 語

デ ー タ通 信 シ ステ ム,DCE(デ ー タ回線 終端 装 置),通 信 制御 装置,デ ー

タ伝 送,デ ー タ伝送 符号,文 字符号,制 御符号.直 列 伝送.並 列伝 送,ア ナ ロ

グ伝 送.デ ィ ジ タル伝 送,同 期,調 歩式,伝 送 制 御 手 順,ハ イ レベル ・デ ー タ

リン ク.変 復 調 装 置(MODEM).単 向通 信,半 二 重 通信,全 二 重 通 信,4'

線 式.2線 式.回 線 交換,蓄 積交 換,パ ケ ッ ト交 換.1網 制御 装 置(NCU).

有 線 通 信,無 線 通 信,光 フ ァ イ バ ・
、ケ ー ブ ル,通 信 衛 星,イ ン テ リジ ェ ン ト端 末

目 標

情 報 を処理 す る コ ン ピ ュー タ と,情 報 を伝 達 す る通 信 の機 能 とが 融合 した デ

ー タ通 信 シス テ ムの 出現 に よ って ,コ ン ピ ュー タの利 用の範 囲 と多様 性 が 大 巾

に拡 大 され た。

デ ー タ通 信 とは,コ ン ビ三 一 タ と遠 隔 地 に存在 す る端 末 装 置 と を通 信 回線 で

接 続 した,デ ー タ処 理 とデ ー タ伝 送 と を一体 化 した概 念 で あ り,こ こではそ の

基本構成,デ ー タ伝送機 器,通 信 回線 と通信 方 式,有 線 通 信 と無 線通 信,端 末装

置 の 種 類 な ど,デ ー タ通 信 シス テ ムの ハ ー ドウェア的 側 面の 基 礎 的知 識 を与 え

る こ と を 目標 とす る。

1内 容

71デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 構 成

デ ー タ 通 信 シ ス テ ム の 基 本 構 成 を 図2-2-1で 示 し,各 構 成 要 素 の 役 割

を 説 明 す る 。

DCE(DataCircuitTerminatirigEquipment;デ ー「タ 回 線 終 端 装 置)は,

コ ン ピ ュ ー タ の 扱 う デ ィ ジ タ ル 信 号 と,通 信 回 線 上 の 伝 送 信 号 と の 変 換 を 行

う も の で あ り,図2-2-2に 示 す よ う 回 線 の 種 類 に よiり そ の 役 割 が 異 な る 。
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コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー

図2-2-1.デ ー タ 通 信 シ ス テ ムq)基 本 構 成

'
MODEM MODEM

D

C

E

アナログ伝送

一
D

C

E

一
端末

元儀 タ川
ディジタル
信号一 コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム、

D/A_

A/D変 換_

⑩ 変換
舳

D

C

E

ディジタル
伝送
一

ー 一 一 ー 一 一

D

C

E

一 ル信号
端 末

ディジタ

」皿 「L

ディジタル
信号

一 コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム'

D/1)変 換 ← ・D/D変 換

図2-2-2.伝 送 路 とDCEの 機 能 の 関係

通 信 制御 装 置 は,コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム と通 信 回線 の仲 介 をす る装置 で

あ り,伝 送 デ ー タの 組 立(分 解),伝 送 誤 り制 御,回 線 制 御 な どの 機 能 を持

つ 。

72デ ー タ伝 送 機 器

デ ー タ伝 送 の 基礎 知 識 と して伝 送 符 号,伝 送 速 度,同 期,誤 り制 御,伝 送

制 御 手 順 な どに つ き説 明 し,こ れ らと関 連 付 け つ つ デ ー タ伝 送機 器 の 基 本 的

機 能 につ き理 解 させ る。
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(1)デ ータ 伝 送 の 基 礎 知 識L

① 伝 送 デ ー タに関 す る符 号

デ ー タ を送受 信 者 の間 で伝 送 す るに は,両 者 間で 文字 や数 字 の符 号 が

予 め 約 束 され てい な けれ ば な らない 。 現在,ISO/CCITTで 定 め

た7単 位 の 情 報 交 換 用符号 と呼ぶ 符 号 体 系 が国 際 的 標準 とな って い る。

JISで は これ を基準 に7単 位 と8単 位 の コー ド体 系 を設 定 してk・ り,

表2-2-1は そ の7単 位 符 号 表 で あ る。 な お漢 字 は7単 位2バ イ トで

表現 して い る。

情 報 交 換 用 符 号 に は,数 字,英 字,漢 字 な どの 文字 符 号 と,表2-2

-1(a)の 左2列 の ような制 御符 号 とが あ る。 表2-2-2は この 制御 符号

を と り出 した もの で あ る。

② デー タ伝送 の速 度

単位 時 間 に伝 送 され る情報 の 量 で速 度 を表 わ し,尺 度 と して次 の3種

類が あ る。

㈲ 変 調速 度:デ ィ ジタル信 号 をア ナ ログ信号 に変 換 す る速 度 で あ リボ

ー(Baud)と い う単位 を使 う。

{b)デ ー タ信 号 速 度:1秒 間 に 伝送 で きる ビ ッ ト数 で,ビ ッ ト/秒(bps)

で 表 わ す。 ◆

〔c)デ ー タ伝 送 速 度:単 位 時 間 に伝 送 され るデ ー タ量 で文 字 また は ブ ロ

ック数 。

伝 送 デ ー タ総 量 や 伝送 時 間 の 要求 を与 え て 必要 な回 線速度 を計算 させ

る な ど,具 体 的 数 値 の算 出例 を示 す と よい。

③ 直 列 伝 送 と並 列 伝送

符 号 を構 成 す る ビ ッ トを,1ビ ッ トつ つ伝 送 す る方式 が 直 列 伝送 であ

り,例 え ば8ビ ッ ト符号 を8ケ の 周波 数 に分 け て並 列 的 に同 時 に伝 送 す

るの が並 列 伝 送 で あ る。 実 際 の要 求 と関 連 付 け て説 明 す る。
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表2-2-1. JIS7単 位 符 号

(a)ロ ーマ文字 用符号

ビ

ッ
ト
番
号

b7 b、1'b、:b,

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

b3

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

1

1

ユ

1

bt

0

b,

0

Ol1
1

1

0

0

1

1

0

0

0

1

0

1

0

1

0

1

10

1

0

0

1

1

1

0

1

0

1

行 列

0

1

2

3

4

'5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

0

0

0

0

NUL

(TC,)SOH

(TC,)STX

0

0

1

1

(TC,)DLE

DCl

1 DCi

(TC,)ETX

(TC,)EOT

(TCs)ENQ

(TC6}ACK

BEL

'FE
e(BS)

FEI(HT)

FE2(LF/NL)

FE,(VT)

FE4(FF)

FEs(CR)

SO

SI

DCs

DC4

(TCs)NAK

(TC,}SYN

(TC`o)ETB

CAN

EM

SUB

ESC

IS.(FS)

IS3(GS)

IS,(RS)

IS,(US)

0

1

0

2

SP

#

$

%

&

(

)

■

十

/

0

1

1

3

0

1、

2

3

4

5

6

7

8

9

.
,

〈

〉

7
.

1

0

0

4'

@

A

B

C

D

E

F

G

H

1

J

K

L

M

N

0

1

0

1

5

P

Q

R

S

T

u

V

W

X

Y

Z

[

¥

〕

A

1

1

0

6

a

b

C

d

e

f

9

h

.-

●」

k

1

m

n

0

1

1

1

7

P

q

r

S

t

u

v

W

1

y

Z

|

1

1

DEL

(b}カ ナ文字 用符号

ピ

ッ
ト
番

号
b7 b6 bs b4

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

b3

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

1

1

1

1

bl

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

1

1

b,行 列

0 0

1 1

0 2

1 3

0 4

1 5

0 6

1 7

0 8

1 9

0 10

1 11

0 12

1 13

0 14

1. 15

0

0

0

0

機
能

符
号

ー
ー

1

0

0

1

1

機
能
符
号

ー

0

1

0

2

SP

e

f

'

、

ヲ

ア

イ

ウ

工

才

ヤ

ユ

ヨ

ツ

0

1

1

3

ア

イ

ウ

工

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

1

0

0

4

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

ヌ

ネ

ノ

ヒ

フ

へ

ホ

マ

1

0

1

5

ム

メ

モ

ヤ

ユ

ヨ

一
フ

戊

ノレ

レ

o

ワ

ン

o

1

1

0

6

↑

未
定
義

1

1

1

7

未
定
義

DEL
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表2-2-2.制 御 符 号

符 号 名 符号の意味または動作
　 符 号 名

符号の意味または動作

SOH 電文の始め符号 BS 印刷の位置の1字 分後退指

STX テ キ ス ト(ブ ロ ッ ク)の 始 め 令
符号 プ HT 水平 タブ(あ らか じめ セ ッ

伝 ETX テ キ ス ト(ブ ロ ック)の 終 わ
'
トされた水平方向の印字位

り符号
リ

置まで動かす)

制

送'EOT

ENQ

電文の終わり符号

相手局から応答を要求する符

号

ン

タ

LF 改行(印 字位置を次の行に

進める)

ACK 受信電文が正しいことの返信
・CR

復帰(印 字位置 を行の始め

御 符号 制 に戻す)

符

BEL

NAK

警報装置動作用の注意符号

受信電文が誤 りであることの
御

SP 間隔(1字 分スペースを空

け る)

返信符号 符 S・O これに続 く符号 をSHIFT

号 ETB ブ ロックの区切符号 OUT側 に指定

CAN 無効データを表示するための 号 SI これに続 く符号 をSHIFT

符号 IN側 に指定,
4

④ 同 期

送 受 信 を正確 に 行 うため,両 端 で の動作 を同一 歩調 で行 うこ とが 必 要

で あ り.そ の ため 送 受 信 の タイ ミ ング を合 わせ るこ と を同期 を とる ,と

い う。

同期 の方 式 は以 下 の2つ が あ る こと を説 明す る。

{a)調 歩 式:1文 字 毎 に始 め と終 りに1ビ ッ トつつ 区 切 り符 号(ス タ ー

ト,ス トップ ビ ッ ト)を 付 け加 え て送 る。低 速 用 で あ る。

〔b)同 期 式:最 初 に定 め られ た 同期 用符 号(SYN符 号)を 数 個 送 り,

そ れ に よ って送 受 信 の 両 端 で速 度 を合 わせ る(同 期 を とる)。 以 後 は

1文 字 の ビ ッ ト数 毎 に 文字 の区 切 りとみ なす 。 即 ち,文 字 毎 の ス ター

ト,ス トップ ビッ トの 挿 入 な しに,1ブ ロ ックの ま と まっ た デ ー タ を

連 続 的 に送 信 し得 る。 高 速 伝送 が 可能 で あ る。

一75一
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⑤ 誤 り 制 御

伝 送 デ ー タの 誤 り制 御 の最 も基 本 的 な もの と して,垂 直パ リテ ィと水

平 パ リテ ィ,サ イ ク リック符 号(CRC:CyclicRedandancyCheck)

お よびそ れぞ れ の 特 色 に つ き説 明 す る。

〔a)垂 直 パ リテ ィ:伝 送 デ ー タの1文 字毎 にそ の ビ ッ ト構成 中,1の ビ

ッ トが 常 に偶 数 また は奇 数 に な る よ うパ リテ ィ ビ ッ トを追 加す る。

〔b)水 平 パ リテ ィ:1ブ ロックの 文字 全 体 に対 して,1ビ ッ ト目,2ビ

ッ ト目 と,各 ビ ッ ト単 位 毎 の そ の ビ ッ ト構 成 に対 し,同 じ く偶 数 また

は奇 数 の パ リテ ィ ビ ッ トを追 加 す る。 そ の追 加 ビ ッ トは新 た な1文 字

を構 成 し,ブ ロ ック ・チ ェ ック ・キ ャ ラ ク タ(BCC)と 呼 ば れ る。

水 平 パ リテ ィ と垂 直パ リテ ィは,同 時 に 用い られ る こ とが 多い 。

{c)CRC:予 め決 め られ た 計算 式 に よ る計算 結果 を送 信 側 で送 信 デ ー

タに 付 加 して送 出す る。 受 信側 では,そ の 付 加 ビ ッ トを含 め逆 算 して

正 否 を確 か め る。 パ リテ ィ ・チ ェ ッ ク方 式 が1ビ ッ トの誤 り しか 検 出

で きぬの に 比 べ,複 数 ビ ッ トの 誤 りの検 出や,訂 正 も可 能 で あ る。簡

単 な 多項 式 に よる数 値例 を用 い て説 明 す る こ とが 望 ま しい。

⑥ 伝 送 制 御 手 順

伝 送 制 御 手 順 とは,送 受 信 著 聞 で デ ー タ を能 率 よ く確 実 に転 送 す るた

めの一 連 の手 続 きで あ る。 デー タを伝 送 す るに あ た っ ては,ま ず 送 受 信

間 に論理 的 なパ ス を確 立 す る こ とが 必要 で あ り,こ れ をデー タ リン ク と

呼 ぶ 。 デ ー タ リン クの 確立 手 順 と して,基 本 形 とハ イ レベル形 につ き説

明す る。

㈲ 基本 形 伝送 制 御 手 順

比 較的 低速 の通 信 に用 い られ る。 デ ー タ リン クは デ ー タの送 信 され

'る 方 向 毎 に独 立 に確立 され る。 以 下 の2方 式 が あ る。

イ.ポ ー リング ・セ レクテ ィン グ 方式

デー タ リンクの 確立 を,制 御 局 と呼ぶ セ ンタ ー側 が集 中制 御 す る。

即 ち制 御 局 が各 端 末 に順 番 に送 信 要 求 が あ るか を 問い合 わ せ(ボ ー
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リン グ),あ れ ば送 信 を許 可す る。 また制 御 局 側 か らの 送 信 要求 が

あれ ば 「受 信 可能 」か を問 い合 わ せ(セ レ ク テ ィ ング),可 能 な ら

ば 送 信 す る。 ポー リン グは通 常一 定 時 間間 隔 で行 われ る。

ロ.コ ン テ ン シ ョン方 式

デ ー タ リン ク確 立 の 制 御権 が集 中化 され てい な い。 送 信 要 求 が発

生 した 側 で,受 信 側 にそ の要 求 を伝 え,受 信 可 能 の応 答 が あれ ば送

信 を行 う。 即 ち送 信 要 求 側 に制 御 権 が あ る こ と とな る。 相互 の 要求

が 時間 的 に一 致 す る可 能性 が あ るため コ ンテ ン シ ョン(競 合)と 呼

ぶ。

{b)ハ イ レベ ル ・デー タ リン ク制 御 手順

ハ イ レベ ル ・デ ー タ リンク制 御手 順(HDLC)は 高速 通信 用 に 用

い られ る。 デ ー タの 送信 方 向に か か わ らず送 受 信 間 に常 に1つ の リン

クが 確立 され る。 種 々の バ リエ ー シ ョンが あ るが大 まか に 次の2つ に

分 け られ る。

イ.不 平 衡 形 手 順 クラス

デ ー タ リンク に 関す る制御 は,一 次局 と呼 ば れ る側 が 集 中 的に行

う。 他 は 二 次 局 と呼 ぶ 。

ロ.平 衡 形 手 順 ク ラス

一 次 局 ・二 次 局 の 区 別 は な く
,制 御 は 平等 に行 わ れ る。

{2}デ ー タ伝 送 機 器

① 通 信 制 御 装 置

ホス ト・コン ピュ ー タの1チ ャ ンネル とい う扱 い の レベ ルか ら,プ ロ

グ ラマ ブル な独 立 コ ン ビ 。一 夕 極 信制 御 プ ロセ ッサ,Cornmunication

ControlProcessor,CCP)ま で,種 々の 規 模 の もの が あ る。 オ ン ラ

イ ン ・シス テ ムの 大 型 化 や,コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの 出現 に よ り,

ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タの 負荷 軽 減 の 目的 か ら もCCPタ イ プが普 及 しつ

つ ある。 ミニ コン ピュー タ をそ の ま ま利 用 す る場 合 と,CCP専 用 の機

能 を組 み 込 む場 合 とが あ る。
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図2-2-3はCCPの 機 能 で あ り,表2-2-3はCCP関 連 の 制

CCP

回 線
回線 イ ン タ ホス ト ・イン

タ フ ェース部

㈲ ハ ー ド ウ エ ア 構 成

CCP ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ

端末
専用回線

端末

交換回線

×
交換機

回

線

制

御

シ
制
御

処
理
プ

〔b)制 御 機 能

図2-2-3CCPの 機 能

表2-2-3.CCP関 連 の 制 御 機 能

制御機能
s

主 な 内 容

回 〔1)DCEと の イ ン タ フ ェ ー ス 制 御 、 ・

線 〔2}伝 送 文字 の 組 立 ・分 解(信 号 の 直 並列 変 換)

制 〔3)交 換回線の場合,相 手 との回線の接続 と終了時の切断
`,、

御 ④ 複数回線の制御'

伝

送

伝 送 制 御手 順 に もとつ く,以 下 の 制 御 ・ ・

〔1}デ ー タ リン クの 確立 と解 除

{2)制 御 符 号 の 処理
制'

御
〔3)伝 送 誤 り制 御

〔4)デ ー タの 転 送

端 田 コー ド体 系,メ ッセ ー ジ区 切 り記号,1行 文字 数 等 を始 め と

末
制

、

す る端末機 の機能 に対応す る制御

御 {2}端 末機 能の仮 想化制御

メ制 {1)メ ッセ ー ジ送 受 信 の待 ち行 列 制御
ツ

セ 〔2)メ ッ セ ー ジ の 組 立 ・分 解
|ジ御

〔3}メ ッ セ ー ジ の バ ッ フ ァ リ ン グ
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御 機 能 で あ る。 これ らを参考 に 回 線制 御,伝 送 制 御,端 末 制御 な どに つ

き説 明す る。 なお これ らの制 御 機 能 は!・一 ドウ ェア と ソフ トウェア の 双

方 に よって 実現 され る。

② 回 線 終 端 装 置

図2-2-2に 示 す よ・うに ア ナ ログ伝送 とデ ィ ジ タル伝 送 に よ り機 能

が異 な る。

ta)変 復 調 装置(MODEM)

ア ナ ログ伝 送 の場 合,通 信 回線 と コン ピュー タまた は端 末 装 置 との

間 に あ って,コ ン ピュ ー タの デ ィ ジ タル信 号 をア ナ ロ グ 信 号 に 変 換

(変 調)し,ま た 逆 に 回線 を通 して伝送 された 信 号 を デ ィ ジ タル変 換

す る(復 調)装 置 で あ る。

〔b)デ ィ ジ タル 網 用回 線 終 端 装置

デ ィ ジタル 伝送 の場 合,通 信 回 線 とコ ン ピュー タま た は端 末 装 置 と

の間にあって湘 互 にデ ・
.ジタノレ信号 を変換する鑓 ゴ る・ この変

換 で は回線 上 での 外 乱 や 歪 み に 対 し,一安定 性 を増 す よ うに工 夫 され る。

73通 信 回 線 と通 信 方 式't

飾 回線ρ治 方弍と通 信方式の鞠 と1を樋 法掴 嘩 けて謝 する・

ω 通 信ゴ 式'一'tパ'1}

以下の3方 式が ある。

〔a)単 向通信:常 に一 方向のみの通信が行われる。

一

㈲ 半二重通信:両 方 向の通信が可能であるが一時には一 方向のみである。

○

{・)全r重 通信:同 時に両方向剛 力1可1鱒 そ:
.

○コ ○

これ らの通信 方式 と,2線 式,4線 式とぱ必ず しも対応 しないが,一 般 に

半 二 重 では2線 式 が,全 二 重 で は4線 式 が使 われ る ことが 多 い 。
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〔2)回 線 接 続 方 式

次 の よ うな接 続 方式 とそ の特 色 に つ き説 明す る。

① ポ イ ン ト ・ツー ・ポ イ ン ト

端 末

セ ン ター

近距 離 ま た は通 信 量 が大 量 の場 合 に 適す 。

② マ ル チ ポ イ ン ト(分 岐 方式)

通信量 の比較的少 ない場合 に適す。

③ 集 線 方 式

低速回
線 集

速 線

回線 コス トを節約する手段の1つ である。

〔3)交 換 方 式

電話回線 を始 め,不 特定多数の利 用者 を対象 とする公衆回線 では,多 数

の相手 との間の通信 を交換機構 を介 して切 り換え つつ通信 する。次の2種

類の交換方式 の特徴 を説明する。
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① 回 線 交 換

通信要求が生 じた2点 間に,そ の都度,物 理的 な通信路が設定 され る

方式 である。

② 蓄 積 交 換

交換機に伝送 データが一時蓄積 され,宛 先識別に よる経路 選択,誤 り

制御,速 度変換 などの機能が可能 な方式であ り次の2種 類がある。

〔a}メ ッセー ジ交 換 方 式

1つ の メ ッセー ジ単 位 に 伝 送 され る。

㈲ パ ケ ッ ト交 換 方式

1つ の メ ッセー ジ をパ ケ ッ トと呼ぶ 単 位 に 分割 し,1パ ケ ッ ト毎 に

宛 先 を付 して個 々に 目的 地 に送 る。,回線 の 使用 効 率 が よ く,且 つ通 信

の 安 全性 が高 い 。

表2-2-4は デ ー タ通 信 に 多用 され る回 線 交換 とパ ケ ッ ト交 換 方式

の適 応 例 の 比 較 で あ る。

表2-2-4回 線 交 換 とパ ケ ッ ト交 換 の適 応 性

回 線 交 換 パ ケ ッ ト交 換

両 端 が 直結 され てい るため,リ 単発 メ ッセー ジが頻 度 高 く転 送

アル タ イムの 即 時通 信 が 可 能 。 され る よ うな処理 に 向 く。
適応性

ま た 多量 デ ー タの一 括 連 続 転 送,

画 像 デ ー タの転 送 な どに 向 く。

・入 力データファイルの一括 転 送 ・ タ イ ム シ ェ ア リ ン グ 処 理

・ リ モ ー ト ・ ジ ョ ブ ・ エ ン ト リ ・対話型処理

・ 磁 気 テ ー プ ・ フ ロ ッ ピ デ ィ ス ・情 報検 索

適応例
ク等の大量 データの転送 ・問 い合わせ応 答

・ フ ァ ク シ ミ リ や 画 像 デ ー タ の ・・電 子 メ ー ル 等

転送等
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交 換 回 線 を 利 用 す る 場 合 は,図2-2-4に 示 す よ う に,DCEの 先

に 網 制 御 装 置(NCU:NetworkControlUnit)ま た は そ れ に 代 る 機

能 が 付 加 さ れ る 。

端末
D
C
E

NCU ∈衡
通 信 回 線

コ ン ヒ'ユ

ー タ ・シ

,ス ア ム

NCUNetworkControlUnit網 制 御 装 置

図2-2-4 交換回線の構成

74有 線 通 信 と無 線 通 信

有線 通信 と無 線 通 信 の特 色 を理 解 させ る。 光 フ ァイバ 通信 や衛 星 通 信 につ

い て も簡 単 にふ れ る。

{1)有 線 通 信

通 信 ケー ブル を使 用 して行 う通 信 で あ り,日 本 で は電 信,電 話,デ ー タ,

フ ァ ク シ ミ リな ど,殆 ん どの 通 信 は有 線 系 で あ る。

通 信 ケ ー ブル と しては,従 来 か らの 銅 線 に 加え,新 た に光 ファ イ バ ・ケ

ー ブル が使 用 され る よ うに な っ た。 光 フ ァ イバ ・ケー ブル は石 英 ガ ラス を

直径0.1ミ リ程 度 に細 く伸 ば し,そ の 中 に レー ザ光線 を通 す こ とに よって

デ ー タを伝 送 す る もの で あ り,電 気 信 号 を光 信号 に 換 え て送 り,そ れ を ま

た電 気信 号 に変 換 して受 信 す る。 光 ファ イバ通 信 は以 下 の よ うな特 徴 が あ

る。

① 大容 量 ・高 速 伝 送 が可 能

② 伝送 の ロスが 少 な く,遠 距 離 の 無 中継 伝 送 が 可能 。 銅線 の数 十 倍 の長

距 離 無 中継 が可 能

③ 同一 容 量 な ら銅 線 の10分 の1以 下 に ケー ブル を細 く し得 る ,(重 量 は

数 百 分の1)
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第2部 ハ ー ドウ ェ ア

④ 光 で あ るか ら,外 部 か らの電 気 障 害,熱 害,雷 害 な どを受 け ず,悪 環

境 にお い て も配 線 可 能

⑤ 細 く,軽 量.た わ め 易 い な どの 性 質か ら工 事 が容 易

⑥ 原料 とな る石 英 は 銅 に 比べ,資 源 と しての 入 手 が容 易

⑦ 高度 な接 続 技 術 が 必 要

⑧ まだ コス ト高 で あ る

〔2)無 線 通 信

電波 に よる通 信 で あ り,有 線 ケ ー ブル が布 設 しに くい 場 所 や 環 境 で の通

信 に有効 で あ る。 マ イ ク ロ波,レ ー ザ光線 な どが 使 われ,短 波 長 の 電 波 ほ

ど外 乱 を受 け に くい。

短 距 離間 には マ イ ク ロ回 線,長 距 離 間 には 衛 星 回線 が 用 い られ る。

無線 通 信 は災 害 時 の 有 線 回線 の バ ックア ップ用 に使 わ れ る こ とが 多い 。

また 同一 情 勢 を一斉 に送 信す るブ ロー ドキ ャス ト通 信 能 力 に 優 れ てい る。

衛星 通 信 は,3万6,000キ ロ上 空 に打 ち上 げ られ た静 止 衛 星 に 電 波 を反

射 させ て行 う通 信 で,

・国 際 通 信

・地理 的 に 分 散 した 離島 グル ー プ間通 信

・船 舶 ・航空 機 な どの移 動体 との通 信

・極地 通 信

な どに 適 してい る。

また遠 距 離 ほ ど,利 用 者 数 が増 え るほ ど有利 とい うス ケ ー ル ・メ リッ ト

が 有線 通 信以 上 に顕 著 で あ る。

75端 末 装 置 の 種 類 と機 能

デー タ通 信 システムにおいて人間 との イ ン タ フェ ースの 役 割 を果 たす の が 端

末 装置 で あ り,そ の 種 類 お よび機 能 的 特 色 につ き説 明す る。・実物 に触 れ る機

会 を持 つ こ とが 望 ま しい。
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に}端 末 装置 の 種類

① 一 般 端 末

最 も普 及 して い る汎 用端 末 であ り,キ ー ボ ー ドと プ リン タあ るい は キ

ー ボ ー ドと文 字 型 デ ィス プ レイの構 成 が 一般 的 で あ る。

② 多 機 能 端 末

イ ンテ リジ ェ ン ト端 末,ス マー ト端 末 な ど と も呼 ばれ る,プ ログ ラマ

ブル な端末 で あ り,オ ン ライ ン ・シス テ ム,分 散 処 理 シ ス テ ム,OA

シス テム な どの普 及 に よ り,更 に 多機能 化 の傾 向 に あ る。 また最 近 はパ

ー ソナル ・コ ン ピュ ー タ を多機 能 端 末 と して用 い る こと も多い 。

多機 能端 末 の 目的

㈲ センター ・コンピュータの負 荷 を一 部 分 担 す る 分散 プ ロセ ッサ と して

ロー カル処 理 を行 う。

〔b}プ ログ ラム開 発 用,ビ ジネス ・ア プ リケー シ ョン用,研 究 用 な どの

ワーク ・ステー ションと して使 用 され る。 以下 の よ うな機 能 が 用 い られ

る。

。 文書 編 集 や ワー ド・プ ロセ ッサ機 能

。 簡 易 言 語 やBASICの 言語 処理 プ ロセ ッサ

。 端末 間通 信 や電 子 メール機 能

。 ビジネ ス ・グ ラ フ ィ ック な ど図形 処理

{c)複 合 端 末 と して,文 字,図 形,画 像,音 声 な ど,種 々の 形 態 の情 報

を統 合 的 に 扱 う。

③ 専 用 端 末

個 別 ア プ リケー シ ョン に対 応 した端 末 で あ り,以 下 の よ うな例 が あ る。

●CAD端 末

・CAI端 末

・POS端 末

・金融 機 関端 末
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{2)入 出 力 機 能

入 出 力装 置 同様,端 末機 も以 下 の よ うな 多様 な入 出 力機 能 を持 つ よ うに

なっ た。

① 入 力 機 能

●キ ーボ ー ド

・OCR(手 書 き文 字 入 力 を含む)

・マ ー ク リー ダ

・音 声 入 力

・マ ウス

・ ライ トペ ン

●ノミー コー ト"●リ一 夕,

② 出 力 機 能

・プ リン タ(漢 字 を含 む)

イ ンパ ク ト型,ノ ンイ ンパ ク ト型

●ア イス フ レイ

文字 型,図 形 型

・X-Yプ ロ ッ タ

③ 入 出 力 機 能

●フ ァ ク シ ミ リ

●プ ッ シュホ ン

〔3)制 御 機 能

端 末 装 置 の 主 な制 御 機 能 は,入 出 力制 御 と伝 送 制御 で あ り,ハ ー ドウ ェ

ア と ソフ トウ ェア に よ って実 現 さ れ る。

① 入 出力制 御:端 末 装 置 を構成 す る各 種 入 出力機 器 お よび入 出力処 理 の

制 御

② 伝 送 制御:伝 送 制 御 手 順 に も とつ くデ ー タの送 受 信 制御,誤 り制御,

同期 ・通 信 方式 の制 御 な どを行 う

イ ンテ リジ ェン ト端末 では,セ ンター ・コンピュ ー タのRJE(RB)や 対
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話形利 用のための プ ロ トコルの処理 あるいは仮想端末制御 などの機 能 を持

つ 。

指導上の留意点

デ ー タ通 信 シ ステ ムに 関連 す る内 容 は,こ の第2部 の ハ ー ドウェア と,第3

部 の ソ フ トウェ ア,第4部 の 情 報 処 理 シス テ ムに分 散 して扱 っ てい る。

こ こで は主 に ハ ー ドウェ ア的 側 面 を と り上 げ てい るが,こ の 分 野 で は特 にハ

ー ドと ソ フ トの 境 界 が 流動 的 且 つ 多 様 で あ り,あ ま り厳 密 に線 引 き を考 え て も

意 味 が ない。 総 合 的 に そ の役 割 や 機 能 が理 解 で きれ ば よい。

通 信 の 専 門技 術 は 奥 が 深 く,こ こ では コ ン ピュ ー タ側 か らの 通 信機 能 の利 用

とい う立 場 で 必要最 少 限 の知 識 の 修 得 を 目差 す に止 め た。

しか しなが ら,端 末 機 の 使用 実 習 を行 い,デ ー タ通 信 の 効果 やそ の 諸機 能 を

直接 体 験 させ る こ とは 必要 で あ る。
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教 育 の 目 標

ソ フ ト ウ ェ ア の 基 礎 知 識 ど し て,ソ フ ト ウ ェ ア の 役 割,ソ フ ト ウ ェ ア 作 成 手

順,ソ フ ト ウ ェ ア の 体 系,プ ロ グ ラ ム 言 語 と 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム,オ ペ レ ご テ

ィ ン グ ・ シ ス テ ム,サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム,共 通 ソ フ ド ウ ェ ア の 活 用,、 ソ フ、ト

ウ ェ ア 開 発 環 境,な ど に つ き 学 習 す る 。 但 し,初 級 技 術 者 と して,実 務 上 必 要

不 可 欠 な より詳 細 に わ た る知 識 は,第3編 に おい て扱 う。 したが って,こ の第3

部 では よ り広 い観 点 か らの ソフ トウェア 全般 に対 す る知 識 の 習得 を 目標 とす る。

特 に ソ フ トウェ ア の重 要 性 を十 分 認識 させ る ことが 必 要 で あ宕 。.

内容のあ らま し

内.容 時.間 数

ソ7ト .ウ ェ ア の 役 割.

ソ フ ト ウ ェ ア と い う 言 葉 の 使 わ れ 方

ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア の 役 割 分 担

...1、_.

ソフ トウ ェア作 成 手 順

問 題 分析 と要求 定義

シス テ ム設 計 と プ ログ ラ ミン グ

テ ス トとデ バ ジ グ

6

ソ フ ト ウ ェ ア の 体 系

基 本 ソ フ ト ウ ェ ア と 応 用 ソ フ ト ウ ェ ア

4

プ ログ ラム言語 と言語処理 プログ ラム

プ ログラム言語 の歴史

高水準言語 の種類 と特 徴

言語 処理 プログラム'

10
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オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

オ ペ レー テ ィ ン グ

オペ レーテ ィ ン グ

仮 想 化 の概 念

容

・シス テ ムの 目的 と基 本 概念

・シス テ ムの 主要 機 能

サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

サ ー ビ ス ・プ ロ グ ラ ム の 概 念 と 例

共通 ソ フ トウェア の活 用

共 通 ソフ トウ ェア活 用 の利 点

共 通 ソフ トウ ェア の種 類

共 通 ソ フ トウ ェア作 成 上 の 留 意 点

ソ フ トウ ェア開 発 環 境

ソ フ トウ ェア開 発 環 境 とは

ソ フ トウ ェア開 発 支 援 ツール

計 40時 間
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第1章 ソ フ トウ ェ ア の 役 割

=
マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ム,フ ァ ー ム ウ ェ ア

目 標

従 来 と もす れ ば あ い まい に 使わ れ て い る,ソ フ トウ ェア とい う言 葉 の意 味 を

明確 に し,ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェア の役 割 分 担 に関 す る 変 化 や 動 向 に つい

て の認 識 を与 え る。

内 容

11ソ フ トウ ェ ア とい う言 葉 の使 わ れ 方

ソ フ トウ ェア とい う言 葉 は1960年 代 に造 られ たハ ー ドウェ アに 対 す る造

語 で あ る。

ハ ー ドウェア とい う言 葉 は英 語 の"金 物"か ら来 て お り,コ ン ピュー タの

機 械 と して の 実体 を指 す 。 ソフ トウェ ア はそ のハ ー ドウェ ア に仕 事 をさ せ る

場 合 の 利 用技 術 の総 称 で あ り,広 義 に は

プ ログ ラム:コ ン ピュ ー タで処理 さ せ たい一 連 の手 続 き を プ ログ ラム言語

で表 現 した もの

ドキ ュ メ ン ト:ソ フ トウェ アの 計 画 ・作 成過 程 お よび保 守 用 の一 切 の ドキ

ュ メ,ン ト

使 用説 明書:利 用 者 マ ニ ュ ア ル,操 作 マニ ュア ル,保 守 用 マ ニ ュ アル 等

な どの総 称 であ る。

ま た狭 義 に は プ ログ ラ ム と同義 に使 わ れ るこ とが あ る。

12ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェア の役 割 分担

ハ ー ドウェ ア と ソフ トウ ェ アの本 来 の 役 割か ら,そ の 変化 の 動 向 につ い て
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説 明 す る。

川 本 来 の 役 割

ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの本 来 の役 割 は ,固 定 した機 能 しか持 た ぬ

1台 の ハ ー ドウ ェア に,種 々 の ソ フ トウェ アの衣 を着せ る こ とに よ り,多

種 多様 な利 用 を可 能 にす る こ とに あ る。 この 本 質 は 今 後 と も変 らない。

〔2}機 能 分担 の変 化

コン ピ ュー タの 利 用範 囲 の拡 大 と,ハ ー ドウェ ア,ソ フ トウェア双 方 の

技 術 的 進歩 に よっ て,両 者 の機 能 分 担 は以 下 の よ うな経過 に より若 干 の変

化 が み られ る。

① かってはハ ー ドウェアが 極 め て高価 で あ っ た た め,そ の機 構 を極 力単純

化 し,利 用上 の 負 担 を全 て ソ フ トウェア に負 わせ る とい う考 え 方が強 か

っ た。 しか しなが らハ ー ドウェ ア 自体 の 多機 能 化 や性 能 の 向上 に と もな

い,こ れ を効果 的 に動 か す ため の ソ フ トウ ェアの 負 担 が増 大 し,そ の結

果 オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムが 急速 に 巨大 化 ・複 雑 化 し,処 理 効 率 や

信 頼 性 の上 で 多 くの 問題 が 発 生 す る よ うに な っ た。

② ハ ー ドウェ アに 近 い制 御 プ ログ ラ ム を中心 に,技 術 的 に 可能 な部 分 や,

ソ フ トウェア では 効 率 的 に問 題 の 多 い 部分 の ハ ー ドウェ ア化 が徐 々に行

わ れ る よ うに な った 。

③ 経 済性 や 柔 軟 性 の面 か らすべ てをロジック回路 と して実現するのでは な く,

基本 的 な命 令 の シーケ ンス か らな る マ ク ロ命 令 の 形 で ユ ーザ に利 用 させ

る マ イ ク ロ ・プ ログ ラム技 術や,高 速 のROMに マ ク ロな機 能 を プ ログ

ラム ・ロジ ック と して 記 憶 内蔵 させ る フ ァー ム ウェ ア技 術 な どが使 われ

る よ うに な った 。

④ 高水 準 言 語 を一 種 の機 械 語 と して 直 接 処理 し得 る コン ピュー タや,デ

ー タベ ー ス 処理
,通 信 制 御,画 像 処理 な どにそ れ ぞれ 適 した機 能 別 の コ

ン ピュータが出現 し,シ ス テ ム構 成 の 要 素 と して利 用 で きる よ うに な った。

以 上 の よ うな機 能 分担 の変 化 は ソ ラ トウ ェア の負 担 を軽 減 させ る のに

効果 が あ る 。
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指導上の留意点

意識 一の意味での導入部 であ る・役割分担 の変化に関 レては
㌧購 的 繊

種 と対応させて説明する ことが望 ま しい。

'
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第2章 ソ フ トウ ェ ア 作 成 手 順

=
問 題 分 析,要 求 定 義,シ ス テ ム 設 計,プ ロ グ ラ ム 設 計,プ ロ グ ラ ミ ン グ,サ

ブ シ ス テ ム,コ ー デ ィ ン グ.イ ン タ フ ェ ー ス,テ ス ト.デ バ ッ グ,ド キ ュ メ ン ト

匡=
ソフ トウェア作成業務の内容 や工程 にづ き共通の認識 を得ることを目標 とする。

各工程毎の 内容については,全 てにわたる業務担当者 としての知識 は問わない

が,業 務の本質 を理解させ る ことが望 ま しい。

〔
21問 題 分析 と 要求 定義

あ る業務 の問 題点 を分 析 し,そ の解 決 のた め に コン ピュー タが利 用 し得 る

か 否 か を検 討 し,利 用 可 能 で あれ ば コ ン ピ ュー タ化 の 目標 を定 め.そ の要 求

を明 確 に定 義 す る。

以 下 の ような項 目を と りあげ,問 題 分 析 と要求 定 義 の 目的 を理 解 させ る。

① 現 状 分析 と問題 点 の把 握

② 解 決 策 の立 案 と実 現 可 能 性 の 評価

③ コ ン ピュ ー タ化 の 目標 と基本 構 想 の 設 定

④ ハ ー ドウェ ア と ソフ トウェ ア の各 々に対 す る要 求 の 仕様 化

⑤ 関 連 デー タの 分析

22シ ス テ ム 設 計

ソ フ トウェア に対 す る要 求 仕 様 に もとづ き.ソ フ トウェ ア ・シス テ ムの設

計 を行 うの が シス テ ム設 計 で あ る。 要 求 定 義 で は 「何 を 」す べ きか を定 義 し

た の に対 し,シ ステ ム設計 で は 「如 何 に 」行 うか を設 定 す る。
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システ ム設計 の段階は,基 本設 計 と詳細 設 計,あ るい は 外 部 設 計 と内部 設

計 な ど,シ ス テ ムの 規 模 に よ り何 等 か の細 分化 が行 わ れ るの が普 通 で あ る。

下 記 の よ うな設 計 作 業 の 内容 と,留 意 すべ き要 件 につ き説 明 す る。

ほ)シ ス テ ム設 計 の 内容

① コー ド設計:デ ー タ コー ドの 設 定

② 入 出力 設計:入 力 設 計,出 力 設 計

③ デー タ設 計:フ ァ イ ル設 計,デ ータベースの利 用設計,記 憶 媒体 の設 定

④ ソフ トウェ ア構 造 の 設 計:サ ブ システ ム分 割,プ ログ ラ ム分割,イ ン

タフ ェー ス設 定

⑤ 信 頼性 ・安 全 性 設 計:シ ステ ムの信 頼性 と 安 全 性 確保 機 能 の設 計

⑥ デー タ通 信 設 計:ネ ッ トワー ク設 計,ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャ

設 定,通 信 処理 機 能 の 設 計

⑦ 運用 設計:運 用 条 件 の 設 定,運 用 支 援 システ ムの設 計

{2)留 意す べ き要 件

ソフ トウェ アの 品 質 は 設 計 時 において定まると言われ,以 下 の よ うな点 に

十 分 留意 しつ つ 設 計 を行 うべ きで あ る。

① 整 然 た る階 層 構 造 化

② デ ー タの構 造 を配 慮 した プ ログ ラムの 構 造 化

③ 効率 化,信 頼 性へ の 配 慮

④ 保 守 性,拡 張 性 へ の 配 慮

⑤ 操 作 性,マ ン マ シ ン ・イ ン タ フェー スへ の配 慮

⑥ 運 用 の経 済性 へ の 配 慮

⑦ 既 存 ソ フ トウェ ア の 十 分 な活 用

23プ ログ ラ ミン グ

具体 的 な技 術 に関 して は第3編 で扱 うこ とと し,こ こで は プ ログ ラム設 計

と コー デ ィ ン グの 作 業 内容 の概 要 を説 明す る。

〔1)プ ログ ラ ム設 計
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① 入 出 力形 式 の 設 計:入 出力 デ ー タの フォ ー マ ッ トの 設 計

② プ ログ ラム構 造 の 設 計:プ ロ グ ラ ムの モ ジ ュー ル 分 割 とイ ン タ フェ ー

ス の設 定

③ モ ジ ュー ル機 能 の 設計:各 モ ジ ュール 内容 の 設 計,制 御 構 造 の 設 計

④ テ ス ト項 目の 抽 出:テ ス ト項 目の選 定,テ ス トデー タの作成

{2)コ ー デ ィ ン グ

プ ログ ラ ム言 語 に よ り処 理 手 順 を記述 す る。

24テ ス トとデ バ ッ グ

プ ログ ラ ムの テ ス トとは,設 計 上 お よび コ ー デ ィ ン グ上 の 誤 りの 有 無 を検

査 し,プ ロ グ ラ ムの正 しさの 保 証 を与 え る こ とで あ る。

プ ログ ラ ムの デ バ ッグ とは,テ ス トの過 程 で発 見 され た 誤 りの原 因 をつ き

とめ 修正 す る こ とで あ る。

具 体的 な技 術 に 関 して は第3編 で扱 うこ と と し,図2-3-1を 参 考 に,

単 体 テ ス ト,結 合 テ ス ト,総 合 テ ス トの意 義 と,作 成 の 各 段 階 での レ ビュー

の 重 要性 につ き理 解 さ せ る。

シ ス テ ム 設 計

誤 りの入 る段階

プ ログ ラ ム設 計

1

コ ー デ ィーン グ"

誤 りの発見 され る段階

誤 り混入 と検 出の関係

単 体 テ ス ト

結 合 テ ス ト

総 合 テ ス ト
図2-3-1.

一94一



第3部 ソ フ トウ ェ ア

25.文 書 化

ソ フ トウェ ア作成 の各 工 程 お よび シス テ ムの運 用 の ため に ,ど の よ うな ド

キ ュ メ ン トが 作 成 され るか,ま た そ の 目的 お よび重 要性 に つ き説 明す る。 代

表 的 な ドキュ メ ン トと して以 下 の もの をと りあげ る。

ソフ トウェ ア要求 仕 様書`

基本 設 計 書

詳細 設 計 書

プ ログ ラ ム設 計書

プ ログ ラム ・リス ト

テス ト計画 書

テ ス皐ト報 告書

運 用 マ ニ ュア ル

文 書 化 技 法 に つい て は 第3編 に ゆ ず る。

指導上 の留意点

本章 の 内容 は,第3編,第5部 で 実 務 能 力上 の 知 識 と して 詳 細 な説 明 が あ る

た め,概 念 的 に業 務 の 本 質 が把 握 で きれ ば よい 。
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第3章 ソ フ トウ ェ ア の 体 系

用 語

基 本 ソ フ トウ ェ ア,応 用 ソ フ トウ ェ ア,制 御 プ ロ グ ラ ム.言 語 処 理 プ ロ グ ラ

ム,デ ー タ ベ ー ス 管 理 プ ロ グ ラ ム,ソ フ トウ ェ ア 作 成 支 援 プ ロ グ ラ ム,共 通 応

用 ソ フ トウ ェ ア,業 務 ・業 種 別 応 用 ソ フ ト ウ ェ ア

口
ソ フ トウェア の 体 系付 け には 様 々 な考 え 方 が あ るが,1つ の例 示 と して,ソ

フ トウェ ア を基 本 ソフ トウェ ア と応用 ソ フ トウ ェア に分 け 体 系化 す る。 ソ フ ト

ウェア体 系 の 全 ぼ うを把 握 で き る こ とが 目標 で あ る。

内 容

31基 本 ソ フ トヴ ェア

基本 ソ フ トウェアは,図2-3-2に 示 す よ うに ハ ー ドウェア と応 用 ソ フ

トウェア との 間 に あ っ て,コ ン ピュ ー タの 種 々の応 用 に対 す る共通 的 な機 能

を果 た し,応 用 ソフ トウェ アの負 担 を軽 減 す る役 割 を果 たす 。

ハ ー ト

ウ ェ ア

基 本 ソ フ トウ ェア

共通

個別]一 応用 ・フ トウーア

!、

利 用 者

図2-3-2.ソ フ ト ウ ェ ア の 階 層
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基本 ソフ トウェ ア に は以 下 の よ うなプ ログ ラ ムが 含 まれ る。

① ハ ー ドウェ ア機 能の 効 果 的 な利 用 を支 援 す るプ ロ グ ラ ム

② 大 量 デ ー タの処 理 や通 信 処理 を始 め.種 々の応用 に 共通 的 なサ ー ビス 機

能 を提 供 す るプ ログ ラム

③ コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 正確 ・安 全且 つ 効率 的 な運 用 を支 援 す る プ ロ

グラ ム

④ ソ フ トウェ アの 作 成 を容 易 に す る た めの 支援 プ ログ ラム

ソフ トウェア の種 類 と して,以 下 の 分 類 を示 し,各 々の基 本 的 な役 割 を説

明す る。

←d)制 御 プ ログ ラ ム

回 通 信 制 御 プ ログ ラ ム

内 言 語 処理 プ ログ ラ ム

目 デ ー タベ ー ス管理 プ ログ ラ ム

困 ソ フ トウ ェ ア作 成 支 援 プ ログ ラ ム

32応 用 ソフ トウ ェ ア

応 用 ソ フ トウェ ア は,コ ン ピュー タの 全 て の応 用 に対 応 す る 多 様 な プ ログ

ラムの総 称 で あ る。 応 用 ソフ トウェア には,業 務 ・業種 に かか わ らず ほ ぼ 共

通 的 に利 用 し得 る もの と個 別 の もの とが 存在 す る。

こ こでは 表2-3-1を 参 考 に,共 通応 用 ソフ トウェ ア と業 務 ・業種 別 応

用 ソ フ トウェ ア との 分 類 体 系 に も とず き,応 用 ソフ トウェ アの 全 体 像 を把 握

させ る。

指導上の留意 点

ソ フ トウ ェア体 系 化 は種 々の考 え 方 が あ り,表2-3-1は 一例 で あ るが,

実 習用 コ ン ピュ ー タの体 系 化 を別 の 例 と して紹 介 して もよい。 また 基本 ソフ ト

ウェア,共 通応 用 ソフ トウェア,業 務 ・業種別応 用 ソフ トウェア等 の 区分 も流 動 的 で

あ り,業 務 ・業 種 別 応 用の 中か ら,共 通 応 用 の範 中 に移行 し,ま た 共通 応 用 の
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表2-3-L応 用 ソ フ ト ウ ェ ア の 種 類

共

通

応

用

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

業

務

・

業

種

別

応

用

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

数値処理

① 数値解析

② 統計解析

数理計画

③ 予測 ・シ ミュレー ション

④ 線 型 計 画 法

⑤ 日 程 計 画

"
エ ン ジニ ア リン グ

⑥ 設計支援

⑦ 構造解析

⑧ 数値制御

共通技術

⑨ 文書処理

⑩ 図形処理

⑪ 画像処理

⑫ 情報検索

⑬ 機械翻訳

⑭ 自然言語処理

⑮ パ ター ン認識

⑯ エキスパ ー ト・システム

⑰ 意思決 定支援

汎用 マネージメン ト

⑱ 財務管理

⑲ 入事管理

⑳ 物品管理

教 育

①CAI・

②CMI

医 療 ・保 健

③ 医療診断

④ 病 院運営管理

⑤ 救 急医療支援

⑥ 病床 管理

⑦ 予防医療支援

公 共 .

防災 ・防犯⑧

⑨

⑩

交通制御

環境管理

公 務

⑪

⑫

⑬

⑭

業種別

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

政策支援

自治情報サ ー ビス

社会保険管理

財務統制

金融 ・保険

流通

製造

資源

ユーティリティ

土 木 ・建 設

化学 工 業

輸送

サ ー ビス

宗教

学 術 ・研 究

⑫ 法律

⑬ 報道

⑭ 出版

⑮ 広報

⑯ 食品

⑰ 繊維

⑱ 鉄鋼

⑲ 商社

⑳ 通信

⑳ 小売業

⑫ 情報産業
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中か ら基 本 ソフ トウェアの範 中に移行す るものが 出現す る な ど,全 体 的 に そ れ ぞ れ

の レベ ル で共 通 性 が 抽 出 され,図2-3-2の 矢 印方 向へ の 移動 が 発 生 す る こ

とが ソ フ トウ ェ アの1つ の 進化 の 方 向 で あ る こ と を説 明す る。
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第4章 プ ログ ラム言 語 と言語処理 プ ログ ラム

用 語

機 械 語,ア セ ンブラ言語,コ ンパイラ言語,手 続 き型 言語,非 手 続 き型 言 語,汎

用 言語,応 用 向 き言 語.言 語 処 理 プ ログ ラム,オ ブ ジ ェ ク ト・プ ログ ラム,ソ

ー ス ・プ ログ ラム ,ア セ ンブ ラ.コ ンパ イ ラ,イ ン タ プ リタ.ジ ェネ レー タ,

高 水 準 言 語

目 標

プ ログ ラ ム言語 の 歴史,高 水 準 言 語 の種 類 と特 徴,言 語 処理 プログ ラムの機能

につ き説 明す る。 特 に ソフ トウェ ア 作 成 業 務 に お げ る言 語 の影 響 の大 き さ,

CASL,FORTRAN,COBOL等 の 全 体 の 中 での 位置 付 け,言 語処 理 プ ログ ラ

ムの 重 要 性 な どを正 し く理解 させ る。

内 容

4.1フ.ロ グ ラム 言語 の歴 史

機 械語 か ら,ア セ ン ブ ラ言 語,コ ンパ イ ラ言 語 へ と い う歴 史 的 変 遷 を・

CASL,FORTRANお よびCOBOLと 関 連 付 け つ つ,以 下 の よ うな 側 面 も含

め て 説 明す る。

① プ ログ ラ ム言 語 に は言 語の レベ ル が 高 い低 い,と い う概 念 が あ る。 高 低

の 基 準 は 何 か。

② ア セ ン ブ ラ言 語 は機 械 語 と1対1の 対 応 を持 つ とい うの が 基本 的 考 え 方

で あつたが,入 出 力 を中 心 に マ ク ロ命 令 を持 つ タイ プが 増 え て 来 た。

③ プ ログ ラム言 語 の 進 化 が コ ン ピュ ー タ の利 用技 術 進 歩のベースとな り,同

時 に コ ン ピ ュー タの 利 用拡 大 に 大 き く貢 献 した 。

④ 機 械 語 は そ れぞ れ の ハ ー ドウェア 固 有の もの で あ るが,ア セ ンブラ言語 や

コ ンパ イ ラ言 語 の 出現 に よっ て,機 械 の 違 い を越 え た プ ログラム言語の共通

化 が 可能 とな った 。特 に コ ンパ イ ラ言 語 で はFORTRANやCOBOLな どの
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よ うに,国 際的 に標 準 化 され た言 語 と して通 用 す る もの も出 現 した。

⑤FORTRANやCOBOLな どの手 続 き型言 語 か ら,更 に非 手続 き型 言 語

の 方 向 に進 みつ つあ る。 手 続 き型 とは 「如何 に 」処理 す るか を 記述 す る言

語 で,非 手 続 き型 は 「何 を 」行 い た いか の み を記述 す れ ば よい言 語 で あ る。

即 ち,非 手 続 き型 は手 続 き型 よ り更 に 高水 準 であ る。

42高 水準 言 語 の種 類 と特 徴

汎 用 言 語 と業 務 ・業 種 別 の応 用 向 き言 語 とが あ り,両 者 の代 表 例 を示 し,

特 徴 を説 明 す る。

{1)汎 用 言 語

汎 用言 語 の 中 に もあ る程 度 の 適 用 分 野 が 指 摘 で き る。表2-3-2を 参

考 に,そ れ らの言語 の特 徴 を説 明 す る。

〔2)応 用 向 き 言 語

表2-3-3を 参考 に,代 表 的 な もの を と りあげそ の特 徴 を説 明す る。

簡 易言 語 に関 して は,具 体 例 に 沿 っ て説 明 で きれ ば なお よい。

種 々の 言 語 の 説 明 に あた って は,以 下 の よ うな観点 を加 味 す る こ とが望

ま しい 。

① 汎 用言 語 の うち特 色 の あ る もの,例 え ば,Smalltalk,ADA,論 理

型言 語 な どは特 に そ の フ ィ ロ ソフ ィ を理 解 させ る こ と。

② 過 去30年 間 に3,000に もの ぼ る言 語 が 出現 した背 景 や,現 在 なお新 た

な言 語 論 争 が 絶 えず 発 生 して い る点 な ど,プ ログ ラム言語 の重 要 性 を認

識 させ る。

③ プ ログ ラ ミン グ ・レベ ルの 言 語か ら,設 計 言語,更 に は要 求 記述 言語

な ど,ソ フ トウェ ア作成 工 程 に おけ る,よ り上 流 の言 語 の 実 用化 が一 つ

の進 化 の 方 向 で あ る。

④ 簡 易 言 語 的 な もの が一 層 普 及 し,ユ ー ザ 自身 の手 に よ って コ ン ピュ ー

タが 使 い こ なせ る よ うに な る こ とが望 ま しい。
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表2-3-2. 汎 用 的 言 語 の 例

言 語 名 主な適用分野 特 徴 言 語 名 主な適用分野 特 徴

FORTRAN 科学技術計算

1957年 に実 用 化 され,最 も歴 史 が古 い 。

IBMに よ り開発 され、 科 学 技術 計 算用

プ ログ ラムの 蓄積 は最大 で あ る。 C
シ ス テ ム ・プ

ロ グ ラ ム

1972年UNIXオ ペ レ ーテ ィング ・シス

テ ムの下 で働 く言 語 と して誕 生 し,パ ー

ソナル ・コン ピ ュータ を含 むUNIXの

普 及 に よって多 用 され る よ うに な った。

構 造 化 機 能 を持 つALGOL 科学技術計算

1960年 に 出現 し,当 初 は アル ゴ リズ ムの

記述 を主 目的 と した 。 構造 化 の概 念 を持

って お り、 大学 ・研 究機 関 で多用 され た、
I

APL

科 学 技術 計 算,

シス テ ム ・プ

ログ ラム

1950年 代 にす で に発 想 さ れて いた と言 わ

れ るが、 その 後,機 能追 加 や,オ ン ライ

ン環 境 で の利 用 が主 と してIBMに よっ

て進 め られ て きた。 論理 演算 や行 列演 算

が 強力 で ある。

COBOL 事 務 処 理

1960年 代初 期 に米 国 防省 の 標 準 的 言 語

と して開 発 さ れ,現 在.世 界 的 に最 も普

及 してい る。 デ ー タ記述 と、処 理 手続 き

を完 全 に分離 した の が大 きな特 徴 で ある。

PL/1 汎 用

上 記3言 語 のす べ て の特 徴 を取 り入 れ,

さ らに アセ ンブ ラ言 語 に代 わ る機 能 を も

包 含 し,シ ス テ ム ・プ ログ ラム用 に も利

用 可能 と した。IBMに よって開 発 さ れ,

現 在 同社 の標 準 的 言語 とな ってい る。

SNOBOL

文 字 処理,

シス テ ム ・プ

ゴグ ラム

文字 ス トリング の処理 を目的 と した言 語

で1960年 代 初 期 に出現 し,そ の後 種 々の

機 能 拡張 が行 わ れ、 テ キス ト処理,言 語

処 理 な どに多 く用 い られ る。

SIMULA

シミュレーシ ョろ

シ ス テ ム ・プ

ロ グ ラ ム

1968年 に開 発 さ れた 。抽 象 デ ー タ型 が扱

え るALGOL系 の言 語 で,シ ミュレー

シ ョン言 語 と して も有 名 で ある。

'

BASIC 汎 用

1960年 代 にTSS用 会 話型 言語 と して

開発 され た が,1970年 代 後期 にパ ーソナ

ル ・コ ン ピ ュー タ用 に再 び 返 り咲 い た。

Ada

I

汎 用,

リアル タイ ム

処 理

1980年,米 国 防省 の新 しい標 準言 語 と し

て出 現 した リアル タイ ム機 能 を含む.大

型 の 言語 で あ る。 従来 の各 種 言語 の特 質

を集大 成 した もの と も言 われ,プ ログ ラ

ム部 品の 概 念 も持つ 。

PASCAL

科 学 技術 計 算,

シス テ ム ・プ

ログ ラム

ALGOL系 の言 語 で構 造 化 プ ログ ラ ミ

ン グに適 した言 語 と して大学 関 係 を中心

に普 及 した。

LISP

人工 知能,
●

シス テ ム ・プ

ロ グ ラ ム

関数 型 言語 の代 表 格 で,本 来 は リス ト処

理 用 で あ る。1960年 代 に出現 した歴 史

あ る言 語 で あ るが,近 年,人 工 知能 研 究

の 活発 化 に と もな っ て多用 され る よ うに

な った。
Smalltalk

研 究 用,

シ ス テ ム ・プ

ロ グ ラ ム

処理 の対 象 とな る一 切 の オ ブ ジ ェク トを

主 体 と した オ ブ ジ ェク ト指 向 とい う新 し

い概 念 に も とつ く対 話 型言 語 で,心 理 学

的検 討成 果 が加 味 され てい る。1980年 代

に開 発 さ れ た。
l

PROLOG

人 工 知 能,

シ ス テ ム ・プ

ログ ラ ム

フ ランス お よび英 国 で生 まれ育 った述 語

論 理 型言 語 で あ り.今 後 の知 識 情報 処 理

分 野 での利 用 が期 待 さ れ てい る。 第5世

代 コン ピ ュー タの核 言 語 の ペ ース とな っ

てL(る 。

N
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第3部 ソ フ トウ ェ ア

表2-3-3. 応 用 向 き 言 語 の 例

統 計 処 理

数 式 処 理

数 値 制 御

構 造 解 析

図 形 処 理

プロセス制 御 用 言 語

CA

GPSS,SIMSCRIPT,DYNAMO,

SIMULA

SPSS,BMD

FORMAC,MACSYMA

APT

COGO,STRESS,NASTRAN

GLIDE,GP工 、/I

DACS-AUTRAN,PM/C

ELIZA,TUTOR

43言 語 処 理 プ ロ グラ ム

ア セ ン ブ ラ,コ ンパ イ ラ,イ ン タ プ リタ,ジ ェ ネ レー タ'を対象 に,言 語 処

理 プ ログ ラム の役 割 お よび 基 本 的機 能に つ き説 明す る。 エ ラー検 出機 能 の 重

要 性 に つ い て もふ れ る。

ω 言語 処理 プ ログ ラ ムの 役 割

ハー ドウェ アは機 械 語 しか理 解 で きない 。 それ 以 外 の 言語 は 機 械語 に翻

訳 す る必要 が あ り,そ の 翻 訳 プ ログ ラ ムが 言語 処理 プ ログ ラ ムで あ る。 プ

ログ ラム言 語 と,そ の 翻 訳 プ ログ ラム と を総 称 して プ 』グ ラ ミング1シ ス

テ ム と呼 ぶ こ とが あ る。 機械 語 に翻 訳 され た もの をオ ブ ジェ ク ト ・プ ログ

ラム,元 の 言 語 に よる もの を ソー ス ・プ ログ ラム と呼ぶ 。

{2)ア セ ン ブ ラ

命 令部,ア ドレス部 に表 意 記号 を使 用 す る ことが 出来 る 記号 言 語 を機 械

語 に翻 訳 す る プ ログ ラムが アセ ン ブ ラで あ る。 そ の こ とか ら この様 な記 号

言 語 を ア セ ン ブ ラ言 語 と呼 ぶ よ うに な った。

命 令 部 の 解読,ア ドレス部 の 解 釈,マ ク ロ命 令の 展 開 な どを中心 に,ア

セ ン ブ ラの基 本 機 能 を 説 明す る。
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第2編 基本知識

〔3)コ ン パ イ ラ

FORTRAN,COBOL等 をは じめ,マ シ ンの命 令 を全 く意 識 せ ぬ利 用指

向の言 語 を機 械 語 に翻 訳 す る プ ログ ラ ムが コンパ イ ラで あ る。 そ の こ とか

らFORTRANな ど を コ ンパ イ ラ言 語 と呼 ぶ よ うに な っ た の は,ア セ ン ブ ラ

と同様 であ る。

コン パ イ ラの 基本 的 な機 能 を,構 文解 析,算 術代 入 文 処理,デ ー タ部 の

処理 等 を中心 に 説 明 す る。

(4)イ ン タ プ リ タ

原 始 プ ログ ラム を1行 つ つ 翻 訳 し,直 ちに 実行 す る 方式 の 言 語 処理 プ ロ

グラムが インタプ リタで あ る。 イ ン タ プ リタ方 式 は,TSSや 対話 型 処理 で用

い られ るの が普 通 で,例 えばBASICは イ ン タ プ リタ方 式 が 適 してい る。

コンパ イ ラ との違 い を含 め,基 本 機 能 に つ き説 明す る。

〔5)ジ ェ ネ レ ー タ

目的 とす る処理 内 容 をパ ラメー タで与 え る と,予 め 用 意 され てい る部 分

的 プ ログ ラム群 の 中 か ら,必 要 な もの が 選 択 され,組 み 合 わ され て完成 し

た プ ログ ラムが 生 成 され る方式 が ジ ェネ レー タで あ る。RPGは そ の例 の

1つ で あ り,事 務 処 理 用や 応 用 分 野 に密 着 した応 用向 き言 語 な どに は この

方 式が よ く用 い られ る。

指導上 の留意点

言語 の 種 類 は 多 様 で あ り,多 くの言 語 を文法 的 に細 か く説 明 す るの は適 当 で

ない。 本 質 的概 念 や特 色 を把 握 させ る こ とが望 ま しい 。 簡 易 言 語,要 求 仕 様言

語,ワ ン レベ ル 言 語,非 手 続 き型言 語,自 然言 語 な ど,今 後 の 方 向性 を理 解 さ

せ る。

言 語 処理 プ ログ ラムに 関 しては,実 務 上,そ の 作成 業 務 の 一 部 を担 当す る可

能 性 も考え,プ ログラムの信 頼 性,効 率 性,ソ ー ス ・プ ログ ラムの エ ラー処 理 の

重 要 性 な ど を理 解 させ る。

一104一



第3部 ソ フ トウ ェ ア

第5章 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

用 語

オ ペ レーテ ィン グ ・シス テ ム(OS),制 御 プ ログ ラム,ジ ョブ ,タ ス ク,プ

ロセ ス,ジ ョブ制 御 言 語(JCL) ,仮 想 記 憶,仮 想OS,仮 想 計 算 機,デ ー タ

保 護,ジ ョブ管 理,タ ス ク 管 理,デ ー タ管理,資 源管 理,障 害 管 理,運 用 管理 ,

割込 み,ア クセ ス 制 御

目 標

オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの 目的 とそ の基 本 的概 念 お よび 主 要機 能 につ い

て説 明 し,オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの各 種 機 能 を利 用 す る立 場 と して必要

な知 識 を得 る こ とを 目標 とす る。

口
5tオ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ステ ム の 目的 と基本 概 念

オペ レー テ ィン グ ・シス テ ム(OS)は 八 二 ドウェア と利 用者 プ ログ ラム

との 間 に あ っ て,以 下 の よ うな 目的 を持 つ 。

① ハ ー ドウェ アの 能 力 の 有 効 な活 用

② 正確 ・安 全 な コ ン ピュ ー タ処 理 の 実 行

③ 利 用 者 プ ログ ラムの 負 荷 の 軽 減

④ コン ピュ ー タ操 作 や そ の 運 用 の支 援

広 義 に は表2-3-4に 示 す ように,制 御 プ ログ ラムか ら処 理 プ ログ ラム ,

ユーザー'ア プ リケーシ ョンまで全て を包含す る
。 狭義 には 制 御 プ ログ ラム をO

Sと 呼 ぶ 。 こ こで は狭 義 のOSを 対 象 とす る。
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表2-3-4オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の 構 成

広義のOS

制 御 プ ロ グ ラム

処 理 プ ログ ラ ム

タス ク管理

ジ ョブ管理

データ管理

資 源 管 理

障 害 管 理

データ保護管理

通 信 制 御

運 用 管 理 苦

言 語 処理 プ ログ ラム

サ ー ビス ・プ ログ ラム

DBMS

狭義のOS

ソ フ ト ウ ェ ア 作 成 支 援 シ ス テ ム

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム 等

52オ ペ レーテ ィ ン グ ・シ ステ ム の主 要 機 能

制 御 プ ログ ラ ムの主 要機 能 で あ る,ジ ョブ管 理,タ ス ク管理,デ ー タ管理

を中心 に 説 明す る。OSは 機 種 に よる差 異 が大 きい売 め,名 称 や機 能 の 分類

の差 異 に こだ わ らず,必 要 とす る役 割 自体 を把 握 さ せ る こ とを 目的 とす る。

{1)ジ ョ ブ 管 理

ジ ョブ とは使 用 者が コ ン ピュー タに与 え る仕 事 の 単位 で あ る。通 常1つ

の ジ ョ ブは複 数 の プ ログ ラム(ジ ョブ ・ステ ップ)か らな り,そ の 連続 処

理 を管 理 す るの が ジ ョブ管理 で あ る。以 下 の よ う な機 能 に つ き説 明す る。

① ジ ョブ制 御 言 語(JobControlLanguage:JCL)に よってジ ョブ制

御 情 報 が 与 え られ る。JCLに は,

○ ジ ョブ の 開始 と終 了の 指 定

。 ジ ョブ を構 成 す る各 ジ ョブ ・ス テ ップ の実 行 の 指 示

。 そ の ジ ョブ で使 用 す る フ ァイル の定 義

。 そ の ジ ョブで 使 用 す る シス テ ム入 出力 の 指 定

な どが あ る。
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②JCLの カ タ ログ機 能

③ 入 出 力に 対 す る ス プー リング機 能

{2}タ ス ク 管 理

タス ク と は コン ピュ ー タ 内で の 実 行単 位 で プ ロセス と呼 ぶ場 合 もあ る。

バ ッチ 処 理の 場合 は ジ ョブ ・ス テ ップ毎 に,オ ン ライ ン処理 の 場 合 は入

力 メ ッセ ー ジ毎 に,1つ づ つ作 り出 され る。

これ らの 全 ての タス クの 実 行 管理 や,そ れ に対 応 して ハ ー ドウ ェア や ソ

フ トウ ェア の 資源 の割 当 て を行 うの が タス ク管 理 であ る。

この機 能 はOSの 中核 と も言 え る もの で,ス ーパ ー ・バ イ ザ と呼 ば れ る

こ と もあ る。 以 下 の よ うな 内容 につ.き説 明 す る。/

① タス クの実 行 可能 状 態(ready),実 行 状 態(run),待 ち状 態

(wait)の 管理

② 入 出 力 割込 み

③ バ ッチ 処 理,リ ア ル タイ ム処 理,TSS処 理 のそれ ぞ れ に お け る タ ス

ク切 替 え

④ 優 先 制御,

〔3)デ ー タ 管 理

デ ー タ フ ァイ ルの 統一 的 な管 理 と,関 連 す るハ ー ドウェ ア装 置 の 制 御 を

行 うの が デ ー タ管 理 で あ る。 フ ァイ ル管 理 とも呼 ばれ る。

以 下 の よ うな内容 に つ き説 明す.る。

①JCLの フ ァイル 定義 文(FD文)と の 関係'・

② 種 々の フ ァイ ル ピア クセ ス法 の 提供

③ フ ァイ ル ・ラベ ル の 処理

④ ファ イル ・レ コー ドの ブ ロ ッ ク化,非 プ ロ ヅク化 とバ ッ フ ァ

⑤ フ ァ イル 記憶 装 置,入 出力 チ ャネルな ど,関 連 す る ハ 「 ドウェア の誤 動

作 へ の 対 処'1・'・ ・t'

④ そ の 他 の 機 能 ・・

以 下 の よ うな機 能 の 基 本 的 役割 を理 解 させ る。'・'
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① 資 源 管理:CPU,記 憶装 置,入 出 力チ ャネ ル,入 出 力装 置 な どの ハ

ー ドウェ ア 資 源 を管理 し,複 数 の タス クか らの 要求 に対 し,効 率 よ くこ

れ ら を割 当 て る。 主 な機 能 は以 下 の とお りで あ る。

〔a)各 資源 の 状 態 の把 握

〔b}資 源 割 当 て 方策 の 決 定

{c)資 源の 割 当 て

{d)用 済 み の 資源 の 回収

これ らの 資源 の うち特 に 記憶 装 置 に関 して は,分 割 型割 付,セ グ メン

テ ー シ ョン,ペ ー ジ ング な ど種 々の 方 式 に よる割 当 て法 が あ る。

そ の 基 本 的 要 求 は以 下 の とお りで あ る。

㈲ 限 られ た 記 憶領 域 を無 駄 な く効 率 的 に 使用 す る。

回 ジ ョブや タス クの 優 先 度 に応 じて フ レキ シブル に割 当 て る。

内 複 数 の ジ ョブの実 行 の 総 合 的 スル ー プ ッ トを上 げ る。

⇔ 仮 想 記 憶 方式 を効 率 的 に実 現 す る。

② 障 害 管理:主 と して ハ ー ドウェ ア障 害 に 対す る処置 を行 う機 能 であ る。

最 近 の ハ ー ドウェアは,素 子 お よび 実 装 技 術 自体 の 高 信 頼 化に 加 え,要

素 の 二 重 化 や 冗長 構 成,あ るい は 自動 再試 行 な どに よる障 害 マ ス キ ン グ

に よる障 害 許容 化 技 術 の 進 歩 な どに よ り,ハ ー ドウェアの 障 害 を,ハ ー

ドウェア 自体 で処 置 す る能 力 が 高 ま って来 てい る。 しか しなが ら全 ての

障 害 が そ れ だ け で カバ ー され るわ け では な く,オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス

テ ムに よ る障 害 管理 は や は り必 要 不 可 欠 で あ る。

障害 対 策 に は以 下 の よ うな機 能 や 手 続 きが存 在 す る。

o

o

o

o

o

o

障害 の検出 と切 り分け

障害 の診断お よび除去 の可否の確認

障害波 及の防止

回復 または再構 成

再 開始1

障害 の記録
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〔a)障 害 の検 出 ・診 断 ・波及 防 止

以 下 の よ うな機 能 が あ る。

㈲ 割 込 み 処 理:障 害 に対 す る各 種 割 込 み の 処理

回 検 査 ビ ッ トの 付 加:ハ ー ドウェ ア要 素 間 での エ ラー検 出 と訂 正

内 タス ク監 視:障 害 タス クの異 常 終 了 に よる他 タス クへ の 波 及 防 止

同 タ イマ 監 視:タ イ マに よる障 害検 出

困 資 源 分 離:OS,ユ ーザ ー ・プ ログ ラ ム等 の分 離保 護 に よる障 害

波 及 防止

N負 荷 監 視制 御:OSや ハ ー ドウェ ア資 源 の オ ー バ ロー ドに よる障

'害 予 防

困 ヘ ル ス チ ェ ック:装 置 間 の ヘ ルス 信 号 交 換 に よる相 互監 視

閉 障 害 切 り分 け:シ ス テ ム要 素間 の 障 害 個所 の 切 り分 け機 能

{リ}フ ァ イル の 自動 ク ロー ズ:障 害 フ ァイ ル の 自動 ク ロー ズに よる波

及 防止

図 オ ン ライ ン診 断:診 断 プ ログ ラム に よる稼働 中 の診 断

㈲ 回復,再 構 成,再 開始

㈲ 再 試 行:部 分 的再 試 行 に よる回 復

回 自動 イ ニ シ ャ ライズ:初 期 状 態 まで 自動 的 に戻 す

レ→ トラ ンザ ク シ ョン ・リカバ リ:障 害 中断 に対 す る トランザ ク シ ョ

ンの正 しい 再 開

目 チ ェ ック ポ イ ン ト ・リス ター ト:再 開 情 報 の 確保 に よる正 確 且 つ

効 率 的 な再 開

困 構 成 制 御:障 害 部 分 の 切 り離 し,組 込 み な どの縮 退 ・再 構 成 制

御

内 機 能 回 復 ル ー チ ン:OSモ ジ ュー ル毎 の 異 常時 の 回復 ルー チ ン

〔c}障 害 記 録

シス テ ム の障 害 状 況 を全て 把 握 し記録 す る。 これ を分 析 す る こ とに

よって 予 防保 守 に 効 果 的 に利用 し得 る。
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③ デ ー タ保 護:オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの プ ログ ラ ムや デ ー タか ら,

ユーザーの プ ログ ラムやデ ー タに 至 る全 ての 資源 を保 護 す る機 能 で あ り,

本 人 確 認,ア クセ ス制 御,モ ニ タ リン グな どが 代 表 的 で あ る。 なお今後

は フ ァイル の 暗号 化 も対 象 とな ろ う。

{a)本 人 確 認:パ ス ワー ド,個 、へ識 別 コー ドな どに よ り,使 用者 が本人

ない しは正 当 な使 用者 で あ る こ と を確 認 す る機 能 で あ る。

パ ス ワー ドや 識 別 コー ドは 予 め システ ム に登 録 され てお・り,使 用 時

の入 力 と比較 照 合 され る。

(b)ア ク セス 制 御:OSか らユーザー ・プ ログ ラムに至 る全 てのプ ログ ラム

お よび デ ー タの フ ァ イル を中 心 に,予 め 全 利 用者 の ア クセス 資格 を登

録 させ,実 際 の ア ク セ ス時 に そ の 資格 を検査 し,不 正 ア クセ ス を排 除

す る。

ア ク セス 資格 に は 以 下 の よ うな もの が あ る。

o

o

o

o

o

(C}モ ニ タ リング

不正 使 用や 資格 侵 害 の 証拠 を確 保 す る。 以 下 の 種 類 が あ る。

{イ)ア クセス ・モ ニタ リング:各 資源 に対 す る ア ク セ スの 記 録 で,特 に

不 正 ア ク セス の 記録 は 重 要。

同 システム ・モニ タ リング:コ ン ピュー タ ・シス テ ムの 全 ての 運転 記

録 。

内 コンソール ・ログ:オ ペ レー タの操 作 や オ ペ レー タ と シス テ ムとの

交 信 の 記録 。

④ 運用 管 理:コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの効 率 的 且 つ正 確 な操 作 ・運 用 を

支 援 す る機 能 で あ る。

ALTER.以 下 の 資格 に 加 え,資 格 の 変更 が 可 能

WRITE:参 照,書 き込 み'

READ:参 照

EXECUTE:実 行

NONE:資 格 な し

:コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの 利 用 履 歴 を監 視 ・記録 し,
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印 オペ レー タ との 交 信:コ ン ソール に おけ るオ ペ レー タ とOSと の交

信機 能 で あ る。 障 害 時 の処 置 に も有 効 で あ る。 、'

回 運 転 状 況 の 監 視 と記録:シ ス テ ムの運 転 状 況 を常 時監 視 し,そ の経

過 履歴 を記 録 す る。 前述 の システム ・モニタ リングの役 割 の 他.シ ス テ

ムの 効 率 評価 デ ー タ も得 られ る。

内 課 金 情 報 の収 集:シ ス テ ム 資源 の使 用量 に応 じた 適正 な課 金 の ため

の情 報 を正 確 に把 握 し記 録 す る。

⑤ 通 信制 御:こ れ に つい て は,第2部k・ よび第4部 に ゆず るが ・OSの

重 要 な制 御 機 能 の 一 つ で あ る こ と を説 明 す る。

53仮 想 化 の 概 念

物 理 的 に1つ の 資 源 を,論 理 的 に 複数 の 資源 に お きか え た り,別 の シス テ

ムに論 理 的 に変 身 させ て使 用 す るの が 仮 想化 の 概念 で あ る。

仮想 化 の 例 と して,以 下 の3つ の ケー ス をと り上 げ,そ れ らの 目的 や利 点

を説 明す る。

〔1)仮 想 記 憶

主 記憶 装 置 の容 量 の 制 約 を打 破 す るた め,記 憶 階層 の 異 な る複 数の 記 憶

装置 の 全 記憶 空 間 を統 合 的 に管 理 し,巨 大 な仮 想 記憶 空 間 を形 成 して,論

理 的 に 直接 ア クセ ス を可 能 とす る。 現 在 のOSで 多用 され てい る機 能 で あ

る。

〔2)仮 想OS

1つ の コ ン ピュ ー タの 中 に,2つ 以 上 のOS機 能 を仮想 的 に 実 現 す る。

OSの バ ー ジ ョ ン ・ア ップ時 や,他 機 種 用 の ソ フ トウェ ア 開発 時 な どに用

い る手 段 で あ る。

〔3)仮 想 計 算 機

仮 想OSと 同義 に用 い られ る場 合 もあ る。 あ る コン ピ ュー タ ・シス テ ム

の 中に,他 の コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 環 境 を仮 想的 に 実 現 す る。 他 の コ

ン ピュ ー タ用 の ソ フ トウ ェア を作 成 す る場 合 の シ ミュ レー シ ョン的 役 割 や,
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ま た1つ の コ ン ピュ ー タ内 で実 行 され る複 数 の ジ ョ ブに各 々1つ づ つ の仮

想 計 算 機 を割 当 て,相 互 の 隔離 性 を高 め て セ キ ュ リテ ィ面 を強 化 す る とい

う目的 に も用 い られ る。

指 導 上 の 留 意点

OSの 構 造 ・機 能 ・用 語 な どは 機種 毎 に大 きな差 異 が あ るた め,指 導方 法 と

して は,

① 学 習 用 コ ン ピュ ー タのOSを 教 え る。

② 仮空 のOS機 能 を教 え る。

③ 共通 的 な基 本 概 念 や役 割 は,や や 仮空 的 な もの を対 象 と し,併 せ て 実 習

用 の コン ピュ ー タの 実 在 のOSを よ り詳 細 に且 つ 対 比 的 要 素 も含 め て教 え

る。

④ 代 表 的 且 つ 対 照 的 な複 数 のOSを 教 え る。 例 え ばMVSとUNIX。

な どが 考 え られ る 。.こ こで は③ を対象 と してい る。 特 にJCLの 指 定 な どは,

実 習 用 コ ン ピュ ー タに よ り実 習 す る こ とが 望 ま しい。
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第6章 サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

用 語

サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム.ユ ー テ ィ リテ ィ ・ プ ロ グ ラ ム.連 係 編 集 プ ロ グ ラ ム.

ロ ー ダ,編 集 プ ロ グ ラ ム,整 列 ・併 合 プ ロ グ ラ ム,シ ス テ ム 生 成

目 標

オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの 核 とな る制 御 プ ログ ラムに準 ず る もの と して,

種 々の 応 用 に 共通 的 なサニ ビス機 能 を提 供 す るの が,サ ー ビス ・プ ログ ラ ムで

あ る。 こ こで は代 表 的 な サー ビス ・プ ログ ラ ムの例 をあげ て,そ の 役 割 りを理

解 させ る。

内 容

61サ ー ビス ・プ ロ グラム の 概 念

サ ー ビス ・プ ログ ラ ム とは,制 御 プ ログ ラ ムや 言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム と連

係 をと りつ っ プ ログ ラムの実 行 や 大量 デ ー タの 操作 な どにお け る 共通 的 サ ー

ビス機 能 を提供 す る プ ログ ラム群 で あ る。 しか しなが らそ の役 割 の範 囲 や,

個 々の プ ログ ラムの 機 能 は,機 種 に よっ て 若干 異 なる。 また名 称 もユ ー テ ィ

リテ ィ ・プ ログ ラム と呼 ばれ る こ と もあ る。

JISで は 「サー ビス ・プ ログ ラム とは,コ ン ピュー タに よる処 理 を,一

般 的 に 支 援 す る プ ログ ラ ム 」と定義 してい る。

62サ ー ビス ・プ ログ ラム の例

多 くの機 種 で,ほ ぼ 共通 的 に利 用 され てい る以下 の4つ の プ ログ ラムに っ

き説 明 す る。

{1)連 係 編 集 プ ログ ラム と ロー ダ(L三nkageeditor&Loader)

複数 の オ ブ ジェ ク ト ・モ ジュ ール を組 み 合 わせ て1つ の モ ジ ュール に編

集 し,実 行 に 先立 って 相対 ア ドレス を,割 当 て られ た 記憶 領 域 の実 ア ドレ
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ス に変 換 しつ つ ロー ドす る。

TSSや 対 話 型の 場 合 は,言 語 処 理 プ ログ ラムか ら出 力 され た オ ブ ジ ェ

ク ト ・モ ジ ュー ル を直 ちに 実 行 させ た り,プ ログ ラ ム実行 中に 必 要 と なっ

た モ ジュ ール をダ イ ナ ミ ックに リン ク させ た り とい う機 能 も必要 と な る。

{2)編 集 プ ログ ラ ム

プ ログ ラムや そ の他 の テ キ ス トの 入 力 や,更 新 に と もな う一 切 の 編 集 を

行 う。

文 字 単 位,行 単 位 の編 集 の 他 に,テ キ ス トの構 造 に対 応 す る編 集 機 能 を

持 つ もの もあ る。

{3)整 列 ・併 合 プ ログ ラム

一 連 の デー タの グ ルー プ(あ るい は フ ァイ ル)を ,あ る デ ー タ項 目につ

き,数 の 大 きさの 順,ア ル フ ァベ ッ ト順 な どに配 列 し直 す のが 整 列 で あ り,

そ れ ぞ れ は 整 列 され てい る2つ 以上 の デ ー タ ・グ ル ー プ を1つ の正 しい配

列 に統 合 す るの が併 合 で あ る。

整 列 技 術 は,例 え ば対 象 媒 体 が磁 気 テ ー プ と磁 気 デ ィス ク とでは そ の手

法 が 若 干異 な り,ま た挿 入 法,交 換 法 な ど を始 め,様 々な 内部 整 列 用 の ア

ル ゴ リズ ムが 開発 され て来 た。

〔4)シ ス テ ム生 成 プ ログ ラ ム

』利
用 者 ご とに コン ピ ュー タの 利用 目的 や ハ ー ドウ ェア構 成 が 異 な るた め,

そ れ ぞ れ 最適 なOS機 能 を編集 し,シ ス テ ム を生成 す る プ ログ ラム で ある。

指 導上 の留 意 点

サ ー ビス ・プ ログ ラム もOS同 様,機 種 に よる差 異 が あ る。 〔1)～{4)のプ ログ

ラ ムは 殆 ん どの機 種 で存 在 す る機 能 で あ るが,そ の 他,セ ンター ・ル ーチ ン,入

出 力 媒 体変 換 な ど他 の 機 能 も加 え,実 習 用 コ ン ピュー タの 実物 に則 した 説 明 を

補 足 して も よい。

また 整 列 プ ロ グ ラムの ア ル ゴ リズ ムの 説 明 には 簡単 な演 習 を加 え る こ とが望

ま しい。
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第7章 共 通 ソ フ トウ ェ ア の 活 用

用 語

共 通 ソフ トウ ェ ア,サ ブル ーチ ン.サ ブプ ログラ ム,イ ン タ フ ェー ス,プ ロ

グラ ム ・パ ッケ ージ,部 品化.開 い たサ ブ ル ーチ ン,閉 じた サ ブル ーチ ン

目 標

ソ フ トウェア の 総合 的生 産 力の 増強 の た め には,既 製 の ソ フ トウ ェア ま た は

そ の一 部 を可 能 な限 り再 利 用 す る こ とが 必要 で あ る。

共 通 ソフ トウェ アの 種 類,活 用 の 利 点 や 活 用 の 現 状,作 成 上 の 留意 点 な ど

につ き説 明 し,そ の重 要 性 を理 解 させ る。

内 容

71共 通 ソ フ トウ ェア 活 用 の利 点

共通 ソフ トウェアとは,基 本 ソフ トウェ ア,応 用 ソ フ トウ ェアの 全域 にわ た

り,多 数 の利 用 者が 共通 に利 用 し得 る よ う整 備 した もの で あ る。 独 立 した ソ

フ トウェアか ら,プ ログ ラムの 部 分 に至 るま で種 々の レベ ル が あ る。

共通 ソ フ トウェ アの 活用 に よ り一 般 に次 の よ うな利 点 が考 え られ る。

① ソフ トウェ ア作 成 の 生 産 性 の 向上

② 良質 の 既 存 品 を使 うこ とに よる ソ フ トウェ アの 品 質 向上

③ 共通 ソフ トウェ アの 製 造 は,ソ フ トウェ ア産 業 の 中心 的 メニ ュー と な り

得 る。

④ ハ ー ドウェ ア と ソ フ トウェアの 価 格 分離 が 推 進 され る。

⑤ ソ フ トウェ アの 価 値 評 価 が高 ま る。

⑥ 一組 織 内で の 共 用 と と もに・ これ らを公 共的 資 源 と して活 用 す る道 も開

け る。

72共 通 ソ フ トウ ェ ア の種 類
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サ ブル ー チ ン とサ ブ プ ログ ラム,プ ログ ラム ・パ ッケー ジ,部 品化 と再 利

用 に分 け て説 明す る。

に)サ ブル ー チ ン とサ ブ プ ログ ラ ム

サ ブル ー チ ンま た は サ ブプ ログ ラム とは,主 た る プ ログ ラ ムに対 して 副

とな るプ ログ ラ ムの意 で あ り,J壬Sで は 「プ ログ ラ ムの一 部 で あっ て,

問 題 の一 部 を計 算 す るた め の,そ れ 自身 で ま とま っ た命 令 の 系 列 」 と定

義 して い る。 以 下 の よ うな点 に つ き説 明す る。

⑦ 開い た サ ブル ー チ ン と閉 じた サ ブル ーチ ン

開 いた サ ブル ーチ ン(OpenSubroutine)と は マ ク ロ命 令 とい う形 で

使 われ る こ と もあ り,比 較 的短 か い ス テ ップか らな る プ ログ ラム で ある。

必要 の 都 度,主 プ ログ ラ ムの中 に そ の 全 ステ ップが 展 開 さ れ て埋 め込 ま

れ る。FORTRANの 組 込 み 関 数 はそ の 例 で あ る。

閉 じた サ ブル ー チ ン(ClosedSubroutine)は プ ログ ラム言 語 のサ ブ

ル ー チ ン呼 び 出 し命 令 に よって主 プ ログ ラムか らサ ブル ーチ ンに制 御 が

移 り,演 算 終 了 後,復 帰 命 令 に よって 再 び主 プ ログ ラムに 制 御 が戻 る,

とい う方 法 で使 わ れ る。FORTRANの 標 準 関 数 お よび 副 プ ロ グ ラ ムは

そ の 例 で あ る。

② 畠イ ン タ フェ ー ス

各 サ ブル ー チ ンに は名 前が つ け られ,主 プ ログ ラ ムはそ の 名 前 を呼び

出す 。 そ の 際,主 プ ログ ラムか ら引 き渡 す情 報 を,1つ 以 上 の パ ラ メー

タと して指 定 す る。 サ ブル ー チ ンの 演算 結果 の 引 き渡 し情報 も この パ ラ

メー三夕に含 む こ とが 多 い 。 ア セ ン ブ ラ言 語 では,引 渡 し情報 や結 果 が1

つ の デ ー タで あ る場 合,レ ジス タ を使 う こ と もあ る。

③ サ ブル ー チ ンの 管 理

オペ レーテ ィ ン グ ・システ ムの 中で は,サ ブル ー チ ン は ライ ブ ラ リ ・

フ ァイ ル と して 管 理 され てい る。 ライ ブ ラ リ ・フ ァイル の構 造 に つ き簡

単 に 説 明す る。

④ サ ブル ー チ ン の種 類
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関数,方 程 式 の 解 法,統 計 計算 な ど を始 め 科学 技 術 計 算 用 の もの が 多い

が,そ れ らに 限定 され て い るわ け で は ない 。 自分 で作 成 す る プ ログ ラムの

中 で,複 数 回 用 い るア ル ゴ リズ ムの 部分 を抜 き出 して サ ブル ー チ ン化 す る

こ とは推 し よ うす べ き手 段 で あ る。

{2)プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ

サ ブル ー チ ンは主 プ ログ ラムに よって呼 び 出 され て使 われ ,そ れ 自身 で

自立 し得 る プ ログ ラム では ないが,パ ッケ ー ジ は入 出 力 を含 む1つ の 独立

した プ ログ ラム で あ る。

現 在 多数 の パ ッケー ジが作 成 され,表2-3-5に 示 す の は そ の種 類 の

例 で あ り,基 本 ソ フ トウェ ア と応 用 ソ フ トウ ェア の全域 を カバ ー してい る。

表2-3-5.プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 種 類 の 例

基 本 ソ フ ト ウ ェ ア

1.制 御 プ ロ グ ラ ム

1.1フ ァ イ ル 管 理

L2通 信 制 御

1.3ア ク セ ス 制 御

L4シ ス テ ム 運 用

2.言 語 処 理 プ ロ セ ッ サ

3.サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

プ ロ グ ラ ム ・ア 一 夕変換

整 列 ・併 合

ライ ブ ラ リ管 理

テキ ス ト編 集

ワー ド ・プ ロセ ッサ

レ ポー ト作 成

日本 語 処 理

4.DBMS

5.ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 支 援

応 用 ソ フ ト ウ ェ ア

1.共 通 応 用 プ ロ グ ラ ム

1:1

1.2

1.3

1.4

L5

1.6

L7

1.8

統計解析

線型計画

意思決定支援

予測 シ ミュ レー ション

工程管理

情報検 索

図形処理

CAD/CAM

2.業 務 ・業種 別 応 用 プ ログ ラ ム

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

会計処理

人 事管理

在庫管理

受発注管理

プ ロセス制御

科学技術計算

CAI/CMI

医療情報処理

構造解析
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これ らのパ ッケージは商品化 され るのが普通で あ り,ソ フ トウェ ア産 業の 主

力 メニ ュー と な り得 る。米 国 で は ソ フ トウェア産 業 の 全 売上 高 の うち60

%近 くが,こ れ らパ ッケ ー ジの 売上 で あ るが,日 本 では 昭 和61年 時 点 で

約10%程 度 で あ る。

〔3)部 品化 と再利 用

ソ フ トウ ェア の 内容 を分 析 し,そ の 中か ら共通 的機 能 を部品 と して 抽 出

し,そ れ らを部 品 デ ー タベ ー ス と して集積 し,必 要 な もの を適宜 検 索 して

再 利 用す る とい う考 え 方 は 比較 的 新 しい 発想 で あ る。

部 品の 対 象 は

① 要求 仕 様

② 設 計 仕 様

③ プ ログ ラム

④ デー タ定 義

⑤ ドキ ュ メン ト

な ど各 レベ ルに わた る。

部 品 化 と再 利 用 の た め の 技 術 や 支 援 機 能 と して は以 下 の よ うな ものが

要求 され る。

① 要 求 仕様 化 や 設 計 段 階 に おけ る部 品 切 り出 し機 能

② プ ログ ラ ム言 語 に お け る部品 連 結 機 能

③ 部 品 デ ー タベ ー ス の 管 理 と検 索機 能

現在,部 品 化 ・再 利 用 の 実 現 は,一 部の 大規 模 組 織 内 に限 られ てい るが,

今 後 は部 品 デ ー タベ ース の 公 共的 リソース と して の利 用の 手 段 や体制 が 整

うこ とが 期 待 され てい る。

73共 通 ソフ トウ ェア作 成 上 の留 意 点

共通 ソフ トウェ アの 活 用 を促進 す るた め に は,先 づ 良 質 の 共 通 ソ フ トウェ

ア が製 造 され る こ とが 先決 で あ る。 作 成 上 の 基本 的 留意 事 項 と して以 下 の よ

うな点 をあげ る こ とが で き る。
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① 信 頼 性,効 率 性.1'精 度 な ど総 合 品 質 にす ぐれ て い るこ と。

② 利 用 時 の イン タ フェ ー スが 簡 潔 で 使 用 が容 易 であ る こ と。

③ 誤 ま った 使用 が 行 わ れ た場 合 に,そ の 旨の 指 摘,警 告が 出 され る こ と。

④ 記憶 ス ペ ース を始 め,利 用 時 の リソー ス使 用 量 が少 ない こ と。

⑤ パ ッケー ジの場 合 は,一 部 の機 能 の オ プ シ ョン化 や 選択 制 が 可 能 な よ う

に適 切 なモ ジュ ール 化 が 行 われ て い る こ と。

⑥ 必 要十 分 な説 明 が,分 り易 く記述 され た マ ニ ュ アル が存 在 す る こ と。

指導上の留意 点

ソフ トウ ェアの 総合 生 産 力 を増 強 す る ため に,既 存 の ソ フ トウェ アの 活 用 は

最 も効 果 的手 段 の1つ で あ る。 サ ブル ー チ ンや サ ブ プ ログ ラムの整 備 や 利 用 は,

既 に30年 来 の経 験 と実 績 が あ るが,そ の 他 の 手 段 は ま だ 課 題 が 多 い。 特 に

プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジは ソ ブ トウェ ア ・プ ロダ ク トと しての 流通 度 が,日 本

では 欧米 に比 べ極 め て低 い。 反 面,カ ス タ ム メー ドの 注文 生産 の 需要 比 率 が 高

く,結 果 と して,ソ フ トウェ アの 生 産 力 が長 年 にわ た り低 迷 してい る。

部 品化 と再利 用 に 関 しては,技 術 的 に もまだ 課 題 が 多い が,要 求 仕 様 記述 や

自動 合 成 と結 び付 き,将 来 の ソ フ トウェ ア技 術 の1つ の 柱 と なる可 能 性 が あ る。

本 章 で は 単 に技 術 的 な知 識 と して のみ で な く,共 通 ソフ トウェ ア利 用 促 進 の

意 識 を高 め る啓 蒙 的 要 素 も含 む こ とが望 ま しい 。
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第8章 ソ フ トウ ェ ア 開 発 環 境

用 語

ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン,ソ フ トウ ェ ア 開 発 支 援 シ ス テ ム,ソ フ トウ ェ ア 開 発 支

援 ツ ー ル

目 標

ソ フ トウェ ア を開 発 す る環 境 を改 善 す る こ とに よっ て,ソ フ トウェ アの生 産

性 や 品質 を大 き く向 上 させ得 る とい う考 え 方 が 出 て来 てい る。 ソ フ トウェ アの

開発環 境 とは何か,そ の改善の効果 な どにつ き理解 させ る。

内 容

81ソ フ トウ ェア 開発 環 境 とは

ソフ トウ ェア を開 発 す る環 境 を構成 す る もの と して以 下 の よ うな要 素が 考

え られ る。

① 各 種 の ソ フ トウェ ア開発 支 援 シス テ ムや ツー ル

② ソ フ トウェ ア 開発 用 フ ァ ク ト リ ・オー トメ ー シ ョン ・システ ムの 要 素 と

して の ネ ッ トワー ク

③ 操 作 性 に す ぐれ た ワー ク ・ス テ ー シ ョン

④ 対 話 型 で使 用 し易 い 開発 用 オペ レーテ ィ ン グ;シ ス テ ム

図2-3-3は ソ フ トウェア 開発 環 境 の 例 で あ る。 理 想 的 に は1人1台 の

ワーク ・ス テーシ ョン(ま た はパ ー ソナル ・コ ン ピュー タ)がLANで ネ ッ ト

ワー ク化 され,開 発 支 援 ツール群 や ソ フ トウェ ア部 品群 な どの デー タベ ース

か ら適 宜 必要 な機 能 を取 り出 して 利用 し得 る よ うな環 境 が 想定 され る。

開 発 環 境 改 善 の 直 接 的効 果 と して,次 の よ うな点 が考 え られ る。

㈲ 豊 富 なハ ー ドウェ ア ・リソース が 必 要 な時 点'で即座 に使 用 で きる。

(ロ)ソ フ トウェ ア開 発 向 きOSに よる作 業 の 効 率 化 。

内=豊 富 な 開発 支 援 シス テ ムや ソー ル の活 用 に よる生 産性 と品質 の 向上 。
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各 種 デ ー タベ ー ス

汎 用

コ ン ピ ュ ー タ

管

理

用

口;=フぢ 三 三 ㌻ タ

図2-3-3.ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 環 境 の 例

←)各 種 の 部 品 の 再利 用 に よる生産 性 向上 。

団 ドキ ュ メ ン トや プ ログ ラ ム ・ファ イル の管理 機 能 の充実 に よる作 業 の 効'

率 化 。

内 ドキーメン ト賭 の 自動化や管醐 能の充実 に よる保守作業の醇 化 と

保 守 に よる信 頼 性 低 下 の防 止 。

なお,こ の よ うな環 境 の実 現 は,一 組 織 内 と して も,ま た広 域 シス テ ム と

して も可 能 で あ る。'

82ソ フ.トウ ェア 開発 支 援 ツ ール

ソ フ トウェア 開発 支 援 ツー ノヒとは ソ フ トウェ ア開 発 の作業 を支 援 す る ,コ

ン ピ ュ ー タ を使 用 した シス テ ムで あ り,要 求 仕様 設 定 か ら設 計 .プ ログ ラ ミ

ン グ,テ ス ト,保 守 な ど,す べ ての 工 程 に対 す る多 くの ツ「ル が 存在 し得 る。

表2-3-6は 比 較 的汎 用 的 な ソー ル の 例 であ る。

現 在 これ らの ツール は必 ず し も十 分 整 備 され てい る とは 言 えず,ま た利 用
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表2-3-6.ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 支 援 ツ ー ル の 例

要 求 定 義

要 求 定 義 支 援 シス テ ム

要 求仕 様 記述 言 語

設 計

シス テ ム構 成 設計 支援 シス テ ム

ソ フ トウェア 設 計 支 援 シス テ ム、

プ ログ ラ ミン グ

各 種 高 水 準 プ ログ ラ ム言 語

構 造 化 プ ログ ラ ミン グ ・ツー ル

プ ログ ラム編 集 ツー ル

テ ス ト

ターレネ
エ

ト

ジ

ル

ス

・

一

テ

タ

ツ

・

一

・

ジ

デ

グ

ー

ト

ツ

レ

ス

バ

バ

テ

デ

カ

守保

プ ログ ラ ム分 析 ツ ール

デ ー タ分析 ツー ル

修 正 波 及 分析 ツー ル

回 帰 テ ス トツー ル

文 書 化

ドキ ュ メン ト作成 支 援 ツー ル

ドキ ュ メ ン ト変 更 支 援 ツー ル

開 発 管 理

見 積 り支 援 ツ ール

工程 管 理 支 援 ツー ノレ

シス テ ム検 査 支 援 ツー ル

シス テ ム性 能評 価 ツー ル

部品化 ・再利用

部 品 化 支 援 ツー ル

部品 連 結 言 語

部 品検 索 プ ログ ラム

部 品 デ ー タベース ・マネー ジメン ト

状態 もまだ限定され てい る。特 に要求 仕様 記述 や,設 計段階 などの上 流工程

に対す る ものの今後 の充実が期 待されてい る。 また ある程度応用分野 を区別

した業務別 指向の開発 ツールへの要求 も強い。

指導上 の留意 点

実 習過 程 に 和 て, .・・ソ・ンやLANを 使 用 した環 境 が 実 現 してい る こ とが望
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ま しい。 また 開 発 支 援 ツー ル に 関 して は,実 在 の ツ ール を使 用 して実 習 を行 う

こ とが 出来 れ ば なお よい。

『
1

2

3

4

5

6

7

8

9

新 版 情 報 処 理 ハ ン ドブ ッ ク 情 報 処 理 学 会 編,オ ー ム 社,1980年

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム の 基 礎 亀 田 寿 夫 著,昭 晃 堂,1985年

オ ペ レ ー テ ィ ン グ:シ ス テ ム コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス ・シ リ ー ズ

藤i井 純 ・鈴 木 伸 夫 著,産 業 図 書,1986年

特 集 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 の 最 近 の 動 向 情 報 処 理VoL22,No.6

情 報 処 理 学 会,1981年

特 集 プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語Prolog,情 報 処 理Vol.25,No.12,

情 報 処 理 学 会,1984年

Prologコ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス ・ ラ イ ブ ラ リ ー 中 島 秀 之 著,

産 業 図 書,1984年 初 版8刷(1983年 初 版)

L・SP入 門 電 子計 醐 の プ ・グ ラ ミング7黒 川 利 明著 ・ 培 風 蝕・

昭和58年

最 新Ada基 準 文 法 書 米 国 規格 全 訳,情 報 処 理 振 興 事 業 協会 編,共 立 出版

1984年

Smalltalk-80相 磯 秀 夫 監 訳,オ ー ム社,1986年
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教 育 の 目 標

情 報 処 理 シス テ ム とは,ハ ー ドウ ェア と ソフ トウェ ア を総 合 した 概 念 で あ る。

コ ン ピュー タの利 用分 野 の 拡大 とニー ズ の 多様 化 に と もない ,ハ ー ド,ソ フ ト

そ れ ぞれ の固 有技 術 に加 え て,そ れ らを統 合 す る シス テ ム化 技術 の重 要性 が 増

大 しつ つ あ る。

そ の よ うな背景 に も とづ き第4部 では,代 表 的 な シス テ ム と して,コ ン ピ ュ

ー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム,デ ー タベ ー ス ・シス テ ム,オ フ ィス ・オ ー ト

メー シ ョン ・シス テ ムな ど を主 と して と りあげ,そ の 目的,基 本 機 能,特 徴 な

どを通 して,シ ス テ ム とい う概 念 とそ の 実体,有 効性 な どを理 解 させ る。

内容のあ らま し

内 容 時 間 数

処理 方式の種類 と特徴 5

バ ッチ処理 と リア ル タイ ム処理

リ モ ー ト処 理 と ロ ー カ ル 処 理

オ ン ライ ン処理 とオ フ ラ イ ン処理

タイ ムシ ェア リング処 理 と対 話 形 処理

シ ステ ム構 成 5

多重化構成

分散 処理 シ ス テ ム

コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム 10

ノ

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム の構 成 と 利 用 形 態

ネ ッ ト ワ ー ク ・ ア ー キ テ ク チ ャ

ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム の 種 類

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク ・サ ー ビ ス
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ア 一 夕 ベ ー ス ・ シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス の 概 念 と 構 造

デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン(OA)

オ ー ト メ ー シ ョ ン の 概 念 とOAシ ス テ ム

OA機 器'"

そ の他 の情 報 処 理 シス テ ム

FA,CAD/CAM,FMS

CG

CAI/CMI

人工 知 能 とエ キ ス パ ー トシステ ム

40時 間

《
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第1章 処理方式の種類と特徴

用 語

バ ッ チ 処 理 ,リ ア ル タ イ ム 処 理,オ ン ラ イ ン 処 理,オ フ ラ イ ン 処 理,オ ン ラ イ

ン ・ リ ア ル タ イ ム 処 理,オ ン ラ イ ン ・バ ッ チ 処 理
,リ モ ■ ト処 理,ロ ー カ ル 処

理,リ モ ー ト ・バ ッ チ 処 理,リ モ ー ト ・ジ ョ ブ'・ エ ン ト リ,タ イ ム シ ニ ア リ ン

グ ・シ ステ ム(TSS),対 話 形,会 話形

目 標

バ ッチ 処 理 ,リ アル タイ ム処 理,オ ン ライ ン処 理,TSS,対 話 形 処理 な ど,

コ ン ピュー タの利 用 分 野 の拡 大 ,情 報処 理 と通信 の融合 な どに よ って,ゴ ン ピ

ュ ー タの処 理 方 式 は 多様 化 して 来 た。 これ らの 処 理方 式 の種類,特 徴,適 応 業

務 な ど を理 解 させ る。

口
11バ ッチ処 理 と リア ル タ イム処 理

バ ッチ処 理 と リアル タ イ ム処 理 に つい て
,そ の対 照 的 特色 適 応業 務 な どに

つ き説 明す る。

(i)バ ソチ処 理(一 括 処 理}

バ ッチ とは 一束 また は一 括 とい う意味 で あ る
。

JISで は 「バッチ処理 とはデー タ処理において,必 要 なデー)'を ためて

純 そ れ をひ とま とめ に処 理す 訪 式 」と定めてい る。

月 ・回の給与計幹 大量デニタの統計処理 などはその鯉 であ り,・ ン

ピュー ぞの高速 計算機能 の利点 を最 も有効 に活 用で きる処理方式 である。

(2)リ ア ル タ イ ム処 理(実 時 間処 理1

処酎 べ きデータや トランザ クシ ・ン醗 生す る者陵 直 旅 処 理を行

う方 式 であ る 。

JISで は 「デー タ処 理 にお い て,外 部 事 象 の発 生 に応 じて 要求 され た時
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間 内に デ ー タ を処理 す る方 式 」と定 め て いる。

銀 行 の 窓 口業 務 や 交 通 機 関 の 座席 予 約 などは,来 客へ の サ ー ビス性 とい

う点 か ら も リアル タイ ム処 理 が必 要 不可 欠 と な って いる。

1.2リ モ ー ト処 理 と ロー カ ル 処 理

リモー ト処 理 とロ ー カル処 理 に つ い て,そ の対 照的 特 色 に つ き説 明す る。

(1)リ モ ー ト処 理

通信 回 線 を経 由 して遠 隔地 か らコ ン ピ ュー タを 使用 す る処理 で ある。 バ

ッチ処 理,リ ア ル タイ ム処 理 双 方 の ケー ス が あ る。 リモー トバ ッチ 処理 は,

リモ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリ(RJE}と も呼 ばれ る。

② ロ ーカ ル処 理

ロー カル とは リモ ー トに対 して の 地域 性 を表 わ す言葉 で あ り,通 常 コ ン

ピ ュー タ ・シス テ ム が設 置 され て い る場 所 で の処理 を ロー カル 処 理 とい う。

リモ ー トバ ッチ に 対 しロー カ ル バ ッチ と い う言 葉 も使 われ る。

13オ ン ライ ン処 理 と オフ ライ ン処 理

オ ン ライ ン とオ フ ライ ン の処 理 の対 照 的 特 色 や適 用業 務 に つ き説 明 す る。

(1)オ ン ラ イ ン処 理

JISで は 「オ ンライ ン とは 中央処 理 装 置 の直 接 制御 下 に あ る状 態,ま た

はデ ー タ の転 送 過 程 にお い て,人 手 の介 入 を 必要 とし ない状 態 」と定 め て

い る。

即 ちオ ンライ ンとはCPUと 直結 され てい る とい う意 味 で あ る が,一 般 に

オ ン ライ ン処 理 とは リモ ー ト処 理 とほ ぼ 同義 に使 わ れ るこ とが多 い。

オ ン ライ ン処理 は,オ ン ライン ・リ アル タイ ム処 理 と,オ ンラ イ ン ・パ

ッチ処 理 とが ある 。銀 行 窓 口 業務 や座 席 予 約 な どは オ ン ラ イン ・リア ル タ

イ ム方式 で あ り,科 学 技 術 計 算 な どで,遠 隔 地 に ある端 末 か ら大 型 コ ン ピ

ュ ー タの 処 理 能力 を使 い た い とい う よ うなケ ース で はオ ン ライン ・バ ッチ

処 理(リ モ ー ト ・バ ッチ処 理 また はRJE処 理}が 適 して い る。
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② オ フ ライ ン処 理

JISで は,「 オ フ ライ ン とは 中央処 理 装置 の 直接制 御 下 に な い状 態 ,ま

た は デ ー タの転 送 過 程 にお いて,人 手 の 介 入 を必 要 とす る状 態 」と定 め て

い る。

オ フ ライ ン処 理 の例 と しては,X-Yプ ロッタ用 の 出 力 をMTや フ ロ ッ ピ

ィ ・デ ィス クな ど の媒 体 に出 力 し,そ の 媒体 を入手 で コン ピ ュー タ本 体 か

ら取 りはず し,X-Yプ ロ ッタ装 置 にか けか え て出 力 する,あ るいはデータ ・

エ ン トリ用 の小 型 コ ン ピ ュー タで ,ク リー ンデ ー タ ・フ ァ イル の作 成 ま で

を行 う,な ど の処 理 があ る。

t4タ イム シ ェア リン グ処理 と 対話 形 処理

タ イ ムシ ェア リング処 理 と対 話 型処 理 とを そ の 関連 を含 め,特 色 や 効用 な ど

に つ き説 明す る。

(1)タ イ ム シ ェア リン グ処理

JISに よれ ば,「 タ イ ム シェア リング 〈時 分 割}と は ,1つ の装 置 を2

つ 以 上 の 目的 のた め に 時 間 を細 分 して使 用 し,見 掛 け 上,同 時 に 動作 が行

わ れ る よ うにす る こ と 」と定 め られ てい る。 即 ち タ イ ム シ ェア リング処 理

に よ り,1台 の コ ン ピュー タを複 数 の利 用 者が ,そ れぞ れ 自分 自身の マ シ

ンで あ るか の よ うな 感 覚で 同時 に使 用 す る こ とが で きる。

(2)対 話 形 処 理

対話 形 処 理(ま た は会 話 形 処 理}と は,コ ン ピュー タ と人 間 とが あた か

も対話 を してい るか の よ うに,頻 度 高 く交信 し合 い な が ら処 理 を進 め る 方

式 で,ソ フ トウ ェア作成,情 報検 索,CAD,CG,研 究 的 業 務 な ど ,入 間

と コ ン ピ ュー タ との 協力 に よ って あ る作 業 を遂 行す る とい うタイ プの業 務

に有 効 で ある。

対 話 形 処理 は,タ イ ム シ ェア リング処 理 の環 境 下 で行 われ る のが普 通 で,

コ ン ピュ ー タ側 は ,1秒 以 下 の短 時 間 つつ そ の処 理 時 間 を順 番 に各 利 用者

に割 り当 て るが,入 間 の動 作 は遅 いた め,そ の切 り替 え を感 じさせず に同
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時に多数 の端末 か らの処理要求 に応 えるこ とが で きる。

指導上の留意 点

タ イム シ ェア リング処 理 お よび対話 形 処理 は,実 際 の シス テ ムを使 用 して 実

習 す るこ とが望 ま しい。 また オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム処 理 に関 して は,デ ー

タ集収,問 い合 せ 照 合,情 報 検 索 な ど代 表 的 な タイ プに 分 け て利 用方 法 を理 解

させ る と よい 。
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第2章 シ ス テ ム 構 成

用 語

多 重 化,デ ュプ レ ックス,デ ュア ル,マ ル チプ ロセ ッサ,ア ク セス ・パス,分

散 処 理,集 中処 理,垂 直 型(階 層型)分 散 処理,水 平 型 分散 処 理

目 標

コ ン ピュ ータ ・シス テ ム の ハ ー ドウェ ア構 成 は ,信 頼性,効 率 性,運 用 性,

経 済 性 など の観 点 か ら,各 利 用者 の環 境条 件や システ ムの 目的 に よってさ ま ざ

ま な バ リエ ー シ ョンが存 在 す る。

こ こ では主 と して信 頼 性 の 面か ら多 重 化構成 と分散 処理 シス テム に つ いて,

そ れ ぞれ の特 色 や 適応 性 に つ き説 明 す る。

内 容

21多 重 化 構成

CPUの 多重 化,入 出力装 置 や ファイル 装置 の 多重 化 など,種 々 の構 成 が あ り,

そ れ ぞれ の 目的 や 特 性 に つ き 説明 す る。

(1)CPUの 多重 化

シス テム の信 頼 性,可 用性 あ る い は効 率性 を保 つ こ とが主 た る 目的 で あ

り,特 に リア ル タ イ ム ・シス テ ム では 信 頼 性 や可 用性 に対 す る要求 が強い 。

デ ュプ レ ソクス構 成,デ ュアル 構 成 お よび マルチ プ ロセ ッサ構 成 の例 を

』 あ げ
,そ れ ぞれ の 特色 お よび 違 い を説 明す る。

① デ ュ プ レ ックス構 成:2台 のCPUの うち,一 方 が障 害 を起 した場 合

他 方 に切 り替 え る。 通 常主 系 はオ ン ライ ン処理,従 系 は バ ッチ処理 を行

なってお り,主 系 の障害時には,従 系に切 り替 えてオンライン処理 を続行 させ る。

② デ ュア ル構 成:2台 のCPUが 同一 処 理 を結 果 を照 合 しつ つ並 行 して

行 い,一 方 の 障 害 時 に は1台 で続 行 す る。

デ ュプ レ ックは障 害 対 策 に重 点 が あ り,デ ュ アル は処 理 の正 確性 に重
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点 が あ る。

③ マ ル チ プ ロセ ッサ構 成:複 数 の プ ロセ ッサが そ れ ぞ れ負 荷 を分担 しつ

つ処 理 を行 う構 成 であ り,高 速 化 を主 た る 目的 とす る場 合 と,高 信 頼 化

を主 た る 目的 とす る場 合 とが あ る。

一 部 の プ ロセ ッサ の障 害 時 には ,そ の 分 の 処理 能 力 は低 下 す るが,処

理 の再 配 分 を行 な うこ とに よって 続 行 は 可 能 とな る。

(2)周 辺 装置 の 多重 化

① 入 出 力装 置,補 助 記 憶装 置,通 信 制 御 装 置 の 多重 化

デ ィス ク,磁 気 テ ー プ,プ リン タな ど を始 め,各 装 置 の 多重 化 に つ き

説 明 す る。

また これ らの多 重 化 は 必 し も同一 装 置 同志 のみ で な く,ラ イ ン プ リン

タ と磁 気 テー プ,磁 気 テ ー プ と デ ィス ク な ど,他 装置 に よる代 替 え措 置

もあ る こ とに もふれ る。

② ア ク セ ス ・パ ス の 多重 化

CPUと 入 出 力 や 周辺 装 置 と を結 ぶ ア クセ ス ・パ ス の 多重 化 の 必 要性

につ き説 明 す る。

22分 散 処理 シス テ ム

分散処 理 シス テ ム の概 念,目 的,タ イ プの 種 類 と特 色 な どにつ き説 明 す る。

(1)分 散 処 理 と集 中処 理

分 散 処 理 にお け る分 散 の対 象 は,CPU,デ ー タ,制 御 の3者 で あ る。 例

え ばCPUは 分 散 してい る が デ ー タは集 中 で あ る,CPUと デ ー タ は分散 し

て い るが制 御 は集 中 で あ る,な ど種 々の形 態 が あ る。

分散 と集 中 は対 比的 な用語 で あ る が,現 実 に はむ しろ連続 的 概念 で あ り,

何 をど こまで 分 散 し,何 を ど こ ま で集 中 す るか を,シ ス テ ム の 目的 や 条 件

に よ り個 別 に検 討 し,最 適 の分 散 度 を設 定 す べ きで ある 。

以 下 の よ う な分 散処 理 シス テ ムの 長 短 につ き説 明す る。

① 一 部 の装 置 の障 害 時 に もシ ステ ム全 体 を ダ ウ ンさせ る こと は な い。
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② ロー カル に処理 し得 る部 分 は極 力 ロー カル処 理 を行 う ことに よ り伝送

デ ー タ量 を減少 させ 通 信 コス トを低 下 させ 得 る。

③ 大 型機 に よる処理 能 力 を複 数 小 型 機 に 分散 した場 合,大 型機 同 志 の バ

ック ア ップに比 し,小 型 機 に よる バ ック ア ップは経済 性 に 優 れ て い る。

④ デ ー タ入 力 の ピ ー クが 平準 化 し,入 力 デー タの質 が 向上 す る。

⑤ 最 適 の分 散 度 を設 定 す る こ とが難 か しい。

⑥ システ ムの計 画 ・設 計 ・開発 にスキルが 必 要 で あ り,シ ス テ ムの 保 守 ・

運 用が や や困 難 とな る。

⑦ 分散 サ イ トの志 気 の 向上 に つ なが るが,管 理 が充 分 に行 わ れ ない と シ

ス テ ムが 不 統一 に な り易 い 。

(2)分 散 処理 シス テ ム の タイ プ

垂直 型(階 層 型1と 水平 型 の構 成 例 を示 しそ れ ぞ れ の特 徴 を説 明す る。

図2-4-1に 示 す よ うに,垂 直 型 は構 成 プ ロセ ッサ間 に 階層 レベ ル が存 在

し,そ れ ぞ れ の レベル を分担 す る。 水 平 型 は,分 散 シス テ ム を構成 す る各

プ ロセ ッサ が論 理 的 に 独立 し,平 等 の レ ベル で 協 力 し合 う。 商者 の混 合 型

も存在 す る。

セ ン タ ー ・

コ ン ピ ュ ー タ

〔〕

(a)垂 直 型
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,一'プ

z-'…

端末

(b)水 平 型

図2-4-1分 散 処理 の垂 直型 と水 平 型

指 導上の留 意点

ハLド ウ ェア構 成 の決 定 は ,シ ス テ ム設 計 上の 重 要項 目の1つ で あ り,そ の
←
目的 か らくる要 求 と経 済 性 との バ ラ ンス の 上 で最 適 の構 成 を選 ぶべ きこ とを理

解 させ る。 デ ュ プ レ ックス,デ ュアル,2CPUの マル チ プ ロセ ッサ 等 の3構 成

に対 し,効 率 お よび コス トの定量 比較 の実 例 を示 す な ど して 説 明す る こ と が望

ま しい。
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第3章 コ ン ピ ュ ■一ー－tタ ・ ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ス テ ム

用 語

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム
,デ ー タ 交 換 網,ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー

タ,集 中 型 ネ ッ ト ワ ー ク,分 散 型 ネ ッ トワ ー ク,リ ン グ 型 ネ ッ ト ワ ー ク
,ノ ー

ド,通 信 制 御 プ ロ セ ッ サ(CCP),FEP,ロ ー カ ル ・ネ ッ ト,ワー ク
,ネ ッ ト

ワ ー ク'・ ア ー キ テ ク チ ャ ・ 通 信 プ ロ トコ ル ,OSl,広 域 ネ ッ トワ ー ク,LAN,

公 衆 ネ ッ トワ ー ク,専 用 ネ ッ トワ ー ク,ゲ ー トウ ェ イ ,第 一 種 電 気 通 信 事 業,

第 二 種 電 気 通 信 事 業,VAN(付 加 価 値 通 信 網).

=
バ ッ チ 処 理 を 点

,'端 末 と コ ン ピ ュ ー タ 間 の オ ン ラ イ ン 処 理 を 線 と す れ ば,コ

ン ピ ュ ー タ 同 志 を 結 合 し た コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・ツ ス テ ム は 面 に 拡 が

っ た 処 理 方 式 と 考 え る こ と が で き る 。'

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム と は
,・複 数 の コ ン ピ ュ ー タ ・,シス テ

ム を 接 続 し て,相 互 の 交 信 や デ ー タ の 送 受 信 を 容 易 に し 元 そ の 総 合 的 な リ ソ ー

ス の 共 用 を 可 能 と す る シ ス テ ム で あ る
。 こ こ で は コ ン ビ、、ユ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

'シ ス テ ム の 構 成
・ ネ ッ ト ワ ー ク 「ア ー キ テ ク チ ャ と ≠ ロ ・ト コ ル の 概 念,コ ン

ピ ュ ー タ ・不 ッ トワ ー ク の 種 類 や そ の サ ー ビ ス 機 能 な
.どに つ き説 明 し,そ の 利

用方法や効用につい て も理解さぜ る。

口
31コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・.シ ス テ ム の 構 成 と 利 用 形 態

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク ・'シス テ ム の 構 成 と
,そ の 利 用 パ タ ー ン に つ き

説 明 す る 。 ・

(・) ,・遠 江 ー タ ・ ネ ・ ト ・ 一 グ シ ス テ ム の 繊

コ ン ピ ュ ー タ ・不 ッ ト ワ ー ク ・シ ス テ ム は デ ー タ 交 換 網 と 複 数 の ホ ス ト

・ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム と か ら な る
。
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図2-4-2に よって そ の 構 成 を説 明 す る。 点線 内 が デー タ交換 網 で ある。

① デ ー タ交 換 網

デ ー タ交 換 網 に は,通 信 回線 と,各 ホ ス トや端 末 をネ ジ トワ ーク に接

続 す る ノ ー ド機 能 と を含 む。 交 換 方 式 はパ ケ ッ ト交換 と回線 交換 が主 体

で あ る。

ネ ッ トワー ク形 態 と して は,図2-4-3に 示 す よ うに,集 中型,分 散

型,リ ン グ型 とが あ り,そ れ ぞ れ 効 率性,信 頼性,経 済 性 とい う特 性 に

対 応 づ け られ る。 ま た現 実 には 図2-4-4に 示 す よ うな混 合 型 も用 い ら

れ る。

ノー ドの役 割 はデ ー タ伝 送 に かか わ る一切 の処 理 を行 うこ とで あ り,

これ 自体 が ノ ー ド ・プ ロセ ッサ と呼 ば れ る小 型 の コン ピュー タで あ る こ

とが多 い 。

ノー ドを介 して接 続 す る こ との利 点 は以 下 の通 りで ある。

(a)ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タの負 荷 の 軽 減

(b)ホ ス ト間 の イ ン タ フ ェース の調 整 の しや す さ

(c)'ネ ッ トワー ク拡 張 の容 易 さ

(d)ネ ッ トワー クの信 頼 性 の 向上

⑤ 六'N

N

内 が デ ー タ 交 換 網

Hホ ス ト・コ ン ピ ュー タ

ー一 －Nノ ー ド

T端 末

図2-4-2'コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 例
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集 中型(ス ター型) 分 散 型

図2-4-3ネ ッ ト ワ ー ク の 型

リ ン グ 型

図2-4-4混 合 型 の ネ ッ ト ワ ー ク
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② ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム

ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム に はFEP(FrontEndProcessor)

と 呼 ば れ る 接 続 制 御 を 担 当 す る コ ン ピ ュ ー タ を 配 置 す る こ と に よ っ て ホ

ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ の 負 荷 を 軽 減 し
,接 続 を 容 易 に す る こ と が 多 い 。

ま た 各 ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ を 含 め て ネ ッ ト ワ ー ク に 参 加 す る1サ イ

ド を ノ ー ド と 総 称 す る こ と も あ る 。 そ の 場 合
,ノ ー ド自 体 がTSSネ ッ

ト ワ ー ク で あ っ た り,デ ー タ ベ ー ス ・ネ ッ ト ワ ー ク で あ っ た り す る こ と

が あ り,こ れ ら を ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク と 呼 ぶ 。

(2)コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 形 態

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム で は ,種 々 の ホ ス ト ・コ ン ピ ュ

ー タ の ハ ー ド ウ ェ ア
,ソ フ ト ウ ェ ア,デ ー タ ベ ー ス な ど の リ ソ ー ス を 相 互

に 共 用 し 合 う こ と が 大 き な 目 的 で あ り,そ の 処 理 パ タ ー ン と し て は 表2-4

-1の ① ～ ⑥ に 示 す よ うに
,プ ロ グ ラ ム や デ ー タ ・フ ァ イ ル が 複 数 の コ ン ピ ュ

表2-4-1、 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 処 理 パ タ ー ン の 例

ノ ー ド

処 理 パ タ ー ン
コ ン ピ ュー タA コ ン ピュ ー タB コン ピ ュー タC 端 末

① P D

② PD1 D2
`

③ PIDl P2D2
A

④ P D1 D2

⑤ P1
、

P2 D

⑥ PID1 P2D2 P3D3

⑦ P D T

⑧ P1 D1 P2D2 T

ルイア

ル

フ

イ

・

ア

ム

フ

ラ

・

グ

タ

ロ

一

末

プ

デ

端

P

D

T
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ー タに 分 散 してお り
,そ れ らを統 合 して1つ の処 理 目的 を 果た す とい う使

い方 が で きる。 ま た⑦ ⑧ は ホ ス トを持 たず 端 末のみ が接 続 され てい る ノー

ドか ら,ネ ッ トワー ク内 の種 々 の ホス トの リソース を利 用 す る ケ ース で あ

る。 なk・コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の 大 き な利 点 の1つ は
,1台 の 端 末

か らネ ッ トワー ク内 の種 々 の ロー カル なTSSサ ー ビス や デー一・タ ベ ース ・サ

ー ビス を利 用 で きる こ とで ある
。

32ネ ッ トワー ク ・ア ー キテ クチ ャ

ネ ッ トワーク ・ア ーキ テ クチ ャ とは,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク にお け る

処理 の階層 と,各 階 層 にお け る交信 ルー ル を 定め た もので あ る。 そ の概 念 と目

的,機 能 の概 要,標 準 化 の考 え方 な どを,通 信 プ ロ トコル との関 係 を 含め て理

解 させ る。

(1)ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャの概 念

「コ ン ピ ュータ ・ネ ッ トワー ク の種 々の 構 成 要素 が持 つべ き通 信 関連 の

機 能 を 整理 し,汎 用 的 な論理 モ デ ル 上 でそ の標 準 的 機能 配 分 と,適 用す べ

き プ ロ トコル を規 定 した体 系 」がネ ッ トワーク ・アー キテ クチ ャで あ る。

(情 報処 理 ハ ン ドブ ック,情 報 処 理学会 編}

コ ン ピュ ー タ ・不 ッ トワー ク ・シス テ ム は 多種 類 の構 成 要 素か らな り
,

全体 と して は極 め て 多様 な制 御 お よび 処 理機 能が 必要 不 可欠 で あ る
。 そ こ

で 全 ての 機能 を幾 つ か の論 理 的 階層 に 分け ,各 階層 毎 に相 互 の交 信 規 約,

即 ち 通信 プ ロ トコル を定め る こ と と した 。 例 え ば 図2-4-5は,目 的 地 お よ

び 発 信 地 の両 ホ ス ト間 の通 信 に 測 る プ ・ ト・・ル 階層 鋼 で あ る
.即 躍

り 合 っ た ノ ー ド間 の プ ロ ト コ ル,発 信 地 ノ ー ド と 目的 地 ノ ー ド間 の プ ロ ト

コ ル,発 信 地 ホ ス トのOSと 目 的 地 ホ ス トのQS間 の プ ロ トコ ル
,両 ホ ス ト

内 の プ ロ グ ラ ム ・プ ロ セ ス 同 志 の プ ロ ト コ ル な ど で あ り
,こ れ は 最 も シ ン

プル な階 層 の考 え方 の例 で ある。 .

こ の よ うに プ ロ トコル を階 層化 す るζ ζの利 点 は 以下 の 碩 で あ る
.

① あ る レベ ル の プ ロ トコル変 更 の影 響 を他 の レベル の プ ロ トコル に 与 え

一139一



第2編 基本知識

目的 地 ホ ス ト

プ ロ グ ラ ム

フ ロ セ ス

ホ ス ト

OS

目的 地
ノ ー ド

発 信 地 ホス ト

プ ロ セ ス 間
P プ ロ ト コ ル P

ホ ス ト間
OS

プ ロ ト コ ル
OS

エ ン ド ・エ ン ド

N プ ロ ト コ ル N

'

＼/、!
、 '

ム
.

ラ

ス

グ

セ

ロ

ロ

フ

フ

ホ ス ト

OS

発信 地

ノー ド

図2-4-5プ ロ ト コ ル 階 層 の 考 え 方

なレ、。

② よ り下 位 の レベ ル の プ ロ トコル 機 能 をブラック ・ボ ックス と見 な し得 る。

プ ロ トコル の 内容 は レベ ル に よっ て異 な るが,基 本 的 に は,交 信 の手

順,コ マ ン ドや制 御情 報 の 内容 と フ ォー マ ッ ト,情 報 の送 受 信 の 方法,

誤 りの処 置,再 送 方 法 な どが あ る。

(2)ネ ッ トワー ク ・ア ー キテ クチ ャの標 準 化

現 在 各 コ ン ピ ュー タ ・メー カは,そ れ ぞれ 独 自の ネ ッ トワー ク ・ア ーキ

テ クチ ャ を設 定 してい る。 同一 の ネ ッ トワー ク ・ア ー キテ クチ ャに も とつ

くコ ン ピュ ー タあ る い は端 末 機 器 は相 互 の 接続 が容 易 であ る。 しか しな が

ら異 な る ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャを持 つ装 置 や コ ン ピ ュー タ同志 は,

そ の 変換 を行 わ なけ れば 接 続 が 不 可 能 で あ る。 も し機種 の如 何 にか か わ ら

ず ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キテ クチ ャが標 準化 され て いれ ば,異 機 種 の ネ ッ ト

ワ ー ク化 も容 易 と な り極 め て効 果 的 で あ る。
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現 在ISOやCCITTに お い て,ネ ッ ト ワー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ の 国 際 標

準 化 活 動 が 行 わ れ て お り,特 にISOのOSI(OpenSystemsInterconne-

ction}の7層 か ら な る ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ の モ デ ル は,国 際 標

準 と し て 最 も 期 待 さ れ て い る 。 図2-4-6は そ のOSIの 体 系 で あ る 。ISO

上下関係 層の名称 役 割

第7層
最高位

応 用 層 管理 用 治よび利用 者 向 きの応 用 プ ロ トコル を実 行 し,利 用 者 間 の通

信 を可能 とす る。

第6層
プ レ ゼ ン テ
ー シ ョ ン層

構 造 を持 つ デ ータの入 力 ・授 受 二表示 ・制御 を行 い,応 用 プロ トコ
ル に共通 の情 報表 現 形式 に関 す る機 能 を実現 す る。

第5層 セ ッシ ョン 層 会 話 を構 成 し,同 期 を と り,ま た,デ ータ交換 を管理 す るた め の手

段 を提供 す る。

第4層
ト ラ ン ス

ポ ー ト 層

経路選択や中継機能に関与せず,終 端間のデータの透過的な両方向
同時転送機能 を提供する。

第3層 ネ ッ トワ ー

ク 層

一 つま た は複 数 の通 信 網 を介 して中継 を行 い
,利 用者 が 存在 す る シ

ステ ムの間 の デ ー タ転 送 を行 う。

第2層 デ ータ リン

ク 層
隣接 す るシス テ ムの間 のデ ー タ転 送 を行 い,伝 送誤 りの制 御 を行 う。

第1層
最低位 物 理 層

物理 コネ ク シ 。ン を活 性化 ・維 持 ・非 活性化 し,ピ ッ ト伝 送 のた め

の機 械的 ・電 気的 制御 を行 う。

(a)各 層 の 役 割

培㌍
ル

.

ン
ス

ト

ス

ク

ス

ク

ス

違
㌶

セ

サ

ト

・

ネ

・

デ

・

スビーサ理.物

エ ン ド ・シ ス テ ム エ ン ド ・シ ス テ ム

応 用 層 ア プリケーション ・プ ロトコル 応 用 層・ ●

プレゼンテ ーション ・プロトコル
プレゼンテーシ ョン層 プレゼ ンテ ーシ.ン 層　 一

セ ッシ ョン ・プコトコル
セ ッ シ 。 ン 層 セ ッ シ 。 ン 層頃■_

トランスボー ド プロ トコル
トラ ン ス ポ ー ト層 ト ラ ン ス ポ ー ト層『 中継

シ ス テ ム 『

ネ ッ ト ワ ー ク 層 ネ ッ ト ワ ー ク 層ネ ッ ト ワ ー ク 層
ネ ットワークネットワーク

_■

プロ トコル

データリンク

.
フ七 トコル 『

データ リンク
デ ー タ リ ン ク 層 デ ー タ リンク層 デ ー タ リン ク 層.プ ロト

コル

物理

ー
フbト コル ー

物 理.
喝

プロ トコル.
物 理 層 物 理 層 物 理 層

4

『 プ
ロ トコル

ル
通信回線 通信回線

(b)各 層 の プ ロ ト コ ル

図2-4-60SIの7階 層
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で 定め つ つ あ るの は 以 下 の3項 目で あ る。

① ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ クチ ャの論理構 造 を規 定 した 基本 参 照 モ デル

② 各 層 ご との 機 能 内 容(サ ー ビス 定義1

③ 各 層 ご との プ ロ トコル仕 様

33ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム の種 類

ネ ッ トワー ク ・シス テ ム は そ の規模 や サ ー ビス 内容 に よ り幾 つ か の種 類 が 存

在 す る。

広 域 ネ ッ トワー ク とLAN,公 衆 ネ ッ トワー ク と専 用 ネ ソ トワ ーク など のそ れ

ぞ れ の特徴 に つ き説 明 し,こ れ らを利 用す る立場 と して の知識 が習得 で きる こ

と を 目的 とす る。

(1)広 域 ネ ソ トワ ー ク とLAN

通信 回線 を用 い る 従来 か らの広 域 ネ ッ トワー ク に対 し,通 信 事業 者 の 回

線 を使用 せ ぬ構 内 ネ ッ トワ ー クがLANで ある 。LANはOAシ ス テ ムや,

FAシ ステムなどの 構 成要 素 で あ り,1組 織 内 また は1つ の建物 内の ネ ッ ト

"ワ ー クで あ る こ と が 多 い
。

LANへ の 要 求 は,広 域 ネッ トワー クに 比べ やや 過 大 であ る。例 えば

① 音 声,画 像,図 形,文 字 な ど,各 種 の形 態 の 情 報 の 統 合 的 通信 が可 能

な こ と

②1Mbpsま た は そ れ 以 上 の高 速 性

③ コン ピ ュ ー タ,各 種 端末,パ ソコ ン,電 話 機,FAX,ワ ー ド ・プ ロ

セ ッサ な ど を始 め 多 様 な機 器 が 容 易 に接 続 で きる こ と

④ 安 価 で,信 頼 性 が 高 い こ と

⑤ 広 域 ネ ッ トワー ク との 接続 が 容 易

⑥ 拡 張 が 容 易

な どが あ る。

こ こでは 実用LANの 種 類,媒 体,速 度,形 態,プ ロ トコル な ど,技 術 の

・ 概 要 に つ き説 明 す る。
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(2)公 衆 ネ ッ トワー ク と専 用 ネ ッ トワー ク

公衆 ネ ッ トワー ク とは 不特 定 多数 の利 用者 を対象 と した ネ ッ トワ ー ク で

あ る。 通 常,交 換 回線 に よるネッ トワークで,通 信 事業 者に よって設 備 され

運 用 され る。

専 用 ネ ッ トワー クは あ る特 定 グル ー プあ る いは1組 織 のた め の ネ ッ トワ

ー クで あ る
。専 用 回線 に よって構 築さ れ るの が普 通で あ る。

両 者 の選 択 は,伝 送 量,コ ス ト,機 密 性 な どの 要求に も とつ い て 行わ れ

る。

(3)ネ ソ トワー ク間 接続

情 報 処理 シス テ ム の広域 化 に つれ,ネ ッ トワ ー ク同志 の接 続 の 必要 性 が

増 大 し て来 た 。 例 えばLANと 広 域 ネ ッ トワー ク,広 域 ネ ソ トワー ク 同志,

専 用 ネ ッ トワー ク と公 衆 ネ ッ トワ ー ク,国 内ネ ッ トワー ク と国 際 ネ ッ トワ

ー ク な ど種 々の 組 み合 わ ぜ に よる接 続 が考 え られ る
。そ して これ らの ネ ッ

ト『一 ク間接 続 の実 現 に よ り,ネ ッ トワー ク 化 の 効果 が一 層 拡 大 され る
。

ネ ッ ト ワ ー ク 間 接 続 に お い て は,ネ ッ ト ワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ 間 の 変

換 が 必 要 で あ り,図2-4-7に 示 す よ うに ゲ ー ト ウ ェ イ に よ っ て 変 換 を 行 う
。

ゲ ー ト

ウ ェ イ

図2-4-7ネ ッ トワ ー ク 間 接 続

34通 信 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス

昭和60年4月1日 よ り,百 年 余 にわ た った 電気 通 信 事業 の独 占体 制 が解 かれ
,

通 信 事 業 の 自由化 が実 施 さ れ る よ うに な った6そ の 事 業 区分 を表2-4-2に 示す 。

こ こで は第 一 種 お よ'ぴ第 二 種 の電 気 通 信事 業 者に よるサー ビス の基本 的 内容 に
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表2-4-2電 気 通信 事業 法 の区 分

種 別 事 業 内 容 認 可方法

第一種電気通信事業 電気通信回線設備 を設置 して電気 通信役

務 を提供する事業

許 可 制

第二種電気通信事業 第一種以外の電 気通信事業

特 別 第 二 種 ・電気通信設備 を不特 定か つ多数の者の

通信の用 に供す る。

・政令 で定め る基準 を超 え る規模。

・本 邦外の場所 との 間の通信を行 う。

登 録 制

(許 可 と

届け出の

中 間}

一 般 第 二 種 特 別第二種以 外の第二種電気通信事業 届 け出制

つ き理解 させ る。'

(1)第 一 種 電気 通 信 事 業 者 のサ ー ビス

従来 のNTTに 加 え,新 た に5社 が第一 種 通 信事 業 者 と して 許可 され て い

る。5社 の 概 要 を表2-4-3に 示 す 。

表2-4-3 第一 種 電 気 通 信 事 業 者 の 概要

(60年8月 末現在)

社 名
事 項

第二電電㈱
日本 テ レコ ム

㈱

日本高速通信
㈱

日本通信衛星
㈱

宇宙通信㈱

役務の種類及び
事業開始予定時
期

専用61年12月

電 話62年10月

専用61年10月

電 話62年10月

専用61年11月

電 話62年9月

専用63年2月 専用63年4月

業 務 区 域 東京都,愛 知
県,大 阪府及
びその周辺府
県

東海道,山 陽,
東北,上 越新
幹線各沿線地
域

東名,名 神高
速道路各沿線
地域

全 国 全 国

電気通信設備 マ イ ク ロ無 線 光 フ ァ イバ ケ
ー ブ ノレ

光 フ ァイ バ ケ
ーブ ル

通信衛星
追跡管制局

通信衛星

出典1985通 信白書

既 存 サ ー ビス に関 して は表2-4-4にNTTの 例 を示 す 。 専 用 回線 に対 し

て は あ る帯 域 を利 用 者 が適 当た任 意 速 度 に区 切 って使 用す る(例 えば9600

bpsの 帯 域 を2400bps2本 と4800bps1本 とに区 切 る}帯 域 品 目 と,速
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表2-4-4回 線 サ ー ビ ス の 例

専 用 回 線 サ ー ビ ス 交 換 回 線 サ ー ビ ス

D-1(帯 域使 用) 電信 型(50b/s)

帯
D-1S(帯 域 使用 ・特)

電話 型(お 治む ね1,200b/s)

D-5(1,200b/s)

域 D-7(2400b/s)
200b/s

D-9(4β00b/s)
回

300b/s

品 D-13(9β00b/s) 線 1,200b/s
1-1(帯 域使 用) デ 交

目
1-3(48kb/s) イ 換 2,400b/s

J-1(帯 域 使 用)
サ 4,800b/s

ジ |

50b/S
タ

ビ 9,600b/s

符
100b/s

200b/s ル

ス
48kb/s

号 300b/s .

1,200b/s
デ

200b/s

品 2400b/s
ノく 300b/s

4,800b/s 1
ケ

目
9,600b/s タ ツ

1,200b/s

48kb/s
交

ト 2,400b/s

交
高
速
デ

64kb/s

192kb/s
換 、

換
サ

4,800b/s

9,600b/s
イ 384kb/s 網 |

亥 768kb/s
ビ 48kb/s

ル

回
1.5Mb/s

ス

線 6Mb/s

(1986年4月 現在 のNTTの 回線 サ ー ビス例)

出典1985通 信 白書

度 が固 定 され て い る符 号 品 目 とが あ る。ちなみ にNTTの 符 号 品 目 として は,

50bpsか ら48kbpsま で の9種 類 と,昭 和59年 か らサー ビズ が開始 され

た 高 速 デ ィ ジタル 伝送 サ ー ビス の64kbpsか ら6Mbpsの6種 類 の品 目とが

あ る。

(2)第 二 種 電 気通 信 事 業 者 のサ ー ビス

第 二種 電 気通 信事 業 は第 一 種 事 業 者か ら電気 通 信回 線 設 備 の提 供 を受 け,

独 自の ネ ッ トワ ー ク を 形成 し,利 用 者 に電 話,フ ァク シ ミリ,デ ー タ伝送,
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通 信処理,デ ー タ処 理 など のサ ー ビス を提 供 す る も の であ る。

そ の うち特 別 第 二 種 電 気 通 信事 業 は 不特 定 多 数 の 利 用 者 を対 象 に し,

1200bps換 算500回 線 以 上の規 模 の もの で あ る。また 外 国 との 国 際通 信サ

ー ビス を提 供 す る も の も これに 含 まれ る
。 昭 和60年8月 現在,8社 が登録

さ れ て い る。

一 方
,一 般 第二 種事 業 は,昭 和60年8月 現 在148社 が届 出 を行 なって い

る。

第 二種 電気 通 信事 業 者 が行 うサ ー ビス の うち,代 表 的 な ものをVAN(付

加 価 値 ネ ッ トワー ク}サ ー ビス と呼 ぶ こ と があ る。VANサ ー ビス どは 基幹

的 通 信回 線 に種 々 の機能 をつけ 加え て,付 加 価 値 の 高 い 回線 サ ー ビス を行

うこ とで ある 。付 加 価 値 機能 の 例 を表2-4-5に 示 す 。

表2-4-5付 加 価 値 機 能 の 例

機 能 説 明

1 パ ケ ッ'ト 交 換
パ ケ ッ ト組 立 て 分 解,蓄 積 交 換,ル ー テ ィ ン グ,

フ ロ ー 制 御,エ ラ ー 制 御 等

2
ネ ッ ト ワ ー ク

制 御 管 理

ネ ッ トワー ク内 の各 構成 要 素 の 障害 管 理 ・制 御)

トラ フ ィ ック の監視 ・制 御 等

3 各種端末の接続 端末手順 の変換,仮 想端末制御

4
各 種 コ ン ピ ュー
タ の 接 続

φ

同 機種,異 機 種 コ ンピ ュー タの ネ ッ トワ ー ク接 続

`5
フ ァ イ ル 転 送

ホ ス .トコ ン ピ ュ 一 夕間 の フ ァ イ ル の 転 送,.コ ー ド,

記 録 媒 体,構 造 等 の 変 換

6 ジ ョ ブ 転 送 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 間 の ジ ョ ブ の 転 送

7 同 報 通 信 同一 メ ソセ ー ジ を複 数 サ イ トに一 斉 に転 送 す る

8 代 .行 受 信
受 信 サ イ トが メ ッセー ジを受 け取 れ ぬ 場 合 に代 り

に受 信す る

9
噛閉 域 接 続 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 限 ら れ た ユ ー ザ ・グ ル ー プ 間 の

i

み に通信 を限定 する

10 固 定 接 続 頻 度の高い通信相手間 の接 続を常時固定 化す る

11 相 手 通 知 交 信開始以 前に相手を知 らせ る

12 電 子 メ イ ル
相 手 不 在 時 に は メ イ ル ボ ッ クス に メ ッセ ー ジが保

管 され,任 意 時 点 で と り出せ る。-
し
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13 一 括 課 金
指定端末 に通信科金 をま とめ、て課金す る

14 暗 号 化 通 信 メ ッセ ー ジを暗号 化 して 伝送 す る

15 日 本 語 処 理 外 字 登 録 も可 能 な漢 字辞 書 を持 つ;2バ イ トコ ー
ドの ファ イル 操 作 も可能

16
マル チ メデ ィア

機 能
音 声 ・画 像 ・コ ー ド等 の各 種 形 態 の混 合 情 報 の伝

送 お よび メデ ィアの 相互 変 換

17

、

不 ッ ト ワ ー ク

操 作 言 語
同 一 コ マ ン ドで ネ ッ ト ワ ー ク 内 の 全 て の コ .ンピ ュ
ー タ を 使 用 で き る(NJCLl

VANサ ー ビスに は参 加 利用 者の グ ル ー プが限 定 さ れ てい る ク ロL・一ズ 型 と
,

不特定多数の利賭 を対象 とするオ ープン型 とが存在恒 ・特 別第二種 は

オ ー プ ン 型 に 対 応 す る と 考 え られ る 。

VANの 利 用 方 法 は,

.RCS(R・m・tgC・mp・ti・gS…ice)

。TSS

)
oア ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス'㌧

。 電 話 サ ー ビ ス

。 フ'ア ク シ ミ リ ・ サ ー ビ ス

な どの業報 ・そ のネ ・ ト・一 ク ・ファシ リテ ・として利肝 獅 線

内,企 業 間の種 々の 目的 のネ ッ トワー ク として も利用 され る。

指導上の留意点

コンピュー タ ◆ジ トワー ク'シ ステ ムやVANな ど の用誠 とPlく曝 願

われ
、る鮪 があり・そ れ ら醜 念や鰍 を明確 鯉 解 させ年 とが .・つ明 的

で あ る 。

ネ
、ッ トワ』ク ヴ ー市 クテ ・や瀧 プ・ ト・ル閲 しては細 部にわた る

詳細な説明を行なう必要はないが・0・ ・の標 靴 輌 ⇔ いて嘩 分 な関心を

払 い,と くに 昭和61年 現在 ま だ 明確 で な い4層 以 上の プ ロ トコル に 関 しては
,

今 後 の標 準 化 動 向 に則 した 説 明 を行 うこ とが必 要 で あ る。
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第4章 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム

口
デ ー タ ベ ー ス,デ ー タ 構 造,階 層 型,ネ ッ ト ワ ー ク 型,リ レ ー シ ョ ナ ル 型,デ

ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム(DBMS)
,外 部 ス キ ー マ,内 部 ス キ ー マ,概 念 ス キ

ー マ
,ビ ュ ー,デ ー タ ベ ー ス 言 語,親 言 語

口
デー タ ベ ース の概 念 とそ の特 徴,デ ー タベ ー ス を形 成 す るデ ー タの構 造,デ

ー タベ ー ス の効 率 的 な使 用 を支 援す るDBMSな どに つ き説 明す る。 デー タベ ー

ス を活 用 す る立場 と して必 要 な 知識 を習得 す る こ とを 目標 とす る。

=
41デ ータ ベ ー ス の概 念

JISに よれ ば 「デー タベ ー ス とは,1つ 以 上 の フ ァ イル の集 ま りで あ って,

そ の内 容 を高 度 に構 造 化 す るこ とに よって,検 索 や更 新 の効 率 化 を図 った もの

で あ る 」と定義 して い る。

従来 の ファイルはアプ リケーシ ョン ・プ ログラムにそ れ ぞ れ 対応す る個 有 の デ ー

タ の集 ま り と して作 成 され,同 一 の デ ー タ群 が複 数 の ア プ リケ ー シ ョンで 必要

に な る場 合 は重 複 して フ ァイル 化 され て いた。 そ こでそ れ らの デ ー タを 一元 的

に 管理 し,多 目的 に使 用 で きる よ うデ ー タの論 理 的 な構 造 や操 作手 段 を確 立 し

た デ ー タ ベ ース と い う概 念 が生 れ た。 図2-4-8に 簡 単 な イ メー ジ を示 す 。

デ ー タベ ー ス の発 想 は1960年 代 半ば に 既 に提 案 さ れ 始め,1963年 のGEの

IDS(IntegratedDataStore}が 最初 の具体 化 の 例 で あ る。

デー タベ ー ス の利 点 は以 下 の とお りで ある。

① 多様 なア プ リケ ー シ ョンに対 しデ ー タの共 用 を可 能 と し,重 複 フ ァイル

の 無 駄 が省 け る。
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プ ロ グ ラ ム プ ア イ ル

販 売 管 理

プ ログ ラ ム

在 庫 管 理

プ ログ ラ ム

商 品 デー タ

売 上デー タ

商 品 デー タ

在 庫 デー タ

生 産 管 理

プ ログ ラ ム

在 庫 デー タ

材 料 デー タ

プ ロ グ ラ ム デ ー タベ ース

販 売 管 理

プ ログ ラ ム

在 庫 管 理

プ ログ ラ ム

生 産 管 理

プ ログ ラム

図2-4-8フ ァイル 方 式 とデ ー タベ ース 方式

② ア プ リケ ー シ ・ン毎 に必要 で あ った フ ァイ ル 化 の作 業 や,ア プ リケー シ

ョン ・プ ロ グ ラムに 組 み込 ま ざるを得 なか った ファ イル 操作 のた め の処 理

な どを デ ー タベ ー ス側 に まか せ る こ とが可 能 とな り,各 ア プ リケ ー シ ョン

の負 荷 が軽 減 され る。

③ デ ー タ とア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラム とを 分離 す る こ とに よ って,あ

る デー タの ア ク セ ス手順 や蓄 積 方 法 が変 更 され て もア プ リケ ー シ ョン ・プ

ログ ラム を 変更 す る 必要は な い。

④ 組 織 内 を始 め,同 一 デ ー タベ ース を 利用 す る利 用 者間 で の デー タ コー ド

や 数 の単 位 な どの標準 化 が可 能 。

⑤ デ ー タが一 元 的 に 管理 され てい るた め更 新 が容 易 で あ り,複 数 フ ァイル

に 分 散 され て い る場合 に起 り勝 ち な,一 部 は更 新 され,他 は未 更 新 と い う

よ うな矛 盾 が発生 し ない。

⑥ デ ー タ操 作 のた め の高 水 準 の言語 や コマ ン ドの み を ア プ リケ ー シ ョンへ

の イ ン タ フ ェ ース と して見せ る こ とが可 能 と なるた め,利 用 が 容易 と なる 。
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42デ ー タベ ー ス の構 造

デ ー タベー ス 内の デ ー タ は 多様 な 目的 の操 作 や検 索 に対 処 し得 る ように論 理

的 な ル ール に もとづ き整 理 され構 造 化 され てい な くて はな らない。 代 表 的 な デ

ー タ構 造 とし て
,階 層型,ネ ッ トワー ク型,リ レー シ ョナル 型 に つ き説 明す る。

(1)階 層型

図2-4-9(a)に 示す よ うに,レ コー ド間 の関 係 が,上 下 あ るい は 親 子 の ツ

リー状 の 階 層 関 係 を持 つ。 親 子 関係 は固 定的 で あ り,1つ の子 レコ ー ドが

複 数の親 レ_,を 持 つこ とはで きない.撲 内の傭 デー 。などは あ

構 造 が と り 易 い 。

(2)ネ ッ トワ ー クi型

図2-4-9(b)に 示 す よ う に,

上位

下位

レ コー ドの親 子 関係 がネ ッ トワ ー ク状 に交 差

(a)階.層 型

レ コ ー ト○

0〕)ネ ッ トワ ー ク 型

図2-4-9階 層 型 と ネ ッ ト ワ ー ク 型
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して もよ い。

1つ の部 品 が複 数 の製 品 で使 用 され る製 品 と部 品の 関係 な どは こ の構 造

と なる。

(3)リ レー シ ョナル 型

レコ ー ド間 の親子 関係 が設 定 され て い る デー タ構 造 で は ,利 用 者 はそ の

関係 を意識 した 上で 目的 デ ー タに ア クセ スす るこ と が必 要 で あ る。 そ れ に

対 し,1970年 初 期 にE.F.Coddに よ り提案 され た リレー シ ョナル 型 で は,

デ ー タを複 数 の2次 元 の表(リ レー シ ョン}で 表 現 す れ ば よ く,利 用 者 は

表 の縦 横 の 任意 の項 目を指 定 し,デ ー タ の論理構 造 を意 識せ ぬ 柔軟 性 に富

む ア クセ ス が可 能 で あ る。

以 上3つ の デー タ構 造 の 比較 や,各 々の 特性 を理 解 させ るた め に適 当 な対 象

(例 えば 学 生,科 目,成 績 等 の 関係}を と り上 げ,そ れぞ れ の構 造 化 とア ク セ

ス 要求 へ の対 応 の長 短 を比 較 させ る と よい。

43デ ー タベ ース 管 理 シ ス テ ム

デー タ ベ ース を利用 す るに あた って,そ の構 築,検 索,更 薪 など の一 切 の手

段 を与 え る シス テ ムで あ る。 利 用 者 は デ ー タベ ー ス管理 システ ム(DBMS)を

介 す る こ とに よって デ ー タベ ー ス を有 効且 つ容 易 に使 用す る こ とがで き る。 こ

こではDBMSの 主 な機 能 と デー ター ベ ー ス言 語 につ き説 明 し,DBMSの 利用 者

の立 場 と して の知識 を得 る こ とを 目的 とす る。

(1)三 層構 造

DBMSの 構 造 の 基本 的 概念 と して、t次の三 層構造 を 説 明す る。

① 外 部 スキ ー マ:ア プ リケー シ ョン毎 に異 な る利 用者 の ビ ュー(デ ー タ

に対 す る見 方)の 集 合

② 概 念 ス キ ー マ:外 部 ス キ ー マ を統 合 した シス テ ム 内部 で の ス キ ー マ

③ 内部 ス キ ーマ:物 理 的 な 記憶 構造

図2-4-10は これ らの概 念 図 で ある 。 この様 な階 層 化 に よっ て,一 部 の

ス キー マ の 変 更 を他 の 階 層 に 与 え ない デ ー タ独 立性 を強 化 す る 亡 とがで
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きる。 な お階 層型 とネ ッ トワー ク型 のモ デ ル では,② の 概念 ス キ ーマ の考

え 方 は ない 。

外 部 スキ ー マ

概 念 ス キー マ

内部 ス キ ー マ

図2-4-10デ ー タ ベ ー ス の 三 層 ス キ ー マ

(2)DBMSの 主 要機 能

① デ ー タベ ー ス を種 々の ア プ リケ ー シ ョ ンが 利 用 す る場 合 の コ マ ン ド体

系,ま た は高 水準 の言 語 体 系 を与 え る。

② 検 索条 件 式 の解 読 を含 む デ ータ の検 索 処 理

③2層 また は3層 ス キ ー マ に もとつ く論 理 構造 と物 理 構 造 の分 離 に よる

デ ー タ独立 性 の実 現

④ デ ー タベ ー ス の 創 成,再 配置,更 新

⑤ 障 害 時 の 処理,デ ー タの完 全性 の確 保,ア ク セ ス制 御 な どの イ ンテ グ

リテ ィ,セ キ ュ リテ ィ制御

(3)デ ー タベ ー ス 言 語

デ ー タベ ー ス言 語 の代 表 的機 能 に つ き説 明す る。

① デー タ操 作 機能:デ ー タの検 索,変 更,集 約(平 均,最 大,最 少 の計

算),出 力 な ど。 リレー シ ョナ ル型 の場 合 は集 合 演算 や 関係 演算(射 影,

制 約,選 択,結 合,除 算)機 能 が あ る。
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② ス キ ー マ定 義機 能:ス キー マ生 成 変 更 消去,ビ ュー の定 義

③ イ ン タ フ ェース機 能:親 言 語 の 中 に組 み込 ん で使 え る機 能

④ 運 用機 能:パ ス ワー ドや利 用 権 の 管理,障 害 回復 処 理 や バ ック ア ッ プ

方 式 の指示

デ ー タベ ー ス言 語 の形 態 は,COBOLな ど のi親言 語 の中に そ の拡張 機 能 と し

て 組 み 込 み,プ リプ ロセ ッサ や サ ブル ー チ ン ・コール方式 で動 作 させ る形 と,

独立 した デー タベ ース言 語 の1形 を と る場 合 と があ る。

指 導上の留 意点

デー タベ ー ス の設 計 や,DBMSの 選 択 をす る能 力 は問 わ ない。実 務 上 の 必 要

が生 じた場 合,マ ニ ュアル を読 み 理 解 し得 る知 識 が得 られ れば よい。

入 手可 能 なDBMSに 沿 い,や や くわ しい説 明を追 加す る こ とに よ って,よ り

具 体 的 な知識 が得 られ る。 ま た デ ー タベ ー ス言 語 に よる簡単 な実 習 がで き る こ

とが なお 望 ま しい。
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第5章 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン(OA)

用 語

メ カ ニ カ ル ・オ ー トメ ー シ ョ ン,プ ロ セ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン
,イ メ ー ジ 情 報

シ ス テ ム,文 書 情 報 シ ス テ ム,数 値 情 報 シ ス テ ム,音 声 情 報 シ ス テ ム ,lNS,

電 子 メ ー ル,電 子 フ ァ イ ル,情 報 ユ ー テ ィ リ テ ィ,ア ナ ロ グ 的 処 理,デ ィ ジ タ ル

的 処 理,ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク 処 理,ノ ン ・ア ル ゴ リ ズ ミ ッ ク 処 理,フ ァ ッ ク ス,

マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ,オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ,パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー

タ,ワ ー ド ・ プ ロ セ ッ サ,テ レ ビ 会 議,

目 標

近 年 オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン(OA;OfficeAutomation)の 発 展 は 目覚 ま

し い 。 こ の 章 で はOAの 目 的,機 能,OAシ ス テ ム,OA機 器 な ど の 概 念 を 学 習

さ せ る こ と を 目 的 と し て い る 。

内 容

51オ ー トメ ー シ ョンの概 念M

企 業 に おけ る オ ー トメー シ ョン の概念 を説 明す る。

① 生産 オ ー トメー シ ョン とOAの 比較

表2-4-6オ ー ト メ ー シ ョ ン の 比 較

比 較 項 目 生 産 オ ー ト メ ー シ ョ ン OA

対 象 物質(有 形) 情報(無 形)

論 理 性 大 小

構 造 性 良 非

シ ス テ ム 閉 開

プ ロ セ ス 画一 的 流動的
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②OAに お け る 日米条 件 比 較

表2-4-7日 米 条 件 比 較

比 較 項 目 ア メ リ カ 日 本

社 会 的 特 性 契 約主義(文 書 中心) 話 し合 い 主 義 ・・

経 営 目 標 標準化指向的 多様化指向的

組 織 特 性 分業専業的 分散 ・総合 的処理 的

文 字 体 系 単純 ・機械処理容 易 複雑 ・機械処 理やや不 向

③ 生 産 オ ー ト メ ー シ ョ ン の 概 念

ア)メ カ ニ カ ル ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

イ)プ ロ セ ス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン

ウ)フ ァ ク ト リ ー ・オ ー ト メ ー シ ョ ン(6 、1参 照)

520Aシ ステ ム

(1)OAシ ス テ ム の概 念

図2-4-11はOAシ ステムの概 念 を整理 した もの で ある。 この概 念 を説 明

す る。

(情 報 媒 体}(情 報処 理 ♪'(情 報伝 達1

情 画 像 イ メ ー ジ 情 報 シ ス テ ム.
利

情
報

提

グ ラフ
文 章情報 システ ム

用

者 報
= 図 形 一 希 利

供 デ ー タ
数値情報 システム 望

媒 用
者 立 ゴ=日 戸コ

音声情報システム 体 者

△

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

ミ ニ コ ン,オ フ コ ン,パ ソ コ ン

使 用機 器
シス テ ム

フ ァ ク シ ミ リ,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

電 子 フ ァ イ ル,マ イ ク ロ フ ィ ル ム

ビ デ オ 機 器,テ レ ッ ク ス ,電 子 会議

,イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末,デ ー

タ 端 末,な ど

図2-4-110Aシ ス テ ム の 概 念
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(2)OAの 発 展 過 程

OAの 発 展 は 次に 示 す4段 階 を経 て 進 む と予 測 され て いる。

① 第 一段 階:単 体 機 器 の普 及 の段 階

個 々のOA関 連 の機 器 がそ れぞ れ 独立 に使 用 され てい る段 階。

② 第 二 段階:複 合 化 の 段 階

個 々のOA機 器 が通 信 システ ムに よって接 続 され,あ るい は一 つの シ

ス テ ムが複 数 の 機 能 を持 つ よ うに な る段 階。

③ 第三 段 階:統 合 化 の段 階

一 つの 企 業 また は 関 連 の深 い企 業 が 相互 に ネ ッ トワー ク を結 合 して共

通 の情報 基 盤 を持 つ段 階 。

④ 第 四段 階:OA成 熟 の 段 階

INSや 情 報 ユ ー テ ィ リテ ィの進 展 と時期 に,OAが 社会 全体 に深 く

進 展 す る段 階。

(3)OAシ ス テ ムの 構成

図2-4-12はOAシ ス テ ムの構 成 の概 念 を示 す 。 この 図 を参 考 に して

OAシ ステムが以下 に示 す 構 成要 素か ら成 り立 って い る こ とを理 解 させ る。

① 企 業 内(イ ンハ ウス)OAシ ス テ ム

ア)構 内情 報通 信 網(LAN:LocalAreaNetwork)

(電 子 メー ル,電 子 フ ァイル,文 書処 理,画 像 処 理,言 語 処 理,デ

ー タ処理 ,推 論 処理,等)

イ)端 末 機 器(共 用,個 人 用)
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文書 処 理 シス テ ム

電 子 プ ア イル 電子 メ ー ル

制 御

一

－lLANl 画像 処理 シ ス テ ム

↓

{ ↑ 3
●

i」構!管轄 網唱

」 語 処理 システム
ネ ソ ト ワ ー ク

制 御
1

■

一 デ ー タ処 理 シス テ ム`●

國
共用機器群一

値入機器群一

企 業 内OAシ ス テ ム

1

広 域OAシ ス テ ム

!

INS 情 報 ユ ー テ ィ リ テ ィ■ 一

ー
1

f
・4

→LAN 官庁 L 国際1家 庭

図2-4-120Aシ ス テ ム の 構 成 概 念

ウ1独 立 の 機 器

工)各 種 の 制 御 装 置(ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 ,電 子 メ 旨 ル 制 御 等)

② 広 域OAシ ス テ ム

ア}INS(InformationNetworkSystem)

イ}情 報 ユ ー テ ィ リ テ ィ

ウ1関 連 の シ ス テ ム(官 庁,国 際,家 庭,等)
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530A機 器

(1)各 種OA機 器 の 役割

オ フ ィス に お け る人 間 と各 種 のOA機 器 との かか わ りあ い を見 る と図2

-4-13の ように な る。 これ を整 理す る と以 下 の 通 りとな る。

① 非 定 形 的 な アナ ログ情 報 を扱 う機器

(い わ ゆ るノ ン ・アル ゴ リズ ミ ック処 理)

電 話,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,フ ァ ックス,グ ラ フ ィ ックス,な ど。

非 定形的
アナ ログ情報

ノ ン ・ ア ル ゴ リス ミ ン ク 処 理

ワ ー ド ・

プ ロ セ ッ サ

♪間人械機(

集
化号

収
符

定形的
デ ジタル情報

②

マ イ ク ロ

コ ン ピ ュ ー タ

蓄 積

(プ ア イル)

例 外 処 理'

アル ゴ リズ ミ ック処 理

図2-4-13主 要OA機 器 の 位置 付 け

定 形 的 デ ジ タル な情報 を扱 う機 器

(い わ ゆ る アル ゴ リズ ミ ック処 理}

コ ン ピ ュー タな ど

出 力
符号 化
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これ らのOA関 連 機 器 が 通 信 機器 に よ り結 合 され てOAシ ス テ ム を構

成 す る。 未来 の オ フ ィスは,こ れ らのOA機 器 に代 表 され る最 新 の エ レ

ク トロニ クス技 術 に よ って,現 在 の低 能 率,低 品位,単 調 な,繰 り返 し

的 なオ フ ィス を,効 率 的,有 効 的,創 造 的,人 間的 な もの に な る と期 待

され て い る。

(2)主 要OA機 器 の原 理

主 要OA機 器 の動 作 原 理 に つい て 大 略 を習 得 させ る。

(例)

① プ ア ツクス

ア)基 本 過程(画 素 原 画,同 期,走 査,光 電 変換,電 送,記 録 変 換,

画 素組 立,な どの動 作原 理 の 概 要)

イ)電 送方 式 の 分類(ア ナ ログ画 信号,デ ジ タル画 信号,標 本 化,量

子 化,波 形 変 換,符 号 化,G1,G2,G3,G4)

ウ)フ ァ クシ ミ リ通 信 網

② テ レビ会 議

ア)基 本構 成(カ メラ,モ ニ タ,マ イク,ス ピー カ,電 送 路,帯 域 圧縮)

イ)種 類(静 止 画 像 会議 シス テ ム,動 画像 会 議 シス テ ム)

③ 電 子 メール

ア)種 類(テ レ タイ プ型,フ ァク シ ミ リ型,コ ンピ ュー タ発 信型)

イ)基 本 過 程(コ ン ピ ュ ー タ型 の 解説)

④ 電 子 フ アイル

ア)光 デ ィス クの 概要

⑤ ワー ド ・プ ロセ ッサ

ア)日 本語 ワー ド ・プ ロセ ッサ(入 力 方式,辞 書,JIS水 準,外 字,

フ ァ イル処 理,出 力)

イ)外 国語 ワー ド ・プ ロセ ッサ(ワ ー ド ・ラ ップ,ジ ャス テ ィ フ ァイ,

ス ペ ル ・チ ェ ック)

⑥ オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ
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ア)特 徴 の 理 解(直 接 入 力,簡 易 言 語,部 門 内 処 理 中 心,非 コ ン ピ ュ ー

タ 要 員 に よ る オ ペ レ ー シ ョ ン,設 置 の 容 易 性)

⑦ パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ(パ ソ コ ン)

ア)特 徴 の 理 解(言 語,パ ソ コ ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク,ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ

ケ ー ジ の 活 用,部 門 機),フ ァ ミ リ ・ コ ン ピ ュ ー タ,MSX

指導上 の留意 点

OAと い う用 語 に は,正 確 な定 義 は ない ので,定 義 に あ ま りこだわ らず に,

本 質 的 な事項 を 理解 させ る こ とに重 点 をお く。 ま た,な ぜ オ フ ィス ・オ ー トメ

ー シ ョンが 話 題 と して取 り上げ られ るか とい う背 景 を理 解 させ る
。

OAの 対象 範 囲 に つい て も,パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タや ファ ックス な どの,

い わ ゆ るOA機 器(こ の場 合 汎用 コ ン ピ ュー タを入 れ ない こ とが多 い1の 導入

対 象 範 囲 に限定 す る考 え 方 か ら,広 くホ ーム ・オ ー トメー シ ョン まで含 む 大 き

な考 え 方 な どさ ま ざまで あ る。

OAを 「コ ン ビ=一 一タや 通 信 機 械 を使 って事 務 処 理 を 自動 化 し効 率 化す るこ

と 」とい う簡 単 な概念 で把 握 させ るこ とか ら指 導 を始 め た 方 が理 解 さ せ易 い 。
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第6章 その他 の情報処理 シ ステ ム

用 語

フ ァ ク ト リ ・ オ ー トメ ー シ ョ ン,メ カ ト ロ ニ ク ス,フ レ キ シ ブ ル 生 産,数 値 制

御(NC),工 作 機 械,産 業 用 ロボ ッ ト,CAE,CAT,CAT,ウ ル トラ ・マ イ ク ロ ・

フ イ ル ム,光 デ ィ ス ク,CAD/CAM,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,NC工

作 機 械,自 動 搬 送 シ ス テ ム,自 動 立 体 倉 庫 シ ス テ ム,パ レ ッ ト ・ラ ッ ク,FM

C,IMS,コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク,イ メ ー ジ ・ プ ロ セ シ ン グ,コ ン ピ

ュ ー タ ・ア ニ メ ー シ ョ ン,CAl,CMl,人 工 知 能(Al),エ キ ス パ ー ト ・

シ ス テ ム,推 論

目 標

これ ま で に説 明 した 種 々の情 報 処 理 シス テ ム以 外 の主 要 シス テ ムに つい て学

習 させ る。

内 容

61'フ ァ ク ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン(FA)

OAに 対 比 し て,生 産 現 場 の 自 動 化 ・無 人 化 を 目 指 す 概 念 が フ ァ ク ト リ ・オ

ー ト メ ー シ ョ ン(FA;FactoryAutomation}で あ る
。FAは 第5章 で 取 り 上 げ

た 「生 産 の オ ー ト メ ー シ ョ ン 」 と 同 一 の 概 念 を 持 つ 用 語 と 考 え て よ い 。

FAは 図2-4-14に 示 す よ う な 概 念 を も つ 。 す な わ ち,FAは 受 注 か ら設 計,

製 造,検 査,出 荷 まで を最新 の情 報処 理 お よび メ カ トロニ クス技 術 を駆 使 し'

フ レ キ シ ブ ル な 生 産 を 指 向 し た 工 場 一 貫 自動 化 シ ス テ ム で あ る 。 具 体 的 に はC

AD/CAM(ComputerAidedDesign/ComputerAidedManufacturing),数 値

制 御(NC:NumericalControl},工 作 機 械,産 業 用 ロ ボ ッ ト,自 動 搬 送 装 置 な

ど を 組 み 合 わ せ て 工 場 全 体 を 無 人 化 す る こ と を 目 指 し て い る 。

主 要 な コ ン ポ ー ネ ン ト と して 以 下 の よ う な も の が あ る 。
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①CAE(ComputerAidedEngineering)

後 述 のCADで 作 成 し た モ デ ル を コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て ,強 度,騒 音,振

動 な ど を詳 細 に検 討 し,そ の デ ー タを も とにモ デ ル を修正 す る シス テ ム で

あ る。 新製 品開 発 の ときに何 回 も試 作 品 を作 成 しな くて も良 くな る ので 開

発 期間短 縮 に効 果 があ る 。 こ の特 徴 を理解 させ る。

②CAD/CAM>.

次 の6.2で 説 明す る。

③CAT(ComputerAidedTesting)

コン ピュー タに よる製 品 検査 シス テ ムの こ とで あ る
。製 品 の寸 法,性 能

な どを 測定 す る機器 に コ ン ピュー タ を接 続 して,自 動 検 査 す る。 この検 査

結 果 に よっ て得 られ た振 動,騒 音,強 度 な どの測 定 デ ー タを設 計 部 門 に戻

して,CADの 改 善 を図 り最 適 な製 品に近 付 け てい くよ うな生 産 シス テ ム の

実現 が望 まれ てい る。CAD/CAMシ ステ ム と連結 して生 産 工場 全体 の コ

ン ピュ ータ制 御 が将 来 の課 題 で あ る。

④CAR(ComputerAidedRetrieval)

コ ン ピュ ー タ を使 用 して情報 の検 索 をす る シス テム で あ る
。 マ イ ク ロ ・

フ イル ムに入 った情 報 の検 索 シス テ ム が主 体 で あ るが ,光 デ ィス ク,ウ ル

トラ'マ イ方 ・フ
,イル ムな ど の大 霜 記録 装 置 が普 及 しつ つ あ り,今 後

の発 展 が 期待 され て い る。

'
CAE

CAD

CAM

CAT

経営/

生産計画

斜材・

力

品

」

部

メ

プ ロセス

制 御

図2-4-14FAの 概 念
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62CAD/CAM

CAD/CAMに 関連 して以 下 の各項 目の概念 を理 解 させ る。

①CAD(コ ン ピュ ー タに よる設 計}

コ ン ピ ュー タ に記 憶 させ てあ る設 計 情報 をグ ラ フ ィ ック ・'ディス プ レイ

装 置 に 出 して,画 面 を見 な が ら設 計す る方 法 で あ る。 従来 の手 作 業 の設 計

に 比較 して4分 の1か ら10分 の1程 度 時 間 で設 計 で きる。CAD関 連 で は

以 下 の用 語 を理 解 させ る。

ア}2次 元 処 理CAD

イ13次 元処 理CAD

ウ}グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイ装置

工}自 動製 図機(プ ロ ツダ}

②CAM(コ ン ピュ ー タに よ る製 造l

CADで 作成 した 設 計 図 の デ ー タを もとにNC工 作機 械(③ 参 照}や 組 み

立 て装 置 の制 御 用 テ ー プ を作 成 し,こ れ らの装 置 を運 転 す る。

③NC工 作機 械(NumericalControl-typemachinetools)

NC装 置 付 き工 作機 械 あ るい はNCマ シン ともいわ れ ,以 下 の 部 分か ら

成 り立 って い る こ とを説 明す る。

ア}NCテ ー プ(プ ログ ラ ム化 され て い る11-t

イ1指 令 機(CNC装 置;ComputerizedN皿iericalControl}

ウ}NC旋 盤

工).MC(MachiningCenter[

④NC自 動 プ ログ ラ ミ ング装 置

⑤NCロ ボ ソ ト(Numerica1Controlrobot)

63フ レキ シ ブル 生 産 シス テ ム(FMS;FlexibleManufacturingSystem)

(1)FMSの 構 成 要 素

多品 種 少量 生 産 と工程 の無 人 化 の 両立 を目指す シス テ ム で ある。 構成 要

素 と して次 の よ うな も のが あ る。
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①NC工 作 機 械(NC旋 盤(前 出1な ど}

② 産 業 用 ロ ボ ッ ト(NCロ ボ ッ ト}

③ 自 動 搬 送 シ ス テ ム

④ 自 動 化 立 体 倉 庫 シ ス テ ム(automaticstackbuilding)

ア)自 動 ピ ッ キ ン グ(automaticpicking)

イ)パL/ッ ト ・ ラ ッ ク(palletrack)

⑤ 自 動 保 守 ・点 検 シ ス テ ム

⑥ コ ン ピ ュ ー タ 中 央 管 理 シ ス テ ム

(2)類 似 の 概 念

類 似 の 概 念 と し て 以 下 の よ う な も の が あ る 。

①FMC(FrexibleManufacturingCell)

特 に 中 小 企 業 と の 関 連 を 考 え る 。

②IMS(lntegretgdManufacturingSystems)

③CIM(ComputerIntegratedManufacturingl

64コ ン ピ ュー タ ・グ ラフ ィ ック(CG)

コ ン ピ ュー タ を利 用 し て作 成,処 理 した画 像,あ る い は,画 像 を作 成す る一

連 の作業 をコ ン ピュー タ ・グ ラ フ ィ ック(CG:ComputerGraphics}と 呼 ん で

い る。

イ メー ジ的 な情 報 を処 理 す る こ とか らイ メ ー ジ ・プ ロセ ッシン グ ともい う。

① 処理対 象 とな る情 報

像,形,画 像,映 像

② 主 要 技術

ア1ア ナ ログ 情 報 の デ ジタ ル情 報 化

ア ナ ロ グ情 報 を微細 な点 の 集 ま り と見 て,デ ジ タル 化す る。

イ}グ ラフ ィ ッ ク ・デ ィス プ レイ

③ 関連 事項

ア}コ ン ピ ュー タ ・ア ニ メ ー シ ョン
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引 天気予報,宇 宙探 査 などにおけ る画像処理 の応用

65CAl/CMI

(1)CAI(ComputerAided(Assisted)Instruction)の 構 成 要 素

コン ピ ュー タを利 用 して 多数 の入 を,個 人 の適性 や理 解 度 に応 じて教 育

す る シス テ ムで あ り,以 下 に示 す 構成 要 素 か ら成 り立 って い る。

① コ ン ピュー タ

② 学 生 用 の 端末 機(テ ィーチ ング ・マ シン)

③ コ ース ウェ ア(course-ware)

④ 情 報 プ アイル

ア}学 習 者の 学歴,特 性 な ど

イ1学 習 者 の学 習 成 果 の解 析,学 習の 履 歴

(2)CAIの 種 類

CAIに は,お お よそ 以 下 に示 す よ うな種 類 が あ る。

① 個 人k・ よび小 集 団学 習 指導(CAIの 主 流 川

ア}誘 導 的 学習(コ ン ピュー タ側 主 導 の学 習}

〔演 習形 〕

反 復 演 習 を させ な が ら技 能 訓練 を した り,知 識 を定 着 させ る。

イ}学 習 者主 体 的 学 習(学 習 者 が主 体 的 に学 習)

〔問 題解 決 形 〕

課題 に対 して ヒ ン トや 資料 を 要求 しな が ら問題 解 決 を して い く。

〔質 問形 〕

情報 検 索す る こ とに よって 知 識 や原理 を学 習す る方 式 。

〔シ ミュ レー シ ョン形 〕

事 象 を グラ フや 図表 化 して,関 係 す る要 因 を変えなが ら学習す る方 式。

〔ゲ ー ム形 〕

ゲー ムを しな が ら知 らず 知 らず の うち に,計 算 や 能 力 を伸 ばす 方 式。

② 一 斉学 習 指 導 のた め の 応 用
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①

②

③

ω

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

OHP,ビ デ オ,ビ デ オ ・デ ィス ク,AV機 器 と同様 に マ イ コ ン を道 具

と して 使 用 す る方 法 。

③ 学 習 指 導 のた め の条 件 整 備 のた め の応 用

デ ー タ ベー ス の活 用(指 導 目標,内 容,教 材,生 徒 の特 徴,評 価 問 題,

成 績 な ど の デ ー タの 蓄積,検 索}

④ 教 育 研 究 デ ー タ収 集 ・処 理 の た め の活 用

ア)授 業 分 析

イ)デ ー タ収 集 ・処 理

学 級 ・学 校 運 営(CMIComputerManagedInstruction)

学 習 過 程 に応 じた 評価

評 価 結 果 に よる教 材 の選択 デ ー タの提供

関連 の教 育 機 材 の概 要

ス ラ イ ド映 写 機

オ ー バ ヘ ッ ド投 映 器(OHP:Over-HeadProjector}

テ ー プ ・ レ コ ー ダ

映 写 機(16nvn,8ntm}

語 学 演 習 装 置(LL:LearningLaboratory)

シ ー ト式 磁 気 録 音 器(シ ン ク ロ フ ァ ッ ク ス}

訓 練 用 模 擬 装 置(シ ミ ュ レ ー タ1

6.6人 工 知 能(Al)と エ キス パ ー ト ・シス テ ム

(1)人 工 知能(AI:ArtificialIntelligence)

人 工 知 能 に 関連 して,次 の 各項 目の概 要 を理 解 させ る。

① 人 工知 能 の特性

ア}推 論,連 想,学 習 な どの機 能 の概 要

イ}現 在 の コ ン ピュー タ との設 計思 想 の相 異 点

② 人 工知 能 の用途

ア}.自 動翻 訳
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イ}問 い 合 わ せ シ ス テ ム

ウ1エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム

エ}ICAI(IntelligenceCAI}

③ 関 連 事 項

ア}第5世 代 コ ン ピ ュ ー タ 開 発

イ}AI言 語

LISP

PROLOG

(2)エ キ ス パLト ・シス テ ム(exepertsystem)

専 門家以 外 の 知識 が 推 論 方 法 を コ ン ピュー タに移 しか え,専 門 家以 外 で も

こう した 知 識 を利 用 で きる よ うに した もの で あ る こ と を理 解 させ る
。

① 推論 の方 法 の 解説

「 も し× ×な ら,多 分 ○ ○ で あ ろ う 」とい うデ ー タの ネ ッ ト'ワー ク 化

と 確 率 に よ る 解 の 導 き 出 し。.

② 構 築 ツ ー ル

OPS5

KEE

ART

BRAINS

ZEUS

(3)AI用 ハ ー ド ウ エ ア

①AI専 用 機

② 汎 用 ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン

③ ミ ニ ・ コ ン ピ ュ ー タ

④ 汎 用 大 形 コ ン ピ ュ ー タ

⑤ パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ
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指導上の留意 点

この章 では,い くつ か の情 報 処 理 シス テ ム を学 習 の対 象 に して い る が,学 習

の範 囲 が広 い の で,あ ま り細 部 に立 ち入 らず に,各 シス テ ム の本 質 を説 明す る。

しか し,こ の章 で取 り上 げ た例 は 多方 面 に わ た る コン ピュー タ利 用分 野 の ご く

一部 に過 ぎない こ と も理 解 させ る。

多方 面 にわ た る コ ン ピ ュー タの 利 用 分野 を学 習す る ことに よ り,コ ン ピュ ー

タに対 す る関心 を更 に強 くもた せ る。 同 時 に,情 報 処理 技 術 者 と して の 自覚 を

持 たせ る。
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第1部 プログラム流れ図の作成

教 育 の 目 標

情 報処 理 技 術者 が,プ ログ ラム を作 成 す るに 当 って は,処 理 す べ き問題 の論

理(ロ ジ ック)を 正 し くか つ適 切 に組 み立 て る能 力が 不可 欠 で あ る。 個 々の プ

ログ ラム言語 にい か に精通 して い て も.論 理 の組 み 立 て能 力が 欠 如 して い たの

で は,プ ログ ラ ミ.ング能 力が あ る とは い え ない。 そ こで,当 部 で は プ ロ グ ラム

論 理 を正 し くかつ 適切 に構 築 す る こ との で きる能 力の養 成 を主 眼 とす る。 単 に

プ ログ ラム論 理 が正 しい だ け では な く.わ か りやす く構造 化 した 論 理 の組 み立

てが で きる能 力 を養 う。

.プ ログ ラム論 理 の 作成 に は,今 で もプ ログ ラム流れ 図 が広 く用 い られ て い る

の で,当 部 で も プ ログ ラ ム流れ 図 を用 いた論 理 の組 立 て技 法 を教 え る。

内容のあらまし

流れ 図の基本概念

流れ図の特徴 と基本形

流れ図の種類

プ ログラム流れ図の主要 な記号 と用法

最 も基本的 な論理 の流 れ図

3つ の基本形 とそ の応用

3つ の基本形の整理

直線形の応 用

選択形 の応 用

反復形の応用
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ト
内'容`

時 間 数

講 義 演 習

フ ァイル 処 理 の基 本 技法

フ ァ イル 処 理 の 特性

単 数 フ ァイル処 理 の プ ログ ラム流 れ 図

'6
8

構 造 化 した プ ログ ラム論 理 の 作成 技 法

プ ログ ラ ム論 理 の構 造 化 の 必要 性,

構 造 化 プ ログ ラ ミングの規 則 の適 用

5 8

複数 フ ァイ ル処 理 の技 法

突 合 せ 形 フ ァイ ル 処理 の基 本 的 な ポ イ ン ト

フ ァイル の併 合 処 理

フ ァイノkの 突 合 せ 処 理

フ ァイル の 更 新 処 理

フ ァイル の 維 持 保 守 の プ ログ ラム論 理

8 12

表操作 と内部 分類の技法

'
表⑳構造 と表 要素の参照法

表探 索の各種技 法

'内 部 分類 の技 法 とプログラム論理

7 11.

科学技術計算 のための流れ図技法

基本 的パ ター ン

方程式の数値解法1

数値積分

行列演算 と統計計算

6 9

合 計 37時 間 53時 間
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第1部 プ ロ グラム流 れ図 の作成

第1章 流れ図の基本概念

口
流 れ 図(フ ロー チ ャー ト),ア ル ゴ リズ ム,端 子 記 号,処 理 記 号,判 断記 号,

流 れ 線,直 線形(連 続 形),選 択 形(分 岐形),反 復 形(繰 返 し形),ル ー プ,

永 久 ル ープ,入 出 力記 号,シ ス テム 流 れ 図,プ ログ ラム流 れ 図,プ ログ ラム の

保 守,プ ログ ラム 文 書 化(プ ログ ラム ・ ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン),情 報 処 理 用

流 れ 図記 号,準 備 記 号,結 合 子,注 釈 記 号,サ ブ ル ー チ ン,副 プ ログ ラム,定

義 済 み 処 理 記 号,オ ンラ イ ン記 憶 記号,出 結 合子,入 結 合子,横 線 入 り記号,

明 細 印 刷,区 切 り カー ド(デ リミ タ ・カ ー ド),配 列 検査

日
この 章 を修 了 した時 点 で,学 習者 が 次 の事 柄 が で きる よ うに なるの を 目標 と

す る。

1.流 れ 図作 成 に さい して必 要 とな る主 要 な4つ の記 号 と,そ れ ら・を用 いて

作 成 す る こ との で きる3つ の 流れ 図の 基本 形 を指 摘 す る。

2.シ ス テ ム流れ 図 とプ ログ ラム 流れ 図 のそ れ ぞ れ の主 要 な特徴 と 目的 .te

よび概 括 流れ 図 と詳 細 流 れ 図の 差 を説 明す る。

3.JISで 規 定 して い る 「情 報 処 理 用流 れ 図 記号 」の 規 則 に した が って .

プ ログ ラ ム流 れ 図 の主 要 な記 号 の 適 切 な使 用 をす る と同 時 に,作 成 した プ

ログ ラム流 れ 図 の見 直 しをす る。 」、、

4.3で 修 得 した流 れ 図記 号 の 書 き方 とそ れぞ れ の 用 法 を生 か して ,基 本 的

な問 題 に 関 す る プ ログ ラム流 れ 図 を完 成す る。

一173一



第3編 実務能力

口
11流 れ図の特徴 と基本形

流れ 図は,私 達人間の行動過程や仕事 の流れ等 を分析 して整理 した り.そ

れ らを簡明に表現 して伝 達す るの に便利な表現技法の一種 である。 したが っ

て,コ ンピ ュータに よる情 報処理 の分野だけでな く.広 く一般の仕事 や 日常

生 活の 中の さまざまな事柄に も活用 で きる手法 である。そ こで,本 節では流

れ図に関 しては まった くの初 心者 を前 提に,で きるだけ 身近かで なじみ易い

題材 を もとに流れ 図の基本 的 な考 え方や 目標,一 般的特徴等 を把握 して もら

い,流 れ図に親 しみを持 って もらうように指導す ることが大切 である。卑近

な例示 に もとついて,以 下の内容 を説 明 し,把 握 させ る ことが肝要 で ある。

(1)流 れ図の 目的 と一般的特徴

(2)ア ル ゴ リズムと流れ図の関係

(3)流 れ 図を表現す るための基 本的な記号

① 端子記号

② 処理記号

③ 判断記号

④ 流れ線

以上4つ の主要な記号 を用いて,次 項の 「流れ図の基本形 」を説 明す

る。

(4)流 れ 図の基本形

① 直線形(連 続形)の 流れ図

② 分岐形(選 択形)の 流れ図

③ ルー プ形(反 復形 ない しは繰返 し形)の 流れ図

これ ら3つ の基本形 の説明にさい しては,い ずれ も卑近 な題材 を例示

に用いる こと。 この段階では,情 報処理分野の題材 にまで立 ち入 らない

方が よい。
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12流 れ図 の種 類

情 報 処理 の 分野 で用 い られ る流 れ 図 に は,大 別 して シス テ ム流れ 図 と プ ロ

グ ラ ム流れ 図 とが あ る。 また,そ れぞれに対応 して,概 括 流 れ 図 と詳 細 流れ 図

とが あ る。 こ こでは,各 々の流 れ 図 の特 徴 と使 用 目的 とを理 解 させ る。

簡 単 な共 通 例題 を1つ 用 意 し,ま ず 概 括 流れ 図 の レベル で それ に必 要 な シ

ス テ ム流 れ 図 を提 示 して,シ ス テ ム流れ 図の説 明 をす る。 そ の シス テ ム流 れ

図 の 中の1つ の ラ ンを概 括 プ ログ ラム流れ 図 に して,プ ログ ラ ム流れ 図 の説

明す る。 そ の あ と,両 者 の 詳細 流 れ 図 をそ れ ぞ れ概 括 流れ 図 に 対 比 して示 し,

概 括 流 れ 図 と詳細 流れ 図の 差 を把 握 させ る。 した が って,内 容 の展 開 順序 は

次 の よ うに す る。

(1)シ ステ ム流れ 図

① シス テ ム流れ 図 とは(例 示)

② シス テ ム流れ 図の 特 徴 と使 用 目的

③ シス テ ム流 れ 図か ら入手 で きる情報

(2)プ ログ ラム流れ 図

① プ ログ ラ ム流れ 図 とは(例 示)

② プ ログ ラ ム流 れ 図 の特 徴 と使 用 目的

③ ア ル ゴ リズ ム と プ ログ ラム流 れ 図

④ プ ログ ラ ム流 れ 図 作成 上 の要 点

(3)概 括 流 れ 図 と詳細 流 れ 図

① 概 括 シス テ ム流 れ 図 と詳細 シス テ ム流 れ 図(例 示)

② 概 括 プ ログ ラム流れ 図 と詳細 プ ログ ラム流 れ 図(例 示)

13プ ログ ラム 流 れ 図 の主 要 な記 号 と 用法

プ ログ ラム流 れ 図は,正 確 で 高品 質 の プ ログ ラム を作 成す る ため の手 段 で

ある と同時 に,そ の 内容 を関係 者 に理 解 して も ら う情 報 伝達 の手 段 で もあ る。

した が っ て,流 れ 図 で用 い る記 号 や書 き方 が,作 成 者 個 人 や組 織 部 門に よ っ

て ま ち まち で あ る と,円 滑 で正 しい情 報伝 達が で きな くな り.無 用 な混 乱 を
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引 き起 こ しか ね ない。 そ の た め,流 れ 図 作 成 に あた って の標 準 化 の 必 要性 が

生 じ,各 方 面 で検 討 が進 め られ て きた。 そ の結 果,わ が 国 で は,流 れ 図の 約

束 ご とが 日本 工業 規格(JIS)で 定 め られ て い る。 そ れ が.日 本 規 格 協 会 か

ら発表 され て い る 「情 報処 理 用 流れ 図記 号 」(C6270-1975)で あ る。

この規 定 は,次 の8つ の主 要 項 目で構 成 され て い る。

1.適 用 範 囲

2.用 法 の 一般 事 項

3.流 れ 図記号

4.流 れ 図 中 の 記述

5.結 合 子

6.横 線

7.2つ 以 上 の 出 口

8.同 種 類 の 媒 体 の 反復 表現

本 項 では,以 上 の 規 定 を前提 に して,プ ログ ラム流 れ 図 記号 の具 体 的 な用

法 と流れ 図作 成上 の 規 則 を指導 してほ しい。 た だ し,単 な る規 定の 解 説 を行

うの で は な く,具 体 的 な例 を中心 に どの よ うに適用 す べ きか を主 体 に説 明 を

展 開す る よ うに 配 慮 して ほ しい。

次 の 内容 の 順序 で 説 明す る。

(1)そ の 適 用範 囲 と用法 の一 般事 項

① 適 用 範 囲

② 用 法 の一 般 事項 流 れ の 方 向

③ 用法 の一 般 事項 流れ 線 の交 差

④ 用 法 の一 般 事項 流れ 線 の合 流

⑤ 用法 の一 般 事項 記号 の変 形 や 回転 の制 約

(2)主 要 な流 れ 図 記号 の 種類 と用途

① 流 れ 図記 号 の 分 類(処 理 関 係 記号,フ ァイル操 作 の 記 号,入 出 力関

係 の 記号,制 御 関係 の 記 号,そ の他)

② プ ログ ラ ム流 れ 図 用 の 基 本 的 な記号 とそ の 用法(端 子 記号,入 出 力
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記号.処 理記号,流 れ線,準 備記号,判 断記号,結 合子記号.注 釈記

号)

③ 定義済み処理記号 と特定入出力記号

(3)流 れ図作成上のその他の規則

① 流れ図中の記述(本 文,識 別名.説 明)

② 結合子(出 結合子,入 結合子,結 合)

③ 横 線

④2つ 以上の出 口

⑤ 同種類の媒体 の反復表現

(4)作 成 したプ ログ ラムの見直 し

① 良い プ ログ ラム流れ図の条件

② 共通処理が存在す る場合の改良

③ サ ブルーチ ン化に よる改良

14最 も基本 的 な 論 理 の 流 れ図

本 節 で は,前 節 で学 ん だ プ ログ ラ ム流れ 図の 記号 とその 用 途 に もとつ いて ,

ご く基 本 的 な例題 を も とに.問 題 を分析 して プ ログ ラムの 論 理 を アル ゴ リズ

ム と して組 み立 て,プ ロ グ ラ ム流 れ 図 で表 現す る技 法 を解 説 す る。 単 に流 れ

図作 成 の技 法 を説 明 す るだ け で は な く,そ れ と命令 文 との 関係 や コ ン ピ ュー

タでの 作 動 の仕 方 との 関連 に つ い て も理 解 して も らう よ う配 慮 す る。

(1)カ ー ド内容 の 印刷

① カー ド内容 の 印刷 の プ ログ ラム流 れ 図

② コ ンピ ュー タの 基 本 動 作 との 関連 づ け

(2)明 細 印刷

① 明細 印刷 の プ ログ ラム流 れ 図

② コ ン ピ ュー タの基 本 動作 との 関 連 づけ

(3)最 終 レコ ー ドの判 定 方法

① 最 終 レコ ー ド判 定 を含 ん だ プ ログ ラム流 れ 図
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(4)入 力 レ コー ドの チ ェ ック(コ ー ド ・テ ス ト他)

① 入 力 レ コー ド ・チ ェ ック を含ん だ プ ログ ラム流 れ 図

② 基 本 動作 との関 連 づ け

(5)配 列検 査

① 配 列 検 査 を含ん だ プ ログ ラ ム流 れ 図

② 基 本 動 作 との 関連 づ け

指導上の留意点

この章 は.流 れ 図に 関 しては 知識 を持 ち合 わ せ て い な い初 心 者 を念 頭 に した

もの で あ る。 したが って,極 め て初 歩的 な事 柄 も教 授 内 容 に含 め て あ る。 それ

に,で きる だけ 身近 か な例 題 を もとに,分 りやす く説 明す る よ うに要求 して い

る。 この 章 を通 じて,学 習者 に プ ログ ラ ム流 れ 図 を身 近 か な もの と して な じま

せ,親 しみ を覚 え させ る こ とが 大事 で あ る。 また,プ ログ ラム流れ 図の 適切 な

記 号 の使 い方 と正 しい 書 き方 を覚 え させ る こ と も大 切 で あ る。 この意 味 か らす

ると,す でに流れ 図にある程度 な じみのある学習者に対 して も適切な記号の使

用法や正 しい流れ 図の書 き方 を徹底 し,再 教育す るこ とには意義がある。

学習者 の レベル差が多分 にあると思われ るので発 問を多用 しなが ら,全 員を

上手に巻 き込 む よ うに工夫す ること。すでに経験 や知識の所 有者 にはそれ らを

体系化す る ように仕 向ること。初心者に は興味 ・関心 をいだかせ るように配慮

す ること。各節の終 りでは,簡 単な 「練 習問題 」をや らせて,知 識の定着 をは

か るようにすべ きである。
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第2章3つ の基本形 とその応用

己 語

流 れ図 の基 本 的パ タ ー ン(基 本形),lFTHENELSE形,lFTHEN

形 ・DOWHILE形,REPEATUNTIL形,多 分 岐 形,CASE形,条 件

式,論 理 式,複 合 条件,論 理 和,論 理 積,OR条 件(論 理 和 条 件),AND条

件(論 理 積 条 件),NOT条 件(否 定 条件),カ ウ ン タ,初 期 値,増 加値(増

分 値),制 御 変数,入 れ 子

目 標

この章 を修 了 した時点 で.学 習者が流れ図の3つ の基本形 に関連 して,次 の

事柄 が で きる よ うに なるの を 目標 とす る。

1.プ ログ ラム流 れ図 作 成 に あた って の3つ の 基 本 形 を指 摘 し,そ れぞ れ の

使 用 上 の 主 要 な特 徴 を説 明す る。

2.プ ログ ラ ムの 逐 次制 御 を生 か した 直線 形 の 適 用 ,選 択 形 の 中 のIF

THENELSE形 とIFTHEN形 の使 い 分 け,お よび複合 条件 を駆 使 した

選 択条 件 の 指定 をす る。

3・DOWHILE形 とREDEATUNTIL形 の 反 復,さ らに カ ウ ンタ を用 い

た 反復 制 御 の それ ぞ れ の適 切 な使 い 分け をす る。

4.与 え られ た 問題 に対 して,直 線 形 ,選 択形,反 復形 の3つ の基 本形 を適

用 して,そ れぞ れの 問 題 に最 適 な プ ログ ラ ム流 れ 図を完 成 す る。

内 容

213つ の 基本 形 の 整 理

プ ログ ラム流 れ 図 を構 成 す る基 本 的パ ター ンは ,直 線形(連 続 形),選 択

形(分 岐 形)k・ よび反 復 形(繰 返 し形)の3つ の標 準 形 に大 別 す る こ とが で
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き る。 これ ら3つ の基 本 形 の 組合 せ だけ で プ ログ ラム流 れ 図全体 を完 成 して

も らうこ とに な じん で も ら うの が,こ の章 の最 大 の ね らい であ る。 したが っ

て,単 に 標 準形 の パ ター ンを提 示 す る だ け で な く,で きる だけ豊 富 な例 題 と

練 習問 題 を 中心 に 応 用 力 を養 わ せ る よ う配 慮 す る こ とが重 要 に な る。 ただ し.

本 節 では,ま ず3つ の基 本 的 パ ター ン を整 理 し,そ れぞ れ の使 用上 の主 要 な

特 徴 を理 解 させ る。

(1)直 線 形(連 続形)

(2)選 択 形(分 岐形)

①IFTHEN肌SE形

②IFTHEN形

(3)反 復 形(繰 返 し形)

①DOWHILE形

②REPEATUNTIL形

22直 線 形 の 応 用

直線形は,プ ログ ラムの実行順序 の原 則である逐次制御方式に最 もふ さわ

しいパ ターンである。一方,選 択形 と反 復形 は プログ ラムの実行の制御の流

れ を変更す ることに よって実現 できる。 そ こで,本 節では直線型 の応 用に先

立 って,プ ログラムの逐次制御 と制御 の流れ の変更について解説す る。 その

あ とで,直 線形 の応用について把握 させ る。・応用 に関 しては,い くつかの例

題 を中心に説明 し,最 後 に知識の定着 と要約のために練 習問題 を与え る。

(1)逐 次制御 と制御の流れの変更

① プ ログラム記憶方式 と逐次制 御

② 制御の流れの変更(飛 び越 し命 令,無 条件飛び越 し命令.条 件付 き

飛び越 し命 令)

(2)直 線 形の応用

① 例題1一 四則演算の例

② 例題2一 デ ータの代入(記 憶 内容の置換 え)
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③ 例 題3一 数 字 デ ー タの合 計

(3)練 習 問題

23選 択 形 の 応 用

選 択 形 に は・IFTHENELSE形 とIFTHEN形 ,お よび 多 分岐 の 選択

が行 え るCASE形 が あ る。 それ ぞれ にふ さわ しい例題 に もとつ いて 説 明 を行

い,使 い 分け が で きる ようにす る。 また,複 数 個 の条 件 の組 合 せ で選択 判 断

を行 う場合 の 複 合条 件 の 指示 の仕 方 に つい て も,例 題 を通 じて学 習 させ る。

(1)IFTHENELSE形

① 例題1一 数 字 デ ー タの合 計

② 例 題2一 比較 判 断 に もとつ いた選 択

(2)IFTI{EN形

① 例 題1一 比較 判 断 に もとつ い た選 択'

② 例題2一 最 大 値 と最 小 値

(3)多 分岐 形(CASE形)

① 例 題1一 種 別 コ ー ドの判 定 に よる選択

② 例 題2一 演算 結 果 の数 値 に もとつ く選 択

(4)複 合条 件 に も とつ い た選 択'-1

① 複合 条 件 の 種 類(OR条 件,AND条 件,NOT条 件)

② 例 題1一 入 力情報 の組 合 せ に よる判断

③ 例 題2一 入 力情 報 と演 算 結 果 の数値 との 組 合せ に よる 選択

(5)練 習 問題

24反 復 形 の 応 用

反 復形 に は'DOWHILE形 とREPEATUNTIL形 とが あ る。 また ,

REPEATUNTIL形 の 追 加 パ タ ー ン と して ,カ ウン タを用 いた 反 復 制御 の

た め のDO型 が あ る。 そ れ ぞ れ に つ い て,こ こ で も例 題 中心 に説 明 を進 め る。

(1)DOWHILE形
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① プ ログ ラ ム流 れ 図 の基 本 的 な構 造

② 例 題1一 生 徒 の 平 均 身長

③ 例 題2一 自然 数 の 総 和

(2)REPEATUNTIL形

① プ ログ ラ ム流 れ 図の 基 本 的 な構 造

② 例 題2一 自然数 の 印刷

③ 例 題3一 平 方 根 の 計算

(3)カ ウン タを用 い た 反 復制 御 の パ ター ン

① 反 復 制 御 用 の カウ ン タの使 い 方(初 期 値 の セ ッ ト,反 復 処 理,増 加

値 の セ ッ ト,反 復 条 件 の 判定)

② 例 題 一総 和 の計 算

(4)練 習 問題

25総 合 演 習

この章で学んだ知識 を整理 し,3つ の基 本形 を組み合せた総 合的 な適用力

ない しは応用力 をつけるため に,総 合演習 を行 う。

指導上の留意 点

この 段 階 で は,構 造 化 プ ログ ラ ミyJ「(structuredprogra㎜ing)を 意

識 させ な い方 が よい 。 とい うよ りも,む しろ意 識 させ るべ きで は な い。 どん な

問題 で あ って も,基 本 的 な3つ の パ ター ンの 組 み合 せ で 対 応 で きる こ とを徹 底

して教 え込 む べ きで あ る。

単 に 理 屈 と して 納 得 させ るの では な く,3つ の基 本 形 だ け を用 い て どん な問

題 に対 して も自然 に手 が 動 くよ うに 仕 向 け る こ とで ある。 その た め に は,豊 富

な具 体 例 に もとつ い て 説 明 し,各 館 ご との練 習問 題 でそ れ ぞ れ の基 本形 の適 用

力 をつ け,さ らに 章 末 で総 合 的 な演 習 問題 を与 え て,3つ の基 本 形 を組 み合 せ

て流れ 図 を完 成 す る能 力 をつ け る よ う指 導 して欲 しい。
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第3章 フ ァイル処理 の基本技法

、用 語

媒体変換,分 類,組 合也 突合せ,フ ァイル処理,デ ータ ・ファイル,フ ァイル,フ ィ

ール ド(項 目 ,欄),サ ブ フ ィール ド(副 項 目),論 理 レ コー ド,物 理 レ コー

ド,ブ ロ ッ ク化 レ コー ド,ブ ロッ ク化,ブ ロ ッ ク 化 係 数,非 ブ ロ ック化,デ

ー タベ ー ス,保 存 フ ァイ ル,一 時 フ ァイ ル,作 業 用 フ ァイ ル(ワ ー ク ・フ ァイ

ル),マ ス タ ・ファイ ル(基 本 フ ァイ ル,親 フ ァイル,主 フ ァイ ル,台 帳 フ ァ

イル,'ト ラ ンザ クシ ョン ・フ ァイ ル(変 動 フ ァイ ル,発 生 フ ァイル,取 引 フ ァ

イル),マ ス タ ・レ コー ド,ト ラ ンザ ク シ ョン ・レ コー ド,キ ー,キ ー項 目(

キ ー ・フ ィール ド),順 処 理 フ ァイ ル(シ ー ケ ン シ ャ ル ・フ ァ イル),順 処

理(シ ー ケ ン シ ャル 処 理,順 次 処 理),乱 処 理 ファ イル(ラ ンダ ム ・フ ァイ

ル),乱 処 理(ラ ンダ ム処 理,直 接 ア クセ ス処 理),入 出 力 媒体 変 換,分 類 プ

ログ ラム,昇 順(正 順),降 順(逆 順),フ ァイ ルの 生 成,フ ァイ ル の組 合 せ

分 類/併 合 プ ログ ラム(分 類/組 合 せ プ ログ ラム),フ ァイ ル の更 新,フ ァイ

ルの入 出力媒体変換,シ ス テム 検 査(シ ス テム ・チ ェッ ク),限 界 検 査(範 囲 チ

ェ ック),コ ー ド検 査,妥 当性 検 査,け た ず れ検 査,検 査 数字 検 査(チ ェ ッ ク

・デ ィジッ ト検 査)
,ハ ッシ ュ ・ トー タ ル検 査(合 計検 査),順 序検 査(配 列 検

査),使 用文 字検 査,改 ペ ー ジ 制御,様 式 制 御(フ ォー マ ッ ト制御),プ ログ

ラ ム ・ス イッ チ,グ ルー プ 制 御(グ ル ープ ・コン トロー ル),制 御 項 目(コ ン

トロー ル 項 目),制 御 グ ル ー プ(コ ン トロー ル ・グ ル ープ)

目 標

この章 を修 了 した時 点 で,学 習者 が フ ァイル と流 れ 図 に関連 した 次 の事 柄 が

で きる よ うに な る こ とを 目標 とす る。

1.事 務 処 理 分野 での デ ー タ処理 での デ ー タ処理 の 基本 的 な内容 と主 要 な処

理 パ ター ン を説 明す る。

2.フ ァイ ル を構 成 す る 諸 要 素 を列 挙 し,ま た主 要 な フ ァイル の 種 類 とそ の
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用 途 を 説 明す る。

3.フ ァイ ル処 理 の 主 要 な作 業 内容 を説 明 し,フ ァイル 処理 プ ログ ラ ムの 基

本 構 造 を流 れ 図 に ま とめ る。

4.次 の 処 理 内容 を含ん だ単 数 入 力 フ ァイ ル を処 理 す る た めの プ ログ ラム流

れ 図 を作 成 す る。

(1)入 力 レコ ー ドの検 査

(2)明 細 印 刷 と改 ペ ー ジ制 御

(3)酉 己　U検 査

(4)単 一 レベ ル の グル ー プ制 御

(5)多 重 レベル の グル ー プ制御 と合計 印刷

内 容

31フ ァイ ル処 理 の 特性

当 章 は.入 力 フ ァ イル を一 種 類 に限 定 した場 合 の フ ァイル処 理 の 基 本 的 な

論 理 の組 立 て とそ れ を応 用 した具 体 的 な プ ログ ラム流 れ 図の 作成 技 法 を修得

させ る のが 主 眼 で あ る。 しか し,上 記 の ね らい に 専念 させ るため には,フ ァ

イ ル処 理 の 流れ 図 の説 明に先 立 っ て,フ ァイル の 構成 要 素 や種 類,フ ァイル

処 理 の考 え方 やそ の基 本 的 内 容,あ るい は フ ァイル処 理 の プ ログ ラム論 理 の

基 本 的 な構 造 な どを理 解 させ て お く必 要 が あ る。 そ うす る こ とに よって,次

節 の フ ァイ ル処 理 の プ ログ ラム流 れ 図 を学 習 す る段 階 では,フ ァイル に 関す

る余 計 な こ とに 気 を まわ す必 要 が な くな り,流 れ 図の 作 成 とい う中心課 題 に

だ け 注 意 を集 中す る こ とがで きる よ うに な る。 フ ァイル とフ ァイル 処 理 の基

本 概 念 を把 握 させ る ため に,以 下 の 内容 順 序 で 説 明す る。

(1)事 務 分 野 で の基 本 的 な デ ー タ処 理

① デ ー タ処 理 の基 本的 要 素 とそ の 内 容(デ ー タの 発生.デ ー タの 記録,

デ ー タの 処 理,報 告書 の作 成,デ ー タの 保管)

② 事 務 処 理 の パ タ ー ン(報 告書 の 作 成 事 務,帳 簿 の 内容 更 新 事 務)

③ 事 務 処 理 の性格 と コン ピ ュー タ処 理 の 特徴
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(2)フ ァイ ル処理 の概 念 と基 本 的 内容

① フ ァイル の基 本構 成(け た,バ イ ト,サ ブ フ ィー ル ド,副 項 目,フ

ィー ル ド,項 目ま た は欄,レ コー ド,論 理 レ コ ー ド,物 理 レ コ ー ド,

ブ ロ ック化 レコー ド,ブ ロッ ク化 係数,デ ー タベ ー ス)

② フ ァイル の種 類(入 出 力別 フ ァイル,機 能別 フ ァイル,使 用 目的 別

フ ァイル,記 録 媒体 別 ファイ ル,処 理 方 式別 フ ァイル)

③ マ ス タ ・フ ァイ ル と トラ ンザ ク シ ョン ・フ ァイル の 関係

④ 順 処理 フ ァイル と乱 処理 フ ァイル

⑤ フ ァイル処 理 の基 本 的 内容(フ ァイル の入 力媒 体 変 換,フ ァ イルの

分 類,フ ァイル の生 成,フ ァイル の組 合せ,フ ァイ ルの 更新,フ ァイ

ル の 出力 媒体 変 換)

⑥ フ ァイル処 理 プ ログ ラムの 基 本構 造(処 理 の 前準 備,処 理 の本 体,

処 理 の 後始 末)

32単 数 フ ァイ ル処 理 の プ ログ ラム 流 れ図.

本 節 は,前 章 で修 得 した プ ログ ラム流 れ図作 成 上 の 基 本 的 な パ ター ンと技

法 と を応 用 して,事 務 処 理 分野 の 実 務 的 問題 の プ ログ ラム流 れ 図 を組 み 上げ

る 力 をつ け て もら う。 一 見複 雑 そ うに 見え る問題 で あ って も,そ の ほ とん ど

が,前 章 で説 明 した3つ の基 本 形 の 組合 せ で プ ログ ラム流れ 図 を完 成 す る こ

とが で きる。 この こ と を,本 節 を通 じて 身 を もって体 験 させ る こ と であ る。

本 節 で は,1種 類 の 入 力 フ ァイル に も とつ いて処 理 を行 う典 型 的 な フ ァイ

ル の基 本 的 な論 理 と,そ れ を応 用 した具 体 的 な プ ログ ラム流 れ 図 の作 成 技 法

を例 題 中心 に解 説 し,最 後 に総 合 的 な練 習問 題 で知 識 を整 理 し,応 用 力へ と

高 めて も ら う。

(1)フ ァイル の入 力媒 体 変 換 と入 力 レ コー ドの検 査

① フ デイル の入 力媒 体 変 換 の論 理(入 力媒体 変 換 の例 題 説 明.概 括 プ

ログ ラ ム流れ 図,詳 細 プ ログ ラ.ム流 れ 図)

② 入 力 レコー ドの 検 査 の論理(入 力 デ ー タの検 査 の 種 類 とそ の概 略,
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入 力 デ ー タの検 査 論 理 の組 込 み,入 力 デ ー タの検 査 を伴 った 例題)

(2)明 細 印刷 と改 ペ ー ジ制 御

① 明細 印刷 の論 理(明 細 印刷 の プ ログ ラム論 理 の 基 本構 造,明 細 印刷

の例 題 説 明,詳 細 プ ログ ラム流 れ 図)

② 改 ペ ー ジ制 御 の 論 理 の組 込 み(改 ペ ー ジ制 御 を組 み込 ん だ プ ログ ラ

ム論 理 の基 本 構 造,明 細 印 刷 に改 ペ ー ジ制 御 を組 み込 ん だ例 題,記 憶

域 の設 定 と改 ペ ー ジ制 御 の プ ログ ラ ム論 理,サ ブ ル ーチ ン を用 い た詳

細 プ ログ ラム流 れ 図,同 一 の改 ペ ー ジ制御 を共 用 した詳 細 プ ログ ラ ム

流 れ 図)

(3)配 列 検 査 と グル ー プ制 御

① 配 列 検 査 の 論 理(レ コー ドの配 列 順 序,配 列検 査 の基 本 論理.配 列

検査 を含ん だ プ ログ ラム論 理 の基 本 構 造.配 列 誤 りの処 理 方法)

② グル ー プ制御 の論 理(グ ル ー プ制 御 の 考 え方,グ ル ー プ制御 を含 ん

だ プ ログ ラム論理 の 基本 的構 造,グ ル ー プ制御 の例 題 説 明,概 括 プ ロ

グ ラ ム流 れ 図,詳 細 プ ログ ラ ム流れ 図)

(4)合 計 処 理 と報 告書 作 成

① 明細 印刷 と グル ー プ合計 印刷

② グル ー プ合 計 印刷 の 例題 と詳 細 プ ログ ラム流 れ 図

③ 多重 レベ ル の グル ー プ制 御 の論 理(多 重 グル ー プ制 御 の 考 え 方.多

重 グル ー プ制 御 を含 ん だ プ ログ ラム論 理の 基 本 的構 造,多 重 グル ー フ

制 御の 例 題 説 明,詳 細 プ ログ ラ ム流 れ 図)

(5)総 合 練 習 問 題

指導上の留 意点、

第1節 の 「フ ァイル 処理 の特 性 」に 関 して は,余 り深 入 りす る必 要 は な い。

当章 の 後半 や 第5章 の 「複 数 フ ァ イル処 理 の 技 法 」の 中 で 取扱 う例 題 を解 釈す

る上 で支障が生 じない盤 の フ・イル幽 す る基礎 知識 を修得 させ亘 けば よ

い 。 フ ァイ ルの 詳 細 に 関 して は,第 三 編 第4部 「フ ァイル 」で説 明す る。
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第2節 の 「単数 フ ァイル 処 理 の プ ログ ラム流れ 図 」で は,流 れ 図 の3つ の基

本 形が どの 場 合 に も適 用 で きる こ とを納 得 させ,そ れ らが 駆使 で きる よ うに仕

向け る必要 が あ る。
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第4章 構造 化 したプ ログラム論 理 の作成 技法

用 語

モ ジ ュール,モ ジ ュー ル 分割,モ ジ ュ ール の独 立性,機 能 の 階 層 構 造化,ス

トラ クチ ャー ド ・プ ログ ラ ミング,ス トラ クチ ャ ー ド・コーデ ィング,適 正 プ

ログ ラム,基 本 構 造 単位,拡 張構 造 単 位

目 標

この章 を修 了 した 時点 で,学 習 者 が プ ログ デム論理 の構 造 化 に 関 連 して,次

り事 柄 が で き る よ うに な る こ とを 目標 とす る。

1.プ ログ ラ ム論 理 の 構 造 化 の 背景 とそ の重 要性 の 主 要 な理 由 を述 べ る。

2.わ か りや す い プ ログ ラムに す る た めの 論理 の構 造 化 を適 用 した,フ ァイ

ル処 理 に 関す る プ ログ ラ ム流 れ 図 を作 成 す る。

内 容

第2章 と第3章 で は,3つ の基 本 的 パ ター ンの組 合せ で プ ログ ラムの 論理 を

組 み 立 て る こ とに専 念 した 。 こ こま での 流 れ 図 の作 成 で は,3つ の基 本 形 を使

い こ な し.適 用 して 正 しい プ ログ ラ ム論 理 を作 り上 げ る こ とを主 眼に した。 そ

の ため,基 本 的 パ ター ンを 使 用 す る上 で特 に制 約 は設 け な か っ た。 した が って,

わ か りや す さ の面 で の 特 別 な 配慮 は して い な い。

この章 では,わ か りや す い プ ログ ラム論理 の作 成 に主 眼 をおい た 説 明をす る。

わ か りやす い プ ログ ラム論理 とは,複 雑 に 入 り組 ん だ論 理 を避 け,で き るだけ

標 準化 した単 純 明快 な論理 の組 立 て で,プ ログ ラム流れ 図 を構 成 す る こ とにほ

か な らない 。 そ の た め に,基 本 形 の 使 用 上 に厳 しい 制約 を設 け る。 つ ま り,1

つ の パ ター ンに 対す る入 口は1つ に し,出 口 も1つ に す る とい う基 本原 則 で あ

る。 この 原 則 を守 って作 成 した プ ログ ラ ム を適 正 プ ロ グ ラム と呼 ぶ。 これ は,

ス トラク チ ャー ド ・プ ログ ラ ミングに お け る重 要 な規 則 の1つ で あ る。

この章 では,適 正 プ ログ ラ ムの 基 本原 則 に した が った プ ログ ラム流 れ 図 の作
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成 技 法 に 焦点 を あて て指導 す る。 そ の ため に,第3章 で作 成 した流 れ 図 の見 直

しを行 い,わ か りやす い プ ログ ラム流 れ 図 に 改善 す る こ とを通 じて,適 応 力 を

養 う。

'41プ
ログ ラム論 理 の構 造 化 の必 要性

こ こで は,プ ログ ラム論 理 の 構造 化 が 必 要 に な った 背景 を概観 し,わ か り

や す い プ ログ ラ ム論理 の 重 要 性 とそ の 要件 を明 らか にす る。

(1)ハ ー ドウエ ア技術 の進 歩 と価 格 性 能 比 の向上

① ハ ー ドウエ ア技 術 の長 足 の進 歩

② 価格 性能 比 の飛 躍 的 向上

(2)従 来 の プ ログ ラミ ング技 法 の 反 省

① ソ フ トウエア開 発 の あ り方 の 問題

② プ ログ ラムの維 持 保 守 の負 担 増

③ 人 件 費 比率 の 増 大 化傾 向

④ システ ムや プ ログ ラムの 高 度 ・複雑 化

(3)プ ログ ラ ム論理 の構 造 化 の 重 要 性

① わ か りや す さ の必 要 性(信 頼 性 の 向上,保 守 の容 易 性,拡 張 性 の保

証)

② わ か りや す さの 要 件(プ ログ ラムの モ ジュ ール分 割,機 能 の階 層 構

造 化,モ ジュール の 独立 性,モ ジ ュール内 で の プ ログ ラム論 理 の構 造

化)

42構 造 化 プ ログ ラ ミン グ の規 則の 適 用

本 節 では,ま ず わ か りやす い 論理 を組 み立 て る さい の原 則 を明 らか に す る。

そ れ に もとつい て,不 適 正 な プ ログ ラム論 理 を適正 な プ ログ ラ ム論理 に構 造

化 す る や り方 を具 体 例 で示 す。 さ らに,第3章 で用 いた 例 題 の うち の い くつ

か の 流れ 図 を例 に,フ ァイ ル処 理 プ ログ ラムの論理 の 構造 化 を行 う。

(1)分 か りやす い プ ログ ラム論 理 の 組 立 て 方

一189一



第3編 実務能力

① 適 正 で ない プ ログ ラム流 れ 図(入 口が 複数 個 の 場 合,出 口が 複数 個

の 場 合)

② プ ロ グ ラ ム論 理 の構 造 化(基 本構 造 単 位 一順 次 ・選 択 ・反復.拡 張

構 造 単 位 一反復 ・選 択.適 正 プ ログ ラ ム)

(2)適 正 プ ログ ラ ムへ の 論 理 の構 造 化

① 入 口が複 数 個 の 例題 の適 正構 造 化

② 出 口が 複数 個 の 例題 の適 正 構造 化

(3)フ ァ イル 処 理 プ ログ ラム の論 理 の 構 造 化

① 標 準 化 した フ ァイル 処理 の基 本 構 造

② 入 力媒 体 変 換 プ ログ ラムの論 理 の構 造 化

③ 明細 印刷 プ ログ ラ ムの 論 理 の 構 造化

④ グル ー プ制御 を含 ん だ プ ログ ラ ム論 理 の構 造 化

(4)総 合 練 習 問題

指導上の留意 点

個 人 の研 究 や趣 味 で作 る プ ログ ラムは 別 と して,企 業 や 団体 な ど組織 体 の 中

で 作 る プ ログ ラムは 私 的 な財 産 では な く組 織 の 公 的 な財 産 で ある。 公 的 な プ ロ

グ ラ ム と して有 効 に機 能 させ る ため に は,個 人芸 や 個 性 が強 す ぎる の は困 り も

の で あ る。 誰 に と って も理解 しやす く,わ か りや す い もの で あ る こ とが優 先 す

る。 学 習 者 に この こ とを十 分認 識 させ た うえ で,わ か りや す さ を実 現 す る ため

の プ ログ ラム論 理 の構 造化 を徹 底 させ る必 要 が あ る。

論 理 の 構 造 化 の 出発 点 と もい うべ き,流 れ 図 の基 本形 に関 して は,第3章 ま

で に か な りな じませ て きて い るの で,本 章 で は 特 に1つ の 入 口と1つ の 出 口に

よる適 正 プ ログ ラムの 論理 の 組立 て を中心 に指 導 して ほ しい 。 これ まで に示 し

て きた例 題 の 中 で適 正 でな い流 れ 図 を引用 して,そ の適 正 化 のや り方 を具 体化

す る方 法 で 指導 す るの が 効果 的で あ る。
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第5章 複数7ア イル処 理 の技法

口
突 合 せ 処 理,フ ァ イ ル の 併 合(フ ァイ ル ・マ ー ジ),フ ァイ ル の 突 合

せ(フ ァイ ル ・マ ッチ ング),フ ァイル の更 新(フ ァイル ・ア ップ デ ー ト),

フ ァイ ル の維 持保 守(フ ァイル ・メ ン テナ ン ス),プ ログ ラム ・ス イ ッチ

目 標

この章 を修 了 した 時点 で,学 習者 が 複 数 フ ァイル処 理 に 関 して,次 の事 柄が

で きる よ うに なる こ とを 目標 とす る。

1.突 合 せ 形 の フ ァ イ ル 処 理 の4つ の種 類 を列挙 し,そ れ らに共 通 す る処

理技 法 上 の ポイ ン トを 指摘 す る。

2.下 記 の フ ァイ ル処 理 に 関す る プ ログ ラム流 れ 図 を.構 造 化 論 理の 原 則 に

したが って完 成 す る。

(1)フ ァイル の併 合 処理

(2)フ ァイル の突 合 せ 処 理

(3)フ ァイル の更 新 処 理

(4)フ ァイルの 維持 保 守

内 容

第3章 で取 り扱 った フ ァ イル処理 で は,入 力 され る フ ァイ ル を1種 類 に限 定

した。本 章 で は,入 力 され る フ ァイルが 複 数個 で あ る場合 の フ ァイル処 理 の 論

理 を取 り上 げ る。 い わ ゆ る 突 合 せ 形(マ ッチ ン グ ・タイ プ)の フ ァ イル処 理

の論 理 で あ る。

突 合 せ 形 の フ ァ イ ル 処 理 は。 フ ァイル の併 合(フ ァイ ル ・マ ー ジ),フ ァ

イ ル の 突 合 せ(フ ァ イ ル ・マ ッチ ン グ),フ ァイル の 更新(フ ァイル ・ア ッ

プデ ー ト),フ ァイル の維 持 保 守(フ ァイル ・メ ンテナ ンス)の4種 類 の タイ

プに大 別 で きる。 そ れ ぞれ に つい て,フ ァイル処 理 の 基本 的 な論 理 と,・そ れ を
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応用発展させた具体的 なプ ログ ラム流れ図の作成技法 を.例 題を中心に説明 し

て行 く。

51突 合せ 形 フ ァイ ル処 理 の 基 本 的 なポ イ ン ト'

複 数 フ ァ イル処 理 の 流 れ 図 の説 明 に先 立 って,
、突 合 せ 形 処 理 の 種 類 と そ

れ ぞ れ の 処理 に共 通 す る技 法上 の ポ イ ン トに つ いて まず 説 明 して お く。

(1)突 合せ 形 の フ ァ イル 処理 とは

(2)突 合 せ 形 処 理 の種 類

① フ ァイル の 併 合(フ ァイル ・マー ジ)

② フ ァイル の 突 合 せ(フ ァ イル ・マ ッチ ン グ)

③ フ ァイ ル の 更 新(フ ァイ ル ・ア ップ デ ー ト)

④ フ ァイ ル の 維 持保 守(フ ァイル ・メ ンテ ナ ンス)

(3)突 合 せ 形 処理 の 技 法上 の ポ イ ン ト,

52フ ァイル の併 合 処 理

(1)フ ァイル の 併 合 処 理 の概 略

(2)フ ァイル の 併 合 処 理 の プ ロ グ ラム論 理

① 併 合処 理 プ ログ ラムの 概略 的 な構 造

② 併合 処 理 の基 本概 念

③ 併合 処 理 部 分 の プ ログ ラム論理(プ ログ ラム ・ス イ ッチ に よる方法,

最大 値 の 挿 入 に ょる 方法)

③ 例題 でみ る フ ァイ ルの 併 合 処理

① 例 題 の 説 明

② プ ログ ラム流 れ 図の 説 明

53フ ァイル の 突 合 せ 処 理

(1)フ ァイル の 突 合 せ 処 理 の 概念

フ ァ イ ル の 突 合 せ 処 理 とは ,あ らか じめ キ ー項 目に つ い て分類 済 み
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の2つ 以 上 の入 力 フ ァイ ル につ い て:相 互 に レ コー ドの キ ー項 目を比較

し,相 手 とな る レ コー ドを見 つ け 出 して 処理 す るや り方 で あ る。

(2)フ ァイル の突 合 せ 処 理 の プ ログ ラ ム論 理

① 突 合 せ 処 理 プ ログ ラム の概 略 的 な構 造

② 突合 せ 処理 の基 本論 理

③ 突 合 せ 処 理 部 分 の プ ロ グ ラ ム 論理(プ ログ ラ ム ・ス イ ヅチ に よる

方法,最 大 値 の 挿 入 に よ る方法)

(3)1対1の 突 合 せ処 理

① 例題 の説 明'㌧ 　

② プ ログ ラム流 れ 図 の説 明 ∵

(4)1対nの 突 合 せ 処 理 、'・

①1対nの 突 合せ 処 理 の 基 本 論 理

② 例 題 の 説 明'・ ・ ☆.1

③ プ ログ ラ ム流 れ 図の 説 明"t
、∴ ∵1い1

54フ ァイル の更 新 処 理"〉 ・'.

(1)フ ァイル の更 新 処 理 の 概念 、'1、

更 新 処理 は.1対nの 突 合 せ 処 理 の 応 用 で あ り・,-取引 フ ァイル と マ

ス タ ・ス プ ィ ル と を 突 合 せ て ,両 者の レ コー ドの キ ーが 一 致 した と'き,

取 引 レコ ー ドの変 動情 報 で マ ス タ ・フ ァイル の対 応 レ コー'ドの 特定 項 目

の 内 容 を最 新 の もの に す る処 理 で ある。

(2)フ ァイ ルの更 新 処 理 の プ ログ ラ ム論 理

① 更 新 処 理 プ ログ ラ ムの 概 略 的構 造

② 更 新 処理 の基 本 論 理

③ 更 新 処理 部 分 の プ ログ ラム論 理(プ ログ ラ ム ・ス イ ッチ に よる方 法,

最 大 値 を挿 入 す る方 法)

(3)例 題 で み る フ ァイル の 更新 処 理

① 例題 の 説 明
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② プ ログ ラム流 れ 図 の説 明

55フ ァイルの維持保守のプ ログ ラム論理

(1)フ ァイル の 維持 保 守 の概 略 ⇔

① レコ ー ドの 新規 追 加

② レコ ー ドの 削除

③ レコ ー ドの 内容 変 更

(2)フ ァイル の 維 持保 守 の基 本論 理

(3)例 題 で見 る フ ァイ ルの 維持 保 守

① 例 題 の 説 明

② プ ログ ラ ム流れ 図の 説 明

56総 合 演 習

指導上の留意点

当然の ことであ るが,こ の章以降では第4章 で説明 した構造化論理に したが

った指導 を徹底 すべ きである。

この章では,フ ァイルの併合処理と突 合 せ 処 理 を 重点 的 に解説するのが よ

い。 ファイルの更新お よび維持保守は,突 合 せ 処理 の 応 用 ともい うべ きもの

で,学 習者にで きるだけ考え させる ような指導法 を駆使 した方が よい。
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第6章 表操作と内部分類の技法

用 語

表(テ ー ブ ル),配 列,表 要 素(配 列要 素),表 名(配 列 名),添 字(指 標)

限 界 値,表 操 作(配 列 処 理 う,一 次 元 配 列,二 次元 配 列,三 次 元 配 列,行 列,

表 探 索(テ ー ブ ル ・サ ー チ),表 索 引,探 索 引数,テ ーブ ル 引数(表 引数),

川頁次 探索,複 合表,区 間 探 索,直 接 探索,二 分 探 索,分 類 キ ー,昇 順,降 順,

外 部分 類,内 部 分 類,交 換 分 類 法,挿 入分 類 法,選 択 分 類法,バ ラン ス型 分 類

法

目 標

この 章 を修 了 した 時点 で,学 習者 が 表 操 作 と 内部 分類 に 関 して,次 の事 柄が

で きる よ うに な る こ とを 目標 とす る。

1.次 の3種 類 の表 につ い て,そ れ ぞ れ の構 造 とそ の要 素 を参 照 し処 理 す る

や り方 を説 明 す る。

(1)三 次 元 の表 の 場 合

(2)二 次 元 の表 の 場 合

(3)三 次 元 の表 の 場 合

2.次 の表 探 索の プ ログ ラム論 理 を組 み込ん だ プ ログ ラ ム流 れ 図 を作成 す る。

(1)順 次探 索

(2)複 合 表 の 探 索

(3)区 間 探 索

(4)直 接 探 索

(5)二 分 探 索

(6)二 次 元 の表 探 索

3.内 部 分類 の技 法 を説 明 し,そ の うちの交 換 分類 法 の プ ログ ラム論理 を組

み込 ん だ プ ログ ラム流 れ 図 を作 成 す る。

一195一



第3編 実務能力

内 容

前章 まで は,フ ァイ ルの 入 出 力処 理 を主 体 に した プ ログ ラ ム流れ 図 の組 立 て

技 法 を修 得 させ た。 しか し,デ ー タ処理 の技 法 に は フ ァイル の 入 出力処 理 には

直接 関 係 しない 主 記憶 装 置 内部 だ け で の処 理 技 法 もある。 そ の 代 表 的 な技 法 が,

表操 作 と 内部 分類 の 技 法 で あ る。

私 達 の 日常 生 活 や仕 事 の 中で は,各 種 の料 金表 や税 率 表,時 刻表 な どの表 を

使 うこ とが しば しば あ る。 これ と同 様,事 務 計 算,科 学計 算 の別 を 問 わ ず,コ

ン ピ ュー タに よる デ ータ処 理 で も 「表 を操 作 す る 」こ とは重 要 な テ ー マで あ る。

規 則的 に 連 続 した 同種 のデ ー タ を表(テ ー ブル)と み な して 処理 す る こ とに よ

って,プ ログ ラ ムの作 成 を容 易 に した り,コ ン ピ ュー タ内部 での処 理 効率 を高

め る こ とが で き る。 した が って,本 章 で は まず 表 操作 を取 り上 げ,表 の構 造 と

表 要 素 の 参 照 の仕 方,お よび 表 探 索 の各 種 の技 法 とそ の論 理 に つ い て解 説 す る。

一 方 ,デ ー タや レ コー ドを昇 順 な い しは 降順 に並 べ換 え る分類 処理 は,事 務

計 算 の 分 野 で は不 可 欠 な技 法 で あ る。 フ ァイル の入 出力 を伴 った レ コー ドの外

部分 類 は,汎 用 プ ログ ラムや 汎 用 ル ーチ ンを用 い るの が一 般 的 で あ る の で,こ

こでは 主 記憶 装 置 内 に あ る複 数 個 の 同一 形 式の デ ー タの配 列 順序 を整 え る 内部

分 類 の プ ログ ラ ム論 理 に 焦 点 をあ て て 説 明す る。

61表 の構造と表要素の参照法

(1)一 次元の表 の場合

① 一次元の表 の構造(表,配 列,素 要素,配 列要素,表 名,配 列名,

添字,指 標,限 界値,表 操作.配 列処理)

② 表要素を参照 し処理す る例題 と流れ図
'
(2)二 次元の表 の場合

① 二次元の表 の構造

② 表要素 を参 照 し処理す る例題 と流れ図

(3)三 次元の表 の場合
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① 三次元の表の構造

② 表要素を参照 し処理す る例題 と流れ図

(4)表 の初期値の設定方法

62表 探索の各種技法

(1)順 次探索のプ ログ ラム論理

① 表探索の ための基 本的な処理 ステ ップ

② 順次探索の例題 とプログ ラム論理

(2)複 合表 とその探索技法

① 複合表の探索の仕 方

② 複合表の探索例題 とプログ ラム流れ図

(3)区 間探索の手法 とプログ ラム論理

① 区間探索の仕 方

② 区間探索の例題 とプ ログラム流れ図

(4)直 接探索の技法 とプ ログ ラム論理

① 直接探索の仕方

② 直接探索の例題 とプ ログラム流れ図

(5)二 分探索の手法 とプログ ラム論理

① 二分探 索の仕方

② 二分探索の例題 とプ ログラム流れ図

(6)二 次元の表探索技法

① 二 次元の表探索の仕方

② 二次元の表探索の例題 とプ ログ ラム流れ図

(7)表 操作 の練 習問題

63内 部分類 の技法 とプ ログラム論理

(1)分 類の基本概念

① 内部分類 と外部 分類
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② 外部 分類 の基本的 ステ ップ(分 類 フェーズ,併 合 フェーズ,最 終併

合 フェーズ)

③ 内部分類 の種類(挿 入 分類法.選 択分類法.交 換 分類法)

(2)交 換 分類法 の技法 とプ ログ ラム論理

① 交換分類 法の考え方 とデー タ交換の論理

② 交換 分類法 に よる内部分類の実行過程

③ 交換 分類法の例題 とプログラム論理

(3)内 部 分類 の練 習問題

1指 導上の留意点

前章 ま での 学 習 で,学 習 者 に は プ ログ ラム論理 を組 み立 て る 能 力は か な りつ

い て きて る。 そ れ に,構 造 化 論 理 で流 れ 図 を作 成 す る こと を原 則 に して い るの

で,判 読 しや す い論 理 に十 分 な じん でお り,プ ログ ラム流 れ 図 の解 読 力は ある

はず で あ る。 した が って,当 章 で は表 の構 造 と要 素 の参 照 の 仕 方 や表 探 索 の手

順 な ど を しっ か り把 握 す る よ うに 指導 す る とよい。 あ とは,'例 題 とその 処理 ロ

ジ ック をで きる だ け各 人が 追 跡 し,自 ら確 認 す る よ うに指 導 す る。 例 題 の プ ロ

グ ラム流 れ 図 を逐 一 詳細 に 説 明す る必 要 は ない。
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第1部 プロ グラム流 れ図 の 作成

第7章 科学技術計算のための流れ図技法

口
平 均,標 準 偏 差,相 関 係数,素 数,素 因 数 分解,最 大 公 約数,計 算 誤 差,方

程 式 の 数値 解 法,二 分 法,ニ ュー トン法,数 値 積 分,行 列 演 算,行 列 式,文 字

列処 理,ビ ッ ト処理,数 の基 底 変 換

口
この章 を修 了 した時点で,学 習者 は,科 学技術計算に関連 した次の要素 を組

み込んだ プ ログラム流れ図が作成で きる ようになるこ とを目標 とす る。

1.基 本的技法(平 均 と標準偏差,素 因数 分解,最 大公約数,計 算誤差,相

関係数)

2.方 程式 の数値解法

3.数 値 積分

4.行 列演算 と統計計算

口
71基 本 的パ タ ー ン

(1)平 均 と標 準偏 差

(2)素 因 数 分 解

(3)最 大 公 約 数

(4)計 算 誤 差

(5)相 関係 数

72方 程 式 の数 値 解 法

(1)二 分 法

(2)ニ ュー トン法

(3)掃 き出 し法
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73数 値 積 分

(1)台 形 則

(2)シ ン プ ソン則

74行 列演算 と統計計算

(1)行 列演算 と行列式

(2)統 言十言十算

75総 合 練 習 問 題

指導上の留意点

この章は,全 員必須にす る必要 はない。 科学技術計算の分野の仕事 に進 みた

い学習者やFORTRAN言 語の ような科学技術計算向 きの プpグ ラム言語で プロ

グ ラムを作成す る立場 にある学習者 には必須 である。 事務計算の分野 を目指す

入に対 しては,第6章 まで で よい。 なお,科 学技術計算の分野 だけ を目標 にす

るのな ら.第3章 と第5章 の ファイル処理技法に関 しては余 り深 入 りする必要

は ない。ただ し,第3章 と第5章 を無視す ることはで きない。・'

他の章 と同様に,当 章 も具体的 な例題 を中心 に指導 を進めてほ しい。

『
1.「 プ ロ グ ラ ム 流 れ 図 の 作 成 技 法 」(図 解 コ ン ピ ュ ー タ シ リ ー ズ)

.江 村 潤

朗 ・野 津 昭 共 著,オ ー ム 社,1981年,(注)当 部 の 内 容 構 成 の か な り は 本

書 に 準 拠 し て い る 。

2.「 プ ロ グ ラ ム 学 習 方 式 に よ る フ ロ ー チ ャ ー ト入 門 」,(株)日 立 製 作 所 コ ン

ピ ュ ー タ 事 業 部 編,オ ー ム 社 、

3.「 ソ フ ト ウ エ ア の 基 礎 知 識 」(2種 情 報 処 理 受 験 シ リ ーーーズ)
,江 村 潤 朗 著,

オ ー ム 社.1985年 、

4.「 効 果 的 プ ロ グ ラ ム 開 発 技 法 」,国 友 義 久 著,近 代 科 学 社,1979年
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5.「 ス ト ラ ク チ ャ ー ド ・ プ ロ グ ラ ミ ン グ 」(図 解 コ ン ピ ュ ー タ シ リ ー ズ) ,

国 友 義 久 著,オ ー ム 社,1981年

6.「 フ ァ イ ル 編 成 入 門 」(図 解 コ ン ピ ュ ー タ シ リ ー ズ) ,山 谷 正 己 著,オ ー

ム 社,1980年

7.「 数 値 計 算入 門(第2版)」(コ ン ピ ュー タ実 務 技法 講 座) ,戸 川隼 人 著,

オ ー ム 社,1979年
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第2部 フ ァ イ ル

教 育 の 目 司

フ ァ イ ル の 概 念 を 理 解 し,論 理 レ コー ドと物 理 レコー ドの違 い を明確 にす

る。 つ ぎに フ ァイル 編成 法 を媒体 と関係 づ け て 説 明す る。 さ らに フ ァイ ル を読

み書 きす る と きの ア クセ ス法 と,そ れ を実 行 す る と きの プ ログ ラム書 法 を対 照

して 説 明 す る。

フ ァイル の知 識 は,情 報 処 理 に欠 くこ とが で き ない の で,実 際 の プ ログ ラ ム

作成や システム設計 の講義 において必要 な事項 を洩 れ な く説 明す る こ とが望 ま しい。

そ の た め,フ ァイル 作成 や再 編 成 な どに使 用 す るユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム,

ジ ョブ制御 言 語 な ど もこの 内容 に 加 え る必 要 が あ る。

内容のあ らまし

フ ァイル の基 本 概 念

レコ ー ドと フ ァイル

論 理 レ コー ドと物 理 レ コー ド

フ ァイ ル記 憶 媒 体 と補 助 記 憶装 置

レ コー ド形 式

磁 気 テ ー プの 特 性

直 接 ア ク セス記 憶 装 置 の特 性

ファイルの種類

利用主体 に よる分類

用途 に よる分類

使用期 間か らみた分類

ボ リュー ム数か らみた分類
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内 容
時 間 数

講 .義 実 習

媒 体 に よ る分類

ラベ ル の 有無 に よる分 類

フ ァイ ル 編成 法 に よる分類

磁気 テ ー プ順 編 成 フ ァイル の作 成 と処理 3.5 二〇..5

磁 気 デ ィス ク順 編成 フ ァイ ルの 作 成 と処 理 3.5 q5

直編成 フ ァイルの作成 と処理' 2

索引順編成 フ ァイルの作成 と処理 5

区 分 編 成 フ ァイ ルの 概 要 1

VSAMフ ァイル の概 要 6

フ レ キ シ ブ ル ・デ ィ ス ク ・ フ ァ イ ル の 概 要 1.5 0.5

合 計 2β5時 間 L5時 間
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第2部 フ ァイル

第1章 ファイルの基本概念

用 語

デ ー タ 項 目(フ ィ ー ル ド),論 理 レ コ ー ド,物 理 レ コ ー ド,ブ ロ ッ ク 化,非

ブ ロ ッ ク 化,ブ ロ ッ ク 化 因(係)数,記 録 密 度,プ ロ ツ ク 間 ギ ャ ッ プ(IBG),ラ

ペ ル,ボ リ ュ ー ム
,ト ラ ッ ク,ヘ ッ ド〆 キ ー 項 目,カ ウ ン ト,シ ー ク(ポ ジ シ

ョ ニ ン グ),サ ー チ(回 転 待 ち),エ ク ス テ ン ト,キ ー 付 レ コ ー ド,キ ー な し

レ コ ー ド,単 一 ボ リ ュ ー ム ・ ア ァ イ ル,複 数 ボ リ ュ ー ム ・フ ァ イ ル,ポ リ ゴ ー

ム 目 録,チ ー フ ・ マ ー ク,固 定 長 レ コ ー ド,可 変 長 レ コ ー ド,不 定 長 レ コ ー ド,

ス パ ン レ コ ー ド

この章 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が 次 の事柄 が で きる ように な るの を 目標 と

す る。',

1.フ ァイル の媒 体 とそ れ を読 み 書 きす る装 置 に つ い て ,フ ァイル の取 扱 い

に必 要 な程度 の知 識 を 持つ 。

2.フ ァイ ル媒 体 ご とにそ の上 に記 録 可能 な ファイル 編 成 法 を列挙 す る。

ビ ッ ト列 か らバ イ ト,デ ー タ項 目,論 理 レ コ.一 ド,物 理 レコー ド,フ ァ

イル へ と順 に組 み 立 てて い くフ ァイ ルの構 造 を説 明す る。

4.ラ ベ ルの 役 割 を知 り,内 容,形 式 を説 明 す る。

11レ コ ー ドとフ ァイ ル

す べ て の情 報 は,最 小 表 現 単 位 で あ る ビ ッ トに よ り構 成 され,そ れ が バ イ

ト,デ ー タ項 目,1フ ァイルへ と組 み立 て られ て い く こ とを説 明 し,レ

コ ー ドが処 理 の基 本 単 位 で あ る こ とを理解 させ る。

t2論 理 レ コー ドと物 理 レコー ド

論 理 レ コー ドは プ ログ ラムが 取扱 う情 報の 単位 で,物 理 レコ ー ドは主 記 憶
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装置 と補 助 記 憶 装 置 の 間 で1回 に読 み 書 きす る情 報 の単 位 で あ る こ とを説 明

し,な ぜ ブ ロ ック化が 必 要 か,ブ ロ ック化 す る と きの ブ ロ ック化 因(係)数,

さ らに ブ ロ ックか ら論 理 レ コー ドを取 り出す 非 ブ ロ ック化 に づ いて 説 明 す る。

13フ ァイル記憶媒体 と補助記憶装置

ファイルは論 理的な情報 の集合 として と らえ られ るが,物 理的には媒体に

記録 され ることを説明 し,各 媒体 とその概要について知 らせ る。媒体 自体の

性質 と,そ れ を取 扱 う補 助記憶装置の機能 を第2編 第2部 の復 習に よって確

実にす る。

14レ コ ー ド形 式

フ ァイル 中 の レコ ー ドの4つ の形 式 を説 明す る。 固 定長 レ コー ド,可 変長

レ コー ド,不 定 長 レコ ー ド,ス パ ン ・レ コ∵ ドのそ れ ぞ れ に つ い て ブ ロ ック

化 が 可 能 か ど うか と,可 能 な ときに は ブ ロ ック 内 の情 報 形 式 も説 明す る。

15磁 気 テ ー プ の特 性

磁 気 テ ー プの形 状,標 準 的 な長 さ,ビ ッ ト列 ま た は フ レー ム,ト ラ ック,

パ リティ ・チェック,記 録 密 度,テ ー プの 始端 と終端,反 射 マ ー カ,書 込 み 許 可

リング な どに つ い て説 明す る。 つ ぎに,レ コ ー ドを記録 す る と きの形 式 につ

い て説 明 す る。 物 理 レ コー ドと レコー ド間の 間 隔(IRGま た はIBG)の 必

要 な理 由,ブ ロ ックの 大 きさ を きめ る と き,考 慮 す べ き要 素 につ い て説 明す

る。

つ ぎに,磁 気 テ ー プ一 巻 をボ リュ ー ム と呼 び,ボ リュー ム の先 頭 に は ボ リ

ュー ム を識 別 す る た め の ボ リュー ム ・ラベ ルが つ け られ る こ とを説 明す る。

ボ リュー ム ・ラベ ル の 直後 に は,見 出 しラベ ル を フ ァ イル の終 りには 後書 き

ラベル を書 くこ と を説 明 す る。 テープ ・マークとそれ が 書 き込 まれ る場 所 に つ

い て も言 及 す る。

フ ァイル とボ リ ュー ムの 関 係 につ い て,単 一 ボ リュー ム ・フ ァイ ル,複 数
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ボ リ ュ ー ム ・ フ ァ イ ル,複 数 フ ァ イ ル ・ ボ リ ュ ー ム に つ い て 説 明 す る 。

16直 接 ア クセ ス記 憶 装 置 の 特性

直 接 ア クセス 記憶 装 置 上 の レコ ー ドをア クセ スす る し くみ ・ 物理 的特 性 を

説 明す る。 ア ク セ スに要 す る 時 間が 位 置 ぎめ と回転 待 ちの合 計 で あ る こ と,

トラ ック とシ リンダで構 成 され る2次 元 展 開の領 域 と して 記憶 場 所 が表 現 で

きる こ とを理 解 させ る。

各 トラ ックにつ いて,デ ー タが 記録 され る形式 を説 明 し,ホ ー ム ・ア ドレ

ス,レ コー ド0の 内容,カ ウ ン ト ・デ ー タ形 式 とカ ウ ン ト ・キ ー ・デ ー タ形

式,レ コー ド形式につい て もふ れ る。 いつ れの形 式 にお い て も,カ ウン ト部 分

に はそ の レ コー ドが 媒 体 の どの 位置 に存 在す るか を示 す ア ドレス 情 報 が入 っ

て い る こ とを説 明 す る。 磁 気 デ ィス ク装 置 の構 造 図 を示 し,ア ク セス ・アー

ムが くし状 につ い て い る こ と,こ れ を ある位 置 に位 置 づ け る こ とに よ って,

各 へ 。 ドで読み 書 きで き る トラ ・クの集合 を シ リンダ と呼 ぶ こ とを説 明す る・

つ い で,磁 気 デ ィス ク ・ボ リュー ムに は,一そ の ボ リュー ム を識 別 す るた め,

ポ リ。 一 ム.ラ ベ ル が つ け ら元 この ボ リーー ム ・ラベ ・ぽ はぽ し番 号 と

ボ リ ュ ー ム 目 録(VTOC:VolumeTableOfContents)の 記 録 位 置 が 入 っ て

い る こ と を 説 明 す る 。

指導上の留意点、

視覚 に訴える教材 を使 う。
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第2章 フ ァ イ ル の 種 類

口
基 本 フ ァイ ル,変 動 フ ァイル,入 出 力 フ ァイ ル,作 業 用 フ ァイ ル,シ ス テム

・フ ァイル ,利 用者 ファ イル,累 積 フ ァイ ル,経 歴 フ ァイル,サ マ リー ・フ ァ

イ ル,ロ グ ・フ ァイ ル,永 久 フ ァイル,一 時 フ ァイ ル

目 標

この章 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が 次 の事 柄 が で きる よ うに な るの を 目標 と

す る。

ファイ ル が処 理 に 用 い られ る と き,用 途 や い ろ い ろ な区 別 に よ り,さ ま ざま

な名 前で呼 ばれ た り区 分 され た りす る ので,そ れ らの 名 前 を 指摘 し,基 本 的 な

事柄 を説 明す る。

内 容

21利 用主 体 に よ る分 類

ファイ ル を利 用 す るの が システ ム 自体 か ,一 般 の 利 用者 か に よって,シ ス

テ ム ・フ ァイル と利 用者 フ ァイル に分 け る。

22用 途 に よ る 分 類

① 基 本 フ ァイ ル

主 フ ァイル,マ ス タ ・フ ァイル と も呼ば れ,永 久 的 また は半 永 久 的 に保

持 され る情 報 を記 録 す る フ ァイル で あ る。

② 変 動 フ ァイル

取 引 フ ァイ ル,明 細 フ ァイル,ト ランザ ク シ ョン フ ァイル と も呼 ば れ,

新 た に発 生 す る レ コー ドを収 容 す る フ ァイル で あ る。

③ 入 出 力 フ ァイ ル

入 力す る デ ー タや 出 力 を記 録す る フ ァイル で あ る。
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④ 作業 用 フ ァ イル 、'

処理 の 途 中 で発 生 す る 中間 結 果 な どを一 時 的 に 記録 す る フ ァイル で あ る。

⑤ 累積 フ ァイル

変 動 デ ー タを累積 し,あ る期 間保 存 す るた め の フ ァイ ル で あ る。

⑥ 経 歴 フ ァイル

あ る期 間 内に おい て.基 本 フ ァイル に影 響 を.与え た レ コー ドを時 間経 過

に 対 応 して 記録 した フ ァイ ル で あ る。

⑦ サ マ リー ・フ ァイル

他 の フ ァイ ルか ら.影 響 が ない範 囲 で集 約 して 記録 した フ ァイル であ る。

⑧ ログ ・フ ァイル

シス テ ムの 動作 状 況 を記 録 した フ ァイル で あ る。

23使 用 期 間 か ら見た分類

永 久 フ ァイル と一 時 フ ァイル が ある。

24ボ リ ュ ー ム 数 か ら 見 た 分 類

単 一 ボ リュ ー ム ・フ ァ イ ル と複 数 ボ リ ュ ー ム ・ フ ァ
、イ ル が あ る 。

25媒 体によ る分類

印録 用 紙 カー ドな ど を媒 体 とす る フ ァイル と磁 気 テ ー プ,磁 気 デ ィス ク

な どの よ うな補 助 記 憶 媒体 に 記録 され た フ ァイ ルが あ る。

?6ラ ベルの有無による分類

印 刷 用 紙 や カー ドの フ ァイ ル に は,ラ ベ ル をつ け ない のが 普 通 であ り,磁

気 記 憶 媒 体 の フ ァイル に は,通 常 は ラベル をつけ る。

27フ ァイル 編 成 法 によ る分 類

フ ァイル 編成 法 は・ フ ァイ ル を作 成 す る さい に定 め る フ ァイル の論 理 構 造
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で あ り,順 編 成,直 編成 索 引 順 編 成,区 分 編 成,VSAM編 成 な どが あ る。

指導上 の留 意点

い ろい ろ な例 を示 して,具 体 的 に 説 明す る。
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第3章 磁気 テー プ順編成 ファイルの作成 と処理

用 語

昇 順,降 順,更 新,追 加,削 除,拡 張 処 理

目 標

この章 を修 了 した 時点 で,学 習 者が 次 の事 柄 が で きる よ うに な る こ とを 目標

とす る。

磁 気 テ ー プ順 編成 フ ァイル の作成,形 式,処 理 の 内容 を説 明す る。

内 容

磁 気 テ ー プ に記 録 す る レコ ー ドは,あ らか じめ昇 順 また は降 順 に し,そ れ が

な され てい ない と きは整 列 プ ログ ラ ムに よっ て昇 順 ま た は降順 にす る必 要 が あ

る こ と を説 明す る。

レコ ー ドは固 定長 ま たは 可 変 長 が 許 され る ご と,ま た ア クセス 法 は順 アク セ

スに 限 られ る こ とを説 明す る。 情 報 の処 理 に必 要 な フ ァイルの 操 作 を,レ コ ー

ドの 取 出 し,更 新,削 除,追 加 拡 張処 理 に 分け て説 明す る。 既 存 フ ァイル の最

後 に レコー ドの 追 加 が許 され る拡 張 処理 を 除い て,磁 気 テー プ ・フ ァイル で は

読ん だ フ ァイル に 対 して直 接 書 くこ とが で き ない の で,す べ て新 しい フ ァイル

に 書 き写 す ことに なる 点 を説 明す る。

磁 気 テ ー プ1巻 に収 容 で きる レコー ド数 の計 算k・ よび磁 気 テ ー プの 読 み 書 き

に要 す る時 間 計 算 方法 に っ い て も説 明 し,例 題 を与 え て習 熟 さ せ る。

指導上の留意点

図 解,例 示 を多 く用 い る。

)
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第4章 磁気 デ ィスク順編成 フ ァイルの作成 と処 理

口
削 除 文字,再 編 成,エ クス テ ン ト

巨 標

この章 を修i了した時点で,学 習者が次の事柄 がで きるようになるのを 目標 と

す る。

磁 気 テ ー プ順 編成 ファ イル と対 比 しなが ら,磁 気 デ ィス ク の特 性 を 指摘 す る。

内 容

磁 気 デ ィス ク上 の フ ァイル は,連 続 した トラ ック を1ま とめ に した エ クス テ

ン トと呼 ばれ る領 域 に記 憶 され,エ ク ス テ ン トは1つ 以 上 あ って よい こ と,個

個 の フ ァイ ルが どの エ ク ステ ン トに あ るか は ボ リュー ム 目録 に 入 って い る こ と

を 説 明す る。 レ コー ド形 式 は 固定 長,可 変長,,不 定 長 が 許 さ.れる。

ファ イル処 理 上,磁 気 テ ー プ順 編 成 フ ァイ ル と大 き くちが う点 を ,更 新,削

除,追 加 につ い て 説 明 す る。 削除 につ い て は物 理 的 に 取 り除 くの では な く,削

除文 字 を付 け て 区 別 す る とい う方法 を と り,削 除 デ ー タが 多 くな った と きには

再編 成 を行 う必 要 が あ るこ と を説 明す る。

磁 気 デ ィス クの 入 出力動 作 に必 要 な時 間計 算 に つ い て は,読 み 出 しま たは 書

き込み を開始す るまでに零 する時間 と,デ ー タ転送 に要 す る時間の合計で求め

るが,前 者 は ヘ ッ ドの位 置 とア ク セスす る シ リン ダの 位 置 とに よってそ の都度

異 るの で,平 均 の 時 間 で計 算 す る こ とを説 明す る。

っ ぎにデ ィス ク上 に 収容 す る フ ァイル の 容量 を計 算 す る 方法 を説 明す る。小

数 点以 下 を切 り上 げ る と ころ と切 り捨 て る ところ を明 確 に 理解 させ る。

指 導 上 の 留意 点

図解,例 示 を 多 く用い る。
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第5章 直編成 フ ァイ.ルの作成 と処理

用 語

直 接 ア ド レ ス,間 接 ア ド レ ス,実 ア ド レ ス ,相 対 ア ド レ ス,キ ー 変 換,シ ノ

ニ ム ・ レ コ ー ド

目 標

この章 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が 次 の事 柄 が で きる よ うに な る こ とを 目標

にす る。

直 編 成 フ ァ イル の 構造,形 式,処 理 に つ い てそ の要 点 を説 明 す る。

内 容

(1)直 編 成 フ ァ イル の構 造

直 編 成 フ ァイル は直 接 ア クセ ス記 憶 装置 に だけ 作 成 す る こ との で きる フ ァ

イル で ある こ と を説 明す る。 固定 長,可 変 長 ,不 定 長 の いず れ の レコー ドに

つ い て も作 成 で きる。

② レ コー ドへ の ア ク セス

直 編 成 ファ
.イル に つ い ては,物 理 レコ ー ド単 位 で のサ ー ビス しか行 わ れ な

いの で,ブ ロ ック化 や非 ブ ロ ック化 は 利 用者 が 自分 の プ ログ ラ ムで行 わ なけ

れ ば な らな い。

(3)レ コー ド ・ア ドレス

直 編 成 フ ァイル で は,レ コー ドの格 納 や探 索 を カ ウ ン ト値 を使 って 行 う。

その 場合,カ ウ ン ト値 の一 部 をそ の ま ま ア ドレス にす る実 ア ドレス 指定 と,

フ ァイル の 先頭 の記 憶 装 置 か ら数 え た 相対 位 置 を ア ドレス 指定 に 用 い る相 対

ア ドレス 指定 とが あ る こ と と,そ れ ぞれ の得 失 に つい て も説 明す る。

直接 ア ドレス とは,レ コー ドの キ ー項 目をそ の ま'まレ コー ドの探 索 用 ア ド
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レス に 用 い るや り方 で あ る。 一 方,間 接 ア ドレス とは,レ コ ー ドの キ ー項 目

の 内容 を算術 的 に操 作 して,得 られ た値 を ア ドレス に す る もの で,換 算 法 と

して は除 算法,折 りた た み法,基 数 変 換 法,抽 出法 な どが 用い られ る。

④ シ ノ ニ ム ・ レ コ ー ド の 管 理

間 接 ア ド レ ス に お い て,ア ド レ ス 変 換 で2つ 以 上 の レ コ ー ドに よ っ て 同 一

の ア ド レ ス が つ く られ た と き,こ れ ら を シ ノ ニ ム ・ レ コ ー ド と い う 。 シ ノ ニ

ム ・レ コ ー ド を 管 理 す る 方 法 と し て,シ ー ケ ン シ ャ ル 法 と チ ェ ー ン 法,バ ケ

ッ ト法 な ど が あ る こ と を 説 明 す る 。

㈲ 直 編成 ファ イル の 処理

レ コー ドの更 新 処 理 は 読 み 込 ん だ レコー ドに直 接行 い,元 の場 所 に書 き出

す。 削 除 は 削除 す べ き レ コー ドに 削除 文 字 を入 れ,元 の と こ ろに ダ ミー ・レ

コー ドと して書 き 出す。

指導上 の留意点

図解,例 示 を多 く用い る。
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第6章 索 引順編成 フ ァイルの作 成 と処 理

用 語

基 本 デ ー タ域,索 引域,マ ス タ索 引,シ リン ダ索 引,ト ラ ック索 引,あ ふ れ

域,シ リン ダあふ れ 域,独 立 あ ふ れ域

目 標

この 章 を修 了 す る と,学 習者 が 次 の事 柄 が で きるの を 目標 とす る。

索 引順 編 成 フ ァイ ル の構 造,形 式,処 理 に つ いて そ の 要 点 を理 解 す る。

索引 順 編 成 フ ァ イル は,直 接 アク セス 記憶 装 置 上 に 作 成 す る ことの で きる フ

ァイ ル で あ り,キ ー に よって 直 接 レコー ドを ア ク セス す る こ と もで き,ま た キ

ー順 に もア クセ ス で きる フ ァイル で あ る こ とを 説明 す る。

フ ァイル の構 造 と して,基 本 デ ー タ域,あ ふ れ 域,索 引域が あ る こ とを説 明

す る。 レコ ー ドは,固 定 長,固 定長 ブ ロ ック化,可 変 長,可 変 長 ブ ロ ック化 の

レコー ド形 式 で作 成 す る こ とが で きる。

あふ れ 域 に は,基 本 デ ー タ域 に収容 で きない レコ ー ドを記録 す るが,シ リン

ダ単位 の シ リンダ あ ふ れ 域 と,フ ァイル 全 体 の ため の 独 立 した 一 個の あふ れ 域

とが 許 され る こ とを説 明す る。

索引 には トラ ック索 引,シ リン ダ索引 が あ り,必 要 に応 じて マ ス タ索引 を作

成 す るこ とが で きる。

アク セス 方 法 と して 順 アク セ ス とラ ンダ ム ・アク セ ス の2つ を使 うこ とが で

きる。 順 処理 で は 順 ア クセ ス を 用い,レ コ ー ドの読 み と り,書 き出 し,更 新,

削 除が で き る。 ラン ダ ム処理 で は,ラ ンダ ム ・ア ク セ ス法 を用 い,レ コ ー ドの

直接 読 み取 り,挿 入,更 新,削 除が で きる こ とを説 明 す る。

索引 順 編成 フ ァイル に レ コー ドの追 加 や 削 除が た び 重 な る と,あ ふれ 域 に追

加 レ コー ドがふ え,ま た基 本 デ ー タ域 には 削 除 デ ー タが 多 くなる。 これ らを解
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決 す るに は再 編成 が 必 要 で あ る こ とを説 明 す る。

指 導 上 の留 意 点

.図解,例 示 を多 くす る。
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第7章 区分編成 フ ァイルの概要

用 語

登 録 簿,メ ン バ ー,標 識 フ ィ ー ル ド,メ ン バ ー 記 入 項 目

目 標

この章 を修 了 す る と,学 習者 が 次の事 柄 が で き る よ うに なる の を 目標 と す る。

区 分編 成 フ ァイル の構 造 と特 長 に つ い て説 明 す る。

内 容

区分 フ ァイ ル は,い くつ か の メン バ ー とそれ を探 索 す るた め の 登 録簿 か らな

り,メ ンバ ー記 憶 域 に は メ ンバ ー単 位 で レ コー ドが 入 力順 に 記 録 され るご と を

説 明 す る。 区 分 フ ァ イル は,,簡 単 な手 順 で メ ンバ ー の どれ で も取 り出す こ とが

で き るので,し ば しば プ ログ ラム ・フ ァイル 用 と して 用 い られ る。 登録 簿 に は

メ ンバ ー記 入項 目が メ ンバ ー名 の昇 順 に入 ってい る。

区 分 フ ァイ ルか ら特 定 の メンバ ー を取 り出すには,そ のメンバー名 を指定 して

登 録 簿 を順 に 探 索 して 該 当 メ ンバ ー名 を見付 け,メ ンバ ーが 記憶 さ れ てい る最

初 の 位置 を読 み と って ア ク セ スす る。

メ ンバ ーの 削除 は,メ ン づ一記 入 項 目だけ を削 除す る こ とに よ って 行 うの で
,

実 際 に メ ンバ ー が記 憶 され て いる と ころは,そ の ま ま残 る。 した が つて ,・削除

され た メ ンバ ーが 多 くな れ ば無 駄 な 領域 が ふ え,フ ァイル の 効率 が 下 が るの で,

再編 成 が 必要 な こ とを説 明す る。'・'・"

指 導 上 の留 意 点

図 解,例 示 を多 くす る。

一217一



第3編 実務能力

第8章VSAMフ ァイルの概 要

〔
KSDS,ESDS,RRDS,コ ン ト ロ ー ル ・エ リ ア(制 御 域),コ ン ト

ロ ー ル ・イ ン タ ー バ ル(制 御 イ ン タ ー バ ル)

口
こ の章 を修 了 す る と,学 習 者 が 次 の事 柄 が で きる よ うに な るの を 目標 とす る。

VSAMフ ァイ ル の構 造 と利 用 法 を説 明 し,ア ク セ ス法,フ ァイル 管理 方 法,

特長 の要 点 を述 べ る。

=
VSAMフ ァ イ ル は,ユ ー ザ の い ろ い ろ な 要 求 に 応 え ら れ る よ う に 各 種 の 編

成 法 が と れ る フ ァ イ ル で,つ ぎ の よ う な 特 長 を 持 つ こ と を 説 明 す る 。

(1)空 き ス ペ ー ス の 配 置 と 削 除 レ コ ー ドの ス ペ ー ス の 再 利 用 に よ る 処 理 効 率

の 向 上

② 効 率 的 な 索 引 探 索 機 能

(3)豊 富 な サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム

VSAMフ ァ イ ル に は,各 レ コ ー ドが 持 っ て い る キ ー の 昇 順 に 配 列 さ れ る

KSDS(キ ー 順 デ ー タ ・ セ ッ ト:KeySequencedDataSet),入 力 順 に 配 列

さ れ るESDS(入 力 順 デ ー タ ・kッ ト:EntrySequencedDataSet),各

レ コ ー ドが レ コ ー ドの 相 対 番 号 で 配 列 さ れ るRRDS(相 対 レ コ ー ド ・デ ー タ

セ ッ ト:RelativeRecordDataSet)の3種 類 が あ る 。

VSAMフ ァ イ ル は,そ の 種 類 と 関 係 な く コ ン ト ロ ー ル ・ エ リ ア(制 御 域),

コ ン ト ロ ー ル ・イ ン タ ー バ ル(制 御 イ ン タ ー バ ル),レ コ ー ド と い う3つ の 要

素 に よ っ て,階 層 構 造 を 形 成 し て い る こ と を 説 明 す る 。

④ コ ン ト ロ ー ル ・エ リ ア は 複 数 の コ ン ト ロ ー ル ・ イ ン タ ー バ ル で 構 成 さ れ

る 。

一218一

)



第2部 フ ァイ ル

(5)コ ン ト ロ ー ル ・ イ ン タL-一・・バ ル は デ ー タ の 転 送 単 位 で あ り,一 つ ま た は 複

数 の 物 理 ブ ロ ッ ク で 構 成 さ れ る 。

(6)レ コ ー ド セ ク タ数 命 令 に よ っ て ア ク セ ス で き る 単 位 で あ る 。

ESDSで は,レ コ ー ドは 書 き 出 さ れ た 順 に 配 置 さ れ ,デ ー タ 構 成 要 素(デ

ー タ 部)の み で 構 成 さ れ る
。 拡 張,レ コ ー ドの 参 照,更 新 が 可 能 で あ る 。

KSpSで は レコー ドが キ ーの昇 順 に 配置 され ,そ れ を アク セス す る ときは

索引構 成 要 素(索 引 部)の ポ イ ン タの情 報 を参 照 して行 う。KSDSで は,レ

コ ー ドを キ ーの 昇順 に で も,ま ・た乱 順 で もア ク セス で きる。 順 処 理 で は レコ ー

ドの参 照,更 新,削 除,拡 張 が可 能 で あ り,乱 処 理 で は レコ ー ドの 参 照 ,更 新,

削 除,追 加 が可 能 で あ る。KSDSで は レコ ー ドの追 加 に備 え て コ ン トロール

・イ ン ターバ ル や コ ン トロール ・エ リアに 適 当 な 空ス ペ ース を用意 して お くこ

とが で きる。

RRDSで は,レ コー ドは相 対 レ コー ド番号 順 に配 置 され る。 デ ー タ構 成 要

素(デ ー タ部)の み で構 成 され,相 対 レ コー ド番号 に よって ア ク セス され る。

つ ぎに,VSAMフ ァイル を取 り扱 う と きに必 要 なア クセ ス ・メ リ ッ ト ・サ

ー ビス(AMS)と 呼 ばれ るユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラムの サ ー ビス 内容 に つ

い て も説 明す る。
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第9章 フ レ キ シ ブ ル ・デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル の 概 要

用 語

セ グ タ,両 面 記録,片 面 記 録

目 標

この章 を修 了 す る と,学 習者 が 次の 事 柄 が で きる よ うに な るの を 目標 に す る。

フ レキ シ ブル ・デ ィス クに 記録 す る フ ァイ ル の形 式 を指 摘 し,読 み 書 きに必

要 な 時 間や 記 憶 容 量 を計 算 す る。

内 容

8イ ンチ ・フレキ シブル ・デ ィス ク では,デ ィス ク一 面 に77本 の トラ ックが

あ り,各 トラ ック は い くつ か の セ ク タに分 か れ て い る こ とを説 明す る。 デ ィス

クには うら,お もて両面に記録す る両面記録方 式 と,片 面 だけ に記 録す る 片面 記録

方 式 が あ る。 密 度 は単 密度 と倍 密 度 が あ り,容 量 は つ ぎの 通 りで あ る。

セ ク タ当 りの
バ イ ト数 128バ イ ト 256バ イ ト 512バ イ ト 1024バ イ ト

種類

26セ ク タ 15セ ク タ 8セ ク タ

両面倍密度 1ト ラ ッ ク 1ト ラ ッ ク 1ト ラ ッ ク

971Kバ イ ト 1121Kバ イ ト 1196Kバ イ ト

26セ ク タ 15セ ク タ 8セ ク タ

両面単密度 1ト ラ ッ ク 1ト ラ ッ ク 1ト ラ ッ ク

485Kバ イ ト 560Kバ イ ト 1196Kバ イ ト

デ ー タに ア ク セ スす る場 合,サ イ ド ・ア ドレス,シ リンダ ・ア ドレスピ セ ク タ

・ア ドレス を指 定 して ,セ ク タ全体 を読 み 込 み また は書 き出 しの単 位 とす る。

ア クセ ス時 間は 平 均 ポ ジ シ ョニ ン グ時 間+平 均 回転 待 ち時間+デ ー タ転 送 時

間 で計 算 す る。 デ ー タ転送 時 間 は,ブ ロ ック当 りバ イ ト/デ ー タ転 送 速 度 で計

算 す る。 多 くの ブ ロ ックに 分 かれ てい る と きに は,ブ ロ ック数 をかけ る。

フ ァイ ル 容量 の 計 算 は,つ ぎの 式 を使 って 行 う。
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容 量(バ イ ト)=セ ク タ当 リバ イ ト数 × トラ ッ ク 当 りセ ク タ数 × トラ ッ ク 数 ×2面

ト ラ ッ ク 数 は77あ る が.索 引 シ リ ン ダ1と 代 替 シ リ ン ダ2が 除 外 さ れ る の

で,実 際 に 使 用 で き る の は73～74シ リ ン ダ で あ る こ と に 注 意 す る 。

指導上の留意点

図解,例 示 を多 く用 い る と共 に.計 算 問 題 に つ い ては 演 習問 題 を用意 し,解

答練 習 を させ る。

参 考 文 献

-
占

ウ
臼

3

図解 コ ン ピ ュー タ シ リー ズ フ ァイ ル編 成 入 門 山谷 正 己著 オ ー ム社

オペ レー テ ィン グ ・シス テ ム入 門 日本 電 気 情 報 処理 教 育 部 編 目本 能 率

協 会

シ ステ ム設 計 入 門く 新 版 〉 日本 電 気 情 報 処 理教 育部 編 目本 能 率 協 会'
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教 育 の 目 標

与 え られた 問題 をCOBOLで 記 述 で き る よ うにす る こ とが,こ の 部の 目標 で

あ る。 そ の た め.JISCOBOL撮 高 水 準)の うち,相 対 フ ァイル の水 準2,『

索 引 フ ァイル の 水 準2,プ ログ ラム間連 絡 の水準2,報 告 書 作成 の全 部,区 分

化 の全 部,登 録 集 の 全部,デ バ ッグの 全 部,通 信 の 全 部 を 除 く部分 の 書 き方 を

正 確 に理解 さ せ,プ ログ ラム流 れ 図 を見 て プ ログ ラ ムが 記 述 で き る よ うにす る。

内容 のあらまし

時 間 数
内 容

講 義 実 習

COBOL概 説 8

COBOLの 歴 史

COBOLの 特 長

COBOLプ ロ グラ ム記 述 の基 本 事項

COBOLプ ログ ラ ムの 構成

COBOLの 一 般 形 式

正書法

見 出 し部 と環境部 2

見 出 し部の書 き方

環境部の書 き方

デ ー タ部 10

デー タ部 の 構 成

フ ァイル 節 の 書 き方

作業場所 節の書 き方
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手続 き部

手 続 き部の機 能

直線形 プ ログラムの書 き方

選択形 プ ログラムの書 き方

繰 り返 し形 プ ログラムの書 き方

表操作

デー タ部の書 き方

手続 き部の書 き方

順 ファイルの取 り扱 い

環境部の書 き方

デー タ部の書 き方

手続 き部 の書 き方

相対 フ ァイルの取 り扱 い

呼び 出 し方の種類

環境部の書 き方

デ ータ部 の書 き方

手続 き部の書 き方

索引 ファイルの取 り扱い

呼び出 し方

環境部の書 き方

データ部の書 き方

手続 き部の書 き方

整 列

環 境部の書 き方

デ ータ部の書 き方

手続 き部の書 き方
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内 容
時 間 数

講 義 実 習

プ ロ グ ラム間 連 絡

デ ー タ部 の書 き方

手 続 き部 の書 き方

5 !o

合 計 ・・時計 ・・醐
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第1章COBOL概 説

用 語

CODASYL,COBOL文 字 集合,語,文 字 の 組,分 離 符,句 読 点 の

た め の 文 字 の組,算 術 演算 子,比 較 演算 子,編 集 用文 字 の組,予 約語,条 件 名,

デ ー タ名,フ ァイ ル名,指 標 名,レ ベ ル 番号,呼 び名,段 落 名,プ ログ ラム 名,

レ コ ー ド名,節 名,定 数,文 字 定 数,数 字 定数,表 意 定数,COBOLの 一 般 形

式,正 書 法,原 始プ ログ ラム,一 意 名,修 飾 語,A領 域,B領 域,標 識 領域

目 標

この 章 を終 了 した 時点 で,学 習 者 が つ ぎの 事柄 が で きる よ うに な る こ とを 目

標 とす る。

1.COBOLの 歴 史 や特 長 を知 り,意 義 や 役 割 を説 明す る。

2.COBOLの 形 式 を知 り,文 法 の基 礎 的 部分 を説 明す る。

3.第2編 基本 知 識 第3部 ソ フ トウ ェア第4章 プ ログ ラム言 語 の うち,

COBOLに つ い て輪 郭 を説 明す る。

内 容

11COBOLの 歴 史

次 の こ と を説 明す る。

(1)COBOLを 制 定 す るに いた っ た動 機 や 背 景

(2)1959年 にCODASYL(Th・ ΩΩ・f・・ence・ ⊇ 生・・SLY・t・m』 ・9-

uage)が 設 立 され た こ と。CODASYLがCOBOLの 標 準 化 に果 してい る役

割

(3)COBOLが 発 表 され た経 過 。COBOL-68以 降 最近 ま での 動 向

12COBOLの 特長'

COBOLの 特 長 と して,次 の こ とを説 明す る。
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(1)共 通 言 語 で あ る こ と

(2)事 務 用 言 語 で あ る こ と

(3)文 書 化 能 力が あ る こ と

(4)英 語 と類 似 して い る こ と

13COBOLプ ログ ラム記 述 の 基本 事 項

(1)'文 字

COBOLで 使 用 す る文字 集 合 は,数 字10字,英 字26字,特 殊 文 字

15字 か らな る こ とを 説 明す る。

語 の た め の 文字 の組,句 読 点 の た め の 文字 の組,分 離 符,算 術 演 算 子.

比 較 演算 子,編 集 用文 字 の組 に分 け て 説 明 す る。

② 語

語 とは,30字 以 内 の文 字 の 列 で あ る こ と,お よび 利 用者 語,シ ス テ ム

名,予 約語 の3つ に 分 け られ る こ とを説 明す る。

利 用者 語 とは,利 用 者が プ ・グ ラ ム を作 る と きに,自 由に きめ て使 用 し

て よい こ と を,つ ぎの7つ の 語 に分 け て説 明す る。条 件 名.デ ー タ名,フ

ァイル 名,指 標 名,レ ベ ル番 号.呼 び 名,段 落 名,プ ログ ラム名,レ コー

ド名,節 名 をそ れ ぞれ 例 を示 して 説 明す る。 シ ステ ム名 は操 作 環 境 との連

絡 に用 い る語 で例示 す る。 予 約語 はCOBOLプ ログ ラム中 で使 い方 が 決 ま

って い る語 で,利 用 者語 や シス テ ム名 に使 う こ とが で きない こ とを説 明す

る。

(3)定 数

定数 は 文 字列 で あ っ て,文 字 定 数,数 字定 数,表 意 定数 の3種 あ る こ と

を説 明す る。
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t4COBOLプ ログ ラム の 構 成

COBOLプ ログ ラムに は,4つ の 部 が あ り,必 ず4つ の 部 を書 か な けれ ば

な らない こ と,お よび お の お の の 部 に は大 きな単 位 か ら小 ざ な単 位 へ 区 切

る区 切 りが あ り.そ れ らを順 序 に 従 っ て書 か なけ れば な らない こ と を説 明す

る。

部 → 節 →段 落 → 記 述項 また は文 がそ れ ぞれ 単 位 であ る。4つ の部 の 名前 を

示 して,そ の役 割 を簡単 に紹 介 す る。

t5COBOLの 一般 形 式

COBOLの 一般 形 式 とは,COBOLの 句 や命 令 要 素 の並 べ 方 を示 した もの

で あ り,見 方 に なれ る よ う指 導 す る。

16正'書 法

正 書 法 は,COBOLの 原始 プ ロ グ ラ ムを記 述 す るた め の 標 準 的 方 法 で あ り.

COBOLコ ンパ イ ラは この 方法 で書 かれ た原 始 プ ログ ラ ムを 受 け 入れ,正 書

法 で原 始 プ ログ ラ ムの 出 力 を行 ・う・こ と を説 明する 。

指導 上 の留 意 点

COBOLの 歴 史,特 長 は,詳 し く教 え て もこの時 点 で は 理 解が 困 難 で あ るか

ら,興 味 を湧 か せ る よ うに導 き,内 容 そ の もの に は深 く立 入 る.こ とは避 け る。

COBOLの 基 本事 項 につ いて,一 度 に ま とめ て教 え る と混 乱 が 起 こ るの で,

必 要最 少 限 度 の 内容 か らス ター トし,練 習 問 題 な どを通 じて機 能 の 追 加 説 明 を

段 階 的 に 行 うこ とが 望 ま しい 。 そ の 区 切 り方,時 間等 につ い ては,講 師 の 裁量

に よ り行 う。

COBOLプ ログ ラ ムの 構成,一 般 形 式.正 書 法 につ い て は.プ ログ ラム例 や

記 入例 を示 して説 明す る方 が わ か りやす い の で,適 当 な例 を準 備 す る こ とが望

ま しい 。

COBOLプ ログ ラ ム を書 い て か ら,コ ン ピ ュー タに入 力 し,コ ンパ イ ラで翻
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訳 す る過 程 を復 習 し,使 用 す る コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムに対 応 させ つ つ.処 理

が 開 始 され てか ら終 了す る ま で に行 わ れ る流れ を説 明す る こ とが 望 ま しい。 特

に原 始 プ ログ ラムの フ ァイル,目 的 プ ログ ラムの フ ァイル ,連 係 編集 の際使 わ

れ る用 語,固 有 名詞 な ど を紹 介 す る。
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〔
第2章 見出し部と環境部

見 出 し部,環 境 部,プ ログ ラム名 段 落,翻 訳 日付 段 落,翻 訳 用計 算 機,実 行

用計算 機

目 標

この章 を終 了 した 時 点で,学 習者 が つ ぎの 事柄 が で きる よ うに な る こ とを 目

標 にす る。

1.見 出 し部 と環 境 部 が読 め る。

2.問 題 の 記述 や システ ム流れ図をみて,見 出 し部 と環境部 の内容 を確 定 で きる。

3.見 出 し部 と環 境 部 が正 し く書 け る。

内 容

21見 出 し部の書 き方

見 出 し部の役 割 を説 明 し,一 般形式 を示 してその 内容 を解説す る。

22環 境 部 の 書 き方 、

環 境 部 の 役 割 を説 明 し,一 般 形 式 を示 して そ の 内容 を解 説 す る。 環 境 部 は

使 用す る シス テ ム に依 存 して い る部 分 が 多 い の で,シ ス テ ムに よっ て どの程

度 異 っ てい るか を 例示 す る○使 用す る コ ン ピ ュー タが 決 ま って い る と きには,

そ の コ ン ピ ュー タのCOBOL文 法 書 を 中心 に 説 明す る。

指導上 の留意 点

COBOLプ ログ ラ ムは,見 出 し部,環 境 部,デ ー タ部,手 続 き部 の4つ の部

が 揃 って い なけれ ば な らな い か ら,こ の 時 点 で実 習 は行 え ない が,サ ン プル ・

プ ログ ラ ム を示 して書 き方 を理 解 させ る と共 に,机 上 演 習 に よって習 熟 させ る。

そ の内 容 は,あ との デー タ部,手 続 き部が 終 った と きに行 う演 習 に合 わせ て お
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くと よい。

対 話 形 処 理 環 境 で実 習 を行 う場 合 に は,こ の あた りか ら端 末機 操 作 の 実 習 を

開 始 し.セ ッシ ョンの 開 始 ・終 了,コ マ ン ドの説 明 を行 うと よい。 そ の ため の

操 作 マ ニ ュア ル を,使 用 す る シス テ ム と学 習 範 囲 に応 じて 用意 して お く必 要 が

あ る。 また,操 作 を行 わせ て各種 メ ッセ ー ジを出 させ,そ れ らの見 方 や意 味 を

知 らせ る よ うにす る。
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第3章 デ ー タ 部

用 語

フ ァイ ル節,作 業 場 所 節,報 告 書 節,字 類,項 類,基 本 項 目,集 団 項 目,レ

ベ ル 番号,PICTURE,挿 入編 集 ,浮 動挿 入 編 集,ゼ ロ抑 制 編 集,指 標 名,

フ ァ イル 記 述,レ コー ド記 述,デ ータ 記 述

目 標

こ の章 を終 了 した 時点 で,学 習 者 が で き る こ と を 目標 にす る。

Lフ ァイ ル と レ コー ドの 関係 を 明 確 に 理 解す る。

2.デ ー タ部 の構 成 と書 き方 を理 解 し,フ ァイル 設計 書 を見 て デ ー タ部 が書

け る。

内 容

31デ ー タ部 の書 き 方

デ ー タ部 に は い くつ か の 節 が あ っ て,プ ログ ラ ム中で扱 う デー タは,一 部

の 定 数 と指 標 名 を 除 きデ ー タ部 で 定 義 す る必 要が あ る こ と,節 に は フ ァ イル

節,作 業 場 所 節が あ る こと を説 明す る。

(1)部 の見 出 し

部 の 見 出 しは必 ず 書 く必要 が ある。

(2)フ ァイ ル 節

フ ァイ ル節 を構 成す る フ ァイ ル 記述,レ コ ー ド記述,デ ー タ記 述 に つ い

て それ ぞ れ の役 割 を説 明す る。`

フ ァイル 節 は 節 の 見 出 しの あ と,フ ァイル 記述 項 を書 くが ,つ ぎの 記 入項

目の意 味 を理 解 させ,そ の書 き方 を 習得 させ る。

①FD及 びSD

②BLOCKCONTAINS
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③RECORDCONTAINS

④LABELRECORDS

⑤DATARECORDS

⑥VALUEOF

レ コー ド記 述 とデ ー タ記述 は,レ ベル 番号 に よって 区別 して行 うこ と を説

明す る。 基 本項 目,集 団 項 目,字 類,項 類 に つ いて 説明 す る。

つ ぎの意 味 を理 解 きせ,書 き方 を習 得 させ る。

① レベ ル番 号 とPICTURE句

英 数 字 項 目,英 数 字 編集 項 目,数 字 編 集項 目に つ い て説 明 し,挿 入 編

集,浮 動 挿 入 編 集 ξ ゼ ロ抑 制 編 集 の機 能 を説 明す る。、

② そ の他 の句

そ の他 の句 につ い て も簡 単 に ふれ る。 しか し,REDEFINES句,

OCCURS句 な どに つ い て は,表 操 作 の と ころで説 明 す る方 が よい 。

(3)作 業 場 所 節

作 業 場所 節 は プ ログ ラ ムが 必 要 とす る作 業 用項 目や レ コー ドを 記述 す る

た めの 節 で あ る こ とを説 明す る。 作業 場 所 節 は フ ァ'イル節 の後 に書 き,フ

ァイル 節 の レ コー ドと同 様 に,必 要 に 応 じて 階 層構 造 を持 た せ る こ とが で

きる。 作 業 場 所 節 の基 本 項 目に対 して は,初 期値 を設定 す る こ とが で きる

が,処 理 の 中 で初 期 値 を与 え る場合 との違 い を説 明す る。

指導上の留意点

デ ー タ部 に つ い て は,例 を あげ て 説 明 しな けれ ば理 解が 困 難 なの で,実 務 プ

ログ ラムの 中 か ら具 体 的 な例 を選 び,そ の 例 に沿 っ て説 明す る こ とが 望 ま しい 。

'
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第4章 手 続 き 部

用 語

宣言 部 分,手 続 き部 分,実 行 川頁序,条 件 文,算 術式,条 件 式 ,字 類 条 件,条

件 名 条件,ス イ ッ チ状 態 条 件,正 負 条件,無 条 件 文,転 記,編 集 ,桁 調 べ,桁

あ ふれ

目 標

この 章 を終 了 した 時 点 で,学 習 者 がつ ぎの 事 柄 が で きる ように な る こと を 目

標 に す る。

1.流 れ 図 を見 て プ ログ ラ ムの 手 続 き部 が 書 け る。

2・ 手 縫 部 の構 文 と文法 処 理 パタ ー ンの 関係 が:説明 で きる
。

内 容

41手 続 き部 の 機 能 －t , .t"

手 続 き部 は 処理 手続 を書 くプ ログ ラム の 中心 的部 分 で あ る こ と を 説 明 し,

作 成手 順 を教 え る。.,『 』 「

(1)手 続 き部の見 ぱ 措 く
,.i

(2)1つ または2つ 以上 の文ゐ集 まった もφ を段落 といい,段 落 に名前 をつ

けることがで きる・'この名前 を段蔀 些 う・段落 をい くつか まとめて節

にす る ことが で きる。

(3)節,段 落 な ど の区 切 りを使 っ て モ ジュ,4?v化 を行 い,構 造 化 され た プ ロ

グラムを組みぷ るバ ジー一・レ化は限定さ準 特鋤 処理硫 を果 すモ

シ ュー ル に プ ログ ラ ム論 理 を分 割 す る こ とで あ るが
,COBOLプ ロ グ ラ

ムで は,手 続 き部 の構 造 をモ ジュ ール化 す る こ とに よっ て プ ログ ラ ム の 構

造 化 が 実現 され る こ とを 説 明 す る。',

(4)COBOL文 の記 述 に おい て は,字 下 げ を適 度 に行 い ,ま た 注釈 も付 け

て プ ログ ラムに 文 書 機 能 を持 た せ る よ う心 掛 け る こ とを 指導 す る
。
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42直 線 形 プ ログ ラム の 書 き方

直線形 プ ログ ラムは,い くつ か の命 令 文 を順 に実 行 して い く プ ログ ラムの

パ ター ンで あ る。 第3編 第1部 で学 ん だ構 造 を復 習 させ,直 線 形 プ ログ ラム

の例 を示 して説 明す る。 っいで,JISCOBOL(C6205-1980)の .中核6.5手

続 き部 に示 され て い る もの の なか か ら,直 線形 プ ログ ラ ム を形成 す る命 令,

算 術 式 につ い て 説 明す る。 命 令 は 入 出力,転 記,演 算 そ の他 に 区分 して説 明

す る。

(1)命 令 にお け る共 通 句 と一:・般 規 則

多 くの 命令 に共 通 して 現 わ れ る句の うち,直 線形 プ ログ ラ ムに 関係す る

もの を説 明す る。

①ROUNDED句

②CORRESPONDING句

(2)入 出力命 令

入 出 力命 令 と して,ACCEPT,DISPLAYを 説 明す る。 ・ttt,,

・(3)転 記 命 令 、

転 記命 令MOVEを 説 明す る。MOVEを 実行 した とき行 われ るデ ー タ編集

の 規 則に つ いて,多 くの 例 を示 して説 明す る。 さ らに,デ ー タ転 記 に おけ

る制約'送 別 し側 と受け勅 側吐 け 碍 類の関係 ゆ いて 樋 明す る・

PICTURE句 とMQVE命 令 を関連 させ・英数字編集 と数字 編集・数字編

集におけ る単純挿入.特 殊 挿入,浮 動挿入,空 白に よるゼ ロ抑制、、星 印に

よるゼ ロ抑制 を詳 しく例 を用いて説 明する。 ., .

また・MOVECORRESPONDINq命 令vaつ いて機能・使 い方を醜 し・

例 示 す る 。.

㍉④ 算 術 命 令

ADD・S
.UBTRAqT・ ・MULTIPLY・DIVIDE、 ・、COMPUTEの ・つ の 命 令

ρ 機 能 を説 明 す る・ これ ら嘘 字 基 本項 目を対 象 とす る ζ とを注 意す る・

た とえば,ADD命 令 につ い ては,

㌧ ① 被 加数 と加数 の 位 置,項 類,最 大 け た数,
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② 四捨 五 入 の 指 示 の 仕 方

③ けた あふ れ の 場 合 の 処 理 の仕 方

④ 答 を求 め る場 所 を変 え る こ とが で きる こ と

⑤ 対 応(CORRESPONDING)指 定

な どを説 明 す る。ADD命 令 を詳 し く説 明 し,そ れ に な らい,SUBTRACT,

MULTIPLY,DIVIDEに つ い て も説 明す る。

COMPUTE命 令 につ い ては.

⑥ 算 術 演算 の種 類

⑦ 演 算 の優 先 順位

⑧ カ ッコの 使 い 方

⑨ 四捨 五 入 とけた あふ れ

な どを説 明 す る。

(5)そ の 他 の 命 令 、

直 線 形 プ ログ ラムで 使 用 され るそ の 他 の命 令 と して,INSPECT,

STRING,UNSTRING,STOPな どの 命 令 が ある 。これ らをで きるだ け 例

を示 しなが ら説明す る。

43選 択 形 プ ログ ラ ムの 書 き 方

2つ 以 上 あ る経 路 の うちか ら,あ る条 件 を満 足す る1つ を選 択 して実 行 す

る処理 パ ター ンで あ る。 第3編 第1部 で 学ん だ プログラム構造 を復習 させ た の

ち,JISCOBOL(C-6205-1980)の 中核の5.5手 続 き部 に示 されているなかの条件

命 令 部 分 及 び手 続 き分 岐 部 分 を説 明す る。 そ の 際,条 件 命 令 に共通 す る条 件

式 及 び 命 令 の形 式 に おけ る共通 句,一 般 規 則,命 令 に つ い て説 明す る。

条件式はその真理値 を検査 することに よって,プ ログ ラムの行 き先 を選択

す るの に使 う もの で あ り,IF命 令 で使 用す る こ,tを 説 明す る。 条 件 には,

単 純 条件 と複 合 条 件 の2っ があることと,そ れぞれの内容 を例 を示 して説 明 す る。

(1)IF命 令

IF命 令 は条 件 式 を評 価 し.そ の 値 が 真 か 偽 か に よっ て つ ぎに と る動 作
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●

を変 え る命 令 で あ る。 一 般 形 式 を示 して.機 能 を説 明す る。IF命 令 に は

'そ の 中 に さ らにIF命 令 を書 く入 れ 子 が 許 され る こ とを例 示 して 説 明 す る
。

(2)ケ ース 選択 構 造

ケ ース 選択 構 造 の書 き方に つ い て 説 明す る。

44繰 返 し形 の プ ロ グラ ム の書 き方

く り返 し形 プ ログ ラム とは,一 連 の 処理 を一 定 の条 件 の 範 囲 内 で何 回 か に

わた って く り返 し実行 す るパ ター ンで あ る。 くり返 しの基 本 パ ター ンで あ る

前 判 定 形,中 間 判 定形.後 判定 形 の そ れ ぞれ につ い て プ ログ ラム作 成 例 を示

し,そ の過 程 で命 令の 機 能 に つ いて 説 明 す る。

(1)PERFORM命 令

PERFORM命 令 は,手 続 き名 で指 定 した手 続 きに制 御 を移 し,示 され た

条 件 が 満 た され るまで は そ の手 続 き を くり返 す 前判 定形 で使 用 す る命 令 で

あ る こ とを説 明す る。 くり返 しを続 け る条 件 に よって,PERFORM

TIMES,PERFORMUNTIL,PERFORMVARYING～ な どの 指定 パ

ター ンが あ る こ と を説 明 し,一 般 形 式 に も とつ い て 書 き方 を例 示 す る。

PERFORMに よ って 指定 され る手続 きに は,さ らにPERFORM文 が あっ

て も よい か ら.入 れ 子 構 造 にす る こ とが で き る。PERFORM命 令の使 用 に

あ た って は,プ ログ ラムの 構 造化 の理 解 が 必要 な こ と を強 調 し,例 を示 し

て理 解 を深 め させ る こ とが 重 要 で あ る。

(2)GOTO命 令

GOTO命 令 は,手 続 き部 の あ る部 分か ら他 の 部 分 に制 御 を移 す た め の

命 令 で あ るが,不 用意 に用 い る ど プ ロ グ ラムが わ か りに くくな るの で.モ

ジ ュー ル化 の考 え 方 を徹 底 させ た上 で使 用す る よ うに指導 す る。

一 般形 式 を示 し,IF文 と組 み合 わせ て形 成 す る中 間判 定 形 また は後 判

定 形 の プ ログ ラム形 式 を示 す と よい。 また,一 般 形式 書 き方2のGOTO

手続 き名1,～,nDEPENDINGON－ 意 名 につ い て は,ケ ース 選択 構

造 で あ る。 同 じ構造 をIFの 入 れ子 で行 う場 合 との対 比 を示 す と よい。 ケ
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ー ス構 造 の 場合 ,出 口 を1ヵ 所 に ま とめ る必 要が あ るの で,こ こでEXIT

文 の 使 い方 に つ いて も,説 明 す る。

前判定形,中 間判定形,後 判定形それぞれに よって,判 定条件が 異 るの

で,プ ログ ラ ミングの 際 に注 意 をさせ るっ

指導上の留 意点

命 令 や 句 に つ い て羅 列 的 に説 明 して も,直 ちに理 解 させ る ことが 困 難 であ る。

そ の た め,適 切 な問 題 を用意 し,そ れ を プ ログ ラ ミングす る過 程 に お い て段 階

的 に 各 命 令 や 句の 使 用 法 を説 明す る よ うに す る。

直 線形 プ ログ ラムに 使 われ る命 令 も,ONSIZEERROR句,'ONOVE-

RFLOW句 な ど を指 定 す る こ とに よって 選 択形 の プ ログ ラム に な るが,最 初 に

各命 令 の すべ て の機 能 を説 明す る.と複 雑 に なるの で,ま ず基 本 事 項 を説 明 し,

あ とは 演 習 問題 の 内容 に 対応 して機 能 をふ や して 説 明す る よ うに した 方 が よい。

く り返 し形 の プ ログ ラム につ い て は,GOTO命 令 を無制 限 に使 用 しない よ

うに 指 導 す る。
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第5章 表

巨 語

表,添 字,指 標 付 き,キ ー

目 標

操 作

この章 を終 了 した 時 点 で,学 習 者 がつ ぎの こ とが で きる こ と を 目標 にす る。

(1)表 の 論 理 的 な概 念,構 造 に つ い て理 解 し,表 の定 義,OCCURS句 の使

用,表 要 素 に値 を設 定 す る。

(2)添 字,指 標,SEARCH命 令 に よ り表 が操 作 で ぎ る。'

で もで きる。

(3>PERFORM命 令 と組合 せ て表 操作 が で きる。

内 容

COBOLプ ログ ラム にお いて,表 とは一連 の デ ー'タ項 目を論理 的 に連 続 した

デ ー タ項 目の 集 り と して 定 義 した もの を い う。 各 項 目(要 素)の 呼 び 出 しは ,

表の名前 とその項 目の表中の欄 的位置 を示 して行 う・ 微 的樋 は・添字ま

たは指標名に よって指定す ることを例示 して説明す る。

51デ ー タ部 の書 き 方

伺 じデ ー タ構 造 が 続 くデ ー タ項 目を.一 つ一 つ 名 前 を指定 す る手数 と,

OCCURS'句 を用 い て表 と して定 義 す る場合 を対 比 し,表 操 作 の基 本 的理 解

を させ る。 表 は.VALUE句 に よ'つて 初期 値 を設 定 で き ない の でi'REDE-=一 －

FINES句 に よって行 う方法,そ の 他 を説 明す る。

(1)OCCURS句

OCCURS句 は,同 じ構 造 の項 目が 何 回か くり返 され,表 を構 成 す る と

き に用 い られ る こ とを説 明す る。OCCURS句 は,レ ベ ル番 号02～49の

デ ー タ記述 項 につ い て 指 定 で き.そ の項 目の 中 を さ らにOCCURS .句で く
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り返 し と して定 義 で きる。 この 場 合,表 が 多次元 に な る こ と を理解 させ る。

OCCURS句 にINDEXEDBYの 指 標 句 を書 くと,表 の 要 素 を 指標 名 で 参

照 で き,書 か ない と きに は 添 字 で参 照 ず る。

(2)REDEFINES句

REDEFINES句 は,同 じ記 憶 領 域 に 異kる デ ー タ項 目を収 め る と きに

使 用 す るが,表 の 初期 値 を設 定 す る ときに よ く用 い られ る こ とを説 明 す る。

REDEFINES句 を使 わず に表 に初 期 値 を与 え る方 法 も,こ れ と対 比 させ

なが ら説 明す る と よい。

52手 続き部の書き方

(1)SEARCH命 令

SEARCH命 令は,指 定 した条件 を満足す る表要 素 を探 し,対 応する指

標名がその表要素 を指す ようにする命令で ある。 書 き方 を示 して説 明す る。

(2)SET命 令

SET命 令は,表 要素の指標名 を設定 して表操作の参照点 を定 めるための

命令である。 書 き方について例 を挙げて説 明す る。

指導上の留意点

表操 作 の 問題 は,最 初 に 一 次 元 の表 と して 取 扱 うプ ログ ラ ム を作 成 さ せ,そ

れが 完 成 した あ とに 同 じ問題 を二 次 元,三 次元 で 扱 わせ る な どの方 法 を とる と

よい。 添 字 に 指標 名 を使 う場 合 と デ ー タ名 を使 う場 合 の 両方 を習得 させ る必 要

が あ る。 デ ー タ名 を使 う場合 の増 減 処 理,指 標 を使 う場合 のSET.SETUP

BY,SETDOWNBYの 指 定 な ど を十 分 に習 熟 させ る。
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第6章 順 ファイルの取 り扱 い

用 語

呼 び 出 し法,終 了条件,非 リー ル/ユ ニ ッ ト,順 単 一 リー ル/ユ ニ ッ ト,順

複数 リー ル/ユ ニ ッ ト

目 標

この 章 を終 了 した時 点 で,学 習者 が つ ぎの事 柄 を達 成 して い る こ とを 目標 と

す る。

1.順 フ ァイルの 編 成法,フ ァイル処 理 の方 法,フ ァイル 処理 に 関連 す る論

理 を 習得す る。

2.フ ァイル処 理 に関 連 す るCOBOL文 法 を習 得 し.プ ログ ラム が作 成 で き

る。

〔
フ ァイルか らレ コー ドを,記 録 され て い る順 序 で 呼 び 出 し,処 理 をす るの が

順 フ ァイル の取 り扱 いの 内容 で あ る。 したが って,呼 び 出 しの 順 序 は,フ ァイ

ル に レ コー ドが 書 かれ る と きめ られ る。順 ファイ ルに対 す る 処理 を行 うに は,

環 境 部 の フ ァイル 管理 段 落,入 出 力管 理段 落,デ ー タ部 の フ ァイ ル記述 項 でそ

れ ぞれ 定 義 を行 い,そ の上 で手 続 き部Vak・ いてOPEN,CLOSE,READ.

WRITE命 令 を使 って処 理 を 行 う こと を説 明す る。

61環 境部 の 書 き 方

環 境 部 で は入 力出節 を定 義す る。 す なわ ち フ ァイル 管理 段 落,必 要 な らば

入 出 力管理 段 落 を記述 す る こ と を説 明す る。

(1)フ ァイル管 理 段 落

フ ァイ ル管 理段 落 で は,フ ァイル に名 前 をつけ,そ の フ ァイ ル に関係 す

る情 報 を指定 す る。 フ ァ イル 管理 記 述 項 の一般 形 式 お よび例 を示 す 。
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(2)入 出力管理 段落

入 出力管理段 落は,複 数個で共用 される記憶領域 などを指定する ところ

であるが.必 要が なければ書かな くて もよい段落で あることを説明す る。

62デ ー タ部 の書 き方

(1)フ ァイノレ節

COBOLプ ログ ラ ムで は,フ ァイ ル節 の 見 出 しに続 け て ,フ ァイル 記述

項 を書 く。 フ ァイ ル 記述 項 は レベ ル指 示 語,フ ァ イル名,い くつ か の 句 で

構 成 す る。 フ ァ イル名 と しては,環 境 部 で書 い た フ ァイル 名 をFDの あ と

に書 き,BLOCKCONTAINS句.DATARECORDS句,LABEL

RECORDS句.そ の他 の 句 を書 く。 これ ら を実 例 を あげ なが ら説 明す る。

63手 続 き部 の書 き方

(1)OPEN命 令

OPEN命 令 は,ラ ベ ルの 検 査 や書 き出 し,そ の他 フ ァーイル の 処理 の 準備

をす る ため の命 令 で あ る こと を説 明す る。

(2)CLOSE命 令

CLOSE命 令 は,フ ァイル の処 理 を終 了 させ るた めの 命令 で,す で に開

かれ てい る フ ァイ ルに 対 して のみ 実行 で ぎる こ とを説 明 す る。

(3)READ命 令

READ命 令 は,フ ァイル の次 の レ コTド を使 用 可能 にす る命 令 で あ る。

INTO句 を書 くと読 み 込 ま れた レ コrド が 一 意 名 でi指定 され た領 域 に 転 記

され,入 力 レ コ ー ド領 域 と一 意 名 で指 定 され た 領域 の いず れ で も使 用が 可

・能 に な る こと を 説 明す る。

(4)WRITE命 令

レコ ー ドを 出 力 フ ァイル に書 き出す 命 令 で ある。 ぺ 「 ジが え ,行 送 りな

どの 方 法 も併 せ て説 明す る。.・':'・ 、
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指導上 の留意点

フ ァイ ル処理 は,ほ とん どの業 務処 理 に 使 われ る 内容 で あ る。 単数 フ ァイル

の場 合 は少 く,第3編 第1部 で 説 明 され た フ ァイ ル処 理 の基 本 技法 に見 られ る

よ うに,併 合 処理.突 き合 せ 処 理,更 新 処 理,維 持保 守 な どい ろい ろ な内容 が

あ る。 多 くの フ ァイ ル処理 は,く り返 し形 に な るが,フ ァイ ル の数 がふ え る と

処 理 の 論 理 は複 雑 に な る。 これ らを段 階 的 に 習得 させ る よ うにす る こ とが 必 要

で あ る。
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第7章 相対 ファイルの取 り扱 い

〔
順 呼 び 出 し法,乱 呼 び 出 し 法,相 対 キ ー項 目

口
この章 を終 了 した 時 点 で.学 習 者が つ ぎのつ ぎの事 柄 を達 成 してい る こ と を

目標 とす る。

1.相 対 フ ァイ ル の取 扱 い を理 解 し,そ の処 理 を記 述 で きる。

2.相 対 フ ァイ ル 処理 の 論 理 に つ いて プ ログ ラ ムを作 成 す る ことが で きる。

口
相 対 フ ァイ ル は 直 接 ア ク セス 記憶 装置 上にだけ許される ファイル で あ る。

イル 内 の レ コ ー ドは,相 対 レコー ド番 号 に よ り識 別 され.こ の番 号 に よって読

み書 きされ る。

相対 フ ァイ ルに 対 して 用 い られ る呼 び 出 し法 は,フ ァイル に存在 す る レコ ー

ドを相対 レ コー ド番 号 の 昇 順 に呼 び 出す 順 呼 び 出 し法 と.利 用 者 の 制御 に よっ

て相 対 レ コ ー ド番 号 で レコ ー ドを 呼 び 出す 乱 呼 び 出 し法 が 使 用 で きる。

71環 境 部 の書 き 方

環 境 部 の 入 出力 節 フ ァイル 管 理 段落 に お い て,フ ァイル の指定 を行 うこ と

を説 明す る。

(1)フ ァ イル 管理 段 落

フ ァイ ル 管理 段落 に おい て,フ ァイル 編 成 法 を指 定 す るが,相 対 フ ァイ

ル に対 しては.ORGANIZATIONISRELATIVEと 指 定 す る。

呼 出 し法 に つ いて は,順 呼 び出 し法,乱 呼 び 出 し法 の いず れ か を指 定す

る。 省 略 す る と,順 呼 び 出 し とみ な され る。RELATIVEKEY .句 で は,
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相対キー項 目を指定す る。

(2)入 出力管理段落

入 出力管理段 落では,再 開点お よび複数個の ファイルで共用す る記憶領

域 を指定 す るが,必 要が なければ省略で きる。

72デ ー タ部 の書 き方

フ'アイル 節 の書 き方の うち,フ ァイ ル節 名,レ コ ー ド記 述 項,BLOCK

CONTAINS句,DATARECORDS句,LABELRECORDS句,RECORD

CONTAINS句,VALUEOF句 は 順 フ ァイル の取 扱 い と同 じで あ るが,作

業場 所 節 で 相 対 キ ー項 目 を定義 す る必 要 が あ る。

73手 続 き部 の書 き方

(1)OPEN命 令 は.ラ ベ ル の検 査 や 書 き出 し.そ の 他の 処 理 を行 うた め の準

備 をす るが,OPEN命 令 の モ ー ド(INPUT,OUTPUT,1-O)と 呼 び 出 し

法 の 関連 につ いて 説 明 をす る。

(2)CLOSE命 令 は,フ ァイル の処 理 を終 了 させ る命令 で あ るが,す で に 開

かれ て い る フ ァイ ル に対 して の み実行 で きる。

(3)READ命 令 は,順 呼 び 出 し法 では 次 の レコ ー ドを使 用可 能 に す る。乱 呼

び出 し法でのREAD命 令は,直 接 ア ク セス記 憶 装 置上 の フ ァイル の 指定 され

た レコ ー ドを使 用 可能 にす る。 そ の場 合,READ命 令 に 先 立 って相 対 キー

番 号 を相 対 キ ー項 目に設 定 しなけれ ば な らな い。

(4)DELETE命 令 は,フ ァイルか らレ コー ドを論 理 的 に取 り除 く命令 で あ

る。 順 呼 び 出 し法 の フ ァイ ル では,DELETE命 令 を実 行す る前 に実 行 さ

れ た最 後 の 入 出 力命 令 がREAD命 令 で あ って,こ れ が 成 功 してい なけ れ ば

な らない 。 乱 呼 び出 し法 と指定 した フ ァイル に 対 す るD肌ETE命 令は,指

定 され る レ コー ドを フ ァイ ルか ら取 除 き,指 定 され た レ コー ドが存在 しな

い と きには,無 効 キ ー条件 が成 立 す る。
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(5)REWRITE命 令 は,直 接 ア クセス 記憶 装 置 上 の フ ァイ ル に存 在 す る レ

コ ー ドを,論 理 的に 書 き換 え る命 令 で ある。 順 呼 び 出 し法 ではINVALID

句 を書 い て は な らな い。

(6)WRITE命 令 は,レ コー ドを 出 力 フ ァイル 又は 入 出 力両 用 フ ァイルに 書

き出す 命令 で あ る。 順 呼 び 出 し法 の場 合,最 初 の レ コー ドの 相 対 レコ ー ド

番 号 が1に な り,そ れ に 続 いて 書 き出 され る レコ ー ドは2.3 ,4,… …

に な る。 乱呼 び 出 し法 の場 合,WRITE命 令 に先立 って 相対 レ コー ド番号

を相 対 キ ー項 目に設 定 しなけ れ ば な らない 。

指導上の留意点

相 対 フ ァイル を取 り扱 うプ ロ グ ラムの 演 習 を 行 う際 は,1/0モ ー ドな どで

プ ログ ラムが フ ァ イル の 内容 を書 き替 え る よ うな問 題 の 場合 に は,実 行 の た び

ご とに フ ァイル 内容 が 変 って しま うので,実 行 直 前 に ファ イル を初 期 状 態 に す

る よ う配 慮 して お く必要 が あ る。
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第8章 索 引 ファイルの取 り扱 い

用 語

索 引,キ ー,重 複 キ ー,状 態 キ ー

一
この章 を終 了 した時 点 で.学 習者 が つ ぎの 事 柄 を達 成 して い る こ とを 目標 に

す る。

1.索 引 フ ァイルの 処 理 を行 う場 合 の流れ が 説 明 で きる
。

2・ フ ァイル 処理 に 関連 す るCOBOL文 法 を習得 し,プ ロ グ ラム作成 が で き

る。

口
索引 ファイ ルは 順呼 び 出 し も乱 呼 び 出 しもで きる フ ァイル で あ り,レ コー ド

中 の1つ の キ ーの値 に よっ て レ コー ドが識 別 さ れ る。 キ ー の値 に よっ て識 別 す

る点 で相 対 フ ァ イル とは 異 な る こと に注意 す る。

レコー ドには1つ また は 複数 の デ ー タ項 目が キ ー と して設 定 され る
。

81環 境 部 の書 き方

環 境 部 の入 出力 節 の フ ァイ ル管 理段 落 に お い て,フ ァイル に関 係 す る情 報

を指 定 す る。

(1)フ ァイル管 理 段 落

フ ァイル管 理 段 落 に は,段 落 のは じめ にFILECONTROLと 書 き,続

い て フ7イ ル 管理 記述 項 を書 く。ORGANIZATIONISINDEXEDと

指 定す る・

呼 び 出 し法 を順 呼 び 出 しにす る と,フ ァイル の レ コー ドは フ ァイル 編成

に 従 っ た順 序 で呼 び 出 され る。 乱呼 び 出 しにす る と,レ コー ドキ ー項 目の

値 が 呼び 出す レ コー ドの レ コー ド ・キー を指 す こ とを説 明 す る。
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(2)入 出力管理段落

入 出力管理段落は,再 開点及び複数個の ファイルで共用され る記憶領域

を指定す る。必要が なければ省略で きる ことを説 明す る。

82デ ー タ部 の書 き方

フ ァイル 節 の 書 き方の うち,フ ァイ ル節 名,レ コ ー ド記 述 項.BLOCK

CONTAINS句,DATARECORDS句,DATARECORDS句,LABEL

RECORDS句,LABELRECORDS句.RECORDCONTAINS句,

VALUEOF句 の書 き方 は,順 フ ァイル の場 合 と同 じで あ る。

83手 続 き部 の 書 き方

(1)OPEN命 令 の 機 能 は,相 対 フ ァイ ル と同 じで あ る。

(2)USE命 令 は,入 出力 管 理 シス テ ムで用 意 され て い る標 準 手 続 き以 外 の 入

出力誤 り処 理 の 手 続 を指 定 す る。

(3)CLOSEは 相対 フ ァイル の場 合 と同 じで あ る。

(4)D肌ETE命 令 は,フ ァイ ルか らレ コー ドを論 理 的 に と り除 く命 令 で あ

る。

(5)READ命 令 は,順 呼 び 出 し法 で はつ ぎの レコ ー ドを使 用 可 能 にす る。 乱

呼 び 出 し法 で のREAD命 令 は,指 定 され た レコ ー ドを使 用可 能 にす る。

(6)R㎜ITE命 令 は フ ァイル に存在 す る レ コー ドを⊇ 鰭 き敵 る

命 令 で あ る6順 呼 び 出 し法 で は,R㎜ITE命 令 を実 行 す る直 前 に 実行 さ

れ た最 後 の入 出 力 命令 は,READ命 令 で なけ れ ば な らない。

(7)WRITE命 令 は,レ コー ドを出 力 フ ァ イル ーまた は 入 出 力両用 フ ァイル に

書 き 出す命 令 で あ る。 順 呼 び 出 し法 の フ ァイル では,主 レ コー ドキ ーの値

が 昇 順 に な る よ うに レコー ドを書 き出 さ な けれ ば な らない。 乱 呼 び 出 し法

で は,任 意 の順 序 で レ コー ドを書 き出 す こ とが で きる。
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指導上 の留意点

索 引 ファイル を取 り扱 うプ ログ ラムの 演習 で,プ ログ ラムが フ ァイル の 内容

を書 き替 え る よ うな問題 の 場 合 に は,相 対 フ ァイ ルの 場 合 と同 じ よ うに 常 に フ

ァイ ル を初期 状 態 に して 開 始 す る ように す る。
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第9章 整 列 併 合

用 語

昇Jl頃キ ー,降 順 キL,RELEASE,RETURN,lNPUT,PROCEDURE,

OUTPUTPROCEDURE,照 合 川頁序

目 標

この章 を終 了 した 時 点 で,学 習者 が つ ぎの こ とが で き るこ とを 目標 にす る。

1.順 フ ァイ ル 処 理,そ の他 照 合 順序 に従 った 処 理 の た め の整 列併合 の論 理

を理 解す る。

2.COBOLプ ログ ラムで 整列 併 合 を行 う と きの 書 き方 を習 得す る。

内 容

COBOLの 整 列併 合 機 能 は,利 用者 が 指定 した キ ーの 組 に従 って,い くつか

の フ ァイ ルの レ コー ドの順 序 をそ ろえ た り,同 じ くそ ろえ られ た レコー ドを持

つ2つ 以 上 の フ ァイ ル を併 合 す る もの で あ る こ とを説 明 す る。 利用 者 は入 力手

続 や 出 力手 続 に よ って,各 レコー ドに対 し特別 な処理 を行 うことがで きる。 この よ

うな処 理 はSORT命 令 に よる順 序 づ けの 前,後 ま た はそ の 両方 で,ま た ㎜E

命 令 に よ る併 合 の後 で行 う こ とが で きる。

この よ うな処 理 は,INPUTPROCEDURE,OUTPUTPROCEDUREと い

う記述 項 に よ り行 う場 合 と,USING,GIVING句 に よって 行 う場合 の2通 り

が あ る こ と を説 明 す る。

91環 境 部 の 書 き 方

(1)入 出力 節

① フ ァ イル 管 理 段 落

フ ァ イル 管 理段 落 で フ ァイル に名 前 をつ け,フ ァイル に関連 す る情 報

を指 定す る。 フ ァイ ル管 理 記 述 項 でSELECTし た フ ァイル 名 を,デ ー
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タ部の整列併合用 フ ァイル管理段落で指定す ることを説 明す る。

② 入出力管理段落

入出力管理 段落 では,複 数個 の ファイルで共用 される記憶領域を指定

す るが,書 い て も書 か な くて も よい 。

92デ ー タ部 の書 き方

デ ー タ部 で は,フ ァイ ル節 の 整列 併 合 用 フ ァイル 記 述 項 と レ コー ド記述 項

を書 い て,整 列 併 合す る フ ァイル の デ ー タレコー ドの 大 きさ,名 前 につい て

の 情 報 を与 え る こと を説 明す る。

整 列 併 合 用 フ ァイル 記述 の最 初 に は.レ ベル指 示 語SDを 書 き,そ の後 に

フ ァイ ル 名 を書 く。

93手 続 き部 の書 き方

(1)RELEASE命 令 は レ コー ドを整 列操 作 の最 初 の 段 階 に引 渡 す 命 令 で あ る。

この 命 令 は,SORT命 令 で 指 定 した 入 力手 続 きの 中 だけ で使 用 で き る こ と

を説 明す る。

(2)RETURN命 令 は,整 列操 作 の 最 後 の段 階 か ら整列 され た レ コー ドを引

き取 り.ま た は併 合 操作 中 に併 合 され た レ コー ドを引 き取 る命 令 であ る こ

と を説 明 す る。 この 命 令 はSORT命 令 又はMERGE命 令 で 指定 した 出力手

続 きの 中 だけ で使 用 で きる。

(3)SORT命 令 は整 列 用 フ ァイ ル をつ くり,そ の フ ァイ)レの レコー ドを指 定

され た キ ーに 従 っ て順 序 をそ ろえ る。 手続 き部 の 最 初 に1つ のSORT命 令

と1つ のSTOPRUNを 書 き,後 に続 く節 に入 力手続 と出 力手 続 を書 く,

KEYに 続 くデ ー タ名 は,強 さの順 に左 か ら右 へ 並 べ る。

出 力 手 続 き を指定 す る と,順 序 をそ ろえた の ち,出 力手 続 きに制 御 が移

る。

(4)MERGE命 令 は,指 定 した キ ーの 組 に 従 って 同 じにそ ろえ られ た レコー

ドを持 って2つ 以 上 の フ ァイ ル を併 合 す る命 令 で ある。
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指導上 の留意点

整列 の 前k・ よび 後 に 処理 を行 うと きに定 義 す るINPUTPROCEDURE,

OUTPUTPROCEDUREの 書 き方,整 列 処 理 の前 後 に整 列 用 フ ァイ ル との 間

の 受 け 渡 しにUSING,GIVINGを 使 う方 法 の 両方 に つ い て理 解 さ せ る こ とが

必 要 で あ る。
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第10章 プ ログ ラム間 連 絡機 能.

用 語

連 絡 節,独 立 連 絡 場 所,CALL,呼 ぶ プ ログ ラム,呼 ば れ る プ ログ ラム

匡==玉]'
この 章 を終 了 した 時 点 で,学 習者 が つ ぎの ことが で きる こ と を 目標 にす る。

1.プ ログ ラムを分 割 して作 成 す る。

2.す でに で き上 った 複 数 個 の プ ログ ラム を,実 行時 に一 体 化 す る。

=
プ ロ グ ラム間連 絡機 能 は,複 数 個 の プ ログ ラムが互 い に 連 絡 す る機 能 で あ っ

て,大 きな問 題 を プ ログ ラ ムす る と き,全 体 をい くつか の 単位 に 分 け てそ れ ぞ

『
れ 独 立 の小 さい プ ログ ラム と して 作成 し,完 成 させ,実 行 時 に そ れ ら のプ ロ

グ ラム を互 い に連 絡 させ て処 理 を進 め る と きに使 用す る機 能 で あ る こ とを説 明

す る。 そ のほ か,標 準 的 な プ ログ ラム 部分 を あ らか じ め 作 成 し て お き,そ れ

らを利 用 して 新 しい プ ログ ラム を作成 す る と きに も便 利 な機 能 で あ る。 連 絡 と

は,1つ の プ ログ ラムか ら別 の プ ログ ラムへ実 行 時 に制 御 を移す こ とと,両 方

の プ ログ ラムか ら同一 デ ー タ項 目 を使 用 す る ことで あ る点 も説 明 す る。

'1Q1デ ー タ部 の書 き方 ,

プ ログ ラム間 の連 絡 を行 うと きに は,デ ー タ部 に 連 絡 節 を定 義す る。 連 絡

節は 呼 ぶ プ ログ ラ ムの 中 の デ ー タ を,呼 ばれ る プ ログ ラ ムが利 用 で きる よ う

に す るた め の もの で ある こ と を説 明す る。 呼 ばれ る プ ログ ラ ム側 で呼 ぶ プ ロ

グ ラムか ら値 を受 け 取 りたい項 目につ い て.連 絡 節 で定 義 す る こ と を,例 を

示 して 説 明す る。
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1Q2手 続 き部 の 書 き方

あ る実行 単位 の 中 に あ る プ ログ ラムか ら,他 の プ ログ ラ ムへ 制 御 を移す と

きに 使 用 す るCALL命 令 につ い て 説 明す る。CALL命 令 は 呼 ばれ る プ ログ ラ

ムの 中 にあ って も よいか ら,階 層構 造 で モ ジ ュー ル を組 み 立 て る こ と もで き

る。CALL文 で指 定 で きる プ ログ ラム名 を表 わ す 方法 と,一 意 名 の デ ー タ項

目の 内容 値 と して 表 わす 間接 的 な方 法 とが ある こ と を説 明 し,例 示す る。 さ

らにCALL文 にUSING句 が つ い て い る ときの デ ー タ項 目の 対 応 につ い て も

説 明 し,例 示 す る。 プ ログ ラ ム間 連 絡 に おい て 呼 ば れ る プ ログ ラムの論 理 的

な終 りには,EXITPROGRAMを 書 くこ とを 説 明す る。.こ の 命 令 が実 行 さ

れ る と,制 御 が 呼 ん だ プ ロ グ ラムへ 移 る。

指導上の留意 点

プ ログ ラ ム間連 絡 機 能 を用 い る こ とに よって,プ ログ ラム ・モ ジ ュール を個

別 に開 発 し,い ろ い ろな構 造 を組 み 立 て る例題 を用 意 し,実 習 を通 じて理 解 さ

せ る。

参 考 文 献

1・入 門COBOL(第 .2版)西 村 怒 彦s植 村 俊 亮 共 著 オ ー ム社

2・図解 コ ン ピ ュ一 夕 シ リ,一 ズCOBOII」 入 門 海 老 沢 成 享著 オ ー ム社

3.COBOLプ ログ ラ ミ ング入 門 田川 正子 著 増 風 蝕

4.COBOLプ ログ ラ ミング入 門 く新 版 〉 日本 電 気 情 報 処理 教 育部 編 目本 能

率 協 会
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教 育 の 目 標

本 指 針uak・ け るFORTRANの 教 育 の 目標 は,初 級 情 報処 理技 術 者 に求 め ら

れ る 科学 技 術 計 算 の プ ログ ラム技 法 に つい て,JISFORTRAN上 位 水 準 に

準拠 して,適 正 プ ログ ラム を作成 す る能 力 を習 得 す る こ とに あ る。

内 容 のあ らま し

時 間 数
内 容

講 義 実 習

FORTRAN 5

FORTRANの 特 長

翻訳 と実行

FORTRANプ ログ ラ ムの形 式 5

FORTRANの 文 字 集合

プ ログ ラム の形 式

プ ・グ ラムの 構 造 5

事 例

ア ル ゴ リズ ム の定義 と性 質

三 つの基本形 と流れ図

モ ジ ュ ー ル と 適 正 プ ロ グ ラ ム

直 線 形 の プ ログ ラ ム 5 5

事例解析

文法

演習問題

選 択形 の プ ログ ラ ム 5 5

事例解析

文法

演 習問題
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時 間 数
内 容

講 義 実 習

反 復 形 の プ ログ ラムω 5 5

事例 解析(DOWHILE形)

文法

演習問題

整数型 デー タと固定小数点方式

反 復 形 の プ ログ ラム〔2) 5 5

事例解析(REPEATUNTn形)

文法

演習問題

反 復 形 の プ ログ ラ ム〔3) 5 5

事例解析(中 間判定形)

文法

演習問題

反 復 形 の プ ログ ラ ム{4) 5 10

事例解析(DO形)

文法

演習問題

浮動小数点方式

1次 元 配 列 とプ ログ ラ ム 5 10

事例 解 析 「

文法

演習問題

2次 元 配 列 とプ ログ ラム 5 25

事例解析

文法

演 習問題

文 関数 を引 用 す る プ ログ ラム 5 10

事例解析 べ、

10

文法

演習問題
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時 間 数
内 容

講 義 実 習

関 数 副 プ ログ ラムの 引 用 5 25

事例解析

文法

演習問題

サ ブル ーチ ン 副 プ ロ グ ラム を引 用 す る プ ログ ラム 5 25

事例解析

文法

演習問題

合 計 70時 間 130時 間
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第1章FORTRAN概 説

用 語

高 水 準 言 語,問 題 向 き 言 語,手 順 向 き 言 語.コ ン パ イ ラ 言 語.JISFOR

TRAN,基 本 水 準.上 位 水 準.FORTRAN77,処 理 系,原 始 プ ロ グ ラ ム.

翻 訳,実 行,ソ ー ス リ ス ト,エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

目 .標

1.FORTRANの 特 長,開 発 と標 準 化 の歴 史 を理 解 す る。

2.実 習計算 機 に 即 して,FORTRANの 原始 プ ログ ラムの 翻訳 と実 行 の仕組

を理 解 す る。

内 容

11FORTRANの 特 長

〔1)プ ログ ラム言 語FORTRAN

FORTRANは 高 水 準 言 語 の一 つ であ り,本 来,数 値 計算 を行 うた めの

言 語 で ある。 又,手 順 を明確 な算 法 と して表 現 で きる問 題 向 き言 語 で あ る。

他 の プ ログ ラ ム言 語 と比較 しなが ら説 明 す る。

{2)JISFORTRAN

最 初 のFORTRANの 開発 か らJISFORTRAN制 定 ま での過程 を,

特 にFORTRAN77と 関 連付 けて 説 明す る。

FORTRANJIS規 格 の 利 用方 法 を説 明す る。 特 定 の デ ー タ 処理 シス

テ ムに依 存 す る規 定外 事 項 は,そ の シス テ ム供 給 者 の 「FORTRAN手 引

書 」等 を参 照 す る こ と を説 明す る。

t2翻 訳 と 実 行'

(1)翻 訳 と実 行,JCL'
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実 習 計算 機 に即 して,FORTRAN原 始 プ ログ ラ ムの翻 訳 と実 行の 過程,

JCLの 役 割 を説 明 す る。 ソース リス ト,エ ラ ー メ ッセー ジ,プ ログ ラム

とデ ー タの 区別,デ バ ッグの 大要 に つ いて 説 明す る。

実 習 計算 機 に よる処理 の様 子 を見 学 す る。 計算 機室 の入 退 室,利 用上 の

ル ー ルに つ い て説 明 す る。

〔1)FORTRANの 開発 と標準 化 の過 程 は,計 算 機 科 学,情 報 処 理技 術の発 展

過程 や 動 向 と深 く結 び付 い てい る。 歴 史 の 説 明 が単 に年 代 順 に主 要 項 目を羅

列 して終 る とい う よ うな平 板 な もの に な らな い よ う,「 生 きた歴 史 」と して.

又学 習 者の 「 よい 動機 づ け 」とな る よ う,教 師 の経 験 や トピ ックス な ど交 え

な が ら授 業 展 開す る よ うにす る。

電子 計 算 機 が システム として稼 動 してい る こ と,計 算 機 実 習 が計 算 機 室要 員

等 の様 々な作 業 に 支 え られ ては じめ て 可能 で あ る こ とを認 識 させ る。
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第2章FORTRANプ ログ ラムの形 式

用 語

コ ー デ ィ ン グ,コ ー デ ィ ン グ 用 紙 プ ロ グ ラ ム ・カ ー ド,デ ー タ ・ カ ー ド,

制 御 カ ー ド,OCRシ ー ト,コ ン ト ロ ー ル ・シ ー ト,パ ス ワ ー ド,文 字 集 合,

英 字,数 字,特 殊 文 字,文,開 始 行,注 釈 行,継 続 行,文 番号,カ ラム,'

END文,プpグ ラ ム単 位

目'標

1.∴FORTRANプ ログ ラムの形 式{,一文 字 の書 き一方 の規 則 に従 っ'て∵ コー デ ィ

ングの 練 習 をす る。 tt':i・"L

内 ナ 容"

21FORTRANの 文 字 集 合

〔1)英 数 字,特 殊 文 字

FORTRANで 使用 す る英 数 字,特 殊 文 字 及び 処理 系 に用 意 さ れ てい る

使 用 頻 度 の 高 い そ の他 の 文 字 を説 明 す る。

〔2)文 字 の 書 き方

誤 読 を防 ぐた め の 文字 の 書 き方 の 規 則 や 留意 事 項 を守 っ'て,正 確 な 文字

を記 述 す る。

22プ ログ ラム の 形 式

{1)文,文 番号,行 の領域
り

文,文 番号,行 の正 しい 領域 を理 解 して,プ ログ ラム例 を コー デ ィ ング

す る。

プ ログ ラム単 位 を説 明 し,END文 以 降 に注釈 行(空 白行)が あ っ て も,

翻 訳 時 の エ ラー に な る こ とを説 明す る。
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〔2}コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ト

ユ ー ザ 名,ア カ ウ ン ト名 ,パ ス ワ ー ドを 覚 え,正 し い コ ン ト ロ ー ル シ ー

トを 作 成 す る 。

〔3)誤 り 修 正

実 習 計 算 機 シ ス テ ム に 即 し て,誤 り の 修 正 方 法 を 説 明 す る 。

指 導■'q)留 意 点

1.コ ー デ ィ ング ・ミス や誤 読 の発 生 は,プ ログ ラ ミ・ン グの生 産 性 を低 下 させ る

こと・ プ ログラムは公的 斑 晶であ り嬬 である・ と随 識 を持た桓 こ

とが大切である。OCRデ ィスプレイを観 察させて,誤 読ざれやすい文字やf自

分 の くせ 」を認 識 させ る と よい。'、.1、

2.端 末 装置 か らプ ロ グ ラ ム を投 入 す る と き,カ ラムず れ を防 ぐた め プ ログラ

ムの 開始 行 と して"e234の よ うに カ ラムの 位 置 を示す 注 釈 行 を入 れ る ごと も、

よい(最 後 に は 削除 す る)。

文 番 号 が第6カ ラム(継 続 欄)に かか って間 違 い を生 ず る学 習者 が 多いの

で,文 番 号 はす べ て第1カ ラ ム(左 詰 め に して)打 鍵 す る こ と もよ1心。㌦ 二

、㌦!・:一'㌣ 日

'-n't;:'-
e9:,"
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第3章 プ ログ ラムの構造

区 劃

アル ゴ リズ ム,算 法,三 つ の基 本形,直 線 形,選 択 形,IFTHENELSE形,

反 復 形,DOWHlLE形,モ ジ ュール,論 理 式,真,偽 適 正 プ ログ ラム,

奇 数 魔 方 陣(ド ・ラ ・ル ー ブル の方 法),整 列(選 択交 換 法),ニ ュー トン法,

ユ ー ク リッ ドの 互 除 法,素 数(エ ラ トステ ネ ス の 飾),組 立 除 法

1目 標1

1.事 例 を完 成 して,ア ル ゴ リズ ムの 意 味 とそ の 基 本 性 質 を理 解 す る。

2.三 つ の基 本 形 の 特 長 を説 明 し,流 れ 図 に表 現 す る。 モ ジ ュー ルの 意 味 を理

解 す る。

内 容1

31事 例

手 作 業,手 計 算 に よっ て事 例 を完成 す る。

{1)奇 数 魔 方陣 の 作成(ド ・ラ ・ル ー ブルの 方 法)

(2}デ ー タの整 列(選 択 交換 法)

㈲ 平 方 根 の近 似 値 計算{ニ ュ ー トン法)

32ア ル ゴ リズ ム の定 義 と性 質

C1}ア ル ゴ リズ ムの 定 義

明 確 に定 義 され た 有 限個 の規 則 の 集 ま りで あ っ て,有 限 回適 用 す る こ と

に よって 問題 を解 くもの(JIS情 報 処 理 用語 よ り)の 意 味 を.事 例 を参

照 して理 解 す る。

{2}基 本 性 質

ア ル ゴ リズ ムは 正 当性,一 意性,停 止 性,汎 用 性 を満足 してい なけれ ば
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な らない こと を,事 例 を参照 して理 解 す る。

事例{1)はn2回,事 例(2)は(n-1)回 の 操作 で必ず 終 了 す るが,事 例 〔3)

は 操作 の終 了条 件 を与 え なけれ ば な らない こと を説 明す る。

3

ω

3

〔2)

三 つ の 基本 形 と流 れ 図

直 線 形

文S1の 次 に文S,を,次 に 文S3を … …,と 順 に文 を実 行 す る形 で あ る。

選 択 形

論 理 式eが 真 な らば 文S1を 実 行 し,偽 な らば 文S2を 実 行 す る形 で,ど

ち らの文 を実 行 して も実行 後 は 必ず 一 つ の結 合点 に合 流 す る。

〔3)反 復形DOWHILE形

論理 式eが 真 であ る 間,文Sを 繰 返 し実 行 す る形 で あ る。

34モ ジ ュー ル と適正 プ ログ ラム

〔1)ユ ー ク リ ッ ドの互 除法

論理 の組 立 てに よっ て,ア ル ゴ リズ ムの解 読 性,流 れ 図 が異 な り.プ ロ

グ ラ ミン グに大 き く影 響 す る こ とを説 明す る。

1

〔2)適 正 プ ログ ラ ム

プ ログ ラム をモ ジ ュ ール化,構 造 化 す る必要 性 を説 明す る。適 正 プ ログ

ラ ムの 特 長 を説 明す る。

一265一



第3編 実務能力

α:=mod(α,b)

図3-5-1

δを与 える

b:=mod(α,b

b=O

T
'

gcm=b

お わ り

基本形 に よらない流れ図

α,ψ を一与え る

図3-5-2

1

γ:-m・d(・z・y)

F

γ ≒O

T

上.・ 一 夕

[三 一・
1

1・・-m・d四
1

9㎝:=y
`

(お わ り)

モ ジ ュ ー ル 化 さ れ た 流 れ 図
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指導上の留意点

{1)本 章 で の 指導 の 内容 は,以 降 のFORTRANプ ログラ ミン グの ス タ イ ル を

決 定 す る。 即 ち,本 部 は 第3編 第1部 の 「 プ ログ ラ ム 流 れ 図 の 作 成 技 法 」

の フ ィ ロ ソ フ ィ を継 承 し,本 部 の教 育 の 目標 に 示 す よ うに 「適 正 プ ログ ラム

の作 成 」
.を 目指 して い る。 従 って 「文法 を小 出 しに紹 介 しなが らそ の 文法 の

範 囲.内で 自 由 なス タ イル で プ ログ ラ ミングす る 」とい う もの で は な く,「 問

題 を解析 して モ ジ ュー ル化,構 造 化 され た 流れ 図 を作成 し,こ れ を プ ログ ラ

ム化 す るに 必要 な文法 を適 用 す る 」とい う観 点 にた って い る。

{2}本 章 で提 示 す る事 例 は,学 習者 が 実 際 に手 を動 か し,そ の 過 程 を経 験 的 に

理 解 し,ア ル ゴ リズ ムの 定義 及 びそ の性 質 を把 握 さ せ る こ とが 重要 で あ る。

以 下 の 事 例 も役 立 つ。

組 立 除 法,エ ラ トス テ ネス の飾 に よる素 数表 の 作 成 。

(3)反 復 形 はD!)WHILE形 の 紹介 だけ に と どめ る。 ユ ー ク リ ッ ドの互 除 法 の

流 れ 図 中,剰 余 γを求 める文 を2回 用レ・てDOWHILE形 に しているが ,学 習 者

か ら 「最 初 の 文r:=mod(x,y)に 制 御 を戻す 中 間判定 形 の 適 用の可否につ

い て 」の 質 問 が 予 想 され る。 混 乱 しない 説 明 を用 意 して お く必要 が あ る。

(4)本 章 の 選択 形 及 び以 下 の 流 れ 図 に おい て,例 え ば α:0を 判 断 ボ ックス の

中 に書 込 み,分 岐 す る流 れ 線 の 傍に 等 号,不 等 号 を添 え る表 現 は使 用 しない。

{5)算 術代 入 文 の 等 号 に あた る記号 は,FORTRANの 様 に イ コ ール を 用 い て

も よいが,、矢 印 やPASCAL風 に コ ロン イ コール を用 い る こ と もよい 。

文 の区 切 り記 号 セ ミコ ロンを用 い る こ と も よい。
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第4章 直線形 の プログ ラム

已 ∋

PROGRAM文,プ ログ ラ ム名,英 字 名.デ ー タの型.型 宣 言,型 宣 言文,

lNTEGER文,整 数 型 デ ー タ,整 定 数.整 数 型 変数 、 変数 名.数 値記 憶単 位,

算 術 演算 子,算 術式.演 算 の優 先 順位,整 数 化 され た商,整 定 数 式.算 術 代入

文,PRlNT文,書 式 識 別子,出 力並 び,並 びに よる出力文.STOP文

目 標

直線 形 の事例,演 習 問題 を解 析 し,流 れ 図 を作成 し,プ ログ ラム を完 成 す る。

内 容

41事 例 解 析

田 四 則計 算,剰 余 一

2整 数 の 値 を プ ロ グ ラ ム上 で定 義 し,四 則,剰 余 を求 め て 印字 す る。

{2}2数 の 入 れ換 え

2整 数 の 値 を プ ログ ラ ム上 で定 義 し,値 を入 れ 換 え て 印 字 す る。

42文 法

(1)PROGRAM文,プ ログ ラ ム名,英 字 名,STOP文,END文

プ ログ ラム単 位 を説 明す る。 実 習 計算 機 シス テ ム に即 して プ ログ ラ ム名

とJCLの 関係 を説 明す る。

(2)デ ー タの型,型 宣 言,型 宣 言 文,INTEGER文,整 数 型 デ ー タ,整 定

数,整 数 型変 数,変 数 名,数 値 記 憶 単位

プ ログ ラ ム全 体 を把 握 す る ため,す べ ての 変 数 は型 宣 言 す る こ とを説 明

す る。

(3)算 術 演算 子,算 術 式,算 術 定 数 式,演 算 の優 先 順位,整 数 化 さ れ た商,
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算 術 代 入 文

(4)PRINT文,書 式識 別 子,出 力並 び,並 びに よる出 力文,

実 際 の 出 力結 果 例 を説 明す る。

43演 習 問 題

{1)恒 等 式

(例)α3+b3-(α+b)(α2一 αb+b2)に つ いて,2数 α,bの 値 を プ

ログ ラ ム上 で 定義 し,左 辺 と右辺 の 値 をそ れ ぞ れ 計算 して 等 しい こと を確

認 す る。

{2)級 数 の 和

(例)Σi=n(n+1)/2に つ い て,nの 値 を プ ログ ラム上 で定 義 し,
i==1

式 を計算 して結果 を確認 す る。

指導上 の留意点

{1)講 師 は 旧JISFORTRANに こだ わ っ ては い け ない。 現FORTRANに

含 まれ ない 旧 文法 を紹 介 す る こ とは,学 習者 に混 乱 を生 じさせ る だ け であ る。

(注:FORTRANの 歴 史 の 項 で発 展 過程 例 と して 紹介 す べ きで あ る)

〔2)算 術 式 を正 し く理 解 させ る一 方 法 と して,「 算 術 式 の(逆)ポ ー ラン ド記

法 へ の 変 換 」を指導 す る こ とは有 効 で あ る。
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第5章 選択形 の プ ログ ラム

用 語

ブ ロ ックlF文,ELSE文,ENDlF文,lFブ ロッ ク,ELSEブ ロ ック,

関係 演算 子,関 係 式,論 理式,入 力 並び,並 び に よ る 入 力文,READ文,組 込

み 関 数MOD,総 称 名,引 数

目 標

選 択形 の事 例,演 習問 題 を解析 して流 れ 図 を作 成 し,プ ログ ラム を完 成 す る。

内 容

5↑ 事 例 解 析

{1)2数 の 大 小 比較

2整 数 の 値 を入 力 して,大 きい数(小 さい数)を 印字 す る。

〔21最 大値,最 小 値

3整 数 の値 を入 力 し,最 大 値,最 小 値 を印 字 す る。

52文 法

〔1)ブ ロ ックIF文,ELSE文,ENDIF文,IFブ ロック,ELSE

ブ ロ ック,字 下 げ 効果

字 下 げ を して 選択 形 の構造 を明確 に す る。

{2)関 係 演 算 子,関 係 式,論 理 式

{3}入 力 並 び に よ る入 力文,入 力 並び,READ文

入 力 デー タ例 を示 して説 明 す る。、

{4)組 込 み 関数MOD,総 称 名,引 数

組 込 み 関数MODは 奇 偶判 定 な どに 用 い られ る こ とを説 明す る。
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53演 習 問 題

(1)IFTHEN形 の適 用

最 大(小)値 判 定 を,IFTHENELSE形 で 表現 す る。

〔2}正 負,奇 偶 判 定

整 数 を入 力 して正 負,奇 偶 判 定 す る。

指 導 上 の 留意 点

この 時点 で,論 理IF文 とGOTO文 に よる 選 択形 は 紹 介 しない。IF

THEN肌SE形,IFTHEN形 に徹 す べ きで あ る。
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第6章 反復形 の プ ログラム(1)

用 語

論 理lF文,GOTO文,READ文,WRlTE文,装 置 指 定 子,FORMAT文,行 送

リ,1形 編琴.ア ポ トロフィ編 集,X形 編 集,固 定小数点方式,ブ イボッチ数列,漸 化式

目 標

1.先 行 判 定 反 復 形(DOWHILE形)の 事例,演 習問 題 を解析 して流 れ 図 を

作 成 し,プ ログ ラム を完 成 す る。

2.整 数 型 デー タの 正 負 の 最 大 値 を理 解 し,プ ログ ラ ミング に 役立 て る。

内 容

61事 例 解 析

ω 級 数 の 和

nを 入 力 して,1か らnま での 自然数 の和,偶 数 の和,奇 数 の和,階 乗

を求 め る。

〔2)フ ィボナ ッチ数 列

フ ィボ ナ ッチ数 列 を発 生 して 印字 す る。

62文 法

{1)論 理IF文,GOTO文

DOWHILE形 は,2つ の 構 造 で 表 現 で き る こ と を 説 明 す る 。

11F(e)THENlIF(e)GOTO2

SISi

GOTOlGOTOl

ENDIF2Sz

S2

DOWHILE形 の2つ の 表 現
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{2)READ文,WRITE文,FORMAT文,装 置 指定 子,行 送 り,1形 編

集,ア ポス トロフ ィ編 集,X形 編 集

入 力 デ ー タ形 式 とREAD文 及 びFORMAT文,出 力形 式 とWRITE文

及びFORMAT文 の 関係 を事例 を示 して説 明す る。

6.3演 習 問 題

〔1)最 大 公 約 数

2整 数 を 入 力 し て,ユr"ク リ ッ ドの 互 除 法 に よ り最 大 公 約 数 を 求 め て 印

字 す る 。 ・

〔2)級 数 の 和

π の 値 を 入 力 し て 次 の 値 を 求 め る 。

1+(1斗2)+(1+2+3)+… … …+(1+2+… …+n)

64整 数型デ ータ と固定小数点方式
れ　エ

事 例 〔1)の階乗 計算 の 出 力結果 を参照 して,一整 数 型 デ ー タの値xは 一2≦

xsブ1-1(nは1記 憶 数 値 単 位 の ビ ッ ト数)で ある こと を説 明す る。

指導上 の留意 点

{1}事 例 〔1)では,正 順 の 和,逆 順 の 和 を求 め る よ う指 導す る。

{2)実 習 計算 機 に 即 して永 久 ル ー プの 中断 方 法 を事 前 に指 導 してお く。
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第7章 反復形 の プログ ラム(2)

コ
実 数 型 デ ー タ,実 定数,基 本実 定数.実 数 型 変数.REAL文,F形 編 集,

E形 編 集,斜 線編 集,組 込 み 関 数ABS,組 込 み 関 数SQRT,個 別 名,逐 次

近 似 法,ニ ュー トン ・ラフ ソ ン法,黄 金 分 割 比

目 標

後 続 判 定反 復 形(REPEATUNTIL形)の 事 例,演 習 問題 を解 析 し,流 れ

図 を作 成 し プ ログ ラム を完 成 す る。

巨 容

71事 例 解 析

〔1)逐 次 近 似 法

方 程 式X2-X-1-0の 近 似 解 を,商 化 式

」C
n+1=1+1/」Cn(n==O,1,2…)

ロ　

に よ り求 め る。 初 期 値X。-1.0,精 度 ε一10を 入 力 し,収 束 の 過 程 も

印字 す る。

{2}平 方根(ニ ュー トン ・ラ フ ソン法)

平 方 根 の 「 の近 似 値 を,漸 化 式

劣計,一 丁(α∬+三)
η

に よ り求 め る。 組 込 み 関数SQRTを 用 い る と きの値 と比 較 す る。

72文 法

{・)実 数 型 デ ー タ,実 定 数 基 本 実 定数 実数 型 変 数,REAL文,型 の 変換

実 数 型 デー タは,実 数 値 を処理 系 が 近 似 した もの で あ る こ と を説 明 す る。
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{2)組 込 み 関数ABS,SQRT,個 別 名

組 込 み 関数 の 引数 に注 意 す る。

(3)F形 編集,E形 編集,斜 線 編集

入 力 デー タ形 式 とREAD文 及 びFORMAT文,出 力形 式 とWRITE文

及 びFORMAT文 との 関係 を例 を示 して説 明 す る。 入 力 デー タ,出 力形 式

を設計 す る。

(4)REPEATUNTIL形

REPEATUNTIL形 は,FORTRANで は 直 接 表現 で きない の で,流 れ

図 中 の論 理 式 を否 定 した形 に して 表 現す る こ と を説 明す る。

S

T¢F

〔a)流 れ 図

図3-5-3

1 S

IF(e)GOTO1

{b)FORTRANの 表 現

REPEATUNTIL形 の表 現

73演 習 問 題

〔1)黄 金 分 割 比

フィ ボナ ッチ 数 列 の 後項 と前項 の 比は ㍉ 黄 金 分割 比 に収 束 す る こ と を確

め る。

{2)平 方根 表 の 作 成

数 α を1か ら10ま で0.5き ざみ た変 え て,平 方 根V"Zi'の 近 似 値 を,ニ ュ

ー トン ・ラ フ ソン法 に よ り求 め る
。
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指導上の留 意点

〔1)事 例1をDOWHILE形 に して,REPEATUNTIL形 との違い を理解 させ る。

一6
ε:=10

工:=1.0η
,

工 叶1:-1+1/∬ れ.

劣 情1,ω 叶1一 ωひ の 印 字

μ 。+㌻ エπ1≧ ε

互:=互+1

石+1:-1+/エ.

石+1,へ+1-%の 印 字

一6ε:
=10

ω:=1.0π十1

ω π:=石+1

石+、:-1+1/%

鞠+Pエ 。+1一劣πの 印 字

已 計、一石}≧ ε

〔a)DOWHILE形 〔b)

'図3 -5-4

.2つ の 構 造 図

次 の よ う な 流 れ 図 を 作 ら な い よ う指 導 す る 。

は じ め

=10

:=1.0

x・ ・1:=・1+1/x
,

Xn十1

劣 η十「 工 、

劣 「叫 ≧・

F

REPEATUNTIL形

n±1

お・ わ

図3-5-5基 本 形 に よ ら な い 流 れ 図
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{2)事 例1で 漸 化 式 を 」C。.+1=xZ,-1(n=0,1,2♪ ・・…)と す る と,発 散 す る こ

と が あ る こ と を 説 明 す る 。

y=x2-1y==x

収束 しない事例

{3)実 数 型 同士 の 相 等 判 定 を用 い ては な らない こと を事例 を示 して 指導 す る。

(例 え ば,0.2を5回 加 え て も1.0に 等 しくな らない こ と を示 す 〉
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第8章 反 復形の プ ログ ラム(3)

〔
フ ァイ ル終 了 指 定 子,制 御情 報 並 び ,書 式 付 き入 出 力文,へ ロンの 公式

〔
中 間判 定反 復 形 の 事 例,演 習 問題 を解 析 し,流 れ 図 を作 成 し,

完 成 す る。

口
プ ロ グ ラ ム を

81事'例 解 析

〔1)総 和 と 平 均

エ ン ドデ ー タ又 は デ ー タの 個 数 を添 え た デ ー タ を入 力 して
ピ 総和 と平 均

を求 め る。

〔2}2次 方程 式 の 解

フ ァイ ノレ終 了 縫 子 を含むREAD文vaよ り・ 囎 の ・次方 程 式の係数 を

入 力 し,解 の公式に より実数解 を求 めて印字す る。虚数解の ときは"虚 数"

と印字す る。

82文 法

ω ファイル終了指定子,制 御情報並び,書 式付 き入 出力文

並び項 目を もつREAD文 を説明す る。

〔UNIT=〕u,〔FMT=〕f,END=s

83演 習 問 題

〔1)ヘ ロ ン の 公 式

n組 の 三 角 形 の3辺 の長 さ を入 力 し,三 角 形 を形 成 す るか ど うか を判 定
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し,形 成 す る と ぎはヘ ロシ の公 式 に よ りそ の 面積 を求 め る。

指導 上 の留 意 点

{1)中 間判 定 反 復 形 は,原 則 的 には 基 本形 に含 まれ ない。

F-一 一

ー

ー

l

l

-

1

ー

ー

L

回

一

回

'

1

一

π

'''"s,egnll実 行

… ・・S2はn-1回 実 行

:

図3-5-6中 間判 定 反 復形 の 流 れ 図
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、
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第3編 実務能力

第9章 反復 形の プ ログ ラム(4)

用 語

DO文,DOル ー プ の 端 末 文,CONTlNUE文.DOル ー プ の 範 囲,DO変 数.

初 期 値 パ ラ メ ー タ 、 終 値 パ ラ メ ー タ,増 分 パ ラ メ ー タ,浮 動 小 数 点 方 式

目 標

1.DO形 反 復 形 の 事 例,演 習 問 題 を解 析 し,流 れ 図 を 作 成 し,プ ロ グ ラ ム を

完 成 す る 。

2.計 算 機 の 計 算 誤 差 を 認 識 し て,プ ロ グ ラ ミ ン グ,結 果 の 評 価 に 役 立 て る 。

内 容

91事 例 解 析

〔1)関 数 表 の 作 成

Xの 値 を0か ら50ま で1ず つ 変 え て,x2,x3,2x,レnxrの 関 数 表 を

作 成 す る 。 結 果 を 見 易 く す る た め,5行 毎 に 空 白 行 を 入 れ る 。2aは オ ー

バ ー フ ロ ー し な い 間 印 字 す る 。

〔2)自 然 対 数 の 底e

自 然 対 数 の 底 ¢ の 値 を 次 式 に よ り 求 め る 。

el-(…(((1)+1/1!)+1/2!)+…)+1/n!

e,一((・ ∵(((1)+1/n!)+1/(n-1)!)+…)+1/2!)+1/1!

e、 一((…(((0)+1/n!)+1/(n-1)!)+…)+1/2!)+1/r!+1/0!

92文 法

〔1)DO文,DOル ー プの 端 末 文,CONTINUE文,DOル ー プの範 囲.DO

変 数,初 期 値 パ ラメー タ,終 値 パ ラ メー タ,増 分パ ラ メー タ

DOル ー プの 範 囲 を実行 した後 の 変 数 の値 を,例 を示 して説 明す る。
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93演 習 問 題

ω 分 子 の 有 理 化

αX2+bx+C=0に おい て,b2≧4αeの と き解 の 公 式 の 分子 を有 理 化

す れ ば精 度 が あげ られ る こ と を確 め る。

〔2)DO形 化

前章までの事例,演 習問題 をDO形 化す る。

94実 数 型 デ ータ と浮 動 小 数 点方 式

実数 型 デ ー タ と浮 動小 数 点 方式,計 算誤 差 につ い て例 を示 して 説 明す る。

指 導 上 の留 意 点

{1)DOル ー プ を脱 出 した 後 でDO変 数 を不用 意 に 引用 しな い よ う説 明す る。

〔2}α 一 〇・5,b-0.2,0-0.1を2進,16進 に変 換 して1数 値 記 憶 単 位 に

近似 値 が 格納 され る こ と を確 め る。 又,3F15.4,3F15.10に よ り出 力 し

て結 果 を確 認す る。
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第3編 実務能力

第10章1次 元配列 とプ ログ ラム

用 語

1次 元 配 列,配 列 宣 言,配 列 名.配 列要 素.寸 法 宣 言 子,上 限.下 限,添 字

式.DO形 並 び.標 準 偏 差,ベ ク トル の内 積,相 関 係 数,

目 標

1次 元配 列 を用 い る事 例,演 習 問題 を解 析 し,流 れ 図 を作 成 しプ ログ ラ ム を

完 成 す る。

内 容

1Q1事 例 解 析

ω ベ ク トルの 内積

π個 の 品 目の 単 価 と個数 を読 込 ん で,合 計金 額 を求 め る。

〔2)標 準 偏 差

π個 の デ ー タの 平 均 と標準 偏 差 を求 め る。

1Q2文 法

{1}1次 元配 列,配 列 宣 言,配 列名,配 列要 素,寸 法 宣 言 子,上 限,下 限,

添 字 式

プ ログ ラム上 で配 列 宣 言 文 を書 く位 置 を説 明す る。 デ ー タを格 納 す るに

必要 な配 列 の 寸 法 指 定 の仕 方 を説 明す る。 配 列要 素 の 引 用 に 際 して,添 字

式 の 値 が 寸 法 を超 え ない よ う十 分 注 意 しな けれ ば な らない こ と を説 明す る。

{2)DO形 並 び

入 力 デ ー タの 形 式 とREAD文 及びFORMAT文 の 関係,出 力 形 式 とW

RITE文 及 びFORMAT文 の 関係 を,例 を示 して説 明す る。入 力 デ ー タ,

出 力形 式 を設 計 す る。
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1Q3演 習 問 題

〔1)相 関 係 数

2数 を組 とす る π組 の デ ー タ を入 力 して ,相 関 係数 を求 め る。

〔2}組 立 除 法

π次 多項式 の係 数 を入 力 して,組 立 除法 に より式の 値 を求 め る。

指 導 上 の留 意 点

{1)DO文 と配 列 を結 びつ け る手 法 が,特 に大 切 で あ る こ とを 説 明す る。

配 列 の寸 法 をオーバーする とき,致 命 的 な誤 りに な るこ と を説 明す る。 処 理

系 に 用 意 され て い る デバ ック文 を紹 介 して,配 列 オ ーバ ー をチ ェ ックす る デ

バ ッグ文 を説 明す る こ と も よい。

{2}入 出 力設計 に十 分 時 間 を とっ て練 習 す る ことが 必要 で あ る。

一283一



第3編 実務能力

第11章2次 元配列 とプ ログラム

口
2次 元 配 列,CHARACTER文,DATA文,文 字 代 入文,組 込 み 関 数SlN,

組 込 み 関 数COS,組 込 み 関 数EXP

口
2次 元 配 列 を引 用 す る事 例 や 演 習 問題 を解析 し,流 れ 図 を作成 し,プ 』グ ラ

ム を完 成 す る。

=
1'1.1事 例 解 析

〔1)奇 数 魔 方 陣

ド ・ラ ・ル ー ブル の方 法 に よ り3次 か らn次 ま で の奇 数 魔方 陣 を作成 す

る。

{2)減 衰 振 動 曲 線

減 衰 振 動y=e"c「sin(X+θ)の グ ラ フ を作 成 す る。

11.2文 法

{1)2次 元 配 列

配 列要 素 は 列 と して順 序付 け られ てい る こ と を説 明す る。通 常 の 行 列の

行 方 向 と2次 元配 列 の行 方 向 が逆 順 に な って い る こ とを説 明 し,グ ラフの

出力 等 の場 合,逆 順 に と り出 さな けれ ば な らない こ と を説 明す る。

{2)DO形 並 び

入 力 デ ー タ形 式,出 力形 式 とDO形 並 び を もつREAD文,WRITE文 及

びFORMAT文 の関 係 を例 を示 して説 明 す る。 入 力 デ ー タ,出 力形 式 を設

計 す る 。
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{3)CHARACTER文,DATA文,文 字 代 入 文

文字 型 デー タは 文字 型 宣 言 が必 要 で ある こ とを説 明す る。 文 字 型 デ ー タ

と数値 デ ー タの 関係 は,処 理 系 に よって 異 な る こと を説 明 す る。

1i3演 習 問 題

ω 素 数

「エ ラ トス テ ネスの 飾 」に より で き るだ け 多 くの 素数 を作 る。

{2}行 列 の 積

2つ の行 列 を読 込ん で,行 列 の 積 を計 算 す る。

指 導 上 の 留意 点

{1)DO文 と2次 元 配 列 との 結 び つ きは,FORTRANプ ログ ラ ミン グ で 最 も

有 用 な技 法 で あ る。 特 に外 側 のDOル ー プが 内側のDOル ー プ を制 御 す る よ

うな場合 の 指導 に 力 点 をお く必要 が あ る。
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第3編 実務能力

第12章 文 関数 を引用す るプ ログ ラム

用 語

文 関数 定 義 文.文 関数 の 引 用.仮 引数,実 引 数,関 数 名,二 分 法,シ ン プ ソ

ン則,は さみ打 ち 法,ク ラ ー メル の定 理.サ ラ スの 規 則

目 標

文関 数 を引 用 す る事 例,演 習問 題 の 流れ 図 を作 成 し,プ ログ ラム を完 成 す る。

内 容

121事 例 解 析

に)方 程 式 の 解法(二 分 法)・

方 程 式 の1実 数 解 をは さむ2数 を入 力 して,二 分 法 に より解 の 近似 値 を

求 め る。

{2)数 値 積 分(シ ン プ ソ ン則)

定 積 分 の上 限,下 限の 値 を入 力 して,シ ン プ ソン則 に よ り数 値 積 分 す る。

122文 法

[1)文 関 数 定 義 文,文 関数 の 引 用,仮 引数,実 引 数,関 数 名

文 関 数 は1行 で 定義 され る関 数 で あ る。 仮 引数 と実 引 数 の型,順 序,個

数 が 一 致 しな け れ ば な らない こ と を説 明す る。

123演 習 問 題

ω 方 程 式 の 解 法(は さ み打 ち法)

は さみ 打 ち法 に よ り方程 式 の 近 似解 を求 め る。

{2)連 立 方 程 式 の 解 法(ク ラー メル の定 理)

2元 連立 方 程 式 を ク ラー メル の定理 に よ り解 く。 行 列 式 の値 はサ ラス の
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規 則 を適 用 す る。

指 導 上 の留 意 点

文 醐 は次章 の 関数 副 プ 。グ ラ ムva置 き換え られ るの で,ーそ れ 程 力点 を置 く

必要 は ない 。
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第3編 実務能力

第13章 関数副 プ ログ ラムの引用

=
主 プ ロ グラ ム.関 数 副 プ ロ グラ ム,外 部 関数 名,手 続 き,FUNCTION文.

RETURN文,パ ス カル の 三 角 形

口
関数 副 プ ログ ラム を引 用す る事 例 や演 習 問 題 を解析 して 流れ 図 を作 成 し,プ

ログ ラ ム を完 成 す る。

〔
131事 例 解 析

ω 行 列 式 の 値

π次 の行 列 式 の 値 を求 め る。

{2)進 法 変 換

2進 数 を10進 数 に変 換 す る。

132文 法

11}主 プ ログ ラム,関 数 副 プ ログ ラム,外 部 関数 名,手 続 き',FUNCTION

文IRETURN文

関 数 副 プ ログ ラムの 外 部 関 数 名 が値 を もち,主 プ ログ ラ ムに値 を持 ち帰

る こと を説 明 す る。

関 数 名 は 関数 副 プ ログ ラム 内 で.変 数 と して表れ な けれ ば な らな い こ と

を説 明す る。

133演 習 問 題

{1)関 数 副 プ ログ ラム化
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第4部FORTRAN

文 関数 を用 い た事 例 や 演 習 問 題 を,関 数 副 プ ログ ラ ム を引 用 す るプ ログ

ラムに変 え る。

〔2)パ ス カ ルの 三 角形

m個 の 中か らn個 を と る組 合 せ 計 算 を利 用 して,パ ス カル の 三 角形 を作

成 す る。

指導上 の留意点

〔1)問 題 の どの部 分 を関数 副 プ'ログ ラム化 す る か を発 見 す る こ とが 指 導 の要 点

で あ る。

{2)関 数 副 プ ログラ ム 内で,例 え ば

F(X,Y)=X十Y

の ように 左 辺 に誤 った 記 述 をす る学 習 者が い るの で注 意 して 指導 す る。
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第3編 実務能力

第14章 サ ブ ル ー チ ン副 プ ログ ラムを 引 用 す る プ ログ ラム

用 語

サ ブ ル ーチ ン,サ ブ ル ーチ ン副 プ ログラ ム,サ ブ ル ーチ ン名.CALL文 .

COMMON文.整 合 配 列,定 配 列宣 言子.仮 配 列宣 言 子.実 配 列宣 言 子.共 通

ブ ロック 名,無 名共 通 ブ ロ ック,掃 き 出 し計 算,逆 行 列,全 加 算 器

目 標

サ ブル ー チ ン 副 プ ロ グ ラム を引用 す る事 例 や 演 習 問 題 を解 析 し,流 れ 図 を作

成 して プ ログ ラ ム を完 成 す る。

内 容

イ41事 例 解 析

〔1)連 立 方 程 式 の 解法(掃 き出 し法)

π元連 立 方 程 式 を掃 き出 し法 に よ り解 く。 係 数 行 列の 逆 行 列 を求 め る。

〔2)全 加算 器 の シ ミュ レー シ ョン

2つ の10進 整 数 を入 力 して,全 加 算 器 の働 き を シ ミュ レー トす る。

142文 法

{1)サ
.7'ルー チ ン,サ ブル ー チ ン副 プ ログ ラム,サ ブ ルー チ ン名,CALL文

サ ブル ー チ ン 副 プ ログ ラ ム の 特 長,関 数 副 プ ログ ラム との 相 違 を説 明

す る。

{2)COMMON文,共 通 ブ ロ ック名,無 名 共 通 ブ ロ ック

引 数 に よる結 合 との 相 違 を説 明す る。

〔3)整 合 配 列,定 配 列 宣 言 子,仮 配 列 宣 言 子,実 配 列宣 言 子

整 合 配 列 に よ り柔 軟 な副 プ ・グ ラムイヒが で き る こ と を説 明 弦 ・
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143演 習 問 題

〔1}素 因 数 分 解

素 数 表 を作 り,こ れ を利 用 して2か ら100ま で の整 数 を素 因数 に 分 解 す

る。

{2)進 法 変 換

10進,2進,16進 変 換 表 を作 成 す る。2進 に は パ リテ ィ ビ ッ トを付 加

す る。

13)擬 似 英 文

英 文 を入 力 して各 文字 の 出現 頻 度 を整 列 して ヒス トグ ラム を画 く。 第0

次,第1次,第2次 近 似 の擬 似 英 文 を発 生 す る。

{4)ポ ー ラ ン ド記法

1文 字 の変 数 か らな る任 意 の算 術 式 をポ ー ラ ン ド記 法 に変 換 す る。

指 導 上 の留 意 点

副 プ ログ ラ ム化 は,適 正 プ ログ ラム作 成 の 最 も重要 な技 法 で あ る。 どの 部 分

を副 プ ログ ラ ム化 す るか,問 題 の解 析 に力 点 をお か な げれ ば 在 らな い 。

参 考 文 献

1.FORTRAN77入 門 浦 昭 二 編,培 風 館,1982年

2.FORTRAN77大 駒 誠 一,サ イ エ ン ス 社,1982年

3.入 文 科 学 のFORTRAN77西 村 恕 彦,東 大 出 版 会,1980年
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第5部 システム開発 と運用

教 育 の 目 標

当部 では,ア プ リケ ー シ ョン ・シ ス テ ムの 開 発か らプ ログ ラム開発,プ ログ

ラ ム ・テ ス トか らシス テ ム運用に至 るまでのすべての 局面 につ いて 説 明す る。 さ

らに,そ れ らの各 局 面 を成功 裡 に 遂行 して い くため の組 織 体 制 の あ り方.お よ

び情報 処理 技 術 者 の 位 置 づ け と役 割 に つ い て も理 解 させ る 。

当部 で取 り上 げ るテ ーマ の い くつ か は,初 級情 報 処 理 技 術者 の守 備 範 囲 を超

え る もの もある が,こ れ らは初 級 情 報 処 理技 術 者 の担 当業 務 を全体 の 中 に位 置

づ け て考 え,か つ視 野 を拡 大 して もら う狙 い が あ る。 また,中 上 級 技 術 者 を 目

指す ため の キ ャ リアの 一環 と しての知 識 を修 得 させ る 目的 もあ る。 プ ログ ラム

開 発 や テ ス トの 知識 ・技術 は初 級 技術 者に とって も不 可 欠 な もの で あ る。

内容のあ らまし

時 間 数
内 容

講 義 演 習

シス テ ム開発 の 手 順 とシス テ ム設 計 4

システム開発過程の概観

システ ム分析 と要求定義

システムの外部 設計(基 本設計)

システムの 内部設計(詳 細設計)

プ ログ ラムの 開 発 技 法 8 4

プ ログ ラ ムの 開発 手 順

プ ログ ラム の構 成

プ ログ ラムの結 合 方法

プ ログ ラ ムの 構 造化 設 計
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モ ジ ュール の 論理 設 計 と コー デ ィン グ

論理 設 計 の 代表 的 な手 法

プ ログ ラムの テス トと 品質 管理

品質 管 理 とそ の技 法

ウォ ー クス ル ー/イ ンス ペ ク シ ョン技 法

プ ログ ラム ・テ ス トの 種 類 と特 徴

テス ト計 画 とテ ス ト ・ケ ー ス の 設計

プ ログ ラム ・テス トの手 法

文 書 化

文書 化 の 目的的と作 成 上 の 考 慮 点

文 書 化 の体 系

シス テ ム要 件 書

外 部 シス テ ム設 計 書

内部 シス テ ム設 計書

プ ログ ラム仕 様 書

テス ト計 画書

オ ペ レー シ ョン仕様 書

システム運用

システム運用部門の性格 と役割使命

システム運 用部門の 作業 ど運用体制

シス テム運用管理

情報 システ ム部門の機 能 と情報処理 技術者 の位置づけ

情報 システム部門の機能 と組織

利用部門志 向,OA推 進のための組織体制

情報処理技術者 の役割 と位置 づけ
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第5部 シス テム 開発 と運 用

第1章 システム開発 の手順 とシステ ム設計

用 語

局面 化 開 発,要 件 業 務 フ ロー,デ ー タ ・フ ロー ・ダ イヤグ ラ ム,デ ー タ ・フ

ロ ー記 述,デ ー タ ・ス トア 記述,新 適 用 業 務 フ ロー,入 出 力仕 様,フ ァイ ル の

論 理仕 様,プ ログ ラム 構造 図,プ ログ ラム機 能 仕 様,ト ッ プ ダ ウ ン 展 開,簡

略仕 様 書,lPO記 述,デ シジ ョン ・テ ーブ ル,画 面 フ ロー,デ ー タ要 素,主

要 デ ー タ ・ フ ァ イ ル,一 時 デ ー タ ・ フ ァ イ ル,入 出 力 メ ッ セ ー ジ ・ フ ァ イ ル,

ロ グ ・ フ ァ イ ル,チ ェ ッ ク ポ イ ン ト ・ フ ァ イ ル,バ ッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イ ル,情

報 サ ブ シ ス テ ム,HlPO,図 式 目 次,ダ イ ヤ グ ラ ム

・[i〔 三 司

この章 を終 了 した 時点 で,学 習 者 が シス テ ムの開 発 手順 とシス テ ム設 計 に関

して,次 の事 柄が で きる よ うに な る こ とを 目標 とす る。'.

1.シ ス テ ム開発 に おけ る それ ぞ れ の 段 階(局 面)の 主 要 な 目的 と作 業 内容

を説 明す る。

2.シ ス テ ム分析 と要求 定 義k・ よび外 部 設計 段 階 で 用い られ る デ ー タ ・フ ロ

ー ・ダ イヤ グ ラムや トップダ ウン展 開 の技 法 を説 明 し,そ の 成 果 物 で あ る

適 用業 務 フ ローや デ ー タ ・フ ローの 解 読 をす る。

3.画 面設 計 と報 告書 設 計k・ よび フ ァイ ル の論理 設 計 の手 順 と要 点 を指摘 す

る。

4.フ ァイル の 物理 設 計 と入 出 力 レコ ー ドの レイ ア ウ ト設 計,処 理 の詳 細 設

計 の手 順 と要 点 を説明 す る。

内 容

11シ ステ ム 開発 過 程 の概 観

シス テ ム開発 は,通 常 図3-5-1で 示 して い る よ うなス テ ップを踏 ん で

行 わ れ る。 この 開発 過程 に.最 近は 局 面 化 開 発技 法 を適 用す るや り方 が 目立
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人的資源

実行可能性の

検討(予備調査)

システム
分析 と要
求定義

シスァムの

外部設計

(基本設計

システムの

内部設計

(詳細設計)

プ ログ ラ ムの開 発

システ ム ・

テ ス ト システムの導入

と運 用

時間

図3-5-1シ ス テ ム開 発 過程

っ て きて い る。 この技 法 は,各 局 面(過 程)が 完 了 した こ と を しっか り確認

した うえ で,次 の局 面 に着 手 す るや り方 で あ る。 これ に よって.開 発 管 理 を

容 易 に し,か つ利 用 部 門 か らの参 画 を しやす く し,ひ い ては 開発生 産 性 の 向

上 に結 びつ け る こ とが で き る。

シス テ ム開 発過 程 を概 観す る に あた って は,そ れ ぞ れ の局 面 の主 要 な 目的

と作 業 内容 お よび成 果 物 に つ いて ふ れ る程 度 に と どめ る。
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実 行 可 能性 の検 討(予 備 調 査)

シス テ ムの分 析 と要 求定 義

シス テ ムの 外部 設 計(基 本 設 計)

シス テ ムの 内部 設 計(詳 細 設 計)

プ ログ ラ ム開発

シス テ ム ・テス ト

シス テ ムの運 用

12シ ス テム 分 析 と要 求 定 義

この 局 面 は,シ ステ ム に含 め るべ きユ ー ザ ーの 要 件 を明確 にす る段 階 であ

り,新 シス テ ム に包 含す べ き機 能 と除 外す べ き機 能,全 般 的 な情 報要 件,他

の シ ス テ ム との イ ン タフ ェー ス,性 能 目標,監 査 お よび 統制 上 の要 件 な どを
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第5部 シス テム開 発 と運用

明 らか に す る。 以下 の 内 容 展 開 で説 明す る。

(1)シ ス テ ム分析 と要 求 定 義 の 技法

① デ ー タ ・フ ロー ・ダ イ ヤ グ ラ ム(記 号 の 説 明,記 入 上 の 注 意 点,特

徴)

② トップ ・ダ ウ ン展 開

③ 簡 略 仕様 書(略 式IPO記 述,デ シ ジ ・ン ・テ ー ブル な ど)

(2)成 果 物 の種 類

① 要 件 業務 フ ロー

② 処理 の記述

③ デ ー タ ・フ ロー記 述

④ デ ー タ ・ス トア記 述

13シ ステ ム の外 部設 計(基 本 設 計)

この 局 面 は,利 用 者(ユ ー ザ ー)の 立 場 か らみた シス テ ムの 定 義,つ ま リ

ユ ーザ ー との イ ン タフ ェ ース を中 心 に した シス テ ム設 計 の 段 階 で あ る。 要求

定 義 局面 で の 成果 物 を確 認 し,新 しい適 用 業 務 システ ムの フ ロー を作 成 し,

さ らに入 出 力仕様 や フ ァイル の 論 理 仕様 を作 成す るのが 主 要 な作 業 内 容 に な

る。,

(1)新 適 用業 務 フ ローの 作 成 技 法

① サ ブ シス テム の定 義

② 新 適 用業 務 フ ロー の作 成

③ 新 適 用業 務 フ ローの例 、

(2)画 面 設 計 と報 告 書 設計

① 画 面設 計

・画 面 設 計の ス テ ップ

・画 面 の全 体像 の 作 成

・画 面 設 計 の前 提 条 件 の 整理

・画 面 フ ローの 設 計
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第3糸 扁 実 務 能 力

・画面 設 計 上 の 指針

・画 面 設 計 の 標 準化

・画 面 設 計 の 例

② 報 告 書 レイア ウ トの 設 計

・設 計 手 順

・設 計 上 の チ ェ ック ポ イ ン ト

・報 告 書 レイ ア ウ トの例

(3)フ ァイ ル,デ ー タベ ース の 設計

① フ ァイル の 論理 設 計 の手 順

・必 要 な デ ー タ要 素 の 確認

・デ ー タの 関連 性 の 分析

・フ ァイ ル候 補の 決 定

② フ ァイ ル の論 理設 計 の結 果(例)・

(4)成 果物 の種 類

① 新 適 用 業 務 フ ロー

② 入 出 力仕 様

③ フ ァイ ル の論 理 仕様

1.4シ ス テ ム の 内部 設 計(詳 細 設 計) s

この 局 面 は,情 報 シス テム 部 門 また は 内部 か らみ た シス テ ムの 定 義 で ある。

した が って,外 部 設計 局 面 で作 成 され た シス テ ムの概 略 設計 を,装 置 との対

応 や シス テ ムの最 適 化 の 観 点か ら,よ り詳細 な設計へ と発展 させ る。 この段 階

で の主 な作業 内 容 と しては,フ ァイル の 物 理 設 計,入 出 力 レコー ドの レ イア

'ウ ト設 計 お よび 処 理 の詳細 設 計が あ る
。

(1)フ ァイル の 物 理 設 計

① フ ァイ ルの 物 理設 計 の手 順

・編 成 方法 の選 択

・レ コー ド・レイ ア ウ トの設 計
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第5部 シス テム開発 と運 用

・ア クセ ス時 間 と容 量 の 見 積 り

② 編成 方 法の 選 択 、 ・

・オ ン ライ ン ・フ ァ イル の 種 類 ,

・編成 方 法選 択 の基 準

(2)入 出 力 レコー ドの レイア ウ ト設 計

① フ ァイル/レ コー ド/フ ィール ドの 関係

② レ コー ド・タ イプ(固 定長 レコ ー ド,可 変 長 レゴー ド)

③ レ コー ド ・レイ ア ウ トの設 計 上 の 考 慮点

④ 拡 張 性 へ の 考慮 ・,、

(3)入 出 力 レ コー ドの チ ェ ック

(4)処 理 の 詳 細 設 計

① 情 報 サ ブ シス テ ムの 定 義

② 情 報 サ ブ シス テ ムの フ ローの 例

③ 処 理 の詳 細 設 計

・処理 設 計 の 目的

・HIPOに よる記 述(図 式 目次 ,IPOダ イ ヤ グ ラ ム,作 成 上 の 考 慮 点)

・プ ログ ラム構 造 図 の作 成(階 層構 造 化 の 指針,作 成上 の 考 慮 点,プ

ログ ラ ム構 造 図 の 例)

・プ ログ ラ ム機 能 仕様 の作 成(HIPO総 括 ダ イヤ グ ラムの作 成,詳 細

ダ イヤ グ ラムの 作 成,プ ログ ラム機 能仕 様 の 作成,プ ログ ラム機 能

仕様 の 例)

(5)成 果物 の種 類

① フ ァ イル仕 様

② プ ログ ラム構 造 図

③ プ ログ ラ ム機 能 仕 様

指導 上 の 留 意 点

当章 は,学 習者 が シス テ ムの分析 や 設 計 を行 うこ とがで き る ようにす る こ と
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を狙 って い るの で は ない。 シス テ ム設 計 が 完 成す る まで に どの よ うな視 点 でい

か な る プ ロセス が遂 行 され,そ れ ぞれ の プ ロセ ス での成 果 物 が どの よ うな内容

の もの で あ るか を把 握 させ るのが 目的 で あ る。 これ に よって,広 い 視 野 を もた

せ,自 分 達 が 担 当す る プ ログ ラ ム開 発の 位 置 づ け と意 義 とを正 し く認 識 させ る。

ま た,将 来 シス テ ムズ ・エ ン ジニ ア(SE)を 目指す 人 達 に とって は キ ャ リア教

育 の一 環 とみ なす べ きで もあ る。 い ず れ に しろ,学 習 者 の手 が す ぐに 動 くとい

った 実 践 的 側面 は 期待 して い ない こ と を念 頭 に指 導 に あた って欲 しい。

な お,シ ステ ム設 計 の重 要 な要 素 の1つ と して デ ー タベ ー スの 設 計 や 通信 ネ

ッ トワー クの 設 計が あ るが.こ の 章 の 内 容 と しては高 度 す ぎる の で特 にふ れて

い な い。 初 級 情 報処 理 技 術 者 に 対 して は,こ の 種 の設 計 面 ま で立 ち入 らな くて

もよい。
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第2章 プ ロ グ ラ ム 開 発 技 法

用 語

プ ログ ラム の 分 割,モ ジ ュー ル の独 立 性,プ ログ ラム の 階 層構 造 化,GO

TOLESSプ ログ ラム,ウ ォ ー クスル ー,ト ップ ダ ウ ン ・テ ス ト,ボ トム ア ッ

プ ・テ ス ト,プ ログ ラム ・モ ジ ュール,上 位 モ ジ ュー ル,従 属 モジ ュール,セ

グ メ ン ト,上 位 セ グ メ ン ト,従 属 セグ メ ン ト,ス テ ー トメ ン ト,実 行 ス テ ー ト

メ ン ト,非 実 行 ス テ ー トメ ン ト,複 合 ステ ー トメ ン ト,ブ ロッ ク,原 始 プ ログ

ラム ・モ ジ ュー ル(原 始 モ ジ ュー ル),目 的プ ログ ラム ・モ ジ ュ ール(目 的 モ

ジ ュー ル),ロ ー ド ・プ ログ ラム ・モ ジ ュール(ロ ー ド ・モ ジ ュー ル),構 造

化設 計 ・論 理 設 計,階 層 モ ジ ュー ル構 造図,モ ジ ュー ル間 イ ン タフ ェー ス,モ

ジ ュー ル の分 割 技 法,源 泉/変 換/吸 収分 割(STS分 割),ト ラ ンザ クシ ョ

ン分 割,共 通 機 能 分 割,モ ジ ュ ール 強度,モ ジュ ール 間結 合度,川 頁次 形(Seq

uence形),選 択 形qFTHENELSE形),繰 返 し形(DOWHILE形),

DOUNTIL形,CASE形,ス トラ クチ ャー ド定理',ス トラ クチ ャ ー ド ・コー

デ ィング,判 断 表(決 定表),デ シ ジ ョン ・テ ーブ ル,構 造化 流れ図,ワ ーニ

工 法,ジ ャ ク ソ ン 法,NSチ ャ ー ト,擬 似 言語,プ ログ ラ ム記 述言 語,

HIPO,木 構 造 チ ャー ト,PAD,HCPチ ャー ト,YACLSPD,デ ー タ構 造図,

プ ログ ラム構 造 図,図 式 目次,IPOダ イ ヤグ ラム

目 標

この章 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が プ ログ ラム開発 技 法 に 関 連 して,次 の事

柄 が で きる よ うに な る こ と を 目標 とす る。

1.プ ログ ラム開発 に お け る作 業 ス テ ップ を列挙 し,そ れ ぞれ の ス テ ップで

の 主 要 な 目的 と作業 内容 を説 明す る。

2.プ ログ ラム を構 成 す る 要素 を指摘 し,そ れ らの 相 互 の関 連 を説 明す る。

3.分 割 して 作成 した プ ログ ラム を結 合 す る4つ の や り方 の概 要 を説 明す る。

4.最 適 な プ ログ ラム分 割 技 法 を適 用 して プ ログ ラ ムの構 造 化 設 計 を行 い,
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か つ 設 計 した結 果 の モ ジ ュール の 分 割 と独 立 性 の妥 当性 を評 価 し必 要 に応

じて 手 直 しをす る。

5.論 理 設 計 に 関す る代 表 的 な手 法 を用 いて,モ ジ ュー ルの 論 理 の 適 切 な構

造 化 設 計 を行 う。

内 容

21プ ログ ラム の 開発 手 川頁

前 章 で は,シ ス テ ム 開発 の 全 過 程 を概 観 し,そ の うちの 「シス テ ム分 析 と

要 求 定 義 」か ら 「シス テ ムの 内部 設 計 」まで の過 程 を詳 述 した。 本 章 の 主題

で あ る プ ログ ラム 開発 は,内 部 設 計 の成 果 物 で あ る プ ログ ラム構 造 図 とプ ロ

グラム機 能仕様,お よび フ ァイ ル と入 出 力 レコー ドの 仕様 な どの情 報 を入 力源

に,そ の 作 業 を進 め る。 つ ま り,プ ログ ラ ムの構 造 化設 計,モ ジ ュー ルの 論

理 設 計 と コー デ ィン グ,テ ス トとい った 作業 を進 め プ ログ ラ ム を完 成 す るの

が,プ ログ ラム開発 で あ る。

本 節 で は,ま ず 従 来 の プ ログ ラ ム開発 の問 題 点 を浮 彫 りに し,そ れ らを解

決 す る に ふ さわ しい 開 発 手 順 とそ れ ぞれ の 段 階 で の主 要 な作 業 内容 を概 観 す

る。 なお,テ ス トに 関 して は 次 章 で 取 り上 げ,

(1)プ ログ ラム開 発 の 問 題 点

① 環 境 の 変 化(ハ ー ドウ ェア価 格性 能比 の向上,ソ フ トウ ェア開発 費

の増 加,維 持 保 守 作 業 の 増 大)

② プ ログ ラマの 生 産 性 の 問題(属 人 性,名 人 芸,効 率 の 重視,プ ログ

ラマ教 育)

③ プ ログ ラムの 品質 上 の 問題(開 発 総 費 用 とエ ラー 修正 費用 ピ 維 持 保

守 作 業)

(2)プ ログ ラ ムの構 造化 設 計

① 複 雑 さの 減 少(分 割,独 立 性,階 層構 造化)

② 分 割(モ ジ ュー ル(ρ大 きさ)

③ 独 立 性(機 能 強度.デ ー タ結 合)
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④ 階 層構 造 化(段 階 的精 練)

(3)モ ジ ュ ール の論 理 設計 と コーデ ィング

①3つ の基 本 制 御 構造(順 次,選 択,繰 返 し)

②GOTOLESSプ ロ グ ラム

③ ス トラクチ ャ ー ド ・コーデ ィン グ

(4)品 質 管理 とテス ト

① 人 間 に よる検 証(ウ ォ ー クスル ー)

② テ ス ト方 法 の検 討(ト ップ ダ ウン ・テス ト,テ ス ト計 画 の作 成,テ

ス トの実 施,結 果 の検 証)

22プ ログ ラム の構 成

プ ログ ラ ム開 発 の それ ぞ れ の局 面 で の具 体 的 な作 業 内容 や技 法 を解 説す る

に 先 立 って,本 節 と次第 とでは 予 備 知 識 と して必 要 に なる 事柄 に つ い てふ れ

る。

1個 の ソ フ トウ ェア ・シス テ ムや ア プ リケ ー シ ョン ・システ ム はプ 数 種 類

か ら数 十 種 類 の プ ログ ラムで構 成 され るの が 普 通 で ある。 そ の お のお の の プ

ロ グ ラムの 構 成 を以 下 の順 序 で 説 明 す る。

(1)ソ フ トウ ェア ・シス テ ム と プ ログ ラム

① ソフ トウエ ア ・シス テ ム

② プ ログ ラ ム

(2)プ ログ ラム ・モ ジ ュール

、 ① 上 位 モ ジ ュール

② 従 属 モ ジ ュー ル

(3)セ グ メ ン ト

① 上 位 セ グ メ ン ト

② 従 属 セ グ メ ン ト

(4)ス テ ーートメ ン ト

① ス テ ー トメ ン トと複合 ス テ ー トメ ン ト
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② 実 行 ス テ ー ト メ ン ト と 非 実 行 ス テ ー ト メ ン ト

(5)要 素

23プ ログ ラム の結 合 方 法

プ ログ ラムの処 理 内容 が 複 雑 で高度 な もの に な って くるに した が って,1

つ の プ ログ ラム を機 能 単 位 に い くつか の 部 分 に分 割 し,複 数 の プ ログ ラマが

同 時 に作 業 を進 め て い くや り方 が 一 般 化 して きた。 い わ ゆ る プ ログ ラ ミン グ

の分 業 と協 同作 業 の体 制 で あ る。 この た め の作 業 分 担 の単 位 に用 い られ る の

は,通 常 プ ログ ラ ム ・モ ジ ュー ルで あ る。

プ ログ ラム を分 割 して作 業 を進 め る と なる と,当 然 の こ となが らそ の 結果

を1つ の プ ログ ラ ムに結 合 す る必 要 が 生 じる。 結合 の しか たは,そ の 結 合 時

点 に よって 次 の4つ に 大別 で きる。 そ れ ぞれ の 方 法 に つ いて,そ の や り方 の

大 要 を説 明す る。

(1)原 始 プ ログ ラ ム ・モ ジ ュー ル の作 成 段 階

(2)原 始 プ ログ ラ ム ・モ ジ ュールの 翻 訳 段 階

(3)目 的 プ ログ ラ ム ・モ ジ ュールの 連 係 編 集段 階

(4)ロ ー ド ・モ ジ ュ ール の 実 行 中

24プ ログ ラムの 構 造 化 設 計

本 節 では,プ ログ ラムの 構 造 化 設 計 の基 本 的 な考 え 方 を整 理 した うえ で,

構 造 化 設 計 の手 順 と具体 的 な構 造化 設 計 の 技 法 を紹 介 す る。 さ らに.構 造 化

した設 計結 果 の 評 価 の や り方 に つ い て も解 説 す る。

(1)構 造 化 設 計 の基 本 概 念

① プ ログ ラム設 計 の 問題 点

② よい設 計 の 要点(複 雑 さ の減 少,分 割,独 立 性,階 層 構 造 化)

③ プ ログ ラ ムの構 造 設 計(階 層 モ ジ ュール構 造 図,モ ジ ュー ル 間 イ ン

タ フ ェー ス)

(2)構 造 化設 計 の 手 順
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①

②

③

④

⑤

⑥

最 上 位 モ ジ ュー ルの 定 義

モ ジュー ル の機 能 分 析

分 割技 法 の選 択

モ シ ュー ルの 分 割

イ ン タ フェ ース の 定 義

分割 す べ き他 の モ ジ ュー ルの検 討

(3)代 表 的 な分 割技 法

① デ ー タの 流れ に着 目 した分 割技 法

・源 泉/変 換/吸 収 分 割(STS分 割)

・ トラ ンザ ク シ ョン分 割

・共通 機 能 分 割

② デ ー タ構 造 に着 目 した 分割 技 法

・ジャ ク ソ ン法

(4)設 計 結果 の 評価

① 評価 の ポ イ ン ト(分 割,独 立 性,階 層 構 造 化)

② モ ジ ュール 強 度(暗 号 的,論 理 的,時 間 的,手 順 的,連 絡 的,情 報

的,機 能的)

③ モ ジ ュール 間 結 合 度(内 容 結 合,共 通 結 合,外 部 結 合,制 御結 合,

ス タンプ結 合,デ ー タ結合)

④ 制 御範 囲 と影 響 範 囲

(5)練 習 問題

25モ ジ ュー ルの 論 理 設 計 と コ ーデ ィング

モ シ ュール の 論 理 設 計 の最 大 の主 眼は ,論 理 を構 造化 す る こ とで ある。 そ

の た め に は,3つ の基 本 制 御構 造(順 次,選 択,繰 返 し)で 論理 を組 み立 て ,

論 理の 中 でGOTO命 令 が飛 びか うこ とが ない よ うにす る(GOTOLESS)

こ とであ る。 ま た,コ ー デ ィン グに さ い して もス トラクチ ャー ド定 理 を遵 守

す る こ とが 必要 で あ る。
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(1)モ ジ ュール の 論 理 設計 の考 え方

① 論 理 の構 造 化 の 目的

② 構 造 化 定 理(ス トラクチ ャー ド定理)

・順 次形(Sequence形)

・選 択形(IFTHENELSE形)

・繰 返 し形(DOWHILE形)

・追 加 構 造(DOUNTIL形,CASE形)

(2)モ ジ ュール の 論理 設 計 の手 順 とポ イ ン ト'

① 論 理 設 計 の 手 順

② 論 理 設 計 の ポ イ ン ト

③ コー デ ィ ン グ技 法 一ス トラクチ ャー ド ・コー デ ィ ング'

①PL/1の 場 合

②COBOLの 場 合

③ コーデ ィ ングの 考 慮 事 項

(4)練 習 問題

26論 理 設計 の代 表 的 な手 法

プ ログ ラムの 構 造 化設 計 と論理 設 計 の 手法 と して は;伝 統 的 な もの と して

プ ログ ラム流 れ 図 が あ る。 しか し,構 造 化 プ ログ ラ ミン グが 普及 す る につれ'

て,プ ロ グ ラム流 れ 図の 限 界 や 問 題点 が 認識 され る よ うに な り.こ れ に代 る

手 法 として様 々な もの が 出現 し利 用 され る よ うに な って い る。 これ らは,い

ず れ もプ ログ ラム の構 造 や モ ジ ュール の論 理 を図 式化 して表 現す る手 法 で あ

り,当 章 の4節 と5節 で述べ た構 造 化 の ア プ ローチ を支 え る技 法 で あ る(た

だ し,ほ とん どの 手 法 は論 理 の 構 造化 が 中心)

プ ログ ラム構 造 や 論 理 を図 式 化す る手 法 を大別 す る と,流 れ 図 を中心 に し

た表 記 法(プ ログ ラム 流れ 図,判 断 表,ワ ー ニエ法 など)ド 流 れ 図 か ら脱 却

した 新 しい 表 記 法 ・(ジ ャ ク ソ ン 法,、NSチ ャ・一 ト,擬 似 言語,HIPOな ど),

新 表 記法 の特 別 な もの と して の木 構 造 チ ャー ト(PAD.HCPチ ャー ト,
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YACLSPDな ど)の3つ に な る。 これ ら手 法 の うちの 代 表 的 な もの と し

て以 下 の もの を取 り上 げ る。

(1)構 造 化 プ ログ ラ ム流 れ 図

① 構 造化 流 れ 図 の書 き方

② 構 造化 流 れ 図 の具 体 例

③ 流 れ 図表 記 に よる 問題 点

(2)判 断表(決 定 表,デ シジ ョン ・テ ー ブル)

① 判断 表 と は

② 判 断 表 の 構 成 図

③ 構 造 化 プ ログ ラ ミング と判 断 表

④ 判 断 表 に よる具 体 例

(3)ワ ー ニ エ法

① ワー ニ工 法 とは,・ ・

② ワーニ エ法 に よる プ ログ ラ ムの 作 成手 順 ・

③ ワー ニ エ法 に よる ブ レー ク ダ ウ ン

④ ワー ニエ 法に よ る プ ログ ラ ム流 れ 図 ・ 『 ・ 一

⑤ ワー ニ エ法 に よ る具体 例

(4)ジ ャク ソ ン法 ∵"・ ・

① ・ジ ャ ク ソ ン法 とは

② ジ ャ ク ソ ン法 の手 順.

③ 構 造 図 の基 本 形 ㌧ ・ ・'.・,'一 ・ … ・,

④ デ ー タ構 造 図の 書 き方 ㌧ 一

⑤'プ ログ ラム構 造 図 の作 成 と具 体 例'

(5)NSチ ャー ト

①NSチ ャー トとは't

②NSチ ャー トの 記述 の しか た

③NSチ ャー叶1に よる具 体 例.

(6)擬 似 言 語(プ ログ ラム記 述言 語)・'
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① 擬 似言 語 とは

② 擬 似 言 語 に よる表 現 の 仕 方

③ 擬 似 言 語 に よる具 体 例

(7)HIPO

①HIPOと は

②HIPOの 構 成(図 式 目次,IPOダ イ ヤ グ ラム)

③ 図式 目 次の 書 き方

④IPOダ イ ヤグ ラムの 書 き方

⑤HIPOに よる具 体 例

(8)PAD

① 大 構 造 チ ャー トと硅

②PADの 特 徴

③PADの 基 本 図 式

④PADの 標 準 図 式

⑤PADに よる図 式 化 の手 順 と具 体 例

(9)練 習 問 題

指導上の留意点

本 章 の1節 「プ ログ ラム開 発 の 手 順 」は,導 入 部 で あ り全 体 を概 観 す る こ と

が 大 きな ね らい で あ る。 したが っ て,こ こで は あ ま り深入 リ レない 方 が よい。

また,2節 と3節 は4節 以 降 の 説 明の 前 提 に な る知 識 を与 え よ うと して い る。

これ らの 節 も簡 潔 な説 明で す ませ る。

本 章 の 中心 は,4節 と5節 で あ る。 こ こに は十 分 時 間 をか け,実 践 的 能 力 が

修 得 で きる よ う練 習 問題 を通 じて じっ くり指導 してほ しい。 ただ し,5節 の 「

モ ジ ュール の論 理 設 計 」で は,論 理 の 構 造 化(図 式 化)の 手 法 は余 り具 体 的 に

して い ない。 した が って,6節 の 「論 理 設 計 の 代表 的 手 法 」の説 明 を終 了 して

か ら,本 格 的 な練 習 問題 に取 り組 ませ る。 なk・,6節 では,す べ ての 代表 的手

法 を取 り上 げ る必 要 は ない。 そ れ ぞれ の 環 境 諸条 件 を勘 案 して,重 要 とみ なさ
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れ る手 法 だ け を選 択 して,指 導 してほ しい。

一309一



第3編 実務能力

第3章 プ ログ ラムの テ ス トと品質管理

用 語

ウ ォ ー ク ス ル ー,イ ン ス ペ ク シ ョ ン,プ ロ グ ラ ム ・ テ ス ト,テ ス ト計 画,テ

ス ト ・ ケ ー ス,ボ トム ア ッ プ ・ テ ス ト,ト ッ プ ダ ウ ン ・ テ ス ト,折 衷 テ ス ト,

テ ス ト ・デ ー タ,因 果 グ ラ フ,単 体 テ ス ト,モ ジ ュ ー ル ・テ ス ト,統 合 テ ス ト,

シ ス テ ム ・テ ス ト,総 合 テ ス ト,承 認 テ ス ト,引 渡 し テ ス ト,導 入 テ ス ト

巴 標

この 章 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が プ ログ ラムの テ ス トと品質 管 理 に関 して ,

次 の事 柄 が で き る よ うに な る こ とを 目標 とす る。

1.品 質 管理 の重 要 性 とそ の技 法 の 種 類 や 内容 を説 明す る。

2.ウ ォ ー クス ル ー とイ ンスペ ク シ ョンの 目的 と適用 の 仕 方 を説 明 し,そ れ

ぞ れ の 適 用段 階 で そ の 技 法 を活 用す る。

3.プ ログ ラム ・テス トの 種 類 を 列挙 し.そ れ ぞれ の テスートの特 徴 を説 明 す

る。

4.プ ログ ラ ム ・テ ス トの 計画 を作 成 し,テ ス ト・ケー ス の設 計 をす る。

5.統 合 テス トの種 類 と進 め 方 ,お よび それ らの長所 と短 所 を説 明 し,テ ス

ト環 境 にふ さわ しい手 法 を選 択 して テ ス トを行 う。

内 容

31品 質管 理 と その 技 法

本 節 で は,品 質 管理 ない しは 品 質評 価 とそ れ に 用 い られ る技 法 を概 観 す る。

品質 管理 につ い て は,そ の 必 要 性 と評価 の 着 眼 ポイ ン トを説 明す る。 管 理 技

法 と して は,ウ ォク ス ル ー とイ ンス ペ ク シ ョンお よび プ ログ ラム ・テ ス トを

取 り上 げ る。

(1)品 質 管理 の必 要 性

(2)品 質 管理 の 方 向
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① エ ラ ー の 防 止

② エ ラ ー の 検 出 ・1

(3)品 質 管 理 の 技 法

① ウ ォ ー ク ス ル ー/イ ン ス ペ ク シ ョ ン

・ 目 的 と 特 色

・ ウ ォ ー ク ス ル ー と イ ン ス ペ ク シ ョ ン の 相 違

② プ ロ グ ラ ム ・テ ス ト

32ウ ォ ー クスル ー/イ ンス ペ ク シ ョン技 法

こ こでは,品 質 管 理 技 法 の うちの ウォ ークス ル ー とイ ンス ペ ク シ ョンの 技

法 の活 用 の 仕 方 を指 導 す る。 ウ ォー クス ル ー とイ ンス ペ ク シ ョン とは 本質 的

に は 同 じ技 法 とい って よい の で,本 節 では 両者 を1つ の技 法 と して 一 緒 に取

扱 う。

まず,ウ ォー クスル ー/イ ンス ペ ク シ ョンの 技 法 を適 用 す るに ふ さわ しい

開発 段階 と適 用上 の 考 慮 点 につ い て 説 明す る。 そ の 後 で,具 体 的 な進 め 方 と

そ れ ぞれ の ステ ップ での 考 慮 点 を明 らか にす る。

(1)適 用段 階

① プ ログ ラム構 造 化 設 計 段 階(そ の 目的,出 席 対 象者,事 前 配 布 資 料

な ど)

② モ ジ ュー ル の論 理 設 計 段 階(そ の 目的,出 席 対 象者,事 前 配 布 資 料

な ど)

③ モ ジ ュール の コー デ ィ ング段 階(そ の 目的,出 席 対象 者,事 前 配布

資 料 な ど)

(2)進 め 方 と留 意 点

① 事 前準 備 の 内 容 と留 意 点

② 打合 せ(ミ ー テ ィン グ)の 内容 と留意 点

③ 事後 処 理 の 内容 と留 意 点

(3)演 習 問題(グ ル ー プ演 習)
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33プ ログ ラム ・テ ス トの種 類 と特徴

本 節 で は,次 節 以 降 の 前提 に な る プ ログ ラム

目的や 特 徴 を説 明 す る。

(1)単 体 テ ス ト(モ ジ ュール ・テ ス ト)

(2)統 合 テ ス ト(つ な ぎテ ス ト)

(3)シ ス テ ム ・テ ス ト(総 合 テ ス ト)

(4)承 認 テ ス ト(引 渡 しテス ト)

(5)導 入 テ ス ト

・テ ス トの 種 類 とそ れ ぞれ の

34テ ス ト計 画 とテ ス ト・ケ ー ス の設 計

こ こで は,テ ス ト計画 の 内容 と作 成 手 順,お よび テ ス ト計 画に お い て主 要

な作 業 と な るテ ス ト ・ケ ー ス設 計の 技 法 を指 導 す る。

(1)テ ス ト計 画 の 作 成手 順

① テス ト ・ケ ース の設 計

② モ ジ ュール の テ ス ト順 序 の決 定

③ テス ト・ケ ースの テ ス ト順序 の 決 定

④ テ ス ト ・デ ー タの生 成 方 法 の決 定

(2)テ ス ト ・ケ ー スの 設計 技法

① テ ス ト・ケ ー ス設計 の 考 え方 と手 順

② テ ス ト ・ケ ー ス設 計 の技法 一 因果 グ ラ フ(causeandeffect

graph)

・手 順

・論 理 関 係 の表 現

・具 体 例

(3)テ ス ト ・ケ ー ス設 計 の 演 習 問題

35プ ログ ラム ・テ ス トの手 法

プ ログ ラ ム ・テ ス トの うち最 も困難 を伴 うのが,統 合 テス トで あ る。 本 節
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で は,統 合 テ ス トを 中心 に テ ス トの 種 類 とそれ ぞ れ の進 め 方 を説 明す る。 ま

た,デ バ ックの手 法 につ いて もふれ る。

(1)統 合 テ ス トの種 類 と特 徴

① ボ トム ア ップ ・テ ス ト

② トップ ダ ウ ン ・テ ス ト

③ 折 衷 テ ス ト

(2)'ボ トム ア ップ ・テ ス トの進 め 方

① テス トの進 め 方

② 長所 と短 所

(3)ト ップダ ウ ン ・テ ス トの進 め方

① テ ス トの進 め 方

② 長 所 と短 所

(4)折 衷 テス ト

① テス トの進 め方

② 長所 と短 所

(5)プ ログ ラ ム ●デ バ ッグ の 手法

① 机 上 デ バ ッグ

② プ ログ ラ ム ・デ バ ック と デバ ック ・ソール

③ 対 話 式 デバ ッグ機 能

36総 合 演 習 問 題

こ こで は,本 節 の ま とめ と して グル ー プに よる総 合 演 習 を行 なわ せ る。 あ

るサ ン プル事 例 に もとつ い て,プ ログ ラ ムの構 造 化設 計 か らコ ーデ ィン グ段

階 ま での ウ ォー クス ル ー/イ ンス ペ ク シ ョン,テ ス ト ・ケ ー スの作 成,お よ

び 統 合 テス トの 進 め 方 とモ ジ ュー ルの テ ス ト順 序 の 決 定 ま で を一貫 して演 習

させ る。
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指導上の留 意点

3.1節 は 導 入 部 で あ り,全 体 を概 観 す る こ とが 狙 い で ある ので .余 り深 入 り

しな い。3.2節 以 降 が 各論 で あ り,3、2節 は ウォ ー クス ル ー/イ ンスペ ク シ ョ

ンの 技 法 を指 導 す る。3.3節 以 降 は ,プ ロ グ ラム ・テ ス トを取 扱 う。

3.2節 の 演 習 は グル ー プ演 習 を主 体 に して,ウ ォ ー クス ル ー/イ ンス ペ ク シ

ョンを体 験 させ る。 事前 配 布 資料 を あ らか じめ全 学 習 者 に配 布 し,各 人 に 資料

の 中の 欠 かん を発 見 させ て か ら,グ ル ー プに 分 かれ て レ ビ ュー ・ミー テ ィン グ

をや らせ検 討 さ せ る。

3.4節 の テ ス ト ・ケ ー スの 設 計演 習は.各 人 で まず テ ス ト・ケ ー ス を作 成 し,

グル ー プで集 合 して ウォ ー クスル ー方 式 でそ れ ぞれ が作 成 した テ ス ト ・ケ ー ス

を レ ビュー し,検 証 す る指 導 方法 が 効果 的 で あ る。
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第4章

口
文 書 化

シス テム 要 件 書,情 報 要 件,処 理要 件,品 質 要 件 ,外 部 シ ス テム設 計 書,業

務サブシステム,内 部 システム設計書,プ ログ ラム機能仕様書 ,プ ログラム構

造 図,共 通 テ ーブ ル 仕 様 書,デ ー タ ・フ ァイ ル仕 様 書 ,テ ス ト計 画書,オ ペ レ

ー シ ョン ・マ ニ ュ アル
,オ ペ レー シ ョン ・シー ト,プ ログ ラム仕 様 書,モ ジュ

ール構 造 図 ,モ ジ ュー ル機 能 記 述 書

用 語

この章 を修了 した時点で.学 習者が文書化に関 して,次 の事柄が で きる よう

に なる こ とを 目標 とす る。

'1.文 書化 の 意 義 と 目的 お よび 文書 作 成上 の 配 慮 点 を説 明 す る
。

2.情 報 シス テ ムの 開 発 と運 用 に関 す る文 書 の種 類 を列挙 す る
。

3.次 に示 す 文 書 に盛 り込 むべ き具 体的 な内容 が指 摘 で き る
。

(1)シ ス テ ム要 件 書

(2)外 部 シス テ ム設 計 書

(3)内 部 シス テ ム設 計 書

(4)プ ログ ラム仕 様書

(5)テ ス ト計 画 書

(6)オ ペ レー シ ョン仕 様 書

目 標

41文 書 化 の 目的 と作成 上 の考 慮 点

この 節 で は,情 報 シス テ ムの 開 発 と運 用 にか か わ る各種 文書 の作成 目的 や

意 義,お よび いか な る文 書 化 に あた って も共 通 的 に 配慮 す べ き事 項 につ い て

指導 す る。 こ こで は,文 書 化 の具 体 的 な技 法 までは 立 ち入 らない。1

(1)文 書 化 の 意 義 と 目的
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① 文書化 の 目的(主 要 目的 と副次的 目的)

② 文書化 のポイン ト

(2)文 書化の考 慮点

① 文書化の条件

② 文章表現上の留意点

③ 報告書 の一般 的構成

42文 書 化 の 体 系

ここ では,情 報 シス テ ムの 開 発 と運 用 に さい して必 要 とな る各種 の文 書 を

体 系 的 に示 す。 つ ま り,シ ス テ ムの 実 行 可 能性 の検 討 か ら始 ま って.シ ス テ

ムの 分 析 と設 計,プ ログ ラ ム開 発 と システ ム ・テス ト,新 シス テ ムへ の 移行

と導入,お よび シス テ ムの 運 用 と維持 保 守 に至 る全 過 程 での 文 書 の種 類 を体

系 的 に示 す。 体 系 的 に示 す た め には,情 報 シス テ ムの 開 発 と運 用 上 の どの過

程 で作 成 され,ど の よ うな 目的 で利 用 され る性 質 の もの で ある か を明 らか に

す る こ とで あ る。 また,ど の よ うな情 報 を もとに いか な る処 理 加工 を行 って

作 り上 げ る文書 で あ る か も明 らか にす る。

(1)各 種 文 書 の全 体 的 な位 置 づけ と利 用 目的

① 位 置 づけ

② 利 用 目的

②

③

ω

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

シス テム計画全 般に関する文書化

プロジェク トに関す る文書化

システムの実行可能性検討に関す る文書化

シス テム分析 と要求 定義に関す る文書化

システムの外部設計に関する文書化

システ ムの内部設計 に関す る文書化

プ ログラム開発 に関する文書化

システ ム ・テス トと移行に関す る文書化

システムの運用 と維持保守に関する文書化
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これ以降の節では,前 節で示 した各種文書の うち,情 報 システムの開発 と

運用の各局面で中核 となる代表的な文書 を取 り上げ る。取 り上 げた文書のそ

れぞ れについて,そ れ らを構 成す る主要 な内容 を説明す る。

43シ ステム要件書

(1)新 システ ムに関す る要約

① システム化 目標

② 費用対効果(経 済性評価)

③ システム化の範囲

④ 必要 な協 力 ・援助

(2)適 用業務の記述

① 現状の問題 点 と解決 策

② 新 システムの 目標 ・改善 ポイン ト

③ 新 システムの適用業務処理の概要

(3)情 報要件の記述

① 入力デー タ要件

② 出力デ ータ要 件

③ フ ァイル/デ ー タベース要件

④ データ量

(4)品 質要件の記述

① 信頼性要件

② 性能要件

③ 安 全性要件

④ その他の 品質要件

(5)制 約事項

44外 部 シス テ ム設 計 書

(1)シ ス テ ムの 概 要
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① 対 象範 囲 と効果

② 業 務 シス テ ム構 成

③ 業 務 サ ブ シス テ ム構 成

(2)利 用 者 か らみ た入 力 と 出 力

① 入 出 力帳 票

② 表示 画 面

③ そ の 他

(3)デ ー タ ・フ ァイル/デ ー タベ ース仕 様

① デ ー タ ・フ ァイル の仕 様

② デ ー タベ ース の仕 様

(4)ハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウ ェアの構 成

① 機 械 構 成 図

② 機 械 装 置 仕 様

③ ソ フ トウ ェア構 成 図

④ ソフ トウ ェア仕 様

⑤ シス テ ム ・ネ ッ トワー ク図

⑥ シス テ ム ・ネ ッ トワ ー ク仕様

45内 部 シ ステ ム 設 計 書

(1)内 部 シス テ ムの 設 計 方針

(2)プ ログ ラ ム構造 図

(3)共 通 プ ロ グ ラム一 覧 表

(4)プ ログ ラ ム機 能仕 様 書

(5)シ ス テ ム性 能/容 量 分析

(6)共 通 テ ー ブル仕 様 書

(7)デ ー タ ・フ ァ イル仕 様 書
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・46プ ログ ラム仕 様 書

(1)シ ステ ム流 れ 図

② プ ログ ラム機 能 概 要 と補足 説 明

(3)モ ジ=・'一一ル構 造 図

'(4)イ
ン タ フ ェー ス定 義 書

(5)モ ジ=一 ル機 能 記 述 と補足 説 明(モ ジ ュ〒 ル ごと)

(6)添 付 資 料

① フ ァイル仕 様

② 入 出 力 レ コー ド仕 様

③ 使 用 テー ブル仕 様'

47テ ス.ト 計 画 書

(1)テ ス ト実施 方針

② テ ス ト実 施体 制

(3)テ ス ト実施 方法

(4)テ ス ト実施 に必 要 な 資源

48オ ペ レー シ ョン仕 様 書

(1)工 程(プ ロセス)流 れ 図

(2)オ ペ レー シ ョン ・マニ ュア ル

(3)ジ ョブ制 御 情 報(JCL)

(4)磁 気 テ ー プや磁 気 デ ィス ク ・パ ックの ラベ ル記 入例

(5)印 刷 出 力 サ ン プル

(6)オ ペ レー シ ョン ・シー ト

指 導 上 の 留意 点

文 書 化 に用 い る各 種 の用 紙 は,標 準 化 され て いる の が 望 ま しい。 つ ま り,文

書 化 と標準 化 とは 表 裏一 体 を な して い る とい って よ い。 ただ し,そ の標 準 化 は
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それぞれ の企業 に よってまちまちで ある。各組織体に共通す る標準化 された用

紙 は残念 なが ら存在 しない。 したが って,企 業 内教育の場 合には 自社の標準文

書 を示 しなが ら指導 してほ しい。学校教育の場合 だと,代 表的 なサ ンプルを収

集 しそれ を例示 して説 明す るこ とが大切 である。

4.3以 降の代表的文書の大半の 内容 は.本 部の第1章 か ら第3章 にかけて解

説 して きた各局面の成果物 として示 して きた ものである。 したが って.こ こで

の説明は成果物の 内容 を体系的に整理す る といった面が強い。で きるだけ第1

章か ら第3章 での講義内容 と関連づけなが ら説明を進 めて欲 しい。

本章では文書化技法 に関する演習や実習の時間は とっていない。 企業 内教育

の場合には,既 存の適用業務 システムの具体的な文書 を事例 に して,学 習者 に

それ を解読 ・追跡す る演習 を是非 とも課 して欲 しい。 また,シ ステム設計や プ

ログ ラム開発の演習やテーマ研究 を課 し,そ の成果 を正規の文書 として作成 ・

提 出する ことを義務づける ようにする ことで ある。その中で,文 書 化を実体験

し,文 書化技 法 を修得す るよう仕 向け るこ とが大切 である。 これは,学 校教 育

で も必ず制度化 して欲 しい。
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第5章 シ ス テ ム 運 用

用 語

運 用 管理,問 題 管 理,パ フ ォー マ ンス管 理,キ ャパ シテ ィ管 理,変 更 管理,

要 員管 理,シ ス テム 監 査,デ ー タ変 換 工程,自 動化 オ ペ レ ー シ ョン,サ ー ビ ス

計 画,サ ー ビス管 理,サ ー ビ ス水準,サ ー ビ ス 目標,ス ケ ジ ュ ール管 理,デ ー

タ管理,安 全性 管 理,外 注 管 理

一 三
この童 を修 了 した 時 点 で,学 習者 が システ ム運 用 に 関 して,次 の事 柄 が で き

る よ うに な る こ と を 目標 とす る。

1.運 用部 門の 業 務 の 概 要 と役 割使 命 お よび 管 理の 対象 領 域 と管理 ポ イ ン ト

を説 明す る。

2.運 用 作 業 の 流れ と各作 業 工 程 での 主要 作 業 内容,お よび そ れ らの作 業 工

程 を遂 行 す るた め の 運 用組 織 体制 の あ り方 に つ い て 説 明す る。

3.下 記 の 管 理 分 野 に つ い て,管 理 の概 要,管 理 目標,管 理 要 素 お よび 管 理

シス テ ムの 要 点 を説 明 す る。

(1)運 用 管 理

(2)問 題管 理

(3)パ フ ォー マ ンス管 理

ω キ ャパ シテ ィ管理

(5)変 更管 理

(6)回 復 管 理

(7)要 員 管 理

(8)ネ ッ トワー ク管 理
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内 容

.51シ ステム運用部門の性 格 と役割使命

本節では,運 用部門の業 務全体を概観 した うえで,運 用業務 の課題 と位置

づけ を明 らかにす る。 さ らに,バ ッチ処理 とオ ンライン処理のそれぞれの場

合の業務の性格 を説明する。
.そ の後で,運 用部門 としての役割使命 を説明 し.

役割使命 を実現するための主要 な管理 分野の管理 ポイ ン トを示す。

(1)シ ス テム運用部門の概要 と性格

① 運用業務の概観

② 運用業務 の課題 と位置 づけ

③ 運用業務の性格

・バ ッチ処理の場合

・オ ンライン処理の場合

(2)運 用部 門の役 割使命 と管理分野

① 運 用部門の役割使命

・利用 部門 に対 しての役割使命

・運用 部門 自体に対す る役割使命

② 主要 な管理分野の概観

・運用管理

・問題管理

・パ フォーマンス管理

・キ ャパシテ ィ管理

・変更管理

・回復管理

・要員管理

・シス テム監査

③ 運用管理の要点
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52シ ステム運用部門の作 業と運用体制

ここでは,シ ステム運用 に必要な作業の全体的な流れ と各作業工程の 主要

目的 と作業 内容お よび作業上 の考慮 点等 を説明す る。 また,各 作業工程 を遂

行す るための組織体制 と職務分担 について も言及す る。

(1)運 用作業の流れ と作業工程

① 運用作業の全体的な流れ

②

③

④

⑤

⑥

⑦

ス ケ ジ ュー リン グ

デ ー タ変 換工 程

ジ ョ ブの 準備 工 程 と準 備 作 業 の シス テ ム化

コ ン ピュー タ ・オ ペ レー シ ョン工 程

ジ ョブの 後 処 理 工程

オ ペ レー シ ョンの 自動化

・自動 化 の狙 い

・自動 化す る上 での 障 害1 、

・自動 化 の対 象

・自動 化 の レベル'

・自動 化へ の ア プ ロー チ

・自動 化の 発 展段 階 一 ,

(2)運 用 組 織 と体 制

① 組 織上 の 配慮 点

② 組 織 体制 と職 務 分担

③ 職 務概 要 と職 務 の 分化

(3)シ ス テ ム運 用 部 門 と利 用 部門 の 関係

① 相 互 の 関係

② 役 割 分 担

53シ ス テム運 用管 理

本 節 で は,シ ステ ム運 用 を 円滑 か つ 効 率的 に遂 行 して い くため の 各 種 の 管
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理 に つ い て,① 管 理 の概 要,② 管理 目標,③ 管理 要 素 ④ 管理 システ ムの4

点 を中心 に 説 明す る。

(1)運 用管 理(処 理 管理)

① サ ー ビス水 準計 画 と管 理

・サ ー ビス水 準 の 定義

・サ ー ビ ス水準 の 種 類

・サ ー ビス 目標 の設 定

② ス ケ ジ ュー ル管 理

③ デ ー タ管理

④ 安 全性 管 理

⑤ 信 頼 性 管 理

⑥ 外 注 管 理

(2)問 題 管 理

(3)パ フ ォ ー マ ンス 管理

(4)キ ャパ シテ ィ管 理

(5)変 更 管理

(6)回 復 管 理

(7)要 員 管 理

(8)ネ ッ トワー ク管理

指導上の留 意点

本章 は,講 義 中心 で進 め ざる を得 ないが,一 方的 な説 明 だけ だ と退 屈 して し

ま う恐れ が あ る。 で きるだ け 発 問 とか 例 示 を 多 用 して進 め て ほ しい。 また,適

切 な時 点 で機 械 室 を見学 させ,運 用 の 実 際 や管 理 体 制 を見せ る と よい。
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第6章 情報システム部門の機能と情報処理技術者の位置づけ

用 語

情 報 シ ス テ ム 管 理 体 系,情 報 シ ス テ ム 戦 略,資 源 管 理,バ ッ ク ロ グ 管 理,機

能 型 組 織,業 務 型 組 織,プ ロ ジ ェ ク ト型 組 織,機 能 ・プ ロ ジ ェ ク ト型 組 織,業

務 ・プ ロ ジ ェ ク ト型 組 織 マ ト リ ッ ク ス 型 プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム,情 報 セ ン タ

ー
,利 用 部 門 主 導,エ ン ド ・ユ ー ザ ー 主 導,エ ン ド ・ユ ー ザ ー ・コ ン ピ ュ ー テ

ィ ン グ,マ ネ ジ リ ア ルSE,ア プ リ ケ ー シ ョ ンSE,テ ク ニ カ ルSE,コ ン サ

ル タ ン トSE,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ マ,コ ー ダ ー,シ ス テ ム ・プ ロ グ

ラ マ,コ ン ソ ー ル ・オ ペ レ ー タ,周 辺 装 置 オ ペ レ ー タ,ス ケ ジ ュ ー ラ,デ ー タ

・エ ン ト リ ・オ ペ レ ー タ ,ラ イ ブ ラ リ ア ン

目 標

この 章 を修 了 した 時点 で,学 習者 が情 報 シス テ ム部 門 の機 能 と情 報処 理 技 術

者 に 関 して,次 の 事柄 が で きる よ うに なる こ とを 目標 とす る。

1.情 報 シス テ ム部 門 の主 要 な役 割 性格 と機 能 を列 挙 し,そ れ らの 円滑 で 効

果 的 な遂 行 を 果す にふ さわ しい組 織 体制 を説 明す る。

2.利 用 部 門 志 向 や オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン(OA)志 向 を促 進す るた め

の情 報 シ ス テ ム部 門 の役 割 活 動機 能 とそれ らの 機 能 を実 行 す るに ふ さわ し

い 組 織 体 制 につ い て説 明す る。

3.情 報 処 理 技 術 者 の職 種,そ れぞ れ の位 置 づ けや 役 割 を説 明す る。

内 容

61情 報 システム部門の機能 と組織

この節では,ま ず情報 システ ム部門の組織的性格 と今後の組織の役割の方

向づけ をす る。 これ を念頭に情報 システム部門の主 要な5つ の機能に関 して,

それぞれの具 体的 な内容 を紹介す る。 さ らに,こ れ ら諸機能 を組織化す るに
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さい して の 配 慮点 を示 した うえ で,情 報 シス テ ム部 門 の具 体例 を説 明 す る。

(1)情 報 シ ステ ム 部 門の 性 格 と今 後 の役 割

① 情 報 シス テ ム部 門の 基 本 的 な性 格

② 情 報 シス テ ム部 門 の 今 後 の あ り方

・情 報 シス テ ムの 今 後 の あ り方

・情 報 シス テ ム管 理 の 体 系 化

・今 後 の情 報 シス テ ム部 門 と利 用部 門 の役 割 分担

(2)情 報 シス テ ム部 門 の 機 能

① シス テ ム 開 発 と保 守 の 機 能

・シス テ ム開発 プ ロ ジ ェク トの 管理

・シス テ ムの 分 析 と要 件 定 義

・シス テ ムの 外 部 設 計

・シス テ ムの 内部 設 計

・プ ログ ラム 開発

・シス テ ム ・テス トと導 入

・導入 後 の シ ス テ ム評価 と改善

・シス テ ム(な い しは プ ログ ラ ム)の 維 持 保 守

② シス テ ム運 用機 能

・ス ケ ジ ュー リ'ング

・コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ ョ.ン

・ジ ョブ とデ ー タの 準 備

・デ ー タ ・ライ ブ ラ リーの サ ー ビス

・ジ ョブの 後 処 理

・運 用管 理 を は じめ と した 各 種 管 理 『 ・ ・

'③ 計画 と管理 の機 能

:情 報 シス テ ム戦 略(長 期 計画)の 立 案

・情 報 ジス テ ム 管理 体 系 の 維 持 改善 こ

・シス テ ム諸 資源 の 計 画 と資 源 管 理
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・開 発 計 画 と開 発 ・保 守 の管 理(含 パ ック ログ管 理)

・サ ー ビス 計 画 とサ ー ビス管 理

・要 員 育 成 計画 と育成 訓 練 管理

・安 全性 ・機 密保 護 管 理

・原 価 ,損 益 の管 理

・購 買 管理

・外注 ・業 務 委 託 管 理 .,

④ 技 術 支 援 機 能

・情 報 処 理 技 術 に 関 す る各種 標 準化'

・オペ レー テ ィン グ ・シス テ ムの 生成 と保 守

・デ ー タベ ー ス の構 築 管 理 と技術 支 援

・通 信 ネ ヅ トワー クの構 築管理 と技 術 支援

・上 記 以 外の シス テ ム ・プ ログ ラ ミン グ

・シス テ ム性 能 ,キ ャパ シテ ィ等 の 評価 と改 善支 援

・障 害 ・故 障 等 の 問 題 分 析 や 回復 支 援 .

・先 進 シス テ ムや 技 術 ,新 手 法 の 研究

⑤ 利 用部 門 に 対 す る支 援 機 能 』 」

・利 用 部 門 志 向 の た め の シス テ ム化 環 境 の整 備 と体 制 づ くり

・利 用 部 門 向け 各 種 教 育 と広 報 活動

・全 社 的一 元 的 な 推進 計 画 と管 理 活動

・各 種 の助 言 と コ ンサ ル テ ィン グ

・シス テ ム化 推 進 上 の調 整 と連 絡

・利 用部 門 の ニ ー ズの 吸 上 げ と整理 ,開 発 部 門へ の 提 言

(3)組 織 化へ の 配 慮 と組織 の 例

① 情 報 シス テ ム部 門 の組 織 化 の配 慮点

② 情 報 シス テ ム部 門 の 組 織 タイ プ ・

・基 本 的 な組織 タ イ プ(比 較 的大規 模 な組織 と比 較 的 小 規 模 な組 織 の

例),・'・,い
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・シ ス テ ム開 発 の 組織 の例(機 能型 組 織 の 例,業 務型 組 織 の 例,プ ロ

ジ ェク ト型 組 織 の 例,機 能 ・プ ロ ジ ェク ト型 組 織 の例,業 務 ・プ ロ

ジ ェク ト型 組 織 の例,マ トリ ックス型 プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ムの例)

・シス テ ム運 用(オ ペ レー シ ョン)組 織 の例

・技術 支 援 組織 の例

62利 用 部 門 志 向な い し はOA推 進 の た めの 組 織体 制

こ こで は,利 用 部 門の 人 達 が 自 らシス テ ム を 開発 した り,情 報 シス テ ムや

機 器 を有 効 活 用 す る こ とが で きる よ うに 推進 した り,専 門 的立 場 で の 助言 や

指 導 な どをす るた め の組 織 体制 につい て 説 明 す る。 こ の組 織 体制 は.利 用部

門志 向(エ ン ド ・ユ ーザ ー主 導 ない しは エ ン ド・ユ ーザ ー ・コ ンヒ ュー ア ィ

ン グと もい う)の 促 進 に 役 立 つだ け で な く,OAの 推進 に も同様 に役 立 つ。

(1)「 推 進 組 織 」(情 報 セ ン ター)の 必要 性

① 業 務 処 理 上 の 諸 問題

② 利 用 部 門 の ニ ー ズ

(2)情 報 セ ン ターの 目的 と組織 的位 置 づ け

① 情 報 セ ン ターの 目的

② 情 報 セ ン ターの 組 織 的位 置 づ け

(3)情 報 セ ン ター の役 割 と活動 機 能

① 情 報 セ ン ター の基 本 的 な役 割 機 能

② 情 報 セ ン ター と利用 部 門で の役 割 分 担

③ 情 報 セ ン ターの 活 動機 能

・支 援 的 活動 機能

・管 理 的 活動 機 能

④ 情 報 セ ン ター の 組織 体 制

① 基 本 的 な組 織 体 制 と職 務 分担

② 組 織 の 位 置 づ け と組織 体 制 の例

(5)情 報 セ ン ター設 置 に よ る利点
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① 利用部門に とっての利点

② 情報 システ ム部 門にとっての利点

63情 報処 理 技 術 者 の役 割 と位 置 づ け

本 章 の最 後 の テ ー マ と して,情 報 処 理 技術 者 を取 り上 げ る。 これ は,前 節

の テ ー マで ある情 報 シス テ ム部 門の 組 織 を支 え る人材 とい う面 での 重 要性 と,

学 習者 達 が 今後 目指すべ き情 報 処 理 技 術 者 の 方 向づ け な い しは 目標 設定 の動

機 づ け と して も重要 なテ ー マで ある。

(1)情 報 処 理技 術 者 の 実 態 と今後 の 方 向

① 情 報 処 理技 術 者 に 関 す る実 態

② 情 報 処 理技 術 者 に 関す る主 要 な 問題 と課 題

③ 情 報 処 理 技術 者の 今 後 の 方 向

(2)情 報処 理 技術 者 の位 置 づ け と役 割

① 情 報 処 理技 術 者 の 職 種 と位 置 づ け

・シス テ ム開 発 と運 用局 面 での 職 種 ど位 置 づ け

・情 報 シス テ ム部 門 の組 織 体 制 の 中 で の職 種 と位 置 づけ

②SE的 人材 の役 割 と位 置 づ け

・マ ネ ジ リアルSE(プ ロジ ェク ト管理 者 ,シ ス テ ム ・プ ランナ,資

源 管理 者,安 全 管 理 者等)

・ア プ リケ ー シ ・ンSE(ア プ リケー シ ョン ・シス テ ム分析 者 .ア プ

リケー シ ョン ・シス テ ム設 計 者 等)

・テ ク ニア ルSE(デ ー タベ ー ス ・スペ シ ャ リス ト,ネ ッ トワー ク ・

スペ シ ャ リス ト,基 本 ソ フ ト・ス ペ シ ャ リス トな ど)

・コ ンサ ル タン トSE(シ ス テ ム ・コ ンサ ル タン ト,情 報 セ ン ター ・

コ ンサ ル タ ン ト,情 報 アナ リス トな ど)

③ プ ログ ラマ の役 割 と位置 づ け

・ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラマ ー(事 務 計算 プ ログ ラマ ,科 学 技 術

計 算 プ ログラ マ)
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・コ ー ダ ー

・シス テ ム ・プ ロ グ ラマ'

④ オ ペ レー タの役 割 と位 置 づ け

・コ ン ソー ル ・オ ペ レー タ'

・周 辺 装置 オ ペ レー タ

・ス ケ ジ ュー ラ

・マス タ端末 オ ペ レー タ

・端 末 オ ペ レー タ

・デ ー タ ・エ ン トリ ・オ ペ レー タ 、

・ライ ブ ラ リア ン

指 導上 の 留意 点

本 章 は.シ ス テ ム開 発 と プ ログ ラム 開発∴ お よび シス テ ム運 用 を支 え る情 報

シ ステ ム部 門 の組 織 体 制 と情 報処 理 技 術 者 の役 割 を中心 に説 明す る。 あ る意 味

で は,組 織 と人 間的 な面 か ら,第5部 の 内 容 を要 約す る 目的 を もってい る。 し

た が って,第1章 か ら第5章 ま での 内容 との 関 連 づ け を十 分 行 い なが ら,本 章

の テ ー マ を説 明す る よ うに 留意 して ほ しい。

情 報 シス テ ム部 門 の 組織 体 制 に しろ,情 報 処 理 技術 者 の 役 割 や位 置 づ け に し

ろ,単 に 現 状 の 説 明 をす るだけ で は不 十 分 で あ る6高 度 情 報社 会 やINS時 代,

あ る いは 利 用 部 門 主 導 の 時代 に 向 け ての 情 報 シス テ ム部 門 の新 た な役 割 や 方 向

づ け を十 分 反映 した 組織 体 制 や 情 報 処理 技 術 者 の あ るべ き姿 につ いて も言及 す

る ことが 大 切 で あ る。

一
1.「 ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 ハ ン ド ブ ッ ク 」,▲1コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リ ケ ー シ ョ ン

ズ 編,オ ー ム 社

「 新 シ ズ テ ム ズ エ ン ジ ニ ア ハ ン ド ブ ッ ク 」 中 原 啓 」 他 編,オ ー ム 社,

1984年 ・
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3.「 プ ロ グ ラ ム 技 法 －PADに よ る 構 造 化 プ ロ グ ラ ミ ン グ 」(情 報 工 学 基

礎 講 座),二 村 良 彦 著,オ ー ム 社

4.「 シ ス テ ム の 分 析 と 設 計(1)お よ び(2)」(SE講 座),三 浦 大 亮 編,オ ー

ム 社

5.「 シ ス テ ム の 開 発 と 運 用 」(SE講 座),南 条 優,保 坂 岩 男 共 著,オ ー

ム 社

6.「 ワ ー ニ エ 方 式 に よ る プ ロ グ ラ ム 学 習 」フ ラ ナ ガ ン,ワ ー ニ エ 著.鈴 木

君 子 訳,日 本 能 率 協 会,1973年

7.「 構 造 化 プ ロ グ ラ ム 設 計 の 原 理 」,M .A.ジ ャ ッ ク ソ ン 著s鳥 居 宏 次 訳,

日 本 コ ン ピ ュ ー タ 協 会,1980年

8.「 プ ロ グ ラ ム 作 成 技 術 」,金 田 弘 著,コ ロ ナ 社,1980年

9.「 プ ロ グ ラ ム 設 計 図 法 」.花 田 収 悦 著,企 画 セ ン タ ー,1983年

10.「 効 果 的 プ ロ グ ラ ム 開 発 技 法 」.国 友 義 久,近 代 科 学 社,1979年

11.「EDPシ ス テ ム 設 計 入 門 」(図 解 コ ン ピ ュ ー タ シ リ ー ズ),南 条 便 書,

オ ー ム 社 ・ ・980年

12.「 プ ロ グ ラ ム 開 発 管 理 」(図 解 コ ン ピ ュ ー タ シ リ ー ズ),国 友 義 久,オ

ー ム 社 ,1982年
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第1部 情報処理一般

1教 育 の 目 司

1.情 報 処 理 に 関す る規格 や標 準 化 に対 して 関心 を持 た せ る。

2.プ ロ グ ラム や デ ー タに対 す る法 的 保 護 につ いて の基礎 知 識 を持 たせ る。

3.電 気 通 信 に 関す る法制 と.そ れ に従 って事 業 を行 う電 気通 信 事業 者 の 業

務 内容 や範 囲 につ い て基 礎 的 知識 を持 たせ る。

4.労 働 者 派遣 法 につ い て基 礎 的 知 識 を持 たせ る。

5.VDT作 業 に 対 す る労 働 衛 生 管 理 に つい て 関心 を持 たせ る。

6.電 子計 算 機 シス テ ム安 全 対 策 基 準 につ いて基 礎 的 知識 を持 た せ る。

7.情 報 システ ムに対 す る シス テ ム監 査 基 準 の概 要 を知 らせ る。

内容のあらまし

上 記教 育 の 目標に 関す る法 令,ガ イ ドライ ン,基 準 な どに つ い て解 説す る。

内容 と時 間 配 分例 を示 す。

標 準 化

用 語 と記号

キ ャラク タ セ ッ トとコ ーデ ィン グ

文 字 認識 の た め の字 形

入 出 力媒 体

プ ログ ラ ム用言 語

デ ー タ通 信

デ ー タ ・コー ド

法 制 度,指 針,基 準

プ ログ ラムに 対す る 法 的保 護
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デー タに対す る保護

電気通信事業者 に関す る法制

情報処理技術者 と労働者派遣法

VDT作 業 における労働衛生管理の あ り方指針

電子 計算機 システム安全対策基準

情報 シス テムに対す る監査基準

0

、

0
、

0

0

白
↑

口
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第1章 標 準 化

用 語

国 際標 準 化 機構,lSO,日 本工 業 規 格,JlS

目 標

1.標 準 化 の 利 点 を プ ロ グ ラム開 発上 の 利点,コ ン ピ ュー タ利 用 上 の利 点,デ

ー タ利 用 上 の 利点 ,教 育 や 情 報 交換 上 の利 点 な どに 分 け て理 解 させ る。

国 際的 な規 格,国 内的 な規 格 の ほか,組 織 内 あ るい は共 同作 業 グル ープ 内

にお い て,国 際 規格 や 国 内 規格 と矛 盾 せず,そ れ らを補完 あ る いは それ ら と

両立す る よ うな 基 準 をつ くる必 要 が生 じる とき,そ れ に 必要 な知 識 を持 たせ

る。

2.情 報 処 理 の分 野 で も,開 発 コス トの 低 減,使 用 の合 理 化,シ ス テ ム間 の 情

報の 互 換性 確保 を 図 るた め,工 業技 術 法 に基 づ く日本工 業 規 格(JIS)が 設

け られ てい る こ と を知 らせ,し か もJISは 適 正 な 内容 を維 持 す るた め5年

ご とに見 直 しが 行 わ れ,新 規 に制定 され る ものが 出 るの で,最 新 の 規格 を知

らせ る。

3.国 際規 格 と してISOが あ り,国 内規 格 は 国際 規 格 に基 づ し(て決 め られ る

こ とを知 らせ る。

4.情 報 処理 に 関係 す る規 格 の 内容 を用語 と記 号,キ ャ ラク タ ・セ ッ トと コ ー

デ ィン グ,文 字 認 識 字 形,入 出 力媒 体,入 出 力媒 体上 の情 報 の形 式;プ 』 グ

ラ ム用 語,コ ー ドな どに 分け て 理解 させ る。

5.規 格 や 標 準 化 に 関 心 を持 ち.た えず 規 格 化 や標 準 化 の 動 向に 注 意 す る よ う

にす る。
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内 容

11用 語 と 記 号

情 報 処理 に 関 し て用 い られ る主 な用語 と意 味,対 応英 語 は,JISC6230

-1981で 定 め られ て い る こ とを説 明す る。 また 記 号 に つ い て は,情 報処 理

用 流 れ 図記 号JISC6270-1975で 定 め られ て い る こ と を説 明す る。

12キ ャ ラク タ セ ッ トと コ ーデ ィ ング

情 報交 換 用 符 号JISC6220-1976,情 報 交 換 用 漢 字符 号JISC6226

-1978 ,情 報交 換 用 磁 気 テ ー プの ラベ ル と フ ァ イル構 成JISC6245-

1978が 定 め られ てい る こ と を説 明す る。

13文 字 認 識 の た め の 字 形

光 学 式 文 字 認 識 の た め の 手 書 文 字 の 字 形 と し て

片 仮 名 … … …C5254-1979

数 字 … … …C5255-1979

英 字 … … …C5256-1981

記 号 … … …C5257-1981が 定 め ら れ て い る こ と を 説 明 す る 。

14入 出 力 媒 体

ハ ー ドウ ェアの 規 格 が 多 い が ,そ の なか に情 報 処 理 系 け ん 盤 配 列C6233

-1980が あ る こ とを説 明 す る。

15プ ロ グ ラ ム 用 言 語

FORTRAN…C6201-1982,COBOL…C6205-1980,BASIC…

C6207-1982が あ る こ と を 説 明 す る 。
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16デ ー タ 通 信

デ ー タ通信 関係 で は.多 くのJIS規 格 が制 定 され てい る こ とを説 明す る。

17デ ー タ ・コー ド

固有 名 詞,各 種 の 分類 項 目な どには,JISで デ ー タ ・コ ー ドが 制定 され

て い る こ と を説 明 し,シ ス テ ム設 計や プ ログ ラム に おい て,で き るだ け 規格

の コ ー ドを使 用 す る こ とが 望 ま しい こ とを説 明 す る。

指導上の留意点

情報 処 理 の 仕 事 に携 わ る上 で.た えずJIS等 の 規 格 に 注意 を向け る よ うに

指導す る。 そ の た め に は,JISハ ン ドブ ックの 紹介 お よび見 方 を説 明す る こ

とが 望 ま しい。 情報 処理 の 規格 の うち,

略 す る方 が よい。

ハ ー ドウ エ アの みに 関す る もの は,省
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第2章 法 制度,指 針,基 準

用 語

工 業所 有 権 特 許 権,著 作 権,発 明,プ ライバ シ ー権 ,財 産,他 人 使用,共

同 使 用,相 互 接 続,労 働 者 派遣,VDT,グ レア

目 標

情報処理に関係す る法令,基 準 な どに基礎的 な理解 を得 る。

内 容

21プ ログ ラム に 対 す る 法 的保 護

プ ログ ラムが 工 業 上 の無 体 財 産 と して保 護 され るか ど うか につ い て は ,特

許 法 を見 る必 要 が あ る が,特 許 法 で保 護 され る権 利 は 「発 明 」であ る。 発 明

とは 「産 業 上 利 用 す る こ とが で き る 自然 法 則 を利用 した技 術 的 思 想 」で,ソ

フ トウ ェアは 該 当 しない とされ る のが 通 説 で あ る。 そ こで プ ログ ラム に対 す

る権 利確 立 の特別 な法律 を制定す ることも検 討 されたが,結 果 的 に著 作 権 法 の改

正 に よって保 護される こととなった。そ のため改 正 され た点 は つ ぎの通 りで あ る。

(1)プ ログ ラムの 定 義 を 明確 化 し,プ ログ ラム を著 作 物 の例 示 に 加 え,保 護

の 対 象で あ る こ と を 明 らか に した。 しか し,そ こに 用 い られ て い る解 法,

言 語 また は仕 様 は保 護 の 対 象 か ら外 して い る。

(2)法 人 等 の発 意 に基 づ き,そ の業 務 に 従事 す る者 が 職 務 上 作成 す る プ ロ グ

ラ ムの 著作 権 者 は,別 段 の定 め が ない 限 りそ の 法 人 とする ことが規定 された 。

(3)使 用 目的 に 合 わせ る た め,叉 は機 能 向上 の た め に 行 うプ ロ グ ラムの 改変

に つ い ては,同 一 性 保 持 権 の 例 外 と して これ を許 した。

22デ ー タに 対す る保 護

デ ー タに対 す る保 護 の 方 法 と しては,著 作 物 と して保 護 す る方法,財 産 と
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して保 護 す る方 法 が 考 え られ る が,現 行 法 で は電 気 な ど法 律 で 明示 され て い

る もの の ほ か は有 体物 に 限 られ るた め,保 護 の対 象 には入 らな い。 た だ 多 く

の 場 合,媒 体 の財 産権 侵 害 を伴 うの で,媒 体 面 か ら保 護 され る。

(1)プ ライ バ シ ー権 の保 護

従来 は プ ライバ シー権 は,各 個 人 が 他 か ら干 渉 され る こ と な く 「ひ と り

に して おか れ る権利(righttoletalone)」 と消極 的 な もの に受 け

と られ て きたが,現 在 で は 「自己 に 関 す る情 報 の 流れ を コ ン トロー ルす る

権 禾U(individualrighttocontrolthecirculationof

lnformationrelatingtohimself)」 と積 極 的 に 考 え られ る よ う

に な った こ とを説 明す る。 そ こか ら,自 分 に 関す る情 報 で他 人が 保 管 して

い る もの が ど うな って い るか を知 る 自己情報 へ の ア クセ ス権 が 発 生 す る。

(2)デ ー タ ・ベ ース な どの 保 護

デ ー タベ ー ス,名 簿 な どの内 容 に つ い ては,現 在 の ところ 必 ず し も保 護

の根 拠 が 明 確 では ない が,著 作物 と して保 護 され る方 向 に あ る。

23電 気通信事業者 に関す る法制

従来 は電気通信政策で,基 幹的 な電気通信網 の確保,重 要通信の確保,通

信の秘密の確保,安 全性,信 頼性 の確保,合 理 的な料金 の設定 を主眼 として,

独 占形態に より日本電信電話公社,国 際電信電話株式会社が担当 して きた こ

とを説明す る。 しか し,ニ ュー ・メデ ィア通信 の実用化,利 用者のニーズの

高度 化,多 様化,電 気通信事業の活性化,対 外経済摩擦の解消 など新 しい要

求 が出てきたので,通 信政策が変更 され,

① 独 占の排除 と競争原理の導入

② 利用者サイ ドに立 ったサー ビスの実現

③ 環 境変化へ の柔軟 な対応

④ 日本電信電 話公社の民営化

な どが考慮 され.電 気通信 事業 法が改正 されて昭和60年4月 に施 行された。

そ の結果,第 二電 々と呼ばれ る第一 種業者や,第 二種業者が 多数事業 を開始

した。
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(1)第 一種電気通 信事業者

第一種電気通 信事業者 とは,電 気通信 回線 を 自ら設置 してサー ビス を提

供す る業者 であ り,郵 政大 臣の認可を必 要 とす る。利 用者保護のため,事

業開始後 も技術 ・設備 な どの水準を常に一定 レベル以上 に維持す る必要が

あるので,そ れ を保証す るため行政 的な指 導が行われ る。

(2)第 二種電 気通信事業者

第二 種電気通 信事業者 とは,第 一種電気通信事業者か ら回線を借 りてサ

ー ビス を提供 す る事業者 である。原則 的には,一 切の参 入規制 を行 わず,

最小限の項 目を届 出でれば よい こととされているが,そ の うちでつ ぎの よ

うなサー ビスを提供す る業者 は,特 別第2種 として登録 を必要 とす る。

① 誰れ もが加入で きる不特定 多数 向けのサ ー ビス

② 政 令 で定 める一定 規模以上の全 国基幹 サー ビス

③ 国際間の通信 を取扱 うサー ビス

これ らのサー ビスが社会 ・経済的に重要 であ り,ま た国際通信の重要性が

高いため,高 度の安全 性,信 頼性が要 求され るので,郵 政大 臣に料金.サ

ー ビス条件 を届出て,技 術基準に適合す る よう諸設備 を維持 するため管理

運用規定 を設 け,電 気通信主任者 を選任 してサービスに当 らせる ことが要

求されてい る。

サー ビス内容 も規制の範 囲内であれ ば他人使用,共 同使 用,相 互接続が

許される こととな った。

24情 報処 理 技 術 者 と労 働者 派 遣 法

(1)法 律制 定 の 背景

あ る期 間,労 働 者 を他 の 企業 等 に派 遣 す る事 業 は.こ れ まで ビル 管理,

通 訳 な ど につ い て行 わ れ てい たが,情 報 処理 の分 野 で もプ ログ ラマ,シ ス

テ ム ・エ ン ジニ ア,オ ペ レー タの他 企 業 等 へ の派遣 とい う形 でふ え て きて

L,・一・た.こ の よ うな労働 者 の供給 派遣 は 嚇ll労 働 や 中「asve取の 難 ず る余

地 を残 す た め,職 業 安 定 法第44条 で禁 止 され て 括 り,法 律 違 反 で あ る。
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しか し,従 来 は黙認 されて きたが二重派遣,条 件の悪化 なども目立 ち始め

たた め,規 制す る法律制定 とな り,昭 和61年7月 か ら施行され る。 法律

の 名称は 「労働者派遣 事業の適正 な運営の確保 及び派遣労働者 の就業条 件

の整備 等に関す る法律 」で ある。

(2)事 業 規 制

法律では,派 遣労働の対 象業務について限定す ることと し,中 央職業安

定審議会の意見 を聴いて対象業務が決定され ることになっている。その基

準 としては

(1)迅 速かつ的確な遂行のために専門的 な知識,技 術 または経験 を必要 と

す る業務

(2)就 業形態等の特殊性に より,特 別の雇用管理 を必要 とす る業務

とされて お り,中 央職業安定審議会労働者 派遣事業 等小委員会報告書に よ

る と,情 報処理関係 として

⑧ 情報処理 システ ムの分析,設 計お よび これに直接付 帯す る業務

⑨ プ ログラムの設計,作 成 お よび これに直接付帯 する事業

⑩ コン ピュー タ ・システムの操作,デ ー タの入 力

が案 として候補に挙 っている。 そのほか,関 係が あ りそ うな もの として,

展示会 のデモンス トレー シ ・ンな ど専門知識が必要 な機械の性能,操 作の

説 明,紹 介が ある。

(3)労 働者派遣事業の定義

法 律は労働者派遣事業 を 「自己の雇用する労働者 を当該雇用関係 の もと

に,か つ他人の指揮命令 を受けて当該他人のため に労働に従事 させ る業 」

と定義 し,派 遣元 と労働 者との間に雇用関係 がない労働者供給事業 との間

に区別 を設 けた。

(4)派 遣 労働者の保護

派遣元が労働者保護の観点か ら講ずべ き措置 と して

① 派遣先での就業条件 の明示

② 教育訓練 の実施

・-341一



第4編 関連知識

③ 責任者の選任

④ 管理台帳 の備 えつけ

⑤ 労働 安全衛生 の確保

などを義務 づけ てい る。 労働基準法等労働者保護法規の適 用について ,使

用者責任 は原則 と して派遣元が負 うもの とし,労 働時間,休 憩,休 日等の

規定 は派遣先 を使 用者 とみなす特例 を設けてい る。 また派遣期 間に も上 限

が設け られ る見通 しである。

25VDT作 業 に お け る労 働 衛生 管 理 の あ り方(労 働 省 労 働 基準 局 長 通 達)

指 針

(1)指 針 発 行 の経 緯

コン ピ ュー タ,オ フィス ・オー トメーシ ョ ンの普 及 に よって,VDT

(VisualorVideoDisplayTermmal)が 広 く導 入 され て きた が,

VDT作 業 の もた らす 健 康 へ の影 響 や 予 防 に関 す る 調査 研 究が 各 方 面 で進

め られ て きた。

そ の た め,労 働 省 で は機 器 の改 良や 人 間工 学,労 働生理 学 等 の 分 野 に お

け る 知見 に基 づ い て,VDT作 業 に お け る労 働衛 生 管理 の あ り方 を見 直 し,

本通 達 の発 行 と な った。

(2)対 象

指針 では.対 象 を事 務 所(事 務 所 衛 生基 準規 則 第1条 第1項 に規 定 す る

事 務 所)に お い て行 わ れ るVDT作 業 に 関す る労 働衛 生 管理 を対 象 とす る

が,事 務所 以 外 の屋 内作 業 場 に お い て 行 われ るVDT作 業k・ よびVDT類

似 作 業 に つ い て もこれ を参 考 に して労 働 衛 生 管 理 を行 うこ とが 望 ま七 い と

してい る。

(3)作 業環 境 管 理

作 業 環 境 管 理 と して 照 明及 び 採 光.グ レア防止,騒 音伝 波 の 防 止,そ の

他 を定 め てい る。

① 照 明及 び 採 光
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(a)室 内は 明暗 の 対照 が い ち じる し くな く,ま ぶ しさ を生 じさせ ない こ

と。

(b)デ ィス プ レ イ画面 照度 は,500ル ック ス以 下,書 類 お よび キ ー ボ ー

ド面 の 照度 は300～1000ル ックス とす る こ と。 なお,周 辺 の 明 るさ

も差 を小 さ くす る こ と。

(c)直 接 太 陽 光が 入射 す るな どの 高 い輝 度 の 窓 は,ブ ライ ン ド,カ ーテ

ン等 を設 け て輝 度 を低 下 させ る こと。

② グ レ ア防止

(a)CRTデ ィス プ レイ画面 の 前後 の 傾斜 の 調 整 を 行 うこ と。

(b)低 輝 度 型 照 明器 具 を使 用 す るこ と。

(c)CRTデ ィス プ レイ画面 の 前後 の 傾斜 の調 整 を行 うこ と。'

(ld)CRTデ ィス プ レイ に フ ー ド又 は ブイ ル タを取 り付 け る こ と,又 は

反 射 防止 型CRTデ ィス プ レ イを用 い る こ と。

(e)そ の 他 グ レア 防止 の 措 置 を講 じる こ と。

③ 騒 音伝 波 の 防 止

プ リンタ等 か ら不快 な騒 音が 発 生す る場 合 に は,騒 音伝 波 の 防止 措 置

を講 ず る こ と。

④ そ の 他

換 気,空 気 調 和,静 電 気 除去 等 につ い て 事 務所 衛生 基 準 規 則 を定 め る

措 置 をは じめ とす る必 要措 置 を講 じる こ と。

(4)作 業 管 理

① 作業 時 間等

(a)1日 の 作 業 時 間

CRTデ ィス プ レイ画 面 を注視 す る時 間が 短 か くなる よ う配慮 し,

他 の作 業 を組 み 込ん だ り,ロ ー テ ー シ ョンを実 施 す る こ と。

(b)連 続 時 間 及 び作 業 休 止 時 間

一 連続 作 業 時 間 が1時 間 を超 え ない よ うに し.次 の 連 続 作業 まで の

間に10～15分 の作 業 休 止 時 間 を設 け,か つ ・一連 続作 業 時 間 内にお い
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て1～2回 程 度 小 休 止 を設 け る。

②VDT機 器 等

(a)フ リッカー

フ リッカ ーは 知覚 され な い もの で あ る こ と。

(b)キ ーボ ー ド

キ ー ボ ー ドは 位置 が 調 整で きる ものが 望 ま し く,ス トロー ク及び 押

圧 が適 当 で,キ ー トップの文 字 は 見 易 く.表 面 が つ や 消 しに な って い

る こ とが 望 ま しい 。

(c)椅 子

安 定 して い て容 易 に移 動 で きる こ と。

(d)机 又 は 台

適 当 な広 さが あ り,脚 ま わ り空 間 は 窮屈 で な く,調 節 が で きない机

また は 台 を使 用す る場 合,65～75cmの もの で あ る こ と。

(5)VDT機 器 等 及 び 作 業環 境 の維 持 管 理

日常 の 点検 と調 整,定 期 点 検,清 掃 を行 うこ と。

(6)健 康 管 理

① 健 康診 断

(a)配 置 前 健康 診 断

新 た にVDT作 業 に 従事 す る労 働者 の配 置 前 の健 康 状態 を把握 し,

そ の 後 の 健 康 管理 を適 正 に進 め る た め,業 務歴 の調 査.既 往症 及 び 自

覚 症 状 の 有 無 の 調 査.眼 科 学 的 検 査.筋 骨 格 系 に 関す る他 覚 的 検査,

そ の 他 医 師が 必 要 と認 め る者 に つ い て必 要 な検 査 を行 う。

(b)定 期 健 康 診 断

労働 安 全 衛 生 規 則 第44条 匠定 め る定期 健 康 診 断 を実施 す る際.併

せ て 業 務歴,既 往症,競 症 状有 無 の調 査・ 眼 科 学 的 検 査 ・ 鯖 格 系

に 関す る他 覚 的 検 査 を行 う。

(c)健 康 診 断結 果 に基 づ く事 後 措置

愁訴があるときは姻 を明かにし,勧 矯正力・不鋤 瀦 ぱ 正視
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力で作業が行 える よう保健指導す る。 また,VDT作 業が適切で ない

と判断 され る者 には適切 な措置 を講 じる こと。

ω 健康 相談

VDT作 業者が気軽に相談 し,ア ドバ イスが受け られ る ようにす る。

(e)職 場体操

就業 の前後 叉は就業 中に体操 を行 わせる ことが望 ま しい。

(7)労 働衛生教 育

①VDT作 業従事者へ の教 育

自主的 に健康管理 が行える ような項 目につ いて教育す る。

② 管理監督者に対す る教 育

必要 に応 じて行 う。

③ 新たにVDT労 働 につ く労働者に対す る教育習得及び習熟 に必要 な訓

練 を行 う。

26電 子 計 算機 シ ス テ ム安 全 対策 基 準

自然 災害,シ ス テ ム構 成 要 素 の障 害,不 法行 為 等 に よって 生 ず る シス テ ム

の ダ ウ ン,誤 動 作,不 正 使 用,お よび デ ー タの 漏洩,破 壊 改 ざん を未 然 に 防

止 し,ま た発生 した場合 の影 響 の 最小 化 及 び 回復 の迅 速 化 を図 るた め の措 置 を

全 て網 羅 した もの が 安 全 対 策 基 準 と して制 定 され た。

対策 は 内容 ごと に基 本 基 準(C基 準),標 準 基 準(B基 準),強 化基 準(

A基 準)の3段 階 に分 類 し,対 策 の 実施 に よ り期 待 され る安 全 性,信 頼 性 な

どの 向上 が 最 高度 の もの をA,最 低 限 の安 全性 、信 頼 性 な ど を確 保 す るた め

に 不 可 欠 と考 え られ る対 策 内容 をC,中 間的 な対 策 内 容 をBと した 。

基 準 は,設 備 面 の 対策 に152項 目

技 術 面 の 対策 に13項 目

運 用管 理 面 の 対 策 に63項 目

定 め て い る。 内 容 を基 準 に より説 明す るこ とが 望 ま しい。
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⑱

27情 報 シ ス テ ム に 対す る監 査 基 準

情 報化 の進 展 に伴 い,情 報 システ ムが 停 止,悪 用,有 効 に機 能 しな くな っ

た 場 合 の影 響 が深 刻 に な っ て きて い る。 情報 シス テ ムの設 計,開 発,運 用 に

お け る これ らへ の 配 慮 を補 完 強 化す る意 味 で,独 立 した シス テ ム監査 人 が情

報 シス テ ム を総 合 的 に点 検,評 価 し,関 係者 に 助 言,勧 告 を行 う制 度 が シス

テ ム監査 制 度 で あ る。 基 準 は 一般 基 準,実 施 基 準,報 告 基 準 の3分 野 か ら成

立 って い る。 一 般 基 準 は 総 論 に 当 る部 分 で,監 査 の 目的,対 象,監 査 人 な ど

の監査 基準 を定 め て い る。 実 施 基 準 は 中心 的 部 分 で あ る。企 画業 務 ,開 発 業

務,運 用業 務 に 分 け て さ ま ざま な監査 基 準 を定 め て い る。 報告 基 準 は 監査 を

実施 したあ との対策,措 置 を定 めた部分 である。

監 査 は,当 事 者 以 外 の第 三者 が 行 う もの で あ るか ら,情 報処 理 の 開 発 や運

用の 当事 者 に 直接 関 係 が ない と もい え るが,知 っ て お くと 自己 チ ェ ック ポ イ

ン トとす る こ と もで き,有 益 で あ る。

1参 考 文 献1

1.JISハ ン ドブ ック⑨情報処理 日本規格 協会

2.著作権 法 山本桂一著 有斐閣

3.刑 法 藤木英雄著 弘文堂

4.現 代のプ ライバ シー 堀部政男著 岩波新書

5.電気通信 事業法 官報

6.労 働者派遣事業の適正 な運営の確保及び派 遣労働 者の就業条件の整備 に関す

る法律 官報

7.VDT作 業におけ る労 働衛生管理のあ り方'昭 和60年12月20日'労 働

省労働基準局長発基発第705号

8・電子計算機 システ ム安全対策基準 通商産業省

9・システム監査基準解説書 通産 省機械情報産業局監修 日本情報処理開発協

会発行
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第2部 エ レク トロニ クスの基礎

教 育 の 目 標

マ イ ク ロプ ロセ ッサ,パ ー ソナル ・コンピュー タの普 及に 伴 って ,こ れ らに他

の 機 器 を接 続 して デ ー タの 変換 を行 い,ま た 計 測 ・制 御 を行 うこ とが 多 くな っ

た。 この種 の技 術 を持 つ こ とを初 級 情 報 処理 技 術 者 に要 求 され る場 合 が,今 後

一 層 増 大 す るで あ ろ う
。 こ こで はそ の た め に必 要 な基 礎 知識 を習得 させ,実 際

は活 用 で き る よ うにす る こ と を 目標 とす る。

内容のあ らま し

路

路

礎差

回

回

の路

流

流

回子

直

交

電

半導体素子 と集積回路

半 導 体 の 物 性

半 導 体 素 子

集 積 回 路

演 算 増 幅 器

種 々 の 回 路

イ ン タ フ ェ ー ス 技 術 の 基 礎

イ ン タ フ ェ ー ス の 概 要

入 出 カ イ ン タ フ エ ー ス

計 測

計

制

測

御
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第1章 電子回路の基礎

口
直 流 回 路,交 流 回 路,イ ン ピ ー ダ ン ス,フ ィ ル タ ー

口
電子回路の技術の基礎 を理解 し,簡 単な回路 の計算がで きるよ うにす る。

=
11直 流 回 路

直流 回 路 の基 礎 を習得 し,簡 単 な回路 の計 算 が で き るよ うにす る。 概 ね 以

下 の事 項 を 習得 させ る。

'オ ー ムの法 則

・キ ヒル ホ ップの法 則

12交 流 回 路

交 流 回路 の基 礎 を習得 し,簡 単 な回 路 の計 算 が で きる よ うにす る。 概 ね 以

下 の 事項 を 習得 させ る。

・交 流 とそ の複 素表 示

.イ ン ピー ダ ンス

・共 振 回 路 と フィル ター

・四 端子 回路

指 導 上 の 留意 点



第2部 エ レク トロ ニ クスの基礎

第2章 半導体素子と集積回路

口
半 導 体,ダ イ オ ー ド,ト ラ ン ジ ス タ,集 積 回 路,IC,LSl,VLSI,

演 算 増 幅 器,増 幅 回 路,整 流 回 路,発 振 回 路,変 ・復 調 回 路,パ ル ス 回 路

口
半 導体 素子 の原理 と機 能 を理 解 し,取 り扱 え る ようにす る。 また 集 積 回路 の

機 能 を理 解 し,取 り扱 え る よ うにす る。 簡 単 な回路 を構成 で き る よ うにす る。

一
2.1半 導 体 の 物 性

半 導体 の物 性 を電 子 や ホ ール の働 き と関連 つ け て理 解 させ る。

2.2半 導 体 素 子

ダ イオ ー ド,ト ラン ジス タ,そ の 他 の半 導体 素 子 の原 理 と機 能 を理解 させ

る。

2.3集 積 回 路

集 積回 路(IC,LSI,VLSI)の 技術 の進 歩,そ の 構 造 ・機 能 ・製

法 につ い て解 説 す る。 また 代 表的 な製 品 の特 性 を知 り,取 り扱 え る よ うにす

る。

2.4演 算 増 幅 器

演算増幅器の原理'離'離'鉢 的雑 用湖 つ口 解説する・代表

的 な製 品 の 特 性 を知 り,取 り扱え る ようにす る。
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2.5種 々 の 回 路

ダイ オ ー ド,ト ラン ジス タ,集 積 回路 等 を用 い て増 幅 回路 ,整 流 回路,発

振 回路,変 ・復 調 回 路,パ ル ス 回路 を構 成 す る方 法 を理 解 させ,簡 単 な 回路

を構成 で きる よ うにす る。

指導上 の留意点

基 礎 を十 分 理解 さ せ る と と もに,実 際 に 素子 を取 り扱 い 回路 を構 成 で きる よ

うにす る。 そ の ため 演 習 ・実 習 を な るべ く多 く実 施 す る こ とが 望 ま しい。
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第2部 エ レク トロニ クスの基礎

第3章 イ ン タ フ ェー ス技 術 の基礎

ロ
イ ン タ フ エ ー ス,信 号 レ ベ ル,タ イ ミ ン グ,直 列 イ ン タ フ ェ ー ス,並 列

イ ン タ フ ェ ー ス,信 号 レ ベ ル,タ イ ミ ン グ,直 列 イ ン タ フ ェ ー ス,並 列 イ ン タ

フ ェ ー ス,同 期 式 イ ン タ フ ェ ー ス,非 同 期 式 イ ン タ フ ェ ー ス,バ ス 方 式,

目 標

イ ン タ フ ェLス の 役 割 り,機 能,構 成 法 を理 解 し,実 際 にICを 用 い て構

成 で きる よ うにす る。

内 容

3.1イ ン タ フ ェー ス の概 要

イ ン タ フ ェース の 役 割 り とそ の 構 成,機 能 に つい て理 解 させ る。 概 ね以

下 の 事項 を学 習す る。

・制 御 方 式(接 続 方式 ,伝 送 制 御 方 式,多 重化方 式)

・信号 レベ ル

・タイ ミン グ

・バ ス 方 式

・代 表 的 な イ ン タ フ ェー ス 用IC

3.2入 出 カ イ ンタ フ エー ス

特 に 入 出 カ イ ンタ フ エース に つ い て 具 体 的 に理 解 さ せ る。 概 ね 以 下 の 事

項 を学 習 す る。

・直列 イ ンタ フ ェー ス と並 列 イ ン タ フ ェース

・同期 式 と非 同期 式
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・入 出 力 デ ー タの転 送 制 御方 式(プ ログ ラ ム ド1/O ,割 込 み1/O,D

MA)

・具 体 的事 例

指導上の留意点

本 章 に お い て は イ ン タフ ェース の 仕 組 み の概 要 を把握 す る こ とを主 眼 とす

る。 実 際 に イ ン タフ ェース を製 作 し制 御 す る実 習 まで 行 う ことは望 ま しいが,

ア セ ン ブ ラ言 語 に よる プ ログ ラ ミン グの 予備 知 識 との 関連 に お いて適 宜 取 捨 選

択 す る。
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第2部 エ レ ク トロニ クスの基礎

第4章 計 測 と 制 御

ロ
セ ン サ,

口
〔

A/D変 換,D/A変 換,シ ーケ ンス制 御,フ ィー ドバ ック制御

計 測 と制 御に関する基本的 な概 念 と手法 を理解させ る。

4.1計 測

(1)セ ン サ

温 度,圧 力,位 置,角 度,ひ ず み,厚 さ,光,磁 気 を電 圧,電 流,抵 抗

な どの 電気 的諸 量 に 変換 す るセ ンサの 特 性,原 理,構 造,使 用法 を解 説 す

る。

(2)A/D変 換,D/A変 換

A/D変 換,D/A変 換 の 原理 と具 体 的 な 方法 を理解 させ る。

4.2制 御

(1)制 御 の 概 要

シ ー ケ ンス制 御,。,一,パ ック制 御 の 原 理渤 作 醐 要 を醜 さ せ る.

(2)マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タに よる制 御

コ ン ピ ュー タに よる制 御 の仕 組 み の概 要 と,制 御 用 プ ログ ラムの基 本 を

理解 さ せ る。

指 導上 の留 意点

理 論 に深 く立 ち入 る必要 は な いが,概 要 を 理解 し,簡 単 な計測 ・制 御 シス テ

ムまた は そ の 一 部 を構 成 で き る よ うにす るた め,実 習 を多 く加 え る こ とが望 ま
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しい 。ltk・,4.2の(2}で は既 に ア セ ンブ リ言 語 に よる プ ログ ラ ミン グ を習 得 し

て い る学 習 者 の場 合は 具体 的 に プ ログ ラム を作 成 して制 御 の実 習 をす る こ とが

望 ま しい 。 未 習得 の場 合 は,流 れ 図 また は予 め 用意 した部 分的 な プ ログ ラ ムを

読 ん で 理 解 させ る程 度 に と どめ る。

参 考 文 献

4⊥

ウ
一

3

電子 通 信 ハ ン ドブ ック,電 子 通 信 学会 編,オ ー ム社,1979年

工 業計 測便 覧,精 機学 会 ・計 測 自動 学 会 編,コ ロナ 社,昭 和57年

自動 制 御 ハ ン ドブ ック,基 礎 篇 ・応 用 篇,計 測 自動制 御学 会 編,

1983年

一354一



第3部 商工業に関する一般知識

教 育 の 目 標

情 報 処理 技 術 者に とって は,ハ ー ドウ ェア とソ フ トウェア を完 全に理 解,習

得 す るだ け に と どま らず,い か に情 報 シス テ ム を効 果 的 に,効 率 的 に開発,構

築 す るか が重 要 な テ ー マで あ る。 この た め に は適用 分 野 に対す る十 分な関連 する

知識 と理 解 が 必要 で あ る。 こ こで は,企 業経 営,販 売,生 産 等 の分 野 に お い て,

コン ピュー タ を利 用 す る場 合,情 報 処理 技 術者 に最 低 限 必要 とな る基 礎 知 識 に

つ い て,商 業,工 業 に 大 き く分 け て習 得 させ る もの で あ る。

内容 のあ らま し

商 業

経済 について(経 済 学概論)

商学につい て(商 学概論)

経営 について(経 営学概論)

簿 記 原 理

財務 会計(決 算)

税 務A計

経 営 分 析

事務管理 と組織

経営情報 システ ム

経 営 数 学

工 業

製 造 業 の 概 要

生産計画 と管理

110

5)

5)

5)

(30)

(10)

5)

(10)

(10)

(10)

(20)

90

5)

(15)
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設計 と生産技術 (10)

資材計画 と管理 (10)

原 価 管 理 (20)

生 産 管理 シス テ ム (10)

オ ペ レ ー シ ョ ン ズ ・ リ サ ー チ (20)

合 計 200時 間
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第1章 商 業

用 語

経 済 循 環,所 得,消 費,投 資,イ ンフ レ ーシ ョン,デ フ レー シ ョン,経 営 戦

略,マ ーケ テ ィ ング,資 産,負 債.収 益,費 用,資 本,売 上 価 格,売 上 原 価.

利益 額,直 接 費,間 接 費,取 引.勘 定,仕 訳.元 帳,試 算 表,損 益計 算書,貸

借 対 照 表,決 算,有 価証 券.信 用取 引,手 形 取 引,固 定 資 産,流 動資 産,繰 延,

棚 卸,定 額 法,定 率 法,直 接 税,間 接 税,国 税,地 方 税,所 得 税,減 価

償 却,引 当 金,所 得 控 除,青 色 申 告,法 人 税,生 産 性分 析,原 価 分 析,資

本 利益 率.売 上高 利益 率,資 本 回転 率,損 益 分 岐 点,流 動 比 率,固 定 比 率,自

己資 本 比率,資 金繰 表,オ フ ィス ・オ ー トメーシ ョン,事 務 管 理,経 営 情 報 シス

テ ム.情 報検 索,ロ ーカル ・エ リア ・ネ ッ トワーク,確 率 分 析,統 計 手 法,分=布,

母 集 団,標 準 偏差

目 標

企 業 活動 に コン ピ ュー タ ・シス テ ム を導 入(適 用)す る場 合,情 報 処 理 技 術

者 は,概 論 的 には 経済 学 か ら,実 務 的 に は会 計 手続 きの実 際 まで の知 識 が 必 要

とな る。 この章 では,経 済 学,商 学,経 営 学 等 に 関 して,そ の概 要 を知 識 と し

て理 解 させ,主 と して会 計 手 続 き,経 営 分 析 の手 法 の 内容 を具体 的 に 習得 させ

る。

内 容

11商 業 ・経 済 に 関す る こ と

〔1)経 済 に つ いて(経 済 学 概 論)

経 済 学 の定 義 を導 入 部 と して,経 済 学 の歴史,近 代 にお け る経 済 学 の 理

論 や 紹 介 す る。 近 代 に お け る経 済 学 の体 系 と経 済 活動 を構 成 す る要 素 に つ

い て解 説 す る。
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〔2)商 学 に っい て(商 学 概 論)

商 学 の定 義 とマー ケ テ ィ ン グ ・流通 に つ い て,そ の概要 を解 説 す る。

。 販 売 と購 入

。 運送 と保 管

。 金 融 と保 険 ト

'。 流 通組 織

。・ 卸 売業 の 形 態

。'小 売業 の 形 態 ・

・:(3)経 営 に つLa'て(経 営 学概 論)

経 営 学 の概 要 に つい て解 説す る。

。 企 業形 態 ・'

。 経 営 戦 略 と意 思決 定』

。 経 営 組 織 と権 限

。 労 働 関係

1.2会 計 に 関 す る こ と

簿 記 の原 理 とそ の 概要 につ い て解 説 す る。 特 に商 業 簿 記 に関 して,取 引 と

勘 定 ・仕 訳 ・試 算 表 の 作成 の 実 務 を.演 習 を中心 と して 習得 させ る。 更 に財

務 会計,税 務 会 計,経 営 分析 に つ い て解 説 を加 え る。

{1)簿 ピ 記 原 理

。 取 引 と勘 定

。 仕 訳

。 試 算 表

〔2}財 務 会 計(決 算)

。8桁 精 算 表

・ 損 益 計算 書

。 貸 借 対 照 表

㈲ 税 務 会 計
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。 税 法 と税 金

。 税金 の 算 出法

〔4)経 営 分 析

。 財 務諸 表 に よる分析

。 収 益 性 分析

。 損 益 分 岐 点分 析

13企 業 運 営 に関 す る こ と

企 業 運 営 が 円 滑 に,効 率 良 く実 施 され るため に 必 要 な一般 的 な知 識 を解 説

ず る。

ω 事務 管理 と組 織 ..・

事 務 管理 の基 本 的 な考 え 方 と,企 業体 の組織,ま た会 計 監 査等 につ い て

解 説 す る。

〔2)経 営 情 報 シス テ ム ー一,、

経 営 情 報 シス テ ムの 目的,概 要,手 段等 を解 説 す る と同 時 に,オ フィ ス・

オ ー トメ ー シ ョ ンの 技 術 ・動 向等 に つ い て も紹 介 し,経 営 に お け る情 報 シ

ス テ ムの 重 要性 を理 解 させ る。

〔3)経 営 数 学

経 営 科学 の 分 野 と して 解説 と演 習 を通 して理 解 ざせ る。

。 確 率 と統計

。 回帰 分析

指導 上 の留 意 点

この 章 で扱 う分 野 は経 済,商 業,経 営 等,広 範 な 内容 とな って い るた め,こ

れ らの 内容 を全 て,深 く理 解 させ る事 は難 し く,商 業 簿 記 を中 心 に指 導 を行 い,

他 の 分 野 に つ い て は,知 識 と しての理 解 が得 られ る程 度 の指 導 が 現実 的 で あ る。

特 に,商 業 簿 記 に つ い ては,演 習 を通 じて取 引 か ら決 算 ま での 実 務 を理 解 させ

る事 が 重 要 で あ る。
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第2章 工 業

用 語

生 産 形 態,イ ン ダ ス ト リア ル ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ.オ ー トメ ー シ ョ ン,需 要

予 測.作 業 工 程 ネ ッ ト ワ ー ク.マ テ リア ル ・マ ネ ジ メ ン ト,部 品 展 開.マ イ ク ロ

プ ロ セ ッ サ,メ カ ト ロ ・ エ レ ク ト ロ ニ ク ス,フ ァ ク ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,

ロ ボ ッ ト,NC,工 程 分 析,動 作 研 究.稼 動 分 析,時 間 研 究,ラ イ ン ・バ ラ ン ス ・

CAD,CAM,マ イ コ ン 制 御,計 測 と 誤 差,信 頼 性 工 学,ワ ー ク サ ン プ リ ン

グ.購 買 支 払 業 務,個 別 原 価 計 算,原 価,材 料 費.労 務 費,経 費,直 接 費,間

接 費.原 価 差 異.ラ ボ ラ ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,CAE,ス ケ ジ ュ ー リ ン グ,

予 測 モ デ ル,数 理 計 画 法.モ ン テ カ ル ロ 法,ゲ ー ム 理 論,線 形 計 画 法,シ ン プ

レ ッ ク ス 法.指 数 平 滑 法

1目 標1

製造 分 野 にお い て も,会 計 処 理,販 売 業 務 な どと同様 に,生 産 性 向上,自 動

化 を 目的 に コン ピュー タ ・シス テ ムの 導入 が積 極 的 に取 り入 れ られ て い る。 効

果 的 な生 産 シス テ ム を構 築す るた めに は,生 産 に関 す る知 識 が 必 要 で あ り,こ

の章 で はそ の基 礎 的 な内容 を解 説 す る。

内 容

21製 造 業 の概 要 に関 す る こ と

生 産 とは何 か?生 産 の機 能要 素の 解 説 か ら,製 造 業 の組 織 ・機 能 ・生産

形 態 な どそ の概 要 を解 説 す る。

。 生 産 の 基本 業 務

。 企 業 組 織 と機 能 分担

。 生 産 形 態

。 イ ンダ ス トリア ル ・エ ン ジニ ア リン グ
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22生 産 計 画 と管理 に関 す るこ と

(1)生 産 計 画の 概 要

。 需 要 の分 析 と予 測 の 手 法

・ 生 産 原価 の考 え 方 と利 益算 出

。 日程 計画

② 生 産 管 理 の概 要

。 統 計 的 品質 管理 やTQCな ど品質 管理 技法

・ 原 価 計算 の概 要

。 工 程 管理 の概 要

。 設 計 管理 の概 要

。 資材 管理 の概 要

。 作 業 管理 の概 要

。 工 具 管理 の概 要

。 船 備保 全 の概 要

。 マ テ リアル ・マ ネ ジ メ ン トにつ い で

23設 計 と生 産 技 術 に 関 す る こ と

〔1)設 計 ・製 図

製 品 開発 の 過 程 と設 計 の 意義 及 び 設計 支 援 シス テ ム,設 計 管理 に 関す る

解 説 をす る。

。 製 品 開発 の 過程

。 設計 の意 義

。 設 計 図の 役 割

。CAD/CAM

。 設 計 管 理

{2)自 動 化 技 術

オー トメー ションとファク トリ・オ ー トメー ション(FA)の 概 念 に つ い て,ま

た コ ン ピュー タ技 術 が 自動 化 に及 ぼ す効果,及 び そ の技 術 的 背景 と動 向 を
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ミ

中 心 に 解 説 す る。 フ レキ シ ブル ・マニ ュ フ ァクチ ャ リング ・システム(FM

S)と 今 後 の 生 産 形 態 の 動 向 につ い て も解 説 を加 え る。

。 オ ー トメ ー シ ョン

。 コン ピュ ー タ技 術 と自動化

。 マイ コン と 自動 化

。FAとFAの 要 素

。FMS

〔4}計 測 と 制 御

計 測 と制 御 の 基本 的 な概 念 と理 論,及 び コン ピュ ー タ制御 技 術 を中心 に

解説 をす る。

。 計 測 と制 御

。 計 測 と品質 管理

・ 自動 制 御 と コ ン ピュー タ

。 制 御 技 術 と 自動 化

〔5)品 質 管 理

。 製 品の 信 頼 性

。 品 質管 理 の 手 法"∵`'

。 ラン ダ ム ・サ ン プ リング

24資 材 計 画 と管 理 に 関 す るこ と

{1)購 買

。 購 買管理 の 概 要

。 発 注 と仕 入

。 仕入 原 価 とそ の 算 出 方法

。 資 材管 理 の 概 要

{2)外 注

。 外 注 と 自家 生 産

。 外 注 管理
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(3)在 庫

。 在庫 管理 の 概要

。 最 適 在 庫

。 発 注 の方 法

。ABC分 析

25原 価計算 に関す るこ と

工 業簿 記の実務 を中心 と して原価管理の手法 を演習中心に習得 させ る。

{1)工 業簿 記の概要

{2)原 価 計 算 法

。 原価の部 門別計算

。 原価の製品別計算

。 個別原価計算

。 総合原価計算

{3)製 品の販売 と管理費

。 製品め販売`'

。 販売費 と一般管理 費

〔4)損 益 と 決 算

。 損益 分岐点分析

。 製造原価報告書

26生 産 管 理 シ ステ ムに 関 す る こ と

製 造 業 に お け る管理 部 門,研 究 部 門 の機 能 と効 率化 技 術 に つ い て解 説 す る。

。 管理 部 門 とOA

。 研 究 部 門 とLA

。CAD/CAM/CAE

。 構 内 ネ ッ トワー ク と統合 化
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27オ ペ レーシ ョ ンズ ・リサ ー チ に 関 す る こ と

経営 計画,生 産 計 画,配 送 計 画等 に 必 要 な経 営 科学 の 基 礎知 識 と して,オ

ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチ を解 説 す る。

{1}予 測

。 時系 列 分析

。 相 関 ・回 帰 分析

。 そ の他 の 予 測 の手 法

{2)シ ミュ レー シ ョン

。 シ ミュ レー シ ョンの 種 類

。 モ ンテ カル ロ法

。 モ ンテ カル ロ法 の 予測 へ の 応 用

{3)線 形 計 画 法

線形 計 画 法 に つ い て演 習 問題 を通 して理 解 さ せ る。

指導 上 の留 意 点

この章 で は,製 造 業 に おけ る基 礎 知識 の 習得 を 目指 す が,在 庫 管 理,フ ァ ク

ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,オ ペ レー シ ョンズ ・リサー チ に関 して は詳 しく指

導 す る必 要 が あ る。
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9.オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン

。"OA教 科 書"浦 田 宏 昭 監 修

昭 和59年 有 斐 閣

10.事 務 管 理

。"近 代事 務管 理 論"小 林 末 男 著

掌 文 社

11.生 産 管 理

。"生 産 管 理"並 木 高 　 著

昭 和59年 日刊 工業 新 聞 社

12.イ ンダ ス ト リアル ・エ ンジニ ア リング

。"IE基 礎 要 論"

昭 和C1年

13.品 質 管 理
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甲 斐 章 大 著

税 務 経 理 協 会
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アク セス ・パ ス

ア クセ ス 時間

ア クセ ス 制御

ASCIIコ ー ド

ア セ ン ブ ラ

ア セ ンブ ラ言 語

後 回 り制 御

ア ドレス

ア ドレス 部

ア'ナログ的処 理

アナ ログ伝 送

ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラマ

ア プ リケ ー シ ョンSE

あふ れ域

ア ポス トロ フ ィ編集

誤 り検 出符 号

誤 り訂正 符 号

アル ゴ リズ ミ ック処 理

アル ゴ リズ ム

安 全 性管 理

AND

AND条 件

ア ンパ ック さ れた10進 数

ISOcode

int,9r、t・d・ir,・ ・itm・m・ry

accumulator

accesspath

accessti皿le

aCCeSSCOntrOl

ASCIIcode

assembler

aSSemblerlangUage

look-behind

address

add工esspart

analogtransmission、

apPlicationprogrammer

applicationSE

。verfi6warea

errordetectingcode

prr・rc・rrectingc・de

argorithm

algorithm

securitycontrol

AND

ANDcondition

unpackeddecimalnumber

2

6

3

9

1

4

2

3

5

2

4

4

4

3

4

5

7

6

6

6

6

2

2

5

3

5

4

2

2

2

4

2

3

3

"
2

4

2

3

2

2

3

2

2

2

4

2

5

5

2

4

2

2

4

4

5

2

ユ

2

2

3

2

3

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

2

2

2

3

3

2

3

2

ユユ3
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用 語

E形 編集

意思決定

1ア ドレス方式

一意名

一 時 デ ー・タ ・ フ ァ イル

一 時 フ ァ イ ル

一 次 元 配 列

一 括 処 理

IFTHENELSE形

'
、IFTHEN形

・IFブ ロ ック

IPOダ イ ヤ グ ラ ム

IPO記 述

イ メ ー ジ 。プ ロ セ ス

イ メ ー ジ 情 報 シ ス テ ム

入 れ 子 夕

因 果 グ ラ フ ・.・

イ ン ス ペ ク シ ョ ン ・

イ ンダ ス ・トリアル.・・エ ンジ ニア リン グ

'イ ン タ フ
ェ ー ス

イ ン タ プ リ ン タ

INTEGER文

イ ンデ ックス 修飾 番 地

イ ンテ リジ ェン ト端 末 ・'

イ ン ピーダ ン ス ・

INPUTPROCEDURE

イ ンフ レー シ ョン

ウ ォー ク スル ー

売 上 価 格

売上 原価

売 上 高 利益 率

ウル トラ ・マイク ロ・フィル ム

・ 運 用 管 理

永 久 フ ァイル ー ・

英 、.'.文 名

decisionmaki19

singleaddress

umquename

temporarydataf皿e

t・mp・ra・yfil・

One<1imenSiOnarray

l)atchprocess鉋19

1FTHENELSEtype

IF'THENtype

IFblock

InputProcessOutputd伍gram'

1・p・油 ・cessO・tp・td・ ・c・ipti・n

lmageprocessmg

nest

causeandeffectgraph

inspe㏄ion

industrialengineering

interface

interpτete工

INTEGERstatement

illdexedaddress

intelligentterminal

血npedance

inflation

walkthru

salespτice

costofsales

salesmaτgm

ultramicrofilm

operationmanagement

permapent刷e
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3.4.7

2.1.1

2.2.4

3.3.1

3.5.1

3.1.3,3.2.2

3.1.6,3」4.10

2⊥2

3.1.2,3.4.3,3.5.2

3.11.2

3.4.5

3.5.2

3.5.1

2.4.6

・2
.4.5

3.1.2

3.5.3

3.5.3

4.3.2 .

2.3.2,2.3.7,4.2.3

2.3.4

3.4.4

2.2.4

2.2.7

4.2.1

3.3.9

4.3.1

3.5.2,3.5.3

4.3.1

4.3.1

4.3.1

.'2.4.6

2.35,3.5.5

3.2.2



用 語

永久 ル ー プ

英 字

英 字 名'

A/D変 換

A領 域 ・ .、

エ キス パ ー
.ト・シス テ ム

エ クス テ ン ト

STS分 割

X型 編 集

HCPチ ャー ト

NSチ ャー ト

NC工 作機 械

EBCDICコ ー ド

F形 編 集

エ ミュ レー タ

エ ラー ・メ ッセー ジ

エ ラ トス テ ネス の飾

ELSE文

ELSEプ ロ ツク

演 算装 置

演 算増 幅器

演 算の優 先順 位

演算 部

ENDIF文 ・ ・

END文

エン ド・ユーザー ・コンピューテ ィング

エ ン ド ・ユ ーザ ー主 導

OR

OR条 件

黄金 分割 比

応 用 ソフ トウェア

応 用向 き言語..

OCRシ ー ト

オ ー トメー シ ョン

英 文 名

PerinanentloOP

letter

symbolicname

analog-to<1垣talconversion

Aarea

expertSystem

extent

STSsegrPentation

HierarchicalandComPactdescriptionchart

NassiShneidermanchart

NumericalC6ntrol-TypeMachile

EBCDICcode

e

emuiator

errormessage

Eratostenes,sieve

ELSEstatement
●

ELSEblock

arithmeticandlogicunit

operationalarnplifrler

precedenceofoperations

operationpart

ENDIFstatement

ENDstatement

end弍1sercomputing

end-useroriented

OR

ORcohdition

goldencut

apPlicationsoftware

aPPIicationorientedlanguage

OCRsheet

automation
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ユ

2

4

A

ユ

5

4

2

5

2

2

'
6

2

コ

A

ユ

3

5

5

ユ

9
2

4

4

5

2

6

ゐ

4

2

フ

3

4

2

2

ユ

4

4

2

3

4

2

5

4

5

5

4

2

4

2

4

4

4

4

2

2

4

2

4

4

5

5

2

」

4

3

3

4

3

3

3

3

4

3

2

3

3

3

3

3

2

2

3

2

3

3

3

3

2

4

3

2

3

3

3

3

2

3

3

2
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用 語

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン(OA)

オ フ ィス ・コ ン ピ ュ ー タ

オ ブ ジ ェク ト ・プ ログ ラ ム

オ フ ラ イ ン処 理

オ ペ レ ー シ ョ ン ・シ ー ト

オ ペ レ ー シ ョ ン ・マ ニ ュア ル

オ ペ レ ー シ ョ ンズ ・ リサ ー チ

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム

親 言 語

親 フ ァ イ ル1

.音 声 情 報 シ ス テ ム

オ ン ラ イ ン 記 憶 記 号

オ ン ラ イ ン 処 理

オ ン ラ イ ン ・バ ッチ 処 理

オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム 処 理

〔か〕

カー ド穿孔装置 ,

カー ド読取り装置

開始行

回線交換

階層型

階層型分散処理

階層モジュール構造図

外注管理

回転待ち

概念スキーマ

外部システム設計書

外部スキーマ

外部関数名

外部記憶装置

外部分類

改ページ制御

英 文 名

officeautomation

officecomputer,smalll)usinesscomputel,

objectprogram

offlilleprocessing

opeτationsheet

operationmanual

operationsエeseaエch

operatingsystem

hostlanguage

masterf皿e

oralmformationsystem

onlinestoragesymbol

oplineprocessing

on血ebatchprocessing

onlinerealtinleprocessing

cardpμnch

caエdreader

initialline

circuitswitching

hieralchical,type

hielarchicaltypedistributedprocessing

hierarchymodulestlucturedchalt

outside℃on甘actmanagement

search

conceptualschema

externaldesignspec迅cation

exteτnalschema

extemalfunctionIlame

externalstorage

externalsort

pagecontro1
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2.1.3,4.3.1

2.1.2,2.2.6,2.45

2.3.4

2.4.1,2.1.2

3.5.4

3.5.4

2.1.3

2.3.5

2.4.4

3.1,3

2.4.5

3.1.1

2.4.1,2.1.2

2.4.1

2.4.1

㌶

籔

灘

㌶

籔

籔

鴛

㌶
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用 語

会 話 形

カ ウンタ

カ ウン ト

科 学 技術 用 計算

拡張構造単位

拡張処理

確率分析.

下限

仮数部

数の基底変換

仮想OS

仮想記憶

仮想計算機

仮想番地

型宣言

型宣言文

片面記録

稼動分析

可変長 レコー ド

画面フロー

カラム

仮配列宣言子

仮引数

環境部

関係演算子

関係式

勘定

関数副プログラム

関数名

間接ア ドレ・ス

間接税

間接制御方式

間接番地

間接費

簡略仕様書

偽

英

一371一

文 名

COnVerSatiOnal

counter

count

scientificuse

extendedstructureunit

expanslon

probab姐tyanalysis

lowerdinielisionbound

mantissa

radi二cdnversion

virtua10S

V口tualmemory

Virtualmachine

v血…tualaddress

typedeclaration

typestateme皿t

singlesiderecoτding.

'
operationanalysis

・ariabl・1ength「eco「d
.

pageflow

columll

dummyarraydeclarator

dummyargument

enVirOnmentdiViSiOn

re】ationa19perator

relationalexpression

account

functionsubprogram

functioriname

indiエectaddress

indirecttax

indirectaddless

indirectcosts

Simplifiedspec近cation

false
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三
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用 語

キ ー

キ ー ・フ ィール ド

,キ ー項 目

キ ー付 きレ コー ド

キ ー な しレ コー ド

キ ー変換

記 憶 階 層

記 憶 装 置

記 憶 容量

機 械 語

奇 偶検 査

奇 偶 検 査 ビ ッ ト'

木 構 造 チ ャー ト

擬 似言 語

基 数

奇 数 魔 方陣

・機 能 ・プ ロジ ェク ト型 組 織

機 能 型 組織41

機 能 の階 層 構造 化

'揮発性

基 本 ソフ トウ ェア

基 本 フ ァイル

基 本 デ ー タ域

基 本 構 造単 位

基 本項 目

基 本 実定 数

基 本 水準

逆 行 列

逆 順

キ ャ ッシ ュ ・メモ リ

キ ャパ シテ ィ管理

CHARACTER文

行送 り

行 政 情 報 シス テ ム

英 文 名 編.部.章

key

keyfield・

keyf皿ed

key-countrecoτd

countlecord

keyconversio「}

memoryhierarchy

storage;device

memorycapaclty

machinelanguage

paritycheck

paritybit

treestructuredchart

pseudolanguage

radix

addmagicsquare

function/Project-typeorganization

fu・ ・ti・n-tYP…g・ ・泣・ti・n

funqtionalhierarchystructured

volatile

basicsoftware

masterfile;primaryfUe

prlmearea

baSiCStrUCtUreUnit

elementaryClaSg

basicreaiconstant

Sul)setlanguage

lnversematnX

descendingorder .

cachememory

capacitycontrol

CHARACTERstateme亘t

verticalspacing

3.1.3,3.3.5,3.3.8

3.1.3

3.1.3,3.2.3

・3.2.1

3.2.1

3.2.5

2.2.3

2.2.1

2.2.3

2.3.4

2.2.2

2.2.2

3.5.2

3.5.2

2.2.2

3.4.3

3.5.6

3:5.6

3.1.4

』

2.2:3

2.3.3

3.1.3,3.2.2

3.2.6

'3
.1.4

3.33

3.4.7

3.4.1

3.4.14

3.1.3

2.2.3

3.5.5

3.4.11

3.4.6

2.1.3
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用 語

共 通 ソ フ トウ ェア

共通 テ ー ブル仕 様書

共通 ブ ロ ック名

共 通 応用 ソフ トウ ェア

共 通 機 能 分 割

共 同使 用

共 同情 報 シス テ ム

業務 ・プ ロジ ェク ト型組 織

業務 型 組 織

'業務 ・業 種別 応 用 ソフ トウ
ェア

業 務 サ ブ システ ム

行 列

行 列演 算

'行列式

局 面化 開 発 ・

・記 録 密 度

'・ .区間 探 索 、

`区切 リカー ド

句読 点 の た めの文 字 の組

紐 合 せ

.・組 込 み関 数MOD・

組 込 み関数EXP

組 込み 関数ABS/t

組 込 み 関数COS,・

組 込 み 関数SIN

組込 み 関数SQRT・ 』

組立 除 法

ク ラー メル の定 理

グ ララ ィック ・.ディス プ レ イ

繰 返 し形

繰 返 し形

繰 延

グル ー プ ・コ ン トロール

グ ルー プ制 御 、

グ レア

英 文 名

commonsoftware

commontablespecification

commonblockname

commonfunctionsegmentation

job/project-typeorganization

job・typeorganiZation

apPlicationsubsystem

matτix

matrixopelation

matrixexpression

phaseddevelopment

density

㎞tervalsearch

delimittercald

punctuationchalactetset

me「ge

intrinsicfunctionMOD

intrmsicfunctionEXP

intrinsicfunctionABS

intr口1sicfunctionCOS

hltr口1sicfunctionSIN

intrinsicfunctionSQRT

syntheticdivision

Crameゴsformula.

gr・phi・diSplay

'REPEATUNTILtype

DOWHILEtype

defement

groupcontrol

groupcontrol

glare

－373一

編.部.章

7

4

4

3

2

2

3

6

6

3

4

6

7

7

1

1

6

1

1

3

5

1

7

1

1

1

3

2

6

1

2

1

3

3

2

鋭

蕊

ユ

3
.

己

L

L

己

ふ

鋭

鋭

L

L

L

蕊

2

L

L

鋭

L

4

ユ

4

ユ

ユ

ユ

.
4

ユ

4

L

乱

鋭

L

L

L

2

鋭

4

λ

鋭

4

Z

鋭

鋭

Z

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

4

鋭

4

4

4

鋭

4

λ

鋭

鋭

4

鋭

3
.

4

3

.

,

・

3

・

3

3

3

3
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用 語

経営計画

経営情報システム

経営戦略

経営組織 『

経済循環

計算誤差

継続行

計測 と誤差

経費

計量諸科学

経歴ファイル

CASE形

ゲー ト

ゲー トウェイ

ゲーム理論

桁あふれ

桁調べ

けたずれ検査

結合子

決算

決定表

原価

限界検査

限界値

原価差異

減価償却

原価分析

言語処理プログラム

検査数字検査

原始プログラム

原始プログラム ・モジュール

原始モ ジュール

源泉/変 換/吸 収分割'

けん盤

英 文 名

managementplanning;Planning

managementinformatiOnSyStem

bUSinesSStrategy

吐rcularflowoftheeconomlcsystem

computi㎎error

continuationline

measurementanderrors

expenses

historyfile

CASEtype

ga'te

gateway

theoryofgames'

overflow

examme

columncheck

connector

closingofaccounts

decisiontable

cost

limitcheck

limitvalue

costvarlance

dePleciation

COStanalySiS

languageprocessor

checkdtgitcheck

sourceprogram

sourceprogrammodule

sourceprogrammodule

source/transformation/sinksegmentation

keyboard
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用 語

語

GOTO文

GOTOLESSプ ログ ラム

広域 ネ ッ トワー ク

光 学 式 文字読 取 り装 置

交換 分類 法

高 級言 語 マシ ン

工 業所 有 権

合 計検 査

工 作機 械

公衆 ネ ッ トワーク

降 順

降順 キー

更新

高水 準言 語

構造 化 設計

構造 化 流 れ図

工 程 分 析

構 内情 報通 信 網(LAN)

購 買支払 業 務

項 目

交流 回路

項 類

コーダ ー

コーデ ィング'

コー デ ィング用 紙

コー ド

コー ド検査

コー ド体系

CALL

CALL文

国際標準化機構

国税

英 文 名 編.部.章

word

GOTOstatement

GOTOLESSprogram

wideareanetwork

opticalcharacterreader

exchangesortmethod

h㎏hlevellanguagemachine

industrialpropertyrtght'

hashtotalcheck

machinetool

publicnetwork

descendingorder

descendingkey

update

higherlevel】a㎎uage

structureddes㎏n

structuredflowchart

.・'processanalysis

localareanetwork

purchaseanddisbursing

field

alternatingcurrentci「cuit
,

itemclaSS

coder

coding

codingsheet

code

codecheck

codingscheme

CALLstatement

InternationalOrganiZationforStandardiZation

nationaltax

2.2.2,3.3.1

3.4.6

3.5.2

2.4.3

2.2.5

3ユ.6

2.2.6

4.1.2

3.工3

2.4.6

2.4.3

3.L3,3.1.6,3.2.3

3.3.9

3.2.3

2.3.4,3.4ユ

3.5。2

3.5.2

4.3.2

2.1.3

4.3.2

3.1.3

4.2.1
,

3.3.3

3.5。6

2.3.2,3.4.2・

.3.4.2

2.2.2

3.1.3

2.2.2

3.3.10

3.4.14

4.1.1

4.3.1
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用 語 英 文, 名 編.部.章

固 定 チ ャ ネ ル

固 定 資 産

固 定 小 数 点 表 示

固 定 小 数 点 方 式

固 定 長 レ コ ー ド:

固 定 比 率

個 別 原 価 計 算

個 別 名

COBOLの 一 般 形 式

COBOL文 字 集 合

COMMON文,

コ ン サ ル タ ン トSE・

コ ン ソ ー ル ・オ ペ レ ー タ

CONTINUE文

コ ン トロ ー ル ・イ ン タ ー バ ル

コ ン ト ロ ー ル ・エ リア

コ ン トロ ー ル ・グ ル ー プ'

コ ン ト ロ ー ル ・シ ー ト

コ ン トロ ー ル ・ボ ー ル

コ ン トロ ー ル 項 目

コ ン パ イ ラ

コ ン パ イ ラ言 語

コ ン ピ ュ ー タ ・ア ニ メ ー シ ョン

コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ック

コ ン ビ 三一 タ ・ネ ッ トワ ー ク

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム

コ ン ピ ュ ー タの 特 質

fixedchannel

fixedassets,

fixed-pointrepresentation.

fixed-pointrepresentationsystem』

fixedlengthrecord

fixedassetsratio

jobcosting

specificname

COBOLgeneralfomat

COBOLcharacterset

COMMONstatement

consultantSE

consoleoperator

CONTINUEstatement

controlillterva1

controlarea

controlgroup

controlsheet

controlba皿

controlifern

compiler

compUerla㎎uage

computeranimation

computergraphics

computernetwork

computernetworksystem

2.2.5

4.3.1

2.2.2

.3.4.6

3.2.1

4.3.1

4.3。2

3.4.7

3.3.1

3.3.1

3.4.14

3.5.6・

3.5.6

3.4.9

3.2.8

3.2.8

3.1.3

3.4.2

2.2.5・

3⊥3

2.2.4

2.3.4,3.4.1

2.4.6

2.4.6

2.2.6

2.4.3

2⊥2

ム一フ
グロ.フ

理

画

準

・

管

計

水

ス

ス

ス

ス

〕

チ

ビ

ビ

ビ

ビ

さ

」

一

一

一

一

〔

サ

サ

サ

サ

サ

search

servlcep「og「am

SerViCemanagement

serviceplan

serViceleve1

3.2.1

2.3.6

3.5.5

3.5.5

3.5.5
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用 語

サ ー ビス 目標,

サ イ クル時 間

財 産

最 大 公約 数 一

再 編成

財 務 管理

材料 費

先 回 り制御

作 業工 程

作 業場 所 節

作 業 用 フ ァイル

索 引

索 引域

削 除

削 除文 字

サ ブ シス テ ム

サ ブ ブ イール ド"

サ ブ プ ログ ラム

サ ブル ーチ ン

サ ブル ー チ ン副 プ ログ ラ ム

サ ブル ー チ ン名

サ マ リー ・フ ァイノレ

サ ラスの 規 則

3ア ドレス方 式

産 業用 ロボ ッ ト

三 次 元配 列

算 術演 算 子

算 術式,

算 術代 入 文

算 術命 令

算 術論 理 演算 ユ ニ ッ ト

'算 法

字 、

、上 位 水 準

シー ク,

英 文 名 編.部.章

一377－

serviceobjective3515

cycletime2.2.3

assets4.1.2

thegreatestcommondivisor3.1:7

reorganiZation3.2.4

finalldalmallagement2.1.1

costofmaterials・4.3.2

100k・ahead2.2.4

。P,,ati。np・ ・cess'43.2

worki皿g-stolagesection3.3.3

work伍e3、1.3,3.2.2

index3.3.8

illdexarea3.2.6

deleteI .3.2.3

deletecharacter3.2.4

sul)system2.3.2

、ub伍,dご.3ユ.3

subprogmm2.3.7

subroutine2.3.7ジ3.1.1,3.4.14

subroutinesubprogram3.4.14

subroutmename.3.4.14

summaエyfile3.2.2

Sa∬us⑨slaw・3.4.12

threeaddress2.2.4

robot2.4.6'

three<1imCnsionarray3.1.6

arithmeticopemtor3.3.1,3.4.4

arithmetic .expression3.3.4,3.4.4

arithmeticassignmentstatement3.4.4

arithmetic血struction2.2.4

arithmeticandlogicunit2.2.4

'

algorithm3.4.3

chaエacter2.2.2

fulllanguage3.4.1

seek3.2.1



用 語

シー ケ ンシ ャル 処理

シーケ ンシ ャル ・フ ァイル'

シー ケ ンス制 御

SEQUENCE形

ジ ェネ レ・一 夕

時間研 究

磁気 イン ク読 取 り装 置

磁 気 カー トリ ッジ ・テ ープ

磁気 デ ィス ク

磁 気 テ ー プ

磁気 ドラ ム

資金 繰 表

資源 管 理

自己 資本 比率

資産

試算 表

JISFORTRAN

指数 部

指数 平 滑 法

JISコ ー ド

シス テ ム ・チ ェ ック

シス テ ム ・テ ス ト

シス テ ム ・フ ァイル

シス テ ム ・プ ログ ラマ

シス テ ム ・リー ダ

シス テ ム監査

シス テ ム検 査

シス テ ム生 成

シス テ ム設 計

シス テ ム流 れ 図

シス テ ム の運 用 性

シス テ ム要 件書

実 ア ドレス

実行

実行 サ イ クル

英 文 名

seuqentialprocess

sequentialfile

sequentialcontrol

sequencetype

generater

timeanalysis

magneticinkcharacterreader

rnagnetictapecartridge

magneticdiskunit

magnetictapeunit

magneticdrum

cashflow

reSOUrCemanagement

networthratio

assets

tria11)alancesheet

JISFORTRAN

exponent

expotentialsmoothingmethod

JIScode

systemcheck

systemtest

・systemfile

systemproglamme「

systemsleader

systemaudit

systemcheck

SyStemgeneratiOn

systemdesign

systemflowchart

operal)ility

systemrequirementspecification

realaddress

execution

eXeCUtiOnCyCle

一378一
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用 語

実行順序

実行ステー トメン ト

実行用計算機

実時間処理

実数型データ

実数型変数

実定数 』

実配列宣言子

実引数

自動化オペレーション

自動搬送システム

自動立体倉庫システム

シノニム・レコー ド』

指標

指標付き

指標名

時分割処理

資本

資本回転率

資本利益率

事務管理

事務用計算

ジャクソン法

斜線編集

収益

修飾語

集 積回路

従属セグメン ト

従属モジュール

集団項目

終値パラメータ

集 中型ネ・トワーク

集中処理

周辺装置

一379一

英 文 名

runsequence

eXeCUtableStatement

objectcomputer

realtimeprocessmg

realtypedata

realtypevar伍1)le

realconstant

。、tu証 、,・aydeclarat・ ・

actualargument

aut6matedoperation

automatictransportation

automaticstackbuildi皿g

synonymrecord

subscript

indexed

index-name

timesharing

capital

capit・lt・m・ve・t・ti・

CapitalearningIatiO

generaladministration

l)usileSSuse

Jaxonmethod

reVenUe;inCOme'

qua茄er

integratedcircuit

subordinatesegment

subordilatemodule

groupitem

terminalparameter

starnetwork

centralizedprocessing

peripheralequipment

編.部 。章
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用 語

周辺 装 置 オペ レ ー タ

終 了 条 件

主 記 憶 装 置

出結 合 子

出 力装 置

出 力並 び

主 フ ァイル

主 プ ログ ラム

主 要 デ ー タ ・フ ァイル

需要 予 測

順 次形

順 次処 理

順 次探 索 ・'

順 序検 査 ∴

順 処理

順 処 理 フ ァイル.

順 単 一 リール/ユ ニ ッ ト

準 備記 号

順 複 数 リール/ユ ニ ッ ト

順 呼 び 出 し法

ジ ョイス テ ィ ック ・

上 位 セ グ メン ト

上 位 モ ジ ュール

'障害管 理

二』限

条 件式

条 件 文

条 件 名 『 『

条 件 名条 件"

照 合 順 序

昇 順'

昇 順 キ ー

状 態 キー

承 認テ ス ト

英 文

.
名

peripheralmachineoperator

atendcondition

mainstorage

outletconnector

outputunit

outputlist

masterfile

mamprogram

primarydatafile

demandforcast

sequencetype

sequentialprocess

sequentialsearch

sequencecheck

sequentねlprocess

sequentialfile

SeqUenceSingle-reel/Unit

preparationsymbol

sequen㏄multi-reel/unit.

sequentialaccessmode

joystick

highersegment

highermodule

upPerdimenSionboUnd

conditionalexpression

conditionalsentence

condition-name

condition-namecondition

CO皿atingSeqUenCe

ascendingorder

ascendingkey

statuskey

acceptancetest

一380一
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用

・
語

.

消 費

情 報 サ ブ シス テ ム

情報 シス テ ム管 理体 制

情 報 システ ム戦 略 ・

情 報 セ ンター ・

情 報 ユ ーテ ィ リテ ィ

情 報検 索

情報処理飾 者

情報処理用流れ図記号

情報の種類

情 報 の媒体

情 報要 件 ・

使 用 文字検 査

初期 値

初期 値 パ ラメ ー タ ・・'

書 式 識 別子 ・.

書 式 付 き入 出 力文 ∴

所得

所 得 控 除

所得 税

ジ ョブ

ジ 。ブ管理'

・ジ ョブ制 御 言語

処 理記 号 ⑲

処理 系

処 理要 件

シ リアル ・プ リン タ'

'シ リ ンダ

シ リンダ あ ふれ 域

シ リ'ンダ 索 引

字類

字類紺

仕訳

真

英 文 名

consumption

口ifOrmatiOnSubSy'Stem

informationsystemmanagementarchitecture

informationsystemstrategy

infomationcenter

informationretrieval

・ 輌 … ⌒ 一 斑一・画 一

'
.mformationrequ鍾ement

charactercheck

initialvalue

initialparameter

formatspec迫es

formatedinput/outputstatement

earm㎎S

d,d。 、ti。n,tr。min、 。me

血cometax

job

jobmanagenpent

jobcontrollanguage

P・・Cesssymb・1

processo「

processrequlrement

ser血lprinter

cy1血1der

Cy】血derOVerlfOWarea
'

・y血d・ ・i・d・x ,

characterc】ass

cllsscondition

journalentry

true
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用 語

人工知能

信号レベル

新適用業務フロー

シンプソン則

シンプレックス法

信用取引

信頼性工学

垂直形ネットワーク

垂直型分散処理

スイッチ状態条件

水平形ネットワーク

水平型分散処理

推論 ・

数字

数字定数

数値解析

数値記憶単位

数値情報システム

数値制御

数値積分

数理計画法
り リ

ス ー ハ ー ・コ ン ピ ュ ー タ

図 形 表 示 装 置

ス ケ ジ ぞ 一 ラ

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

ス ケ ジ ュ ー ル 管 理

図 式 目 次

ス テ ー トメ ン ト

STOP文

ス トラクチ ャー ド ・コ ーデ ィング

ス トラクチ ャー ド ・プ ログ ラ ミン グ

ス ト ラク チ ャ ー ド定 理

ス パ ン ・レ コ ー ド

ス ワ ッ ピ ング

英 文 名

artific題1intehigence

S㎏nallevel'

newapPlicationflow

Simpson,srule

simplexmethod

margintranSaCtiOn

reliabilityengineeling

VertiCaltypenetWOrk

verticaltypedistributedprocessing

switchstatuscondition

horizontaltypenetwork

horizontaltypedistributedprocessing

inference

digit

numericliteral

numericalanalysis

nUmer1CStOrageUnlt

digitalinformationsystem

numericalcontrol

nUmeriCalintegratiOn

mathematicalprogrammmg

supercomputet

graphicdisplay

scheduleτ

schedu且ng

schedulecontrol

charttableofcontents

statement

STOPstatement

structuredcoding

structuredprogramming

structuredtheory

spanrecord

swaPPlng
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用 語

寸法宣言子

生産管理

制御域

制御インターバル

制 御 力_ド

制 御 グ ル ー プ

制 御 項 目

制御情報並び

制御装置'

制御符号

制御プログラム

制御変数

制御用コンピュ一夕

整合配列

生産形態

生産性分析 .

正順

正書法

整数

整数化された商

整数型データ

整数型変数

整定数

整定数式

正負条件

整流回路

整列

整列 ・併合プログラム

セキュリティ

セクタ

セグメン ト

折衷テス ト

節名

英 文 名

dirnensiondeclarator

P,。d亘 、,i。nm。 。、g,m,h・ 、P,。d。 、ti。。 、・n…1

controlarea

controlinterval

、6。t,。1、ra,d

controlgroup

control.item

、。nt,。1inf。,m、ti。nlilt

controlunit

・・ntl・1・ ・de

controlprogram

controlvariabies

adjustablealray

formofproduction

productiVityanalysis

ascending・rder
.

referenceformat

integeI

integerqUOtient

integertypedata

int・g・・typev麺1e

integerCOnStant

arithrneticc6nstantexpression

S㎏ncondition

rectifyingcircuit

sort

sortmergeprogram

security

sector

segment

compromisingtest

section-name
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用 語

セ レク タ ・チ ャネ ル

ゼ ロ抑 制編集

全 加 算器

漸 化式

線 形 計画 法

宣言 部 分

セ ン サ

選 択形

選 択形

'選 択 交換 法

選 択分 類法

全 二 重 通信

専用 チ ャネル

専 用 ネ ッ トワー ク

素 因数 分解.a ,

増 加値

'相関 係数

総 合 テ ス ト

総 合 デ ィジ タル通 信 サ ー ビス

'相互 接続

総 称名

・相 対 ア ドレス

相 対 キ ー項 目

装置 指定 子

挿 入 分類 法

挿 入 編集

増 幅 回路

増 分値 馳

増 分 パ ラメ ータ

双方 向 テ レ ビ

添 字

添 字式

・ソース ・プ ログ ラム・

ソー ス リス ト

英 文, 名

selectorchannel

zerosupPresSingedit・

fulladder

recurrenceformula

linearprogramming

declatatives

sensor

selection

IFTHENELSEtype

select£xchangemethod

serectivesortmethod

fullduplexcommunication

privatenetwork

resolutionintoprimefactors

incrementalvalue

coefficientofcorrelation

synthetictest

integratedserVicedigitalnetworks

generlcname

relativeaddress

relltivekeyitem

unitspecifier

insertsortmethod

insertingedit

incremenialvalue

incrementationparameter

cal)leteleVision

subscript

subscriptexpression

sourceprogram

sourcelist
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用 語

ゾ ー ン付 き10進 法'

即時処 理

組織 化

'素数

ソフ トウ ェア 開発 支 援 システ ム・

ソフ トウェア 開発 支援 ツール .ト

ソ フ トウ ェァ作 成 支 援 プ ログ ラム

'損益 計 算 書
一,一

損益 分岐 点

〔た 〕

第一 種 電 気通 信 事 業

ダ イ オ ー ド

第5世 代 コン ビュー7,タ

貸 借 対 照 表 ∵

台帳 フ ァイル

第 二 種電 気 通 信 事業

タイ ミング,・

タ イ ムシ ェア リング ・システ ム

ダ イヤ グ ラム

大 容 量記 憶 シス テ ム

対 話 形

多 重化

多 重 プ ロセ シ ング 「

タスク'

、タス ク管 理,

妥 当性 検査'

棚卸

他人 使 用

タブ レ ッ ト

多分 岐 形

単 一 ボ リュー ム ・フ ァイル

単 向通 信

探索 引数 ＼

一'385一

英 文 名

zoneddeCimalnumber

,ealtim,pf。ce、 、ing

primenumber

mCOmeStatement

break£venpoint

diode

箇th君eneratiollcomputer

balancesheet

master伍e

timing

timeshar註1gsy菖tem

diagram

maSSStOrageSyStem
.

interactive

mul亘P「ocessmg

task

taskmanagement

vaUditycheck

mventOly

tablet

DOWHILEtype

si㎎1e-volume丘1e

One-WayCOmmUniCatiOn

searchargument
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2.1.2

2.1.1
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2.3.8

2.3.8

2.3.3

4.3.1

4.3.1

3

2

6

1

3

3

3

1

1

3

1

2

6

5

5

3

1

2

5

2

1

7

6

4

2

2

3

1

4

2

4

5

2

4

4

2

3

3

1

3

1

2

1

2

2

1

2

4

2

4

3

2

」
4

2

・

3

2

2

2

2

2

2

3

4

4

2

3

3

2

3



用 語

端子記号

単体テス ト

段落名

チェック ・ディジット検査

チェックポイント・ファイル

逐次制御

逐次近似法

蓄積交換

地方税

チャネル

チャネル ・プログラム

中央処理装置

注釈記号

注釈行

重複キー

調歩式

直接アクセス処理

直接アドレス

直接バッファ方式 ㌧

直接税

直接制御方式

直接探索

直接番地

直接費

直線形

直流回路

直列インタフェース

直列伝送

.著作権

直結処理

追加

通信衛星

通信規約

通信制御装置

英 文, 名

teτminalsymbol

unittest.

paragraph-name

checkd㎏itcheck

checkpohltfUe

sequentialcontrol

methodofsuccessiveapproximation

storeandforwardswitchi皿g

localtax

channel

chanllelprogram

㏄ntralprocessingunit

COmmentSymbOl'

commentline

samekey

start-stopsystem

randomprocess

directaddress

directtax

directsearch

directaddress

directcosts

sequencetype

dj工ectcurrentcircuit

serialinterface

SerialtranSmiSSiOn

propertyincopyr㎏ht

onhneprocesslng

add

COmmUniCatiOnSateUite

protocol

COmmUniCatiOnCOntrOlUnit

一386一
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1

3

1

3

1

4

コ

フ

」

5

5

ユ

」

2

3

コ

3

5

5

ユ

5

石

4

L

乱

鋭

L

5
.

2

4

2

3

2

2

2

ユ

4

3

2

ユ

2

2

3

2

ユ

2

鋭

鋭

鋭

鋭

鋭

2

3

2

4

2

2

2

3

3

3

2

3

3

2

4

2

3

2
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4.2.3
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4⊥2
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3.2.3

2.2、7

2ユ.3

2.2.7



用 語

通 信制 御 プ ロセ ッサ

通 信 プ ロ トコル

突 合せ

突 合 せ処理

D/A変 換

定額 法

定義 済 み処 理 記 号

定 型処 理

デ ィジ タル的処 理

デ ィジ タル伝 送

デ ィジ ッ ト

定数

定配 列 宣言 子

定率 法

デ ー タ回 線 終 端装 置

デ ー タ管理

デ ー タ記 述

デ ー タ駆 動型

デ ー タ交 換網

デ ー タ構 造

デ ー タ構 造 図.

デ ー タ項 目

デー タ収集

デー タ通 信 シ ステ ム

デ ータ伝 送

デ ー タ伝 送符 号

デ ー タ入 力端末

デ ー タの型

DATA文

デ ー タ分 配

デ ー タ変換 工 程

デ ー タ保 護

デ ー タ名

デ ー タ要 求型

英 文 名

c・mmunicati・nc・ntr・1pr・cess・r

communicationprotocol

match

matchingprocess

d㎏ita1-to-analogconversion

straightlinemethoq

predefinedprocesssymbol

digitaltτansmission

digit

literal

constantarraydeclarator

decliningbalancemethod

datacircuitterminati皿gequipment

datamanagement

datadescription

data-driven

dataswitchingnetwork

datastructure

datastructurechart

dataitem

datacoUection;datagathering

datacommunicationsystem

datatransm姪sion

datatransmissioncode・

datainputstation

typeofdata

DATAstatement

datadistribution

dataconversionpτocess

dataprotection

data-name

demand-driven

－387一
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3

3

3

5

4

1

1

1

5

7

2

1

4

1

7

5

3

6

3

4

2

1

2

7

7

7

5

4

1

2

5

5

1

6

4

4

L

L

Z

鋭

L

L

4

λ

Z

鋭

ユ

鋭

之

5

鋭

之

4

4

ふ

Z

L

Z

2

Z

2

4

ユ

L

.乱

鋭

鋭

2

λ

2

鋭

鋭

4

4

鋭

2

2

2

之

鋭

4

4

2

鋭

鋭

Z

Z

Z

鋭

3
.

Z

Z

2

Z

2

鋭

4

2

鋭

2

鋭

2

3

,

9

3

532



用 語

デ ー タ 要 素

デ ー タ ・エ ン ト リ ・オ ペ レ ー タ.

デ ー タ ・カ ー ド,

デ ー タ ・ス トア 記 述

デ ー タ ・フ ァ イ ル ・

デ ー タ ・フ ァ イル 仕 様 書

デ ー タ ・フ ロ ー 記 述

デ 」 タ ・フ ロ ー ・ダ イ ヤ グ ラ ム

デ ー タ ベ ー ス

・デ ー タベ ー ス ・マ シ ン'マ

、デ 〒 タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

、デ:タ ペ ー ス 言 語

..テー プ 穿 孔 装1置

テ ー プ 読 取 り装 置 、 、

ニテ ー プ ・マ ー ク

　 の

.ア 〒 フ ノレ

'テ
[ブ ル ・サ ー チ

.'テ← ブ ル 引 数

'手 形 取 引
.、

適 正 プ ログ ラ ム

『テ ク
ニ カルSE-L・

デ コ ー ダ

ザ 　 り　 の

ア シ シ ョン ・ア ー フル

手 順 向 き言 語

テ ス ト

'テ ス ト計画

テ ス ト計 画書 ・

、テ ス ト ・ケ ース 、

テ ス ト ・デ ー タ

手続 き

.手続 き形言 語1

手 続 き部 分

:デ バ ッグ"

　 や

ア フ レ ー シ ョン

　 ひ

ア ユ ア ル

'

英 文

●

名

dataelement

dataentryoperator

datacard

datastoredescription

datafile

datafUespecification

dataflowdescription

dataflowdiagram

database

databasemachine

databasemanagementsysteln

databaselanguage

.tapepunch

tapereader

tapemark

table

tablesearch

tableargument

transactionbynote

properprogram

technicalSE

decoder

decisiontable

procedureorientedlanguage

test

testplan

testplanningspeciflcation

testcase

testdata

,procedure

procedurallanguage

procedures

debbug

deflation

dua1
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4.3.1

2.4.2



用

「
語

デ 三 プ レ・ックス

デ リ ミタ ・カー ド

テ レ トピア

テ レ ビ会議

転 記

電子 フ ァイル

電子 メール .

伝 送制 御手 順

ド ・ラ ・ル ー ブ ルの方法

問合せ

DOWHILE形

DOUNTIL形

DO形 並 び

同期"

同期 式 イ ン タフ ェース

統計

統計 手 法

統 合テ ス ト

動作 研 究 ・

投 資

統制

導 入 テ ス ト

bo文

DO変 数

DOル ー プの端 末 文

DOル ー プの範 囲

登 録簿

ドキ ェメ ン ト

特 殊文 字

独 立 あふ れ 域

独 立連 絡 場 所

閉 じた サ ブル ーチ ン

特 許権

'一389 一

英 .文 名

duplex

delimittelcard

videoconference

move

electronicfile

electronicmail

transmissioncontrolprocedures

mqUlly

DOWHILEtype

DOUNTILtupe

implied-DOlist

synchroniZation

synchlonousinterface

statistiCS"

statisticalmethod

integratiOnteSt

behaVioranalysis

lnvestments

installationtest

DOstatement

DOvariable

terminalstatement

rangeofaDO-looP

entry'

documents

specialcharacter

illdependentoverflowarea

nOnCOntigUOUSitem

closedsubroutine

patentr㎏ht
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2.4.2
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2.45
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用 語

特 権 命 令

ト ップ ダ ウ ン展 開

ト ッ プダ ウ ン ・テ ス ト

ト ラ ック

トラ ック 索 引

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・フ ァ イ ル

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・レ コ ー ド

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン分 割

ト ラ ン ジ ス タ

取 引

取 引 フ ァ イ ル

〔な 〕

内部スキーマ

内部記憶装置

内部システム設計書

内部分類

流れ図

流れ図の基本形

流れ図の基本的パターン

流れ線

並びによる出力文

並びによる入力文

NAND

2ア ドレス方式

二次元配列

2線 式

二分探索

二分法

・日本工業規格

入結合子

入出力割込み

入出力ファイル

入出力メッセージ・ファイル

英 文 名

priVilegedinstruction

top-downapPrOach・

topく10wntest

track

trackindex

tranSaCtiOnfile

transactionrecord

甘anSaCtiOnSegmentatiOn

translstor

transactlon

transactionfile

illtemalschema

internalStOrage

mternaldes埴nspecification

internalsort

flowchart

basicpatternofflowchart

basicpattemofflowchaτt

nowline

imp匠ed-DO航st

Hstd辻ectedinputstatement

NAND

twoaddreSS

tWOdimenSiOnarray

twow血echannel

b垣 ・・y・ea・ch

binarymethod;b血aryd輌chotomy

JapanIndustrね1Standald

inletconnector

mput-outputinterruption

input<}utputfile

input/outputmessagefile

一390一
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3.5.2

4.2.2
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3.5.1



用 語

入 出力記 号

入 出 力仕様

入 出 力制 御装 置

入 出 力媒 体変 換

入 力装 置

入 力並 び

ニ ュ ー トン怯

ニ ュー トン ・ラフ ソン法

へ や

ニ ュ ー メ ァ ィ ア ・コ ミ ュ ニ テ ィ

ネ ッ ト ワー ク ・ア ー キ テ ク チ ャ

ネ ッ ト ワー ク ・コ ス ト

ネ ッ ト ワー ク 型

NOR

ノ イ マ ン型 コ ン ピ ュ ー タ

ノ ー ド

NOT

NOT条 件

ノ ン ・ア ル ゴ リズ ミ ッ ク 処 理

〔は 〕

　 リ

ハ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ

バ イオ ・エ レク ト'ロニクス

媒 体変 換

バ イ ト

バ イ ト・マルチプレクサ ・チャネル

パ イ プ ラ イ ン制 御

パ イ プ ライ ン処 理

ハ イ ブ リッ ド ・コ ン ピ ュー タ

配 列

配 列検 査

配 列 処理

配 列宣 言

配 列名

配 列要 素

一391一

英 文 名

input/outputsymbol

input/outputspec近cation

input/outputcontroler

input/outputmediaconversion

inputunit

inputlist

Newtonmethod

Newton・Rphson,smethod

networkaエchitecture

networkcost

netwOlktype

NOR

node

NOT

NOTcondition

nonrargorithm

personalcomputer

bioelectronics

rnediaconversion

byte

bytemultiplexerchannel

pipelinecontrol

pipe1口1eprocessing

hybridcomputer

array

sequencecheck

a∬ayp「ocess

arraydeclaration

a∬ayname

arrayelement

編.部.章

3.1.1

3.5.1

2.2.5

3.1.3

2.2.1

3.4.5

3.1.7,3.4.3

3.4.7

2.1.3
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用 語

ハ イ レベ ル ・デ ー タ リンク

掃 き 出 し計 算

パ ケ ッ ト交換

は さ み うち法

パ ス カル の三 角 形

パ ス 方式

パ ス ワー ド

パ ソコ ン

パ ックさ れ た10進 数

バ ックア ップ ・フ ァイル

バ ック ロ グ管 理

ハ ッシ ュ ・ トー タル検査

・発 振 回 路

発 生 フ ァ イル

バ'ッチ処 理

ザ;バ ッ フ ァ

'バ
ッフ ァ ・メモ リ

発 明

パ フ ォーマ ンス 管理

バ ラン ス型 分類 法

パ リテ ィ ・ビ ジ ト

パ リテ ィ ・チ ェ ック

'パ ル ス回 路

』
・パ レ ッ ト ・ラ ック

範 囲 チ ェ ック

判 断 記 号

判 断 表

半 導 体

半導 体記 憶 装置

半二 重通 信

販 売 管理

反 復 形

反 復 形 ・

英 文,名

hlghleveldatalink

sweapoutmethod,

packetswitchi19

regule

Pasca1,striangle

'bus

paSSWOId

personalcomputer

』

packeddecimalnumber

backupfile

backdogmanagement

hashtotalcheck

transactionfile

batchprocessing

buffer

l)uffermemory

invention

performancecontrol

balancedsortmethod

paritybit

paritycheck

palletrack

limitcheck

decisionsynibol

deCisiontable

semiconductor

semiconductormemory

halfduplexcommunication

SaleSmanagement

repetltion

REPEATUNTILtype

一392一
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用 語

汎用言 語

汎用 コ ン ピュニ タ

汎 用 チ ャネ ル

汎 用 レジス タ

非 ブ ロ ック化

非 ブ ロ ック化 ・

ヲFリー ノレ/ユ ニ ッ ト ・

BCDコ ご ド

ベ ース ・.ア ドレス

B領 域

比較 演算 子

光デ ィス ク ・

光 フ ァイバ ・ケ ー ブル

光 素子

・引当 金

引数

引渡 しテス ト

PICTU.RE

非実 行 ス テ ー トメ ン ト

ビジネ ス ・プ ロ トコル

ビッ ト

ビ ッ ト処理'

非 定型 処理

否定 条 件

非手 続 き形言 語

非 同期 式 イン タフ ェース

ビュー

表

費 用

表 意定数

表 索引'

標 舌鼓フ ィール ド

標識 領 域

標準 偏差 卜.

一393一

英 文 名 編.部.章

9・n・ralp・ ・p・・ela。g・ 、g・2.3.4

generalpurposecomputer2.1.2,2.2.6

2.2.5

generalpurposeregister2.2.4

unblocked3.1.3

deblocking3.2.1

non-reel/unit3.3.6

BCDcode2.2.2

ぼ　
baseaddress2.2.4

Barea3.3.l

relationaloperator3 .3.1

2.4.6

0pticalfibercable2.2.7

'212
.6

reserve4.3.1

argument3.4.5

deliverytest3:5↓3

PICTURE3.3.3

non£Xecutablestatement・ 』3 .5.2

bus血1essprotoco12 .1.4

bit2.2.2

bitprocess3 .1.7

2.1.1

NOTcolldition3.1 .2

nonp「o㏄d"・ 唖 ・9・・g・2 ・3・4

asynchronousinterface4 .2.3

vrew2.4.4

table3.1.6,3.3.5

expenses4.3.1

fr9・・ativec…t・nt'3 ・3,1

tableindex3 .1.6

tagfield3.2.7

tagarea3.3.1

standalddeviation3.1.7,3.4.10,4.3.1

◆



用 語

表操 作

表探 索

表 引数

表 名

表要 素

開い たサ ブル ーチ ン

品質要 件

フ ァー ム ウェア

フ ァイル

フ ァイル ・ア ップデ ー ト

フ ァ イル ・マー ジ

フ ァ イル ・マ ッチ ング

フ ァイ ル ・メ ンテ ナ ンス

フ ァイル 記述

フ ァイル終 了 指定子

フ ァイル処理

フ ァイル節

フ ァイル の維 持保 守

フ ァイル の組 合せ

フ ァ イルの 更新

フ ァ イルの入 出力媒 体変 換 、

フ ァ イルの 生成

ファイ ル の突 合せ

フ ァイル の併 合

フ ァイル の論 理仕 様

フ ァイル 名

ファク トリ ・オー トメーシ ョン(FA)

フ ァ ックス

FUNCTION文

フ ィー ドバ ック制 御

フ ィール ド

VDT

フ ィボナ ッチ数列

フ ィル ター

英 文 名

tablehandling

tablesearch・

tal)leargument

tablename

tableelement

opensubroutine

quantyIequirement

frrmware

刷e

fileupdate

filemerge

filematching

刷emaintenanCe

filedescription

endイ)fLfilesped面er

fileprocess

filesection

filemaintenance

filemerge

fileupdate

fileI/Omediaconversion

filegeneration

filematching

filemerge

filelogicalspecificati6n

銀e-name

factoryautomation

facsimile

FUNCTIONstatement

feedbackcontrol

field

videodisplaytermhlal;viSualdiSplayterminal

Fil)onacclsenes

丘1ter
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用 語

プール 代数

フ ェ ッチ ・サ イ クル

FORTRAN77

フ ォー マ ッ ト制 御

FORMAT文

付 加価 値通 信網

不 揮発 性

複 合 形 ネ ッ『トワーク

複 合条 件

複 合 ス テ ー トメ ン ト

複 合 表

副項 目

複 数 ボ リュー ム ・フ ァイル

副 プ ログ ラム

符 号

符 号 体 系

負債

物 理 レ コー ド

不定 長 レ コー ド

浮動 チ ャネル

浮 動小 数 点 表示 の正 規 形

浮 動小 数 点表 示

浮 動 小数 点方 式

浮動 挿 入 編集

部 品 化

部 品 展 開

プ ライ バ シー権

PRINT文

フ レキ シブル ・デ ィス ク

フ レキ シブル 生産

フレ キ シブ ル生産 シス テ ム

フ ローチ ャー ト

プ ログ ラミング

英 文 名

Boo!eanalgebra

fetchcycle

FORTRAN77

formalcontro1

FORMATstatement

valueaddednetwork

nonvOぬtile

compoundcondition

compoundstatement

compoundtable

subfield

multi'volume」 道e

subprogram

code

codingscheme

lial)ilities

physicalrecord

underfinedlengthrecord

floatingchannel

normaliZedforminafloating-pointrepresentation

floati㎎ －pointrepresentation

且oating-pointrepresentationsystem

floatinginsertionedit

paltsexplosion

PIlvacy

PRINTstatement

flexibled姪k

flexiblemanufactu血19

flexiblemallufacturingsystem

flowchart

programmlng
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用 語

プ ログ ラム記述 言語

プログ ラム機 能仕 様 .

プ ロ グ ラム機 能 仕様 書

プ ログ ラム構造 図

プ ログ ラム仕 様書 一

プ ログ ラム設 計

プ ログ ラム単 位 .

プ ログ ラム流 れ 図

プ ログ ラムの 階層 構 造化

プ ログ ラムの分 割

プ ログ ラム の保 守

PROGRAM文

プ ログ ラ ム文 書 化

プ ログ ラ ム名

プ ログ ラム名 段落

プ ログ ラム ・カ ー ド

フ'ログ ラム ・カ ウン タ

プ ログ ラム ・ス イ ッチ

プ ログ ラム ・テ ス ト

フ'ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ

フ'ログ ラ ム ・モ ジ ュール.

プログ ラム ・ドキ ュメンテーシ ョン

プ ロ ジ ェク ト型 組 織 .

コ

フ ロ セ ス

ぴ

プ ロ セ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン

、プ ロ セ ス 制 御

プ ロ ツク

プ ロ ック ・マル チ プ レ/クサ ・チ ャネ ル

ブ ロ ックIF文

ブ ロ ック 化

ブ ロ ック 化

ブ ロ ック 化 レ コ ー ド

ブ ロ ック 化 因 数

ブ ロ ック 化 係 数

英 文 、 名

programdescriptionla㎎uage

programfunctionalspec碗cation・

programfunctionalspec栢cation

programstructulechart

programspecification

programdesign

programunit

programflowchalt

programhierarchystructured

programsegmentation

progmmmamtenan㏄

PROGRAMstatement

programdocumentation

program'name

program-IDparaglaph

programcard

programcoullter

programswitch

programtest

prograrnpackage

・programmodule

plogramdocumentation

project-typeorganization

process

processautomation

processcontrol

l)10ck

blockrPultiplexerchannel

blockIFstatement

blocked

l)lock血19

blockedrecord

blcokingfactor

blockingfactor
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用 語

ブ ロ ック 間 ギ ャ ッ プ

む

フ ロ ッタ

プ ロ トコ ル(通 信 規 約)

文

文関 数 定義 文

文関 数 の 引用

分 岐 形

分 岐命 令

分 散型 ネ ッ トワーク

分散 処 理

文書 情 報 システ ム

文番 号

分布

分 離 符

分 類

分 類/組 合 せ プ ログ ラム

分類/併 合 プ ログ ラム

分類 キー

分類 プ ログ ラム

平 均

ベ イチ 図表

並 列 イ ンタ フ ェース

並 列処理

並 列伝 送

ペ ー ジ ・ズ リン タ

ペ ク トル の内積

ヘ ッ ド

ヘ ロ ンの公 式

変 更 管理

編集

編集 プ ログ ラム

編集 用 文字 の組

変 数 名

一397一

英 文
.
名 編.部.章

interblock(r'ecord)gap

plotter

protocol

sentence

statementfunctionstatement

statementfunctionreference

IFTHENELSEtype

branchinstructipn

distributednetwork

distributed(data)processing

documentinforrnationsystem

statementlabel

diStribution

separator

sort

sort/mergeprogram

sort/mergeprogram

sortkey

sortprogram

ave「age

Veitchdiagram

parallelinterface

apra皿elprocessil19

paralleltransmiSsion

pag『pnnte「
.

、innerproduct

head

Heron,sformula

changemanagement,

edit

editor

editingcharacter

varねble
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用 語

変動ファイル

変復調回路

変復調装置

報告書節

法人税

法制度

方程式の数値解法

ホーム ・ショッピング

ポジショニング

母集団

補助記憶装置

補数器

補数表示

POS端 末
ロ

ホス ト ・コ ン ピ ュー タ

保 存 フ ァ イル

ボ トムア ップ ・テ ス ト

ボ リュー ム

ボ リュー ム 目録

翻 訳

翻 訳 日付 段 落

翻 訳 用 計算 機

〔ま 〕

マ ー ク 読 取 り装 置

マ ー ケ テ ィ ン グ

マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュー タ

マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ム

マ イ ク ロ プ ロセ ッサ

マ イ コ ン制]御

マ ウ ス

マ ス タ 索 引

マ ス タ ・フ ァ イ ル

マ ス タ ・ レ コ ー ド

マ テ リア ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト

英 文 .名

transactionfile

MODEM

reportsection

corporatetax

numericalsolvingmethodofanequation

posltlonlng

apopulation

aUXiliaryStOrage

complementer

complement

POSterminal

hostcomputer

keepingfile

bottom・uptest

volume

volumetableofcontents

translation

data-compiledpalagraph

sourcecomputer

markreade士

marketing

microcomputer

mlcroprogram

m1CrOprOCeSSO「

microprocessoraidedcontrol
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masterf証e

masterrecord

materialmanagement
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用 語

マ トリックス型 プロジェク ト・チーム

マネ ジ リアルSE

マル チ プ ロセ ッサ

見 出 し部

三 つ の基 本 形

.無条 件文

無 線通 信

無 名共 通 ブ.ロック

明細 印刷

命 令 デ コーダ

命令 レ ジス タ

メカトロ ・.エレク トロニクス(メ カ トロニクス)

メカトロニクス(メ カ トロ ・エレク トロニクス)

メ カニ カル ・オ ー トメー シ ョン

メモ リ ・セ ル

メンバ ー

メ ンバ ー記 入項 目

網制 御 装置

目的 フ'ログ ラム ・モ ジュ ール

目的 モ ジ ュール

文字 集 合

文字 代 入文

文字 定 数

文字 の 組

文 字表 示装置

文 字符 号'

ひ

モ シ ュー ノレ

モ ジ ュ ー ル 間 イ ン タ フ ェ ー ス

モ ジ ュー ル 間 結 合 度

モ ジ ュー ル機 能 記 述 書

モ ジ ュ ー ル 強 度

モ ジ ュ ー ル 構 造 図

モ ジ ュ ー ル の 独 立 性

モ ジ'ユ ー ル の分 割 技 法

一399一

英 文 名

matrix・typepl()jectteam

managerialSE

mUltiprocessor

identificationdivision

thleebasicstructures

impelative-statement

wirelesscommunication

blankcommonblock

detailprint

instructiondecoder

inStlUCtiOnregiSter

mechatronics

mechatronics

mechanicalautomation

memorycell

member

memberentlyitem

.networkcontrolunit

oblectprogrammodule

objectprogrammodule

characterset

characterassjgnmentstatement

nonnumericnteral

characterset

characterdisp】ay

charactercode

module

inter-module口1terface

inter-modulecoup血9

modulefunctionalspecification

modulestrength

modulestructurechart

moduleindependency

modulesegmentationtechnique
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用 , 語

モ ジ ュール 分 割

モ ジ ュール ・テ ス ト

文字 列 処理

MODEM

元 帳

問 題 管理

問 題分 析'

問 題向 き言 語'^

モ.ンテ カル ロ法 …'

〔や 〕

YAC皿'

有 価証 券 … パ

有 線 通信"『'

ユ ÷ ク リ ッ ドの 互 除法

ユ]テ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラ ム

要 員 管 理'

要求定義

要件業務フロー 千'

様式制御

横線入 り記号

予測モデル

呼ばれるプログラム

呼び出し法

呼び名

呼ぶプログラム

読取り専用記憶装置
`

予 約語

4線 式

〔ら 〕

WRITE文
'
ライ トペ ン

'

ジイ ブ ラ リア ン

ラィ ン ・バ ランス

英. 文 ・ 名 編.部.章

modulesegmentation

moduletest';

chalacterstringmanipulation

MODEM

ledger

problemmanagement

problemorientedlanguage

MonteCarlomethod

YetAnotherControlchartII

securltles

cablecommunication

Euclideanatgorithm

utilityprogram

personnelmanagement

requirementdefinition

requirementapPlicationflow

formatcontrol

stripedsymbol

forecastingmodel

calledprogram

accessmethod

mnemomc-name

callingprogram

readDnlystorage

reservedword

fourwirechannel

一400一
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用 語

ライ ン ・プ リン タ

ラベ ル

・ラボ ラ トリ ・オ ー ト¥一 シ ョン(LA)

欄

乱 処 理.._

乱 処 理 フ ァ イ ル

ラ ン ダ ム ・フ ァ イ ル

ランダム処理

乱呼び出陣

REAL文

リア ル タ イム処 理 .・

READ文

利益 額

RETURN

RETURN文"

REPEATUNTIL形

リモー ト・ジョブ ・エ ントリ

リモ ー ト ・バ ッチ 処理

リモ ー ト処 理

流動 資産

流動 比 率

利 用 者 フ ァイ ル

利用 部 門 主導

両面 記録

RELEASE

リレ ー シ ョナル型

リ ング型 ネ ッ トワー ク

累積 フ ァ イル

ル ー フ

レ コー.ド

レ コー ド記述

レ コー ド名

レベ ル番 号

英 文 名

lneprinter

label

labo「atg'yautomation

field

randomprocess

rando1τifile

randomprocessfile;randomfile

randomprocess

randomaccessmode

REALstatement

realtimeprocessing>'

READstatement

profits

RETURNstatement

REPEATUNTILtype

remotejobentry

remotebatchprocessing

relnoteprocessmg

currentassets

liquidityratio

userfile

useroriented

dualSidgrecording

relationaltype

ringnetwork

accumulationfile

loop

record

recorddescription

record-name

leve1-number'
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用 .語

連 係 編 集 プ ロ グ ラ ム

連 続 形

連 絡 節

労 働 者 派 遣

労 務 管 理

労 務 費

ロー カル ・エ リア ・ネ ッ トワーク(LAN)

ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワー ク

ロ ー カ ル 処 理

ロ ー ダ

ロ ー ド ●プ ロ グ ラ ム ・モ ジ ュ ー ル

ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル

ロ ー ル ・ア ウ ト

ロ ー ル ・イ ン

ロ グ ・フ ァ イ ル

ロ ボ ッ ト

論 理 回 路'

論 理IF文

論 理 レ コ ー ド

論 理 式

論 理 積

論 理 積 条 件

論 理 設 計

論 理 命 令

論 理 和

論 理 和 条 件

〔わ 〕

ワー ク ・サ ン プ リ ン グ

ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン

ワ ー ク ・フ ァ イ ル

ワー ド ・プ ロ セ ッサ

ワ ー ニ エ 法

割 込 み

英

一402一

文. 名

linkageeditor

SeqUenCetype層

Hnkagesection

1abormanagement

laborcost

iocalareanetwork

localnetwork

localprocessmg

loader

loadprogrammodule

loadprogrammodule

roU◇ut

roll・i皿

longfile

robot

logicdevice

logicalIFstatement

logicalrecord

logicalexpression

logicalmultiply

ANDcondition

logicaldesign

lOgiCinStlUCtiOn

l・gicalsurh

ORcondition

worksamplng

workstation

workfile

wordprocessor

Warniermethod

interruptlon

編.部.章

2.3.6・

3.1.1

3.3.10

4.1.2

2.1.1

43.2

2.1.3,4.3.1

2.4.3

2.4.1

2.3.6

3.5.2

3.5.2

2.2.3

2.2.3

3.2.2,3.5.1

2.1.3,4.3.2

2.2.4

3.4.6

3ユ.3

3.1.2,3.4.3,3.4.5

3.1.2

3.1.2

3.5.2

2.2.4

3.1.2

3.1.2

4.3.2

2.2.6,2.3.8

3.1.3

2.2.6,2.4.5

3.5.2

2.2.4,2.3.5



用' 語 英 文 名 編.部.章

割込 み ア ドレス ・レジス タ

割 込 み サ イク ル

割 込 み状 態 レ ジス タ

interruptionad(iressregister

interruptioncycle

interruptionstatusregister

2.2.4

2.2.4

2.2.4

一403一



皿.英 文 略語

用 語

A/D変 換'

AI

CAD

CAD/CAM

CAE

CAI .

CAM

CAR

CAT

CATV

CCP

CG

CMI

CODASYL

CPU

D/A変 換

DBMS

DCE

ESDS

FA

FEP

FMC

FMS

HCPチ ャ ー ト

HDLC

HIPO

IBG

IC

IMS

INS

IPO記 述

(ア ル フ ァベ ッ ト順)

英 文 名 編..部.章

Analog-to-D㎏italconversion

Ar仙c血11nte血gen㏄

ComputerAidedDesign

ComputerAidedDesign/ComputerAidedManufacturing

ComputerAidedEngilleer口lg

ComputerAided(Assisted)Instructioll

ComputerAidedmanufacturing

ComputerAidedRetrieval

ComputerAidedTesting
l

CAbleTeleVisionl

CommunicationControlProcessor

ComputerGraphics

ComputerManagedInstructioll

ConferenceOnDAtaSYstemIanguage

CentralProcessillgUnit

Digital-to-Analogconversion

DataBaseManagementSystem

DataC註cuitteτmmatingEquipment 、

EntrySequencedDataSet

FactoryAutomatign

FrontEndProcessor

FrexibleManufacturingCen

FlexibleManufactu血gSystem

HierarchicalandComPactdescliptionchart

HighlevelDataL口 止Control

HierarchyInputPrOcessOutput

InterBlockGap

InteglatedC口cuit

IntegratedManufacturillgSystem

InfbrmationNetworkSystem

InputProcessOutputdescription

4

6

2

6

2

6

2

6

6

3

3

6

6

1

1

4

4

7

8

3

3

6

3

2

7

2

ユ

2

石

5

」

　

　

ロ

エ

の

コ

の

コ

ゥ

　

　

の

コ

コ

ロ

コ

　

　

　

ひ

コ

の

コ

エ

ひ

ぼ

2

4

3

4

3

4

3

4

4

1

4

4

4

3

2

2

4

2

2

1

4

4

1

5

2

5

2

2

4

4

5

4

2

4

2

4

2

4

2

2

2

2

2

2

3

2

4

2

2

3

2

2

2

2

3

2

3

3

4

2

2

3

リ

リ

6

1

4
丁

5

2

つ
」

r404一



用 語 英 文 名 編.部.章

ISD.N

ISO

JCL

JIS

KSDS

LA

LAN

LSI

NC

NCU

NSチ ャー ト

OA

OCRシ ー ト

OR

OS

OSI

PAD

RRDS

SPD

STS分 割

TSS

VAN

VLSI

YAC皿

hltegratedServiceDigitalNetworks

InternationalOrganiZationf6rStandard屹ation

Jol)Contro!Language

JapanIndustrj白1Standard

KeySequencedDataSet

o

LaboratoryAutomation

LocalAreaNetwork

∵LargeScaleIntegra;tion二

NumelicalControl

NetworkControlUnit

Nassi-Shneidermanchart

OfficeAutomation

OpticalCharactelReadersheet

OperationsResearch

OperatillgSystem

OpenSystemsInteτconnection

ProblelnAnalysisDiaglam

RelativeRecordDataSet

StructpredProgrammingDiagram

Source!Transfbrmation/Sinksegmentation

TimeSharingSystem

ValueAddedNetwork

,・・VeryLargeScaleIntegration

YetAnotherControlchartII

2.1.3

4.L1

2.3.5

4.1.1

3.2.8

2.1.3

2.1.3,2.4.3

4.2.2

2.4.6,4.32

2.2.7

3.5.2

2.1.3

3.4.2

2.1.3

2.3.5

2.4.3

35.2

3.2.8

3.5.2

3.5.2

2.4.1

2.1.3,2.4.3

4.2.2

3.5.2
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